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備 考

文学部

健康・スポーツ科学部

　健康・スポーツ科学科

編入学
定　員

　　年　月
第　年次

3年次
25

学士
（教育学）

4 180

人

160

3年次
25

650 学士
（日本語日本文学）

3年次
25

令和2年4月
第1年次

1,010

　日本語日本文学科

　英語文化学科

　心理・社会福祉学科

4

所　在　地
収容
定員

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

入学
定員

同上

674 学士
（心理学）又は
（社会福祉学）

同上

新 設 学 部 等 の 名 称

教育学部

240　教育学科 4 平成31年4月
第1年次

4 165 3年次
20

700 学士
（生活環境学）

平成6年4月
第1年次

兵庫県西宮市池開町
6番46号

同上

同上

昭和33年4月
第1年次

4

年

（Bachelor of Arts
in Education）

or
（Bachelor of Arts

in Social
Welfare）

昭和33年4月
第1年次

850 学士
（英語文化学）

3年次
17

平成12年4月
第1年次

4

令和4年4月
第3年次

同上

4

150

200

生活環境学部

　生活環境学科

3年次
20

760 学士
（健康・ｽﾎﾟｰﾂ科

学）

平成23年4月
第1年次

　食物栄養学科

（Bachelor of
Health and Sports

Sciences）

（Bachelor of
Science in　Human

Environmental
Sciences）

（Bachelor of
Science in　Food

Sciences
and Nutrition）

0
(200)

3年次
0

(10)

0
(820)

学士
（食物栄養学）

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

ガッコウホウジン　     ム　  コ　 ガワ　ガク　イン

大 学 の 名 称

大学の収容定員に係る学則変更

武 庫 川 女 子 大 学 （Mukogawa　Women’s　University）

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学 校 法 人　　武　庫　川　学　院

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

武庫川女子大学では現在、18歳人口の減少を見据えた経営改革に重点的に取り組む一
方、社会からの要請と期待に応え続けられるよう教育研究の高度化に邁進しつつ、大学
運営の安定化を図っていく努力を続けている。その一環として「食物栄養科学部」及び
「建築学部」を設置する。両学部の基礎となる生活環境学部食物栄養学科および建築学
科のこれまでの高い志願倍率や就職率などを踏まえ、2学科制によるさらなる入学志願
者増に応え、かつ社会が求める専門を生かした有能な人材をこれまで以上に輩出してい
くため大学全体の収容定員を変更する。

大 学 の 目 的
武庫川学院立学の精神に基づき、女子に広く知識を授けるとともに、深く専門の学芸を
教授研究し、高い知性と善美な情操と高雅な徳性を兼ね具えた有為な日本女性を育成し
て、平和的世界文化の向上に貢献することを目的とする。

基 本 計 画

事 項

フ リ ガ ナ ﾑ  ｺ  ｶﾞﾜｼﾞｮ ｼ ﾀﾞｲｶﾞｸ

記 入 欄

兵庫県西宮市池開町6番46号

修業
年限

同上

人年次
人

新
設
学
部
等
の
概
要

（Bachelor of Arts
in　Japanese
Language and
Literature）

（Bachelor of Arts
in English）

（Bachelor of Arts
in Psychology）
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※令和元年6月
設置届出予定

※令和元年6月
設置届出予定

※平成31年3月
認可申請

40 ― 160 学士
（薬科学）

4

計

2,190
(1,865)

3年次
147

(142)

―

平成6年4月
第1年次

9,474
(8,164)

食物栄養科学部

4

4

学士
（情報ﾒﾃﾞｨｱ学）

0
(40)

同上

令和2年4月
第1年次

兵庫県西宮市戸崎町1
番13号

150 ―

所　在　地

学士
（応用音楽）

210

学士
（景観建築学）

　情報メディア学科

　建築学科

1,260 学士
（薬学）

令和2年4月
第1年次

令和4年4月
第3年次

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

学士
（建築学）

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

平成18年4月
第1年次

820
(0)

平成21年4月
第1年次

兵庫県西宮市池開町
6番46号

学士
（経営学）

320

　建築学科 4 45
(0)

―

薬学部

　薬学科 6

4 80
(0)

3年次
5

(0)

330
（0)

学士
（食創造科学）
（Bachelor of

Innovative Food
Sciences）

令和2年4月
第1年次

令和4年4月
第3年次

同上

経営学部

学士
（看護学）

30 ― 120 学士
（声楽）又は（器楽）

20 ― 80

令和2年4月
第1年次

同上

看護学部

　看護学科 4

160
（0)

平成18年4月
第1年次

平成27年4月
第1年次

兵庫県西宮市甲子園九
番町11番68号

―

同上令和2年4月
第1年次

兵庫県西宮市池開町
6番46号

600

平成21年4月
第1年次

― 0
(160)

令和2年4月
第1年次

兵庫県西宮市戸崎町1
番13号

　景観建築学科 4 40
(0)

―

（Bachelor of
Science in

Informatics and
Mediology）

（Bachelor of
Architecture）

（Bachelor of
Music）

（Bachelor of Art
in Academic Study

of Music）

（Bachelor of
Science in
Pharmacy）

（Bachelor of
Science in

Pharmaceutical
Scienceｓ）

（Bachelor of
Nursing）

（Bachelor of
Architecture）

（Bachelor of
Landscape

Architecture）

（Bachelor of
Business

Administration）

新
設
学
部
等
の
概
要

生活環境学部

建築学部

　経営学科 4 200
(0)

―

学士
（食物栄養学）

（Bachelor of Food
Sciences and
Nutrition）

800
(0)

　応用音楽学科

　健康生命薬科学科

80

　食物栄養学科 4 3年次
10

(0)

180
(0)

学士
（建築学）

4

200
(0)

音楽学部

　演奏学科 4

同上

同上

兵庫県西宮市池開町
6番46号

　食創造科学科
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―　単位

同一設置者内における変更状況
（定員の移行，名称の変更等）

教育
課程

卒業要件単位数新設学部等の名称
講義

○学部の設置（平成31年3月認可申請）
　経営学部
　　経営学科        　           (200)

○学部の設置（令和元年6月届出予定）
　食物栄養科学部
　　食物栄養学科                (200)
　　　（3年次編入学定員)　　　   (10)
　　食創造科学科                 (80)
　　  （3年次編入学定員)　　　    (5)
　建築学部
　　建築学科     　　　　　     (45)
　　景観建築学科                (40)

○研究科の設置（令和元年6月届出予定）
　建築学研究科
　　建築学専攻（M）          　 (22)
　　建築学専攻（D)　           　(2)
　　景観建築学専攻（M）        　(6)
　　景観建築学専攻（D)       　  (1)

○収容定員の変更に係る学則変更（届出省略）
　建築学研究科
　　建築学専攻（M）〔定員増〕　 (22)
　　建築学専攻（D)〔定員増〕　 　(2)
　　景観建築学専攻（M）〔定員増　(6)
　　景観建築学専攻（D)〔定員増〕 (1)

○学生募集停止（令和元年9月報告予定）
　生活環境学部
　　建築学科（廃止）　　 　　 (△40)
　　食物栄養学科（廃止）　　 (△200)
　　　（3年次編入学定員)　　  (△10)
　　※令和2年4月学生募集停止（3年次編入学定員は令和4年4月学生募集停止）
　生活環境学研究科
　　建築学専攻（M)（廃止） 　 (△22)
　　建築学専攻（D)(廃止）　  　(△2)
　　※令和2年4月学生募集停止

○収容定員の変更に係る学則変更（令和元年9月届出予定）
武庫川女子大学短期大学部
　食生活学科〔定員減〕        (△80)

―

実験・実習

―　科目 ―　科目

演習

開設する授業科目の総数

―　科目

計

―　科目

1

助手計

人 人 人 人 人

14 0 148

(11) (6) (1) （0） (18) （0） (113)

生活環境学部　生活環境学科
7 12 1 0

建築学部　建築学科

(134)

健康・スポーツ科学部　健康・スポーツ科学科
11 6 0 18 0

20

129

　　　　心理・社会福祉学科
9 7

9 1 0

0

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教

153

(7) (9) (1) （0） (17) （0） (130)

文学部　日本語日本文学科　
10 1 3

(10) (1) (3) （0） (14) （0） (131)

　　　　英語文化学科
7 17 0

人新

設

分

人

1 2 19 0 117

(9) (7) (1) （2） (19) （0） (101)

教育学部　教育学科
12 9 6 0 27 1 150

(12) (9) (6) （0） (27) （1）

6

1 0 1 9 1 162

7 129

(7) (12) (1) （0） (20) （7） (113)

　　　　　　　情報メディア学科
8 5 3 0 16 1 112

(8) (5) (3) （0） (16) （1） (95)

1 1 23 14 138 ※令和元年6月
届出予定(7) (6) (1) （0） (14) （14） （93）

※同上

(5) (1) （0） (1) (7) （1） （108）

7 1 1 15 1 148

(5) (7)

※同上

(4) (2)

10

(1) (1) (14) （1） （101）

　　　　　景観建築学科
7

教

員

組

織

の

概

要

　　　　　　　　食創造科学科
7 5 1 0 13 6 127

食物栄養科学部　食物栄養学科
11

※同上

（0） （0） (6) （6） （92）
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大学全体

※平成31年3月
認可申請(8) (3) (3) （0） (14) （0） (84)

計

3

（111,201.75㎡） （　　　0　㎡） （179,458.14㎡）

8,645.19　㎡

4 0 16 0 120

室

共通教育部

0　㎡ 8,645.19　㎡ 0　㎡

187,281.04　 ㎡

（68,256.39㎡）

(186)

0

大学全体

新設学部等の名称

181
計

1

職　　　種

経営学部　経営学科
9

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

専　　任

そ の 他 の 職 員

技 術 職 員

図 書 館 専 門 職 員

事 務 職 員

計兼　　任

32

(32)

0

186      人29

(29)

(3)

3

1

157

(157)

1

(1)

(4)

(181)(149)

(1)

2

(2)

41

149

(1)

1

174,033.53　㎡

共　　用
共用する他の
学校等の専用

合 計 68,039.60　㎡

校　　　舎

専　　用

(1)

491

(1)

0　㎡

室　　　数

5 42 15 134

(19) (11) (7) （5） (42) （15） (118)

音楽学部　演奏学科
5 2 1 0 8 0 122

(5) (2) (1) （0） (8) （0） (105)

10 3 16 39 0 111

(10) (10) (3) （16） (39) （0） (96)

　　　　　応用音楽学科
3 4 0 0 7 0 115

(3) (4) （0） （0） (7) （0） (98)

薬学部　薬学科
19 11 7

4 2 1 0 7 0 120

(4) (2) (1) （0） (7) （0） (108)

教育研究所
4 1 0 0 5 1 0

(4) (1) （0） （0） (5) （1） （0）

0 0 0 0 0 1 0

（0） （0） （0） （0） （0） （1） （0）

言語文化研究所
0 0 0 1 1 1 0

（0） （0） （0） （1） (1) （1） （0）

発達臨床心理学研究所

生活美学研究所
0 0 0 0 0 1 0

（0） （0） （0） （0） （0） （1） （0）

情報教育研究センター
0 0 0 0 0 1 0

（0） （0） （0） （0） （0） （1） （0）

バイオサイエンス研究所
0 0 0 1 1 0 0

（0） （0） （0） （1） (1) （0） （0）

国際健康開発研究所
1 0 0 0 1 0 0

(1) （0） （0） （0） (1) （0） （0）

トルコ文化研究センター
0 0 0 0 0 1 0

（0） （0） （0） （0） （0） （1） （0）

健康運動科学研究所
0 0 0 0 0 1 0

（0） （0） （0） （0） （0） （1） （0）

合　　　　計
163 107 37 31 338 60 ―

(152) (100) (35) (30) (317) (60) （―）

栄養科学研究所
0 0 0 0 0 1 0

（0） （0） （0） （0） （0） （1） （0）

学校教育センター
7

計
16 3 2 3 24 8 ―

(16) (3) (2) (3) (24) (8) （―）

0 1 1 9 0 5

(7) （0） (1) （1） (9) （0） (5)

(136) (97) (33) （27） (293) (52) （―）

　　　　健康生命薬科学科
6 2 1 2 11 6 119

(6) (2) (1) （2） (11) （6） (103)

看護学部　看護学科
10

新

設

分

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計 武庫川女子大学
短期大学部（必
要面積14,000
㎡）と共用

校 舎 敷 地 68,039.60　㎡ 72,885.59　㎡ 0　㎡ 140,925.19　㎡

運 動 場 用 地 0　㎡ 92,502.75　㎡ 0　㎡ 92,502.75　㎡

小 計 68,039.60　㎡ 165,388.34　㎡ 0　㎡ 233,427.94　㎡
借用面積：1,129.19㎡
借用期間：27年8月(令和
30年11月まで）

教

員

組

織

の

概

要

既

設

分

武庫川女子大学
短期大学部（必
要面積10,450
㎡）と共用

72,010.29 　㎡ 115,270.75   ㎡ 0　　　㎡

計
147 104 35 28 314 52

そ の 他

242,073.13　㎡

―

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

153    室 208    室 442    室
12    室 4    室

（補助職員　1人） （補助職員　3人）

専 任 教 員 研 究 室
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文学研究科

同上

2 12 ―

9 博士
（文学）

24

第３年次

機械・器具

（9,489〔1,925〕）

(12,216)（688,270〔165,053〕）

9,489〔1,925〕　

（9,489〔1,925〕）

点種

(14,140)

181

標本

382,200千円 382,200千円 382,200千円

点

60,886〔55,801〕　

経
費
の
見
積
り

(153)

昭和46年度

60,886〔55,801〕　

（60,886〔55,801〕）

24 修士
（文学）

0.1612 ― 兵庫県西宮市池開
町6番46号

計

1,225千円 1,265千円

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

英語英米文学専攻
（修士課程）

文学部
日本語日本文学科

1,770千円 1,770千円

同上

既
設
大
学
等
の
状
況

経
費
の
見
積
り
及
び
維
持
方
法
の
概
要

3

(153)

114,000千円

日本語日本文学専攻
（修士課程）

2

3 ―

3

0.00 平成3年度

114,000千円 114,000千円 114,000千円 ―　千円

設 備 購 入 費 382,200千円 382,200千円

文学部
心理・社会福祉学科

― 千円

学生納付金以外の維持方法の概要

― 千円

生活環境学部
生活環境学科

情報メディア学科

食物栄養科学部
食物栄養学科
食創造科学科

建築学部
建築学科

景観建築学科

音楽学部
演奏学科

― 千円

1,095千円

1,225千円教育学部

14,503

（60,886〔55,801〕） (12,216)

0.24 昭和46年度

大 学 の 名 称 　武庫川女子大学大学院

学 部 等 の 名 称

(14,140)

1,265千円 1,265千円 ― 千円 ― 千円

編入学
定　員

収容
定員

年 人 年次
人

人

第４年次第１年次 第６年次

1,275千円 1,275千円

1,245千円 1,285千円

同上

第５年次

― 千円

1,700千円 ― 千円

博士
（文学）

0.22 平成12年度

修士
（文学）

― 9

1,305千円 ― 千円 ― 千円

学
生
1
人
当
り
納
付
金

1,135千円 1,135千円 1,135千円

3英語英米文学専攻
（博士後期課程）

私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入　等

1,990千円

修業
年限

日本語日本文学専攻
（博士後期課程）

―　千円

―　千円

視聴覚資料

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次 第３年次 第４年次

経営学部

1,435千円 1,435千円 1,435千円 ― 千円

1,990千円 1,990千円

図 書 購 入 費 114,000千円

倍

1,000千円 1,200千円 1,200千円 1,200千円

― 千円

入学
定員

学術雑誌

〔うち外国書〕〔うち外国書〕

大学全体
14,140

― 千円

1,275千円

大学全体
図書費には、電
子ジャーナル、
データベースの
整備費（運用コ
スト含む）を含

む。

教員１人当り研究費等 355千円 355千円 355千円 355千円 ―　千円 ―　千円

共 同 研 究 費 等 105,000千円 105,000千円 105,000千円 105,000千円 ―　千円

冊

（688,270〔165,053〕）

―　千円

第５年次 第６年次

― 千円 ― 千円

1,700千円 1,770千円 ― 千円 ― 千円

1,720千円 1,770千円 1,770千円 1,770千円 ― 千円 ― 千円

1,864千円

― 千円

1,990千円 1,990千円

1,675千円 1,695千円 1,695千円 1,695千円 ― 千円 ― 千円

1,175千円 1,175千円 1,175千円文学部
英語文化学科

1,095千円

1,500千円 1,700千円 1,700千円

音楽学部
応用音楽学科

薬学部
薬学科

薬学部
健康生命薬科学科

1,305千円

第２年次

1,285千円 1,285千円 ― 千円 ― 千円

1,295千円

1,460千円 1,540千円

1,245千円 1,325千円

1,540千円

―　千円

― 千円

健康・スポー
ツ科学部

1,540千円 ― 千円 ― 千円

看護学部

1819,489〔1,925〕　

688,270〔165,053〕　

〔うち外国書〕

電子ジャーナル新設学部等の名称

点

大学全体

体育館
面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

17,308.50　　　㎡ 　総合スタジアムスタンド、各グラウンド内のトイレ、更衣室

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

12,499.61　　　㎡ 1,716 868,000

図書

図
書
・
設
備

14,144

14,503688,270〔165,053〕　
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12

※令和元年度より学生募
集停止(教育学科）

※令和元年度設置

既
設
大
学
等
の
状
況

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

2

薬科学専攻
（博士後期課程）

3 2

― 6 博士
（建築学）

40 修士
（臨床心理学）

0.95

平成18年度

平成11年度

臨床教育学研究科

薬学研究科

0.24

生活環境学専攻
（博士後期課程）

3

8

薬科学専攻
（修士課程）

平成29年度

同上

兵庫県西宮市甲子
園九番町11番68号

同上

同上

1.02 昭和33年度

平成24年度

同上

学士
（教育学）

同上

同上

同上

同上

同上

兵庫県西宮市戸崎
町1番13号

1.06

― 昭和38年度

650

―

―

1.03

　武庫川女子大学

兵庫県西宮市池開
町6番46号

0.90

平成23年度

―

所　在　地

0.91 兵庫県西宮市池開
町6番46号

同上

平成24年度

674 学士
（心理学）又は
（社会福祉学）

1.04

850

1.05

英語文化学科 4 200 3年次25

教育学科 4 240

同上

―

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学部

―

看護学専攻
（修士課程）

2 ―

日本語日本文学科 4 150 3年次25

大 学 の 名 称

昭和33年度

倍

2

看護学研究科

人 年次
人

人

6 博士
（薬科学）

0.50

薬学専攻
（博士課程）

4 2 ―

修士
（薬科学）

0.3130 ―

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

年

学士
（英語文化学）

教育学科 4

文学部

平成12年度心理・社会福祉学科 4 160 3年次17

0.33

看護学専攻
（博士後期課程）

3 3 ― 9 博士
（看護学）

24

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学科 4 180 3年次20 665 学士
（健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学）

1.06

昭和41年度― 24 修士
（食物栄養学）

6 博士
（生活環境学）又は
（情報ﾒﾃﾞｨｱ学）

0.16 平成12年度

60

食物栄養学専攻
（博士後期課程）

3 2 ― 6 博士
（食物栄養学）

0.83 平成2年度

生活環境学専攻
（修士課程）

2 6 ― 12 修士
（生活環境学）又は
（情報ﾒﾃﾞｨｱ学）

平成22年度

博士
（薬学）

0.37

建築学専攻
（博士後期課程）

3

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学研究科

建築学専攻
（修士課程）

2 22 ― 44 修士
（建築学）

健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学専攻

（修士課程）
2 20 ― 40 修士

（健康科学）又は
（ｽﾎﾟｰﾂ科学）

0.40 平成23年度

生活環境学研究科

―

平成18年度

2

食物栄養学専攻
（修士課程）

2 12

1.38

0.70

平成12年度

240 学士
（教育学）

0.90 令和元年度

※令和元年度入学定員増
（30人）、3年次編入学
定員増（5人）

教育学部

同上

同上

同上

教育学専攻
（修士課程）

2 6

臨床心理学専攻
（修士課程）

2 20 ―

―

臨床教育学専攻
（修士課程）

2 16 ― 32 修士
（臨床教育学）

0.75 平成6年度

臨床教育学専攻
（博士後期課程）

3 6 ― 18 博士
（臨床教育学）又は

（教育学）又は
（臨床心理学）

0.72 平成9年度

兵庫県西宮市池開
町6番46号

同上

同上

同上

学士
（日本語日本文学）

修士
（看護学）

2.44

平成27年度

12 修士
（教育学）

0.16 平成17年度
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※令和元年度入学定員増
（35人）

既
設
大
学
等
の
状
況

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

同上

同上

820 学士
（食物栄養学）

0.99 平成6年度

生活環境学部

165 3年次20 兵庫県西宮市池開
町6番46号

兵庫県西宮市池開
町6番46号

兵庫県西宮市戸崎
町1番13号

音楽学部

食物栄養学科 4

演奏学科 4

160 学士
（建築学）

1.05 平成18年度

0.80 平成21年度120 学士
（声楽）又は（器楽）

看護学科 4 80 ― 320

兵庫県西宮市池開
町6番46号

薬学科 6 210 ― 1260

30 ―

応用音楽学科 4 20 ―

1.00

3年次10200

0.93

学士
（薬科学）

生活環境学科 4

1.06 平成6年度

80

薬学部（6年制）

薬学部（4年制）

健康生命薬科学科 4 40 160

建築学科 4

80

同上

同上

同上

0.59

短期大学士
（英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学）

短期大学士
（幼児教育学）

短期大学士
（心理・人間関係学）

倍

300

同上

昭和26年度 兵庫県西宮市池開
町6番46号

160

健康・スポーツ学科

食生活学科

2

2

幼児教育学科

心理・人間関係学科

2

2

2

2

200

200

40 ―

情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 4 150 ― 600

595 学士
（生活環境学）

1.02 平成6年度

大 学 の 名 称

看護学部

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

兵庫県西宮市甲子
園九番町11番68号

―

同上

―

―

―

―

100

100

150

100

短期大学士
（食生活学）

開設
年度

人

同上

平成21年度

昭和25年度

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

学位又
は称号

定　員
超過率

人

所在地　：　兵庫県西宮市甲子園九番町11番68号

設置年月：　昭和37年4月（現施設は、昭和62年11月）

規模等　：　温室・寒地性植物栽培室　162.68㎡　　薬草園　　400.00㎡

年

200

160

320

英語キャリア・コミュニケーション学科

年次
人

学 部 等 の 名 称
修業
年限

短期大学士
（日本語文化学）

1.09

0.91

1.08

90 ― 250 短期大学士
（生活造形学）

0.98 昭和25年度 同上 ※令和元年度入
学定員減（△70
人）

収容
定員

―

学士
（看護学）

1.03 平成27年度

学士
（薬学）

1.00 平成18年度

1.02

学士
（応用音楽）

1.12

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

（注）

３　私立の大学又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究

平成18年度0.86―

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

附属施設の概要

名　称　：　武庫川女子大学薬用植物園

既
設
大
学
等
の
状
況

　武庫川女子大学短期大学部

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

　室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

昭和26年度

1.03

0.89短期大学士
（健康・ｽﾎﾟｰﾂ学）

昭和26年度

昭和62年度

昭和30年度

生活造形学科 2

入学
定員

日本語文化学科

編入学
定　員

所　在　地

1.03

0.86

学士
（情報ﾒﾃﾞｨｱ学）

同上
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令和2年4月学生募集停止

令和2年4月学生募集停止

820

45 —

9,474

800

80

120

200

40

210

20

2,190

16

20

6

80 3年次 5 330

200 3年次 10

6

12

6

6

24

9

3

令和2年4月学生募集停止

建築学部

  建築学科

  景観建築学科 40 — 160

学部の設置（届出）

学部の設置（届出）

  食創造科学科

80 — 320   看護学科 80 — 320

建築学研究科

  日本語日本文学専攻（M）　

  英語英米文学専攻（M）　

  日本語日本文学専攻（D）　

  英語英米文学専攻（Ｄ）　—

—

  日本語日本文学専攻（M）　 12

3

24

—

  教育学科 240 3年次　25 1,010

看護学部 看護学部

臨床教育学研究科

44

—  生活環境学専攻（Ｄ）

— 6

44

6

24  食物栄養学専攻（M）　

—

160

1,260

180

147

—

—

—

  景観建築学専攻（Ｄ）

60 30

  建築学専攻（M） 22

薬学研究科 薬学研究科

  建築学専攻（Ｄ） 2

  看護学専攻（D） 3 — 9

  建築学専攻（Ｄ）

  建築学専攻（Ｍ）

  生活環境学専攻（Ｄ）

  生活環境学専攻（Ｍ）

6

  看護学専攻（Ｍ） 12 — 24

2

2

22 —

—

—

—

2

6

—

令和2年度（2020年度）

674

850

教育学部

2

30

—

2

20 —

生活環境学研究科

  食物栄養学専攻（Ｄ）　

12

  薬科学専攻（Ｍ）

  薬学専攻（4年制Ｄ）

計 1,865 142

文学研究科

令和元年度（2019年度）

学校法人 武庫川学院　設置認可等に関わる組織の移行表

3年次　20

3年次　20

3年次　17

3年次　25

3年次　25

200

150

165

180

160

650

収容定員編入学定員入学定員

生活環境学部

240

700

760

変更の事由

武庫川女子大学

8,164

—

—

—

武庫川女子大学

編入学定員入学定員 収容定員

  日本語日本文学科

  健康・スポーツ科学科

  心理・社会福祉学科

健康・スポーツ科学部

674

200 850

6503年次　25

文学部

  英語文化学科

文学部

教育学部

  教育学科 3年次　25

600

820

700

760

160

1,260

80

120

160

研究科の設置（届出）

— 6

  景観建築学専攻（Ｍ） 6

6

12

20

  日本語日本文学科

3年次　00

  経営学科

経営学部

  健康生命薬科学科

  薬学科

150

165

180

160

3年次　20

3年次　20

3年次　17

3年次　25

30

学部の設置（認可申請）

  心理・社会福祉学科

  英語文化学科

令和2年4月学生募集停止
（3年次編入学定員は令和4年
4月学生募集停止）

600

0

計

  生活環境学科

生活環境学部

健康・スポーツ科学部

  健康・スポーツ科学科

薬学部

  応用音楽学科

  演奏学科

音楽学部

  情報メディア学科

食物栄養科学部

  食物栄養学科

0

1,400

—

—

—

—

—

—

180

160

160

200

300

9

—

—

—

—

0

0

3

12

12

  臨床心理学専攻（M）　

  英語英米文学専攻（Ｄ）　

  英語英米文学専攻（M）　

音楽学部

  建築学科

6

60

8

40

40

12

9

24

9

24

40

18

32

—

  情報メディア学科

  食物栄養学科

  生活環境学科

  健康生命薬科学科

  薬学科

薬学部

  応用音楽学科

  演奏学科

  看護学科

—

—

3年次　10

150

200

210

20

30

40

  健康・スポーツ科学専攻（Ｍ）

193 —

—

—

—

16

  教育学専攻（M）　

—

—

—

—

—

健康・スポーツ科学研究科

6   臨床教育学専攻（Ｄ）　

   臨床教育学専攻（M）　

臨床教育学研究科

—

  日本語日本文学専攻（D）　

20

6

健康・スポーツ科学研究科

   臨床教育学専攻（Ｄ）　

   臨床教育学専攻（M）　

40

18

32

生活環境学研究科

  健康・スポーツ科学専攻（Ｍ）

40

12

9

  教育学専攻（M）　

計

生活造形学科

食生活学科

健康・スポーツ学科

心理・人間関係学科

幼児教育学科

計

看護学研究科

  薬科学専攻（Ｄ）

武庫川女子大学短期大学部

英語ｷｬﾘｱ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

日本語文化学科

100

100

—

200

413

武庫川女子大学短期大学部

  生活環境学専攻（Ｍ）

健康・スポーツ学科

—

—

320

—

—

300

心理・人間関係学科

—

100

100

—

200

200

780

—

—

100

150

—

90

700

80

80

100

150

1,560

180
計

生活造形学科 90

160

160

80

—

—

—

食生活学科

6

  看護学専攻（D） 3 —

0

2

0 —

—

  看護学専攻（Ｍ）

看護学研究科

  薬科学専攻（Ｍ）

  薬学専攻（4年制Ｄ）

  薬科学専攻（Ｄ）

1 —

—

—

幼児教育学科

英語ｷｬﾘｱ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

日本語文化学科

200

200

武庫川女子大学大学院武庫川女子大学大学院

200

12

文学研究科

  臨床心理学専攻（M）　

  食物栄養学専攻（Ｄ）　

  食物栄養学専攻（M）　

3

12

3

12

2

2

定員変更（△80）

計

12

8

1,010

0

150

—

—

—

—

—

—

—

2

24

—

428

24

—

—

—
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（1）都道府県（兵庫県）内における位置関係の図面

武庫川女子大学

西宮市

鳥取県

香川県

徳島県

岡
山
県

京都府

大阪府

和歌山県

淡路市
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武庫川女子大学キャンパス関係図
（註：本図は、校地面積不算入施設用地を除く。）

0.5 km

1.5km

30km
スクールバス50分

徒歩15分

徒歩7分
1.8km

徒歩15分

1.0km

徒歩10分
スクールバス5分

阪神電鉄至　神戸（三宮） 至　大阪（梅田）

1.8km

徒歩20分
スクールバス5分

（内訳）
専用

（うち借用
共用

（うち借用
計

専用
共用
計 57,040.23㎡

校舎敷地 2,316.11㎡

1,129.19㎡）
56,998.09㎡

1,129.19㎡）
59,314.20㎡

運動場 0　　㎡
57,040.23㎡

（内訳）
専用
共用
計

専用
共用
計 10,801.52㎡

30,437.25㎡

運動場 0　　㎡
10,801.52㎡

校舎敷地
328.50㎡

30,108.75㎡

（内訳）
専用
共用
計 15,559.00㎡

校舎敷地
15,559.00㎡

0　　㎡

専用
共用
計 24,661.00㎡

運動場 0　　㎡
24,661.00㎡

北摂キャンパス
（神戸市北区長尾町上津4553-1）

校舎敷地、運動場
【大学・短大】

116,354.43㎡

借用： 1,129.19㎡
所有：115,225.24㎡

上甲子園キャンパス
（西宮市戸崎町1-13）

35,614.74㎡
全部所有

【大学】
校舎敷地

校舎敷地、運動場
【大学・短大】

中央キャンパス
（西宮市池開町6-46）

 

校舎敷地、運動場
【大学・短大】

（西宮市甲子園九番町11-68）

41,238.77㎡
全部所有

浜甲子園キャンパス

鳴尾駅甲子園駅

40,220.00㎡
全部所有

（2）最寄り駅からの距離、交通機関及び所要時間がわかる図面

2 3
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武庫川女子大学付近図

浜甲子園キャンパス
附属中学高校
薬学部別館

(                  )
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戸
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戸
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戸

尼

　崎

　市

武庫川橋

武庫川橋

有恒会館

 ＪＲ甲子園口

のりば

銀行

交番

交番

上甲子園中

上甲子園

甲子園

警察

鳴尾中

鳴尾小

市立東高

甲子園
浜小

高須中

鳴尾南中

高須小

高須西
小 県立
　南高

のりば

鳴尾浜1丁目

銀
行

病
院

消
防

浜甲子園キャンパス（薬学部）

附属幼稚園

上田テニスコート
武道館

第3体育館貞和寮啓成寮

若草国際寮

堅忍寮

ららぽーと甲子園

甲
子
園
球
場

武　庫　川　団　地

浜　甲　子　園　団　地

阪神電鉄

総合スタジアム
（公江記念総合グラウンド）

淳正寮

浜甲子園
グラウンド

甲子園九番町

浜甲子園

団地第六 団
地
第
五

ホテルヒューイット甲子園

鳴尾（武庫川女子大前）

上甲子園
キャンパス
（　　）甲子園会館

建 築 学 科

学術研究交流館

研究所棟別館
イトーヨーカドー

武庫川

N

附属保育園

総合心理科学館学校教育館
看護科学館

池開グラウンド

栄養科学館
武庫川女子大
附属中高前

武庫川女子大学薬学部前

中央キャンパス

主として食物栄養科学部が使用
主として建築学部が使用
共用

2 3
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（3）校舎、運動場等の配置図

中 央 キ ャ ン パ ス
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〔食堂－アゼリア－（地下）〕

(KK)
東
館
（Ｅ）

文
学
2
号
館

（L2）

文学
1号館
（L1）

中央図書館
（C）

新公江記念館
（平成32年3月竣工）

第1体育館
（G1）
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体
育
研
究
棟
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究
所
棟
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道
橋
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か
き
わ
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学院
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ク
リ
ス

テ
リ
ア

（
C
R
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2号館(H2)

学
生
用
掲
示
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（Ⅰ）

生活環境
1号館別館
（H3）

生活環境
1号館(H1)

研
究
所

棟
別
館

研
究
所
棟

駐
輪
場

東
駐
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（G）

日下記念
マルチメディア館
（MM）

南第2駐輪場

有恒会館

第1体育館アネックス
（GA）

第
3
体
育
館

健康科学館
（HS）南　館

（S）

さ
か
え
橋

（G3）

もみの木広場
35周年記念庭園

西
駐
輪
場

学術研究交流館
前駐輪場

西
門
前

駐
輪
場

総合心理科学館
（PS）

華SAKU食堂

学校教育館
（SE）

看護科学館
（N）

食物栄養科学部新棟
2020年7月
竣工予定

H3増築
2021年3月
竣工予定

東鳴尾
グラウンド

駐輪場

駐輪場

ステーションキャンパス
（2019年11月竣工予定）

（西宮市池開町他）
大学・短大共用

主として食物栄養科学部が使用する校舎等
主として建築学部が使用する校舎等

設置基準算入校地
共用
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6

テニスコート

便所

　多目的コート

（サッカー、ラクロス　　　　タッチフットボールほか）

ソフトボール
グラウンド

武
道
館

（中央キャンパス）
上田テニスコート 

（西宮市上田西町）
大学・短大共用

（中央キャンパス）
総合スタジアム  

（西宮市鳴尾浜）
大学・短大共用

〈中央キャンパスから徒歩５分〉

〈中央キャンパスからスクールバス10分〉

陸
上
競
技
場

ス
タ
ン
ド

設置基準算入校地
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参
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講
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ギ
ャ
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学 生 出 入 口
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ル

守
衛
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浜甲子園キャンパスⅠ
（西宮市甲子園九番町、枝川町）

正
門

(西
門
)

東
門

大学専用

※
薬
用
植
物
園
は
、
設
置
基
準
不
算
入
校
地

設置基準算入校地
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※
淳
正
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（
寄
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は
、
設
置
基
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設置基準算入校地
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更 

衣 

棟

武
庫
川
女
子
大
学
・
同
短
期
大
学
部
校
地

武
庫
川
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校
・

中
学
校
校
地

浜甲子園キャンパス　浜甲子園グラウンド
（西宮市枝川町）
大学・短大共用

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
グ
ラ
ウ
ン
ド

設置基準算入校地

8 9

D11485-71004103-収容定員増申請書.indd   8 2019/06/12   17:25:18



10

N

武　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
国道

線

至大阪→

←至神戸

至　中央キャンパス

西宮市水道

実習棟
（2020年9月
竣工予定）

東棟
（2020年7月
竣工予定）

西棟
（2021年1月
竣工予定）

局
甲子園配水所

西宮市水道局
鳴尾浄水場

玄関

玄関

西宮市立
鳴尾北保育所

甲子園会館
（K）

建築スタジオ
（AS）

正門 駐
輪
場

駐
輪
場

池

上甲子園キャンパス
（西宮市戸崎町）

大学専用

主として食物栄養科学部が使用する校舎等
主として建築学部が使用する校舎等
設置基準算入校地
共用
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飯盒炊さん場

しらかば

ぶな

もみ

くり
かえで

すぎ

まつ

つつじ

水
洗
ト
イ
レ

洗
面
所

WC

北摂キャンパス
（神戸市北区長尾町）
大学・短大共用

テニスコート

池

バレーボール
コート

駐車場

キャン
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サイト

池

道
路

調
整
池

フ
レ

シ

エ
ア

テ
ン
ト

薬草園

Ｎ

「けやき」

ロッジ

借用期間20年未満のため
校地面積から除外
（2,232ｍ2）

Ｃ棟

Ｂ棟

Ａ棟

本
　館

主として食物栄養科学部が使用する校舎等
主として建築学部が使用する校舎等
設置基準算入校地
共用
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令和 2年 4月 1日　改正

学　　　　則（案）

武庫川女子大学
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― 1 ―

第１章　総則

（目的）

第１条　本学は、武庫川学院立学の精神に基づき、女子に広く知識を授けるとともに、深く専門の

学芸を教授研究し、高い知性と善美な情操と高雅な徳性を兼ね具えた有為な日本女性を育成して、

平和的世界文化の向上に貢献することを目的とする。

（名称）

第２条　本学は、武庫川女子大学と称する。

（所在地）

第３条　本学は、兵庫県西宮市池開町６番46号に設置する。

（自己点検及び評価）

第４条　本学は、その教育研究水準の向上を図り、第１条の目的及び社会的使命を達成するため、

本学における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、教育研究の改善に努める。

２　前項の点検及び評価の実施に関して必要な事項は、別に定める。

（教育内容等の改善のための組織的な研修等）

第４条の２　本学は、授業の内容及び方法の改善を図るため、本学における研修及び研究を組織的

に実施するものとする。

２　前項の教育内容等の改善のための組織的な研修等の実施に関して必要な事項は、別に定める。

第２章　学部・学科・収容定員・目的及び修業年限

（学部・学科及び収容定員）

第５条　本学に置く学部・学科及び収容定員は、次のとおりとする。

学　　部 学　　　　　　　　科 入学定員 編入学定員 収容定員
文 学 部 日 本 語 日 本 文 学 科 150 ３年次 25 650

英 語 文 化 学 科 200 ３年次 25 850
心 理　・ 社 会 福 祉 学 科 160 ３年次 17 674

教 育 学 部 教 育 学 科 240 ３年次 25 1，010
健康・スポーツ
科 学 部 健 康・ ス ポ ー ツ 科 学 科 180 ３年次 20 760

生活環境学部 生 活 環 境 学 科 165 ３年次 20 700
情 報 メ デ ィ ア 学 科 150 ― 600

食 物 栄 養
科 学 部

食 物 栄 養 学 科 200 ３年次 10 820
食 創 造 科 学 科 80 ３年次 ５ 330

建 築 学 部 建 築 学 科 45 ― 180
景 観 建 築 学 科 40 ― 160

音 楽 学 部 演 奏 学 科 30 ― 120
応 用 音 楽 学 科 20 ― 80

薬 学 部 薬 学 科 210 ― 1，260
健 康 生 命 薬 科 学 科 40 ― 160

看 護 学 部 看 護 学 科 80 ― 320
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― 2 ― ― 3 ―

（目的）

第５条の２　各学部・学科の目的は次のとおりとする。

２　文学部は、人間の本質と文化的所産を人文諸科学の観点と方法により探究し、探究の過程と成

果に基づき、時代と社会の要請に応じうる有為な女性を育成することを目的とする。

⑴　日本語日本文学科は、日本語日本文学の教育研究を通じて、健全な社会の構築と発展に寄与

することのできる、有為な女性を養成することを目的とする。

⑵　英語文化学科は、英語英米文化文学の教育研究を通して、言語や文化、文学を深く理解し、

自文化のみならず異文化の優れた理解者として、実践的に英語を使って国際社会で活躍できる

有為な女性を養成することを目的とする。

⑶　心理・社会福祉学科は、実力あるこころの専門家、福祉のスペシャリストを養成することに

より、共に生きる人びとに共感できるやさしさと強さをあわせもち、人・社会の幸福の実現に

寄与することのできる実力のある女性の育成を目的とする。

３　教育学部教育学科は、立学の精神と教育推進宣言に則り、平和で民主的な社会の形成者として、

幅広い教養と豊かな人間性を備えるとともに、時代と社会の要請に応えつつ高度化していく教

育・保育を担える有為な女性を育成することを目的とする。

　　この目的を実現するために、教育学・保育学の優れた知見を広く学び、その応用と研究により

学びを深めることを通じて、国内・国外の様々な教育・保育の場において必要とされる優れた実

践的指導力、高い意欲及び創造性を養う。

４　健康・スポーツ科学部健康・スポーツ科学科は、科学的知識に裏づけられた体育・スポーツの

研究とその実践を通して、心身の健康並びに体力の保持増進について指導的役割を担う、幅広い

分野の健康・スポーツに関わる指導者、保健体育に関わる教育者を養成することを目的とする。

５　生活環境学部は、人間が生活空間において生き、情報を利用して多様な生活を選び、さらに快

適で美的な生活環境を築く知識と知恵を生み出すことのできる有為な女性を育成することを目的

とする。

⑴　生活環境学科は、衣服、インテリア、住居、建築から、街・都市空間、地球環境までを連続

した生活環境としてとらえ、さらにこれに関わる歴史や生活文化的視点も取り入れながら、理

系と文系の考え方を融合させた幅広い視野に立って、新しい時代に対応できる人間性豊かな、

専門性と創造的能力を持った有為な女性を育成することを目的とする。

⑵　情報メディア学科は、個人の生活に及ぼす情報の力が増大する高度情報化社会において、さ

まざまな情報を利用・活用して最も適切な生活行動を設計し、他人と協働しながら社会的な営

みに積極的・主体的に参画し、個性を活かしつつ、自立して人生を切り開くために、知識と技

術と感性と行動力を身に付けた有為な女性を育成することを目的とする。

６　 食物栄養科学部は、栄養士・管理栄養士資格の基礎から応用までの科目を修得させ、実践力

と応用力を有する人材育成を実施する。さらに食物栄養学科では、あらゆる人々に対して食によ

る予防・医療栄養を遂行できる指導力のある人材、また食創造科学科では国内外の食産業界で第

六次産業をグローバルな発想力で企画運営のできる人材の育成を目的とする。
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⑴　食物栄養学科は、食物栄養の分野にとどまらず、公衆衛生学、臨床医学、栄養学、栄養教育、

臨床栄養学、公衆栄養学分野等の専門的な知識と技術を広く学び、その応用と研究により学び

を深めることを通じて、管理栄養士として必要とされる実践的指導力、高い意欲と創造性を身

につけることを目的とする。

⑵　食創造科学科は、初年次よりキャリア意識を育みながら、栄養士関連科目を修得して専門性

を高め３年次後期には全員に食産業企業へのインターンシップ参加を義務づける。在学中の就

業体験を通じて、実践的な知識を深め、人間形成・キャリア形成を図り、次世代の食産業を牽

引する女性人材の輩出を目的とする。

７　建築学部は、「真」「善」「美」の修得と同時に、価値基準が異なる「真」「善」「美」を互いに

総合する能力を養い、安全で、使い易く、美しい、真に人間的な住環境を創生する基礎的能力を

培うことを目的とする。

⑴　建築学科は、「真」「善」「美」の修得と同時に、価値基準が異なる「真」「善」「美」を互い

に総合する能力を養い、安全で、使い易く、美しい、真に人間的な住環境を創生する基礎的能

力を、UNESCO-UIA 建築教育憲章に対応した世界水準の学びを通して培うことを目的とする。

⑵　 景観建築学科は、「真」「善」「美」の修得と同時に、価値基準が異なる「真」「善」「美」を

互いに総合する能力を養い、安全で、使い易く、美しい、真に人間的な住環境を創生する基礎

的能力を、自然との共生や景観映像情報技術の幅広い学びを通して培うことを目的とする。

８　音楽学部は、理論と実践を通じて、音楽知識・技術及び東西文化の普遍的な美的価値観を追求

するとともに、音楽応用を探究し、文化・社会の発展に寄与する音楽家をはじめ、音楽の指導者、

音楽応用の専門家を育成することを目的とする。

⑴　演奏学科は、音楽演奏を通して、豊かな人間性と幅広い教養、高い専門知識・技術を養い、

演奏家、指導者として文化・社会の発展に寄与する有為な女性を養成することを目的とする。

⑵　応用音楽学科は、豊かな人間性と幅広い教養、音楽専門知識・技術に基づく音楽の応用に

よって、地域・社会の活性化及び人間の心身の健康の維持・安定に貢献できる有為な女性を養

成することを目的とする。

９　薬学部は、幅広い教養と人間性豊かな専門知識を基盤として、医療と薬並びに健康に関する多

様な分野で、医療人としての薬剤師をはじめ、薬の創製・管理、衛生薬学、薬事行政などの諸活

動を通して、薬学に課せられた社会的使命を遂行し得る有為な女性を養成することを目的とする。

⑴　薬学科は、薬剤師として高度な臨床能力と実践力を有し、医療人としての使命感を持ち、病

院・薬局などの医療機関をはじめ、薬の専門家としてあらゆる場面で活躍できる有為な女性を

養成することを目的とする。

⑵　健康生命薬科学科は、健康科学、生命科学を重視した薬科学教育によって、研究機関、医薬

品関連業界、環境衛生行政など、薬と健康に関連した多彩な分野で社会に貢献できる有為な女

性を養成することを目的とする。

10　看護学部看護学科は、豊かな人間性に裏づけられた感性を生かし、様々な健康レベルの人々

（患者）を生活者としてとらえ、豊かな人間性と高い倫理観、科学的根拠に裏づけられた行動力
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をもって、心身両面にわたってトータルケアのできる未来志向の看護実践者を育成することを目

的とする。

（大学院及び専攻科）

第６条　本学に大学院及び専攻科を置く。

２　大学院の学則並びに専攻科に関する必要な事項は、別に定める。

（修業年限及び在学年限）

第７条　本学の修業年限は４年とする。ただし、薬学部薬学科については６年とする。

２　第16条の規定により編入学した者、再入学及び転入学した者の修業年限の取扱いについては、

別に定める。

３　在学年限は、修業年限の２倍を超えることができない。

４　本条第３項のほか、薬学部薬学科においては、同一学年に在学することができる年数は２年を

限度とする。

第３章　学年・学期及び休業日

（学年）

第８条　学年は、４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。

（学期）

第９条　学年を次の３学期に分ける。

前 学 期　　４月１日より８月31日まで

後 学 期　　９月１日より１月31日まで

特別学期　　２月１日より３月31日まで

（休業日）

第10条　休業日は次のとおりとする。

⑴　国民の祝日に関する法律に規定する休日

⑵　創 立 記 念 日　　２月25日

⑶　日 曜 日

⑷　夏 季 休 業　　８月５日より９月14日まで

⑸　冬 季 休 業　　₁₂月₂₅日より翌年１月７日まで

⑹　春 季 休 業　　３月20日より４月２日まで

２　学長は、必要がある場合、前項の休業日を臨時に変更することができる。

３　学長は、第１項に規定するもののほか、臨時の休業日を定めることができる。

第４章　入学・編入学・再入学・留学・転学部・転学科・退学・休学・復学及び除籍

（入学の時期）

第11条　入学期日は学年の始めとする。ただし、後学期の始めに入学させることができる。
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（入学資格）

第12条　本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。

⑴　高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者

⑵　通常の課程による12年の学校教育を修了した者

⑶　外国において学校教育における12年の課程を修了した者、又はこれに準ずる者で文部科学大

臣の指定したもの

⑷　大学入学資格検定規程により、文部科学大臣の行う大学入学資格検定に合格した者

⑸　高等学校卒業程度認定試験規則により、文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合

格した者

⑹　文部科学大臣が高等学校若しくは中等教育学校の課程と同等の課程を有するものとして認定

した在外教育施設の当該課程を修了した者

⑺　文部科学大臣の指定した者

⑻　大学において、相当の年齢に達し高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者と同等以上の

学力があると認めた者

（入学の出願）

第13条　本学に入学を志願する者は、本学所定の書類に入学検定料を添えて提出しなければならな

い。提出の時期、方法、提出すべき書類等については別に定める。

（入学者の選抜）

第14条　前条の入学志願者については、別に定めるところにより選抜を行う。

（入学手続き及び入学許可）

第₁₅条　前条の選抜の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、所定の入学金を

納付しなければならない。

２　学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。

３　入学を許可された者は、所定の期日までに、入学誓書兼同意書・保証書・その他本学所定の書

類を提出しなければならない。

４　前項の保証書の保証人は、独立の生計を営む満₂₅歳以上の者で、確実に保証人の責務を履行し

得るものでなければならない。若し、本学において不適当と認めたときは、保証人の変更を命ず

ることがある。

５　保証人が死亡又はその他の理由で、その責をつくし得ないときは、新たに保証人を選定して、

直ちに届け出なければならない。

６　保証人が転居した場合は、直ちにその旨を届け出なければならない。

（編入学）

第16条　本学に、編入学を志願する者があるときは、編入学定員を定める学科等のほかは、欠員の

ある場合に限り、選抜の上、入学を許可することがある。

２　編入学の入学資格は、次の各号の一に該当するものとする。

⑴　短期大学を卒業した者
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⑵　大学に２年以上在学し、本学が定める所定の単位を修得した者

⑶　高等専門学校を卒業した者

⑷　学校教育法第132条の規定により、大学に編入学することができる者

３　第１項の規定により、入学を許可された者の既に修得した授業科目及び単位数の取扱い並びに

在学すべき年数については、教授会の意見を聴いて、学長が決定する。

４　編入学について必要な事項は、別に定める。

（再入学）

第16条の２　本学に、再入学を志願する者があるときは、欠員のある場合に限り、選考の上、相当

年次に入学を許可することがある。

２　前項の規定により、入学を許可された者の既に修得した授業科目及び単位数の取扱い並びに在

学すべき年数については、教授会の意見を聴いて、学長が決定する。

３　再入学について必要な事項は、別に定める。

（留学）

第₁₆条の３　本学と交換留学協定又は派遣留学に関する協定を締結している外国の大学に留学を志

願する者があるときは、選考の上、留学を許可する。

２　前項により留学した期間は、第７条に規定する修業年限及び在学年限に算入する。

３　留学に関する規定は、別に定める。

（転学部・転学科）

第17条　本学学生が、同一学部に属する他の学科へ転学科を志願したときは、欠員のある場合に限

り、選考の上、これを許可することがある。

２　本学学生が、他学部に属する学科へ転学部を志願したときは、欠員のある場合に限り、選考の

上、これを許可することがある。

３　転学部又は転学科した者の在学年数には、転学部又は転学科前の在学年数の全部又は一部を通

算することができる。

（他大学等からの転学）

第18条　他の大学等の学生が、正当な理由により、本学に転学を志願したときは、欠員のある場合

に限り、選考の上、これを許可することがある。

２　前項の転学生については、第16条第３項の規定を準用する。

（他大学等への転学）

第19条　他の大学等に転学を志望する者があるときは、やむを得ない事情のある場合にのみ許可す

ることがある。

（退学）

第20条　退学しようとする者は、所定の用紙にその理由を記入し、保証人連署の上、願い出て、許

可を受けなければならない。

２　第７条第４項の規定に基づき、在学することができない者は退学とする。
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（休学）

第21条　疾病その他やむを得ない事情により、２か月以上修学することのできない者は、所定の用

紙にその理由を記入し、保証人連署の上、願い出て、許可を受けなければならない。ただし、疾

病の場合は、医師の診断書を添えなければならない。

２　疾病のため、修学することが適当でないと認められる者については、休学を命ずることがある。

（休学の期間）

第22条　休学の期間は、１年を超えることができない。ただし、特別の理由がある場合は、引き続

き更に１年まで延長することができる。

２　休学の期間は、通算して２年を超えることができない。

３　休学の期間は、第７条第３項及び第４項の在学年限に算入しない。

（復学）

第23条　休学期間中に、その理由が消滅した場合は、所定の用紙にその理由を記入し、保証人連署

の上、願い出て、復学することができる。ただし、疾病の場合は、医師の診断書を添えなければ

ならない。

（除籍）

第24条　次の各号の一に該当する者は除籍する。

⑴　第７条第３項に規定する在学年限を超えた者

⑵　第22条第２項に規定する休学の期間を超えて、なお修学できない者

⑶　休学期間満了後正当な理由なくして、復学、休学の継続、退学のいずれかの願い出がない者

⑷　学費の納付を怠り、督促してもなお納付しない者

⑸　長期間にわたり所在不明の者

⑹　法に定める在留資格が得られない者

⑺　死亡した者

第25条　入学・編入学・再入学・留学・転学部・転学科・退学・休学・復学及び除籍する者は、教

授会の意見を聴いて、学長が定める。

第５章　教育課程及び履修方法等

（授業科目）

第26条　授業科目を分けて、共通教育科目、基礎教育科目及び専門教育科目とする。

２　前項の授業科目のほか、本学独自の教育目標を達成するため、特別教育科目を置く。特別教育

科目は、原則として特別学期に開講する。

３　共通教育科目の授業科目並びにその単位数は、別表第１のとおりとする。

４　基礎教育科目及び専門教育科目の授業科目並びにその単位数は、別表第２のとおりとする。

５　特別教育科目の授業科目並びにその授業時間数は、別表第３のとおりとする。

第27条　前条に規定するもののほか、教職、司書、司書教諭及び学芸員に関する専門教育科目を置

く。
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２　前項の各授業科目並びにその単位数は、別表第４から第７のとおりとする。

（教育職員免許状）

第27条の２　教育職員免許状授与の所要資格を得ようとする者は、第35条の規定によるほか、教育

職員免許法及び同法施行規則に定める所定の単位を別表第１、第２備考並びに別表第４に従い修

得しなければならない。

２　本学で開設する「教育の基礎的理解に関する科目等」及び「大学が独自に設定する科目」の授

業科目並びにその単位数は、別表第４のとおりとする。ただし、教育学部教育学科及び健康・ス

ポーツ科学部健康・スポーツ科学科は、別表第２のとおりとする。

３　食物栄養科学部食物栄養学科の学生で栄養教諭一種免許状授与の所要資格を得ようとする者は、

第１項によるほか、栄養士法、同法施行規則及び管理栄養士学校指定規則に定める所定の単位を

修得しなければならない。

４　本学において当該所要資格を取得できる学部学科、教員免許状の種類及び免許教科又は領域を

次のとおりとする。

学　　部 学　　科 免許状の種類 免許教科又は領域

文 学 部

日 本 語 日 本 文 学 科
中学校教諭一種免許状 国　　　語

高等学校教諭一種免許状 国語・書道

英 語 文 化 学 科
中学校教諭一種免許状 英　　　語

高等学校教諭一種免許状 英　　　語

教 育 学 部 教 育 学 科

幼稚園教諭一種免許状 －

小学校教諭一種免許状 －

中学校教諭一種免許状 国語・英語

特別支援学校教諭一種免許状
知的障害者 

肢体不自由者 
病弱者

健康・スポーツ
科 学 部 健康・スポーツ科学科

中学校教諭一種免許状 保 健 体 育

高等学校教諭一種免許状 保 健 体 育

生活環境学部
生 活 環 境 学 科

中学校教諭一種免許状 家　　　庭

高等学校教諭一種免許状 家　　　庭

情 報 メ デ ィ ア 学 科 高等学校教諭一種免許状 情　　　報

食物栄養科学部 食 物 栄 養 学 科 栄養教諭一種免許状 －

音 楽 学 部
演 奏 学 科
応 用 音 楽 学 科

中学校教諭一種免許状 音　　　楽

高等学校教諭一種免許状 音　　　楽

薬 学 部 健 康 生 命 薬 科 学 科
中学校教諭一種免許状 理　　　科

高等学校教諭一種免許状 理　　　科

（図書館司書、学校図書館司書教諭）

第27条の３　図書館司書課程履修可能な学科において図書館司書の資格を得ようとする者は、第35

条の規定によるほか、図書館法及び同法施行規則に定める単位を別表第５に従い修得しなければ

ならない。
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２　学校図書館司書教諭講習修了証書授与の資格要件取得可能な学科において学校図書館司書教諭

講習修了証書授与の資格要件を得ようとする者は、第35条の規定によるほか、教育職員免許法及

び同法施行規則に定める小学校、中学校又は高等学校の教育職員免許状授与の所要資格を得るた

めに必要な単位を修得するとともに、学校図書館司書教諭講習規程に定める単位を別表第６に従

い修得しなければならない。

（博物館学芸員）

第27条の４　博物館学芸員課程履修可能な学科において博物館学芸員の資格を得ようとする者は、

第35条の規定によるほか、博物館法及び同法施行規則に定める単位を別表第７に従い修得しなけ

ればならない。

（保育士）

第27条の５　教育学部教育学科の学生で保育士証交付の資格要件を得ようとする者は、第35条の規

定によるほか、児童福祉法及び同法施行規則に定める所定の単位を修得しなければならない。

２　教育学部教育学科の指定養成施設としての定員は100名である。

３　履修方法は別に定める。

（栄養士、管理栄養士）

第27条の６　食物栄養科学部食物栄養学科及び食創造科学科の学生で栄養士免許証交付の資格要件

を得ようとする者は、第35条の規定によるほか、栄養士法及び同法施行規則に定める所定の単位

を修得しなければならない。

２　食物栄養科学部食物栄養学科の学生で管理栄養士国家試験受験資格を得ようとする者は、前項

の規定により栄養士免許証交付の資格要件を得るとともに、管理栄養士学校指定規則に定める所

定の単位を修得しなければならない。

３　履修方法は別に定める。

（建築士）

第27条の７　生活環境学部生活環境学科建築デザインコース、建築学部建築学科及び景観建築学科

の学生で本学を卒業後２年以上の実務の経験を経て一級建築士国家試験受験資格を得ようとする

者は、第35条の規定によるほか、建築士法第14条第１号に基づき、国土交通大臣認定科目の単位

を修得しなければならない。

２　履修方法は別に定める。

（社会福祉士、精神保健福祉士）

第27条の８　文学部心理・社会福祉学科社会福祉コースの学生で、社会福祉士国家試験受験資格を

得ようとする者は、第35条の規定によるほか、社会福祉士及び介護福祉士法並びに同法施行規則

に定める所定の単位を修得しなければならない。

２　文学部心理・社会福祉学科社会福祉コースの学生で、精神保健福祉士国家試験受験資格を得よ

うとする者は、第35条の規定によるほか、精神保健福祉士法に定める所定の単位を修得しなけれ

ばならない。

３　文学部心理・社会福祉学科社会福祉コースの定員は70名である。
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４　文学部心理・社会福祉学科社会福祉コースの、社会福祉士の指定養成施設としての定員は70名

である。

５　文学部心理・社会福祉学科社会福祉コースの、精神保健福祉士の指定養成施設としての定員は

20名である。

６　履修方法は別に定める。

（看護師）

第27条の９　看護学部看護学科の学生で、看護師国家試験受験資格を得ようとする者は、第35条の

規定によるほか、保健師助産師看護師学校養成所指定規則に定める所定の単位を修得しなければ

ならない。

２　履修方法は別に定める。

（単位の計算方法）

第28条　第26条第１項並びに第27条第１項に規定する各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を

45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業

による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により単位数を計算するもの

とする。

⑴　講義については、15時間の授業をもって１単位とする。ただし、必要がある場合には、授業

科目の内容に応じ、教育効果を考慮して、20時間又は30時間の授業をもって１単位とすること

ができる。

⑵　演習については、30時間の授業をもって１単位とする。ただし、必要がある場合には、授業

科目の内容に応じ、授業時間外に必要な学修等を考慮して、15時間の授業をもって１単位とす

ることができる。

⑶　実験、実習及び実技については、45時間の授業をもって１単位とする。ただし、必要がある

場合には、授業科目の内容及び授業の方法に応じ、教育効果を考慮して、30時間の授業をもっ

て１単位とすることができる。音楽の個人指導による実技の授業については、特に授業時間外

に必要な学修を考慮して、５時間又は10時間の授業をもって１単位とすることができる。なお、

社会福祉士国家試験受験資格に係る「相談援助実習」、精神保健福祉士国家試験受験資格に係

る「精神保健福祉援助実習」、保育士資格に係る「保育実習、保育実習Ⅱ、保育実習Ⅲ」、及び

公認心理師国家試験受験資格に係る「心理実習」として開設の授業科目のうち実習施設におけ

る授業時間数については、厚生労働省がそれぞれの指定基準に定める実習時間数に基づき、₄₀

時間又は₄₅時間の授業をもって１単位とする。

⑷　１の授業科目について、講義、演習、実験又は実習のうち２以上の方法により行なう場合に

ついては、その組み合わせに応じ、前３号に規定する基準により算定した時間の授業をもって

１単位とする。

２　前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業科目については、これらの

学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必要な学修等

を考慮して、単位数を定めることができる。
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３　特別教育科目のうち、ボランティア活動及びインターンシップ活動による単位認定は30時間の

活動をもって１単位とする。対象となる活動については、別に定める。

（多様なメディアを高度に利用した学修）

第28条の２　文部科学大臣が別に定めるところにより、前条に規定する講義、演習、実験、実習及

び実技による授業を、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履

修させることができる。

（１年間の授業期間）

第29条　１年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、35週にわたることを原則とする。

（単位の授与）

第30条　特別教育科目を除く授業科目にあっては、その授業科目を履修し、その試験に合格した者

には所定の単位を与える。ただし、第28条第２項の授業科目については、適切な方法により学修

の成果を評価して所定の単位を与えることができる。

２　第28条第３項の基準に従って認定された者には所定の特別単位を与える。

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等）

第31条　本学が教育上有益と認めるときは、学生が本学の協定した他の大学又は短期大学の授業科

目を履修し修得した単位を、60単位を超えない範囲で、本学における授業科目の履修により修得

したものとみなすことができる。

２　前項の規定は、学生が第16条の３の規定により外国の大学又は短期大学に留学する場合、外国

の大学又は短期大学が行う通信教育における授業科目を我が国において履修する場合及び外国の

大学又は短期大学の教育課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられ

た教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該教育課程における授業科目を我が

国において履修する場合について準用する。

（大学以外の教育施設等における学修）

第32条　本学が教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科におけ

る学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、本学における授業科目の履修とみなし、単位を

与えることができる。

２　前項により与えることができる単位数は、前条第１項及び第２項により本学において修得した

ものとみなす単位数と合わせて60単位を超えないものとする。

３　第１項に規定する学修に対する単位の認定等について必要な事項は、別に定める。

（入学前の既修得単位の認定）

第33条　本学の第１年次に入学した学生が、入学する前に大学又は短期大学（外国の大学又は短期

大学を含む。）において履修した授業科目について、修得した単位（科目等履修生により修得し

た単位を含む。）を、本学が教育上有益と認めるときは、本学に入学した後の本学における授業

科目の履修により修得したものとみなすことができる。

２　本学の第１年次に入学した学生が、入学する前に行った前条第１項に規定する学修を本学が教

育上有益と認めるときは、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。
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３　前２項により修得したものとみなし、又は与えることができる単位数は、編入学、転学等の場

合を除き、本学において修得した単位以外のものについては、第31条第１項及び第２項並びに前

条第１項により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて60単位を超えないものとす

る。

（成績の評価）

第34条　試験等成績の評価は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、不合格、Ｅ、Ｆ、認をもって表わし、Ｓ、Ａ、Ｂ、

Ｃ、認を合格とする。

２　この学則に定めるもののほか、成績の評価に関する必要な事項は、別に定める。

第６章　卒業及び学位の授与

（卒業の要件）

第35条　本学の卒業要件は、第７条に規定する修業年限以上在学し、別表第１及び第２に掲げる授

業科目の中から、同表に定める履修方法に従い、124単位以上を修得しなければならない。ただ

し、生活環境学部建築学科の学生は128単位以上を、薬学部薬学科の学生は190単位以上を、看護

学部看護学科の学生は127単位以上を修得しなければならない。

２　前項に規定するもののほか、別表第４から第７に掲げる授業科目を履修し、単位を修得した場

合、20単位を超えない範囲で、卒業に必要な単位数に含めることができる。

（卒業）

第36条　本学に第７条に規定する修業年限以上在学し、前条に規定する所定の単位数を修得した者

については、教授会の意見を聴いて、学長が卒業を認定する。

（学位の授与）

第37条　学長は、卒業を認定した者に対して、武庫川女子大学学位規程の定めるところにより、学

士の学位を授与する。

第７章　入学検定料・入学金・学費

（入学検定料等の金額）

第39条　本学の入学検定料・入学金及び学費は、別表第８のとおりとする。

（学費の納入期）

第40条　学費は次の２回に分けて納入しなければならない。

　　第１回　　４月20日まで

　　第２回　　10月11日まで

（納入した入学検定料等）

第41条　納入した入学検定料及び入学金は、事情の如何にかかわらず返還しない。

２　納入した授業料・教育充実費及び学生研修費等の取扱いについては、別に定める。

（退学・停学・休学・復学の場合の学費）

第42条　退学・停学・休学・復学の場合の学費の納入方法については、別に定める。
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２　休学中は、学費の納入は免除する。ただし、休学中は、休学在籍料を納入しなければならない。

休学在籍料に関する必要な事項は、別に定める。

（留年・卒業延期の場合の学費）

第42条の２　留年・卒業延期の場合の学費に関する必要な事項は、別に定める。

第８章　教職員組織

（教職員組織）

第43条　本学に学長、副学長、教授、准教授、講師、助教、助手、副手、事務職員、技術職員、そ

の他必要な職員を置く。

（学長）

第44条　学長は本学の学務を掌理し、所属職員を統督する。

（副学長）

第45条　副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。

２　学長に事故あるときは、その職務を代行する。

（学部長）

第46条　本学に学部長を置く。

２　学部長は、当該学部の学務を掌理し、所属職員を統督する。

（共通教育部長）

第46条の２　本学に共通教育部長を置く。

２　共通教育部長は、共通教育部の学務を掌理し、所属職員を統督する。

（学科長）

第47条　本学に学科長を置く。

２　学科長は、当該学科の学務を掌理し、所属職員を統督する。

（共通教育科長）

第47条の２　本学に共通教育科長を置く。

２　共通教育科長は、共通教育の学務を掌理し、所属職員を統督する。

（幹事教授）

第48条　本学に幹事教授を置く。

２　幹事教授は、学科長を補佐する。

第９章　学部教授会、共通教育部教授会及び評議会

（学部教授会）

第49条　本学に学部教授会（以下「教授会」という。）を置く。

（共通教育部教授会）

第49条の２　本学に共通教育部教授会を置く。
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（教授会の構成）

第50条　教授会は、当該学部の専任教授をもって構成する。ただし、学部長が必要と認めたときは、

当該学部の専任の准教授、講師及び助教を加えることができる。

２　教授会は、学部長が招集し、その議長となる。

（共通教育部教授会の構成）

第50条の２　共通教育部教授会は、当該部の専任教授をもって構成する。ただし、共通教育部長が

必要と認めたときは、当該部の専任の准教授、講師及び助教を加えることができる。

２　共通教育部教授会は、共通教育部長が招集し、その議長となる。

（教授会の審議事項）

第51条　教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。

⑴　学生の入学、卒業及び課程の修了に関する事項

⑵　学位の授与に関する事項

⑶　前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが必

要なものとして学長が定めるもの

２　教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長（以下この項において「学長等」とい

う。）がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見を述

べることができる。

（共通教育部教授会の審議事項）

第51条の２　共通教育部教授会は、学長が、共通教育に係る教育研究に関する重要な事項について

決定を行うに当たり意見を述べるものとする。

２　共通教育部教授会は、学長及び共通教育部長（以下この項において「学長等」という。）がつ

かさどる共通教育に係る教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の求めに応じ、意見

を述べることができる。

（評議会）

第52条　本学に大学評議会（以下「評議会」という。）を置き、全学部を横断する事項について審

議する。

（評議会の構成）

第53条　評議会は、開設する学部・学科を代表する者を含む学長の申請に基づき理事長が任命した

次に掲げる評議員をもって構成する。

⑴　学　　長

⑵　副 学 長

⑶　各学部長

⑷　共通教育部長

⑸　各学科長

⑹　教育研究所長

⑺　附属図書館長
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⑻　その他、学長が必要と認めた者

２　評議会は、学長が招集し、その議長となる。

（評議会の審議事項）

第54条　評議会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。

⑴　学則に基づく規程の制定改廃に関する事項

⑵　学務に関する全般的事項

⑶　学生の入学及び卒業の基準に関する事項

⑷　教育、研究に関する事項

⑸　その他学長が評議会の意見を聴くことが必要と定める事項

（その他）

第55条　本章に定めるもののほか、教授会、共通教育部教授会及び評議会に関し必要な事項は、別

に定める。

第10章　科目等履修生・特別聴講生・研究生・研修員及び外国人留学生

（科目等履修生・特別聴講生）

第56条　本学において、特定の授業科目の履修を志望する者があるときは、本学の教育に支障がな

い限り、選考の上、科目等履修生として在籍を許可することがある。科目等履修生が受講した授

業科目について試験を受け、これに合格した場合は、所定の単位を与える。

２　他の大学又は短期大学（外国の大学・短期大学を含む。）との協議に基づき、当該他の大学又

は短期大学の学生が、本学の授業科目について履修を願い出たときは、選考の上、これを特別聴

講生として履修を許可することができる。特別聴講生が受講した授業科目について試験を受け、

これに合格した場合は、所定の単位を与える。

３　科目等履修生の履修料等は、別表第９のとおりとし、特別聴講生の聴講料等は、別に定める。

（研究生）

第57条　本学において、特に研究を志望する者があるときは、その願い出により、研究生として許

可することがある。

２　研究生の研究料は、別表第10のとおりとする。

（研修員）

第58条　本学以外の機関に所属する者で、その所属機関の長の委託により、大学において特定事項

について研修しようとするときは、願い出により、研修員として許可することがある。

２　研修員の研修料は、別に定める。

（外国人留学生）

第59条　外国人で、本学に入学を志願する者があるときは、選抜の上、外国人留学生として入学を

許可することがある。

（その他）

第60条　科目等履修生・特別聴講生・研究生・研修員及び外国人留学生の許可については、教授会
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の意見を聴いて、学長が決定する。

２　科目等履修生・特別聴講生・研究生及び外国人留学生の本学則の適用については、修学上必要

な事項のほか第62条並びに第63条の規定を準用する。

３　この学則に定めるもののほか、科目等履修生・特別聴講生・研究生・研修員及び外国人留学生

に関する必要な事項は、別に定める。

第61条　削除

第11章　賞罰

（表彰）

第62条　学生として全学生の模範となる善行のあった者は、教授会の意見を聴いて、学長が表彰す

る。

（懲戒）

第63条　本学の規則、命令に違反し、又は学生としての本分に反する行為をした学生は、教授会の

意見を聴いて、学長が懲戒する。

２　前項の懲戒の種類は、退学・停学及び訓告とする。

３　前項の退学は、次の各号の一に該当する学生に対して行う。

⑴　性行不良で改善の見込みがないと認められる者

⑵　学力劣等で成業の見込みがないと認められる者

⑶　正当な理由がなくて出席常でない者

⑷　本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者

４　前２項により停学となった期間は、第７条に規定する修業年限に含めることはできない。

５　この学則に定めるもののほか、懲戒に関する必要な事項は、別に定める。

第12章　附属図書館

（附属図書館）

第64条　本学に附属図書館を置く。

２　附属図書館に関する規定は、別に定める。

第13章　スポーツセンター

（スポーツセンター）

第65条　本学にスポーツセンターを置く。

２　スポーツセンターに関する規定は、別に定める。

第14章　研究所

（研究所）

第66条　本学に教育研究所、発達臨床心理学研究所、言語文化研究所、生活美学研究所、情報教育
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研究センター、バイオサイエンス研究所、国際健康開発研究所、トルコ文化研究センター、健康

運動科学研究所・栄養科学研究所及び学校教育センターを置く。

２　研究所に関する規定は、別に定める。

第15章　公開講座

（オープン・カレッジ）

第67条　本学にオープン・カレッジを置く。

２　オープン・カレッジに関する規定は、別に定める。

第16章　学寮

（学寮）

第68条　本学に学寮を置く。

２　学寮に関する規定は、別に定める。

第17章　改廃

（改廃）

第69条　本学則の改廃は、評議会の意見を聴いて、理事会において決定する。

附　則

この学則は、昭和24年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和27年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和33年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和34年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和37年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和38年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和39年８月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和40年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和41年４月１日から施行する。
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附　則

この学則は、昭和43年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和44年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和47年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和48年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和49年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和50年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和51年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和52年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和53年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和54年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和55年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和56年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和58年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和59年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和60年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和61年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和62年１月１日から施行する。

附　則

この学則は、昭和62年４月１日から施行する。
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附　則

この学則は、昭和63年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成元年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成２年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成３年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成３年９月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成３年10月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成４年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成５年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成６年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成７年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成８年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成９年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成10年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成11年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成11年10月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成12年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成13年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成14年４月１日から施行する。

D11297_71001467_大学学則（収容定員増申請用）_01.indd   19 2019/06/03   8:44:30



― 20 ― ― 21 ―

附　則

この学則は、平成14年７月１日から施行する。

附　則

　この学則は、平成15年４月１日から施行する。

附　則

　この学則は、平成16年４月１日から施行する。

附　則

　この学則は、平成17年４月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成17年10月１日から施行する。

附　則

この学則は、平成18年１月１日から施行する。

附　則

　この学則は、平成18年４月１日から施行する。

附　則

　この学則は、平成19年４月１日から施行する。

附　則

　この学則は、平成20年４月１日から施行する。

附　則

１　この学則は、平成21年４月１日から施行する。

２　第26条第４項の規定にかかわらず、平成20年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。

３　第35条の規定にかかわらず、平成20年度以前の入学生の卒業の要件については、なお従前のと

おりとする。

４　第27条の７の規定にかかわらず、平成20年度以前の入学生の一級建築士国家試験受験資格の要

件については、なお従前のとおりとする。

附　則

１　この学則は、平成22年４月１日から施行する。

２　第26条第４項の規定にかかわらず、平成21年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。

３　第35条の規定にかかわらず、平成21年度以前の入学生の卒業の要件については、なお従前のと

おりとする。

附　則

１　この学則は、平成23年４月１日から施行する。

２　第26条第４項の規定にかかわらず、平成22年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。
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３　第27条の２の規定にかかわらず、平成22年度以前の入学生の教職に関する科目及び教科又は教

職に関する科目の授業科目並びにその単位数（別表第４）については、なお従前のとおりとする。

４　第35条の規定にかかわらず、平成22年度以前の入学生の卒業の要件については、なお従前のと

おりとする。

附　則

１　この学則は、平成24年４月１日から施行する。

２　第26条第４項の規定にかかわらず、平成23年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。

３　第27条の４の規定にかかわらず、平成23年度以前の入学生の博物館学芸員の資格を得ることが

できる学科については、なお従前のとおりとする。

４　第27条の８の規定にかかわらず、平成23年度以前の入学生の社会福祉士国家試験受験資格及び

精神保健福祉士国家試験受験資格の指定養成施設としての定員については、なお従前のとおりと

する。

５　第35条の規定にかかわらず、平成23年度以前の入学生の卒業の要件については、なお従前のと

おりとする。

６　第42条第２項の規定にかかわらず、平成23年度以前の入学生の休学中の学費の納入については、

なお従前のとおりとする。

附　則

１　この学則は、平成25年４月１日から施行する。

２　第26条第４項の規定にかかわらず、平成24年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。

３　第35条の規定にかかわらず、平成24年度以前の入学生の卒業の要件については、なお従前のと

おりとする。

附　則

１　この学則は、平成26年４月１日から施行する。

２　第26条第４項の規定にかかわらず、平成25年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。

３　第35条の規定にかかわらず、平成25年度以前の入学生の卒業の要件については、なお従前のと

おりとする。

附　則

この学則は、平成26年９月１日から施行する。

附　則

１　この学則は、平成27年４月１日から施行する。

２　第５条に規定する看護学部看護学科の収容定員は、平成27年度から平成29年度までの間、次の

とおりとする。
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年度

学部・学科

平成27年度 平成28年度 平成29年度

収容定員 収容定員 収容定員

看護学部　看護学科 80 160 240

３　第７条第４項、第20条第２項及び第22条第３項の規定にかかわらず、平成26年度以前の入学生

の在学年限、退学及び休学の期間については、なお従前のとおりとする。

４　第26条第４項の規定にかかわらず、平成26年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。

５　第27条の２第２項の規定にかかわらず、平成26年度以前の入学生の「教職に関する科目」及び

「教科又は教職に関する科目」の授業科目並びにその単位数（別表第４）については、なお従前

のとおりとする。

６　第35条の規定にかかわらず、平成26年度以前の入学生の卒業の要件については、なお従前のと

おりとする。

附　則

１　この学則は、平成28年４月１日から施行する。

２　第26条第４項の規定にかかわらず、平成27年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。

附　則

この学則は、平成28年11月１日から施行する。

附　則

１　この学則は、平成29年４月１日から施行する。

２　第26条第４項の規定にかかわらず、平成28年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。

３　第27条の３第１項及び第２項の規定にかかわらず、平成28年度以前の入学生については、なお

従前のとおりとする。

附　則

１　この学則は、平成30年４月１日から施行する。

２　第26条第４項の規定にかかわらず、平成29年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。

３　第27条の２の規定にかかわらず、平成29年度以前の入学生の中学校・高等学校教諭「教職に関

する科目」の授業科目及びその単位数（別表第４）、並びに教育職員免許状授与の所要資格を取

得できる学部学科、教員免許状の種類及び免許教科又は領域については、なお従前のとおりとす

る。

４　第28条第１項第３号の規定にかかわらず、平成29年度以前の入学生については、なお従前のと

おりとする。

５　第35条の規定にかかわらず、平成29年度以前の入学生の卒業の要件については、なお従前のと

おりとする。
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附　則

１　この学則は、平成31年４月１日から施行する。

２　第５条に規定する教育学部教育学科の収容定員は、平成31年度から令和３年度までの間、次の

とおりとする。
年度

学部・学科

平成31年度 令和２年度 令和３年度

収容定員 収容定員 収容定員

教育学部　教育学科 240 480 745

３　文学部教育学科は、平成31年３月31日に当該学科に在学する者が、当該学科に在学しなくなる

までの間、存続するものとする。

４　第５条に規定する健康・スポーツ科学部健康・スポーツ科学科の収容定員は、平成31年度から

令和３年度までの間、次のとおりとする。
年度

学部・学科

平成31年度 令和２年度 令和３年度

収容定員 収容定員 収容定員

健康・スポーツ科学部　健康・スポーツ科学科 665 700 730

５　第５条に規定する生活環境学部生活環境学科の収容定員は、平成31年度から令和３年度までの

間、次のとおりとする。
年度

学部・学科

平成31年度 令和２年度 令和３年度

収容定員 収容定員 収容定員

生活環境学部生活環境学科 595 630 665

６　第26条第４項の規定にかかわらず、平成30年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。

７　第27条の２の規定にかかわらず、平成30年度以前の入学生の中学校・高等学校教諭「教職に関

する科目」の授業科目及びその単位数（別表第４）、並びに教育職員免許状授与の所要資格を取

得できる学部学科、教員免許状の種類及び免許教科又は領域については、なお従前のとおりとす

る。

附　則

１　この学則は令和２年４月１日から施行する。

２　第５条に規定する食物栄養学部食物栄養学科及び食創造科学科の収容定員は、令和２年度から

令和４年度までの間、次のとおりとする。
年度

学部・学科

令和２年度 令和３年度 令和４年度

収容定員 収容定員 収容定員

食物栄養科学部　食物栄養学科 200 400 610

食物栄養科学部　食創造科学科 80 160 245

３　生活環境学部食物栄養学科は、令和２年３月31日の当該学科に在学する者が、当該学科に在学

しなくなるまでの間、存続するものとする。

４　第５条に規定する建築学部建築学科及び景観建築学科の収容定員は、令和２年度から令和４年
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度までの間、次のとおりとする。
年度

学部・学科

令和２年度 令和３年度 令和４年度

収容定員 収容定員 収容定員

建築学部　建築学科 45 90 135

建築学部　景観建築学科 40 80 120

５　生活環境学部建築学科は、令和２年３月31日の当該学科に在学する者が、当該学科に在学しな

くなるまでの間、存続するものとする。

６　第５条に規定する経営学部経営学科の収容定員は、令和２年度から令和４年度までの間、次の

とおりとする。
年度

学部・学科

令和２年度 令和３年度 令和４年度

収容定員 収容定員 収容定員

経営学部　経営学科 200 400 600

７　第26条第４項の規定にかかわらず、平成31年度以前の入学生の基礎教育科目及び専門教育科目

の授業科目並びにその単位数（別表第２）については、なお従前のとおりとする。
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別表第１

共通教育科目

授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

基礎教養科目群　人文科学科目

神話・伝説の世界から 2

平 安 朝 文 学 の 世 界 2

芭 蕉 を め ぐ る 人 々 2

雨月物語に込められた情念 2

芭 蕉 と 旅 2

「心中天網島」の女房「おさん」 2

日本史の中の女性たち 2

日 本 の 画 像 文 化 論 2

日常生活からの哲学入門 2

現代フランスの音楽事情 2

ミ ュ ー ジ カ ル 歌 唱 法 1

音 楽 の 科 学 2

先 端 芸 術 表 現 1

自 己 発 見 ア ー ト 1

未 来 造 形 1

日本舞踊に学ぶ着付けと作法 1

ミ ュ ー ジ カ ル の 実 践 1

歌 舞 伎 鑑 賞 入 門 2

日 本 の 文 化 Ⅰ 2

日 本 の 文 化 Ⅱ 2

遊 び の 人 類 学 2

SNS から日本語を見る 2

心 理 学 入 門 2

人 間 関 係 の 心 理 学 2

心 理 学 実 践 演 習 2

基礎教養科目群　社会科学科目

差別と暴力のない世界をめざして 2

カウンセリングの実際 2

カウンセリングスキル 2

実 践 カ ウ ン セ リ ン グ 2

生 涯 福 祉 論 2

社会福祉とボランティア 2

福祉レクリエーションの実際 2

子 育 て と 家 族 関 係 2

「ふつう」を考える社会学 2

子育てと母性の気づき 2

現 代 社 会 と 憲 法 2

外国から見た日本社会のしくみ 2

都市形成のあゆみと都市生活 2

消 費 者 生 活 論 2

日 本 経 済 の し く み 2

英語で学ぶやさしい経済学 2

英語で学ぶお金の知識 2

我々のくらしと日本の産業 2

環 境 心 理 学 入 門 2

教 養 と し て の 法 律 2

暮 ら し と 法 律 2

基礎教養科目群　自然科学科目

生 命 科 学 入 門 2

環 境 問 題 の 歴 史 2

科 学 技 術 の 歩 み 2

生 命 科 学 の 基 礎 2

生 活 の 中 の 物 理 学 2

最先端物理学が描く宇宙 2

エコロジーと私たちのくらし 2
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

微生物がつくる発酵食品の不思議 2

色 彩 情 報 2

科学から考える衣服と生活 2

文 化 を 創 造 す る 数 学 2

科 学 へ の 入 門 2

基礎教養科目群　国際理解科目

韓 国 文 化 の 理 解 2

中 国 文 化 論 2

W o r l d  E n g l i s h Ⅰ 2

W o r l d  E n g l i s h Ⅱ 2

世 界 の 中 の 日 本 人 2

国 際 協 力 入 門 2

基礎教養科目群　現代トピック科目

大 学 生 活 入 門 2

Japanese Culture InfluenceⅠ 2

Japanese Culture InfluenceⅡ 2

モラルジレンマから考える私 2

女性のためのマーケティング 2

ジェンダー科目群

アジアのなかのジェンダー 2

ジェンダーとアイデンティティー 2

女 性 と 教 育 2

メディアに見るジェンダー 2

女性の身体とセクシュアリティ 2

女 性 と 家 族 の ゆ く え 2

キャリアデザイン科目群

文 章 表 現 の 基 礎 2

プレゼンテーションの基礎 2

日 本 語 表 現 の 基 礎 2

自己アピールトレーニング 2

就 活 リ テ ラ シ ー 2

女性のためのライフプランニング 2

言語・情報科目群　言語リテラシー科目

英語コミュニケーションⅠ 2

英語コミュニケーションⅡ 2

英語コミュニケーションⅢ 1

英語コミュニケーションⅣ 1

英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅰ 1

英 語 リ ー デ ィ ン グ Ⅱ 1

英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅰ 1

英 語 ラ イ テ ィ ン グ Ⅱ 1

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 演 習 Ⅰ 1

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 演 習 Ⅱ 1

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 演 習 Ⅲ 1

Ｔ Ｏ Ｅ Ｆ Ｌ 演 習 1

Speaking ＆ Listening Ⅰ 1

Speaking ＆ Listening Ⅱ 1

Speaking ＆ Listening Ⅲ 1

Bas ics  f o r  Presenta t i on Ⅰ 1

Basics for Presentation Ⅱ 1

Grammar for Communication 1

Reading ＆ Writing 1

P r e s e n t a t i o n Ⅰ 1

P r e s e n t a t i o n Ⅱ 1

English for Careers 1

Reading ＆ Discussion 1

Cur r en t  Even t s Ⅰ 1

C u r r e n t  E v e n t s Ⅱ 1

Reading ＆ Critical Thinking 1

Global Communication Ⅰ 1
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

Global Communication Ⅱ 1

C a r r e r  W o r k s h o p 1

Writing for Daily Use 1

ド イ ツ 語 Ⅰ 2

ド イ ツ 語 Ⅱ 2

フ ラ ン ス 語 Ⅰ 2

フ ラ ン ス 語 Ⅱ 2

中 国 語 Ⅰ 2

中 国 語 Ⅱ 2

イ タ リ ア 語 Ⅰ 1

イ タ リ ア 語 Ⅱ 1

ス ペ イ ン 語 Ⅰ 2

ハ ン グ ル Ⅰ 2

ハ ン グ ル Ⅱ 2

手 話 1

特 別 英 語 演 習 Ⅰ 4

特 別 英 語 演 習 Ⅱ 4

特 別 中 国 語 演 習 Ⅰ 2

特 別 中 国 語 演 習 Ⅱ 2

特 別 ハ ン グ ル 演 習 Ⅰ 4

特 別 ハ ン グ ル 演 習 Ⅱ 4

言語・情報科目群　情報リテラシー科目

グラフィックデザイン基礎 2

フ ォ ト レ タ ッ チ 基 礎 2

Web デ ザ イ ン 基 礎 2

Scratch によるプログラミング 2

情報社会を生きる技術 2

Access データベース基礎 2

データサイエンス入門 2

データサイエンス演習 2

Web デ ザ イ ン 応 用 2

健康・スポーツ科目群　健康・スポーツ科学科目

ス ポ ー ツ と 栄 養 2

ダンス・ムーブメントセラピー 2

生活リハビリテーション学 2

健康・スポーツ科目群　スポーツ実技科目

スポーツ実技（テニス） 1

スポーツ実技（ゴルフ） 1

スポーツ実技（バレーボール） 1

スポーツ実技（バドミントン） 1

スポーツ実技（ジャズダンス） 1

スポーツ実技（エアロビクス） 1

スポーツ実技（スリムエアロ） 1

スポーツ実技（ダンスエアロ） 1

スポーツ実技（軽スポーツ） 1

スポーツ実技（遊びと障害） 1

スポーツ実技（ヨガ） 1

スポーツ実技（ビーチバレー） 1

マ ッ サ ー ジ 実 習 1

初 年 次 ゼ ミ

学 び 発 見 ゼ ミ 2
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別表第２

基礎教育科目及び専門教育科目
文学部　日本語日本文学科

授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

基礎教育科目

初 期 演 習 2

古 文 入 門 2

漢 文 入 門 2

日 本 語 表 現 入 門 2

日 本 語 表 現 演 習 Ⅰ 1

日 本 語 表 現 演 習 Ⅱ 1

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅰ 2

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅱ 2

Oral Communication 2

TOEIC 認 定 英 語 Ⅰ 2

TOEIC 認 定 英 語 Ⅱ 2

TOEIC 認 定 英 語 Ⅲ 2

TOEIC 認 定 英 語 Ⅳ 2

専門教育科目

日 本 語 学 概 論 Ⅰ 2

日 本 語 学 概 論 Ⅱ 2

音 声 ・ 音 韻 論 2

語 彙 ・ 意 味 論 2

文 法 ・ 文 体 論 2

文 字 ・ 表 記 論 2

談 話 研 究 2

日 本 語 学 文 献 講 読 Ⅰ 2

日 本 語 学 文 献 講 読 Ⅱ 2

日 本 語 史 Ⅰ 2

日 本 語 史 Ⅱ 2

日 本 語 学 特 講 Ⅰ 2

日 本 語 学 特 講 Ⅱ 2

社 会 言 語 学 2

言 語 学 Ⅰ 2

言 語 学 Ⅱ 2

日 本 語 教 育 学 入 門 2

日 本 語 教 授 法 2

日 本 語 教 材 研 究 Ⅰ 2

日 本 語 教 材 研 究 Ⅱ 2

日 本 語 教 授 法 実 習 1

日 本 語 教 育 史 2

日 本 語 教 育 特 講 2

言 語 発 達 論 2

言 語 と 心 理 2

異文化間コミュニケーション 2

多 文 化 共 生 論 2

日本語教育インターンシップ 2

日 本 古 典 文 学 概 論 2

日 本 近 代 文 学 概 論 2

日 本 古 典 文 学 史 2

日 本 近 代 文 学 史 2

上 代 文 学 講 読 Ⅰ 2

上 代 文 学 講 読 Ⅱ 2

中 古 文 学 講 読 Ⅰ 2

中 古 文 学 講 読 Ⅱ 2

中 世 文 学 講 読 Ⅰ 2

中 世 文 学 講 読 Ⅱ 2

近 世 文 学 講 読 Ⅰ 2
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

近 世 文 学 講 読 Ⅱ 2

近 代 文 学 講 読 Ⅰ 2

近 代 文 学 講 読 Ⅱ 2

上 代 文 学 研 究 Ⅰ 2

上 代 文 学 研 究 Ⅱ 2

中 古 文 学 研 究 Ⅰ 2

中 古 文 学 研 究 Ⅱ 2

中 世 文 学 研 究 Ⅰ 2

中 世 文 学 研 究 Ⅱ 2

近 世 文 学 研 究 Ⅰ 2

近 世 文 学 研 究 Ⅱ 2

近 代 文 学 研 究 Ⅰ 2

近 代 文 学 研 究 Ⅱ 2

児 童 文 学 論 2

現 代 文 学 論 Ⅰ 2

現 代 文 学 論 Ⅱ 2

日 本 文 学 特 講 Ⅰ 2

日 本 文 学 特 講 Ⅱ 2

漢 文 学 講 読 Ⅰ 2

漢 文 学 講 読 Ⅱ 2

東 ア ジ ア 思 想 文 学 Ⅰ 2

東 ア ジ ア 思 想 文 学 Ⅱ 2

国 語 教 育 実 践 研 究 Ⅰ 2

国 語 教 育 実 践 研 究 Ⅱ 2

国 語 教 育 実 践 研 究 Ⅲ 2

国 語 教 育 実 践 研 究 Ⅳ 2

阪 神 間 の 文 化 2

文 化 交 流 史 2

日 本 の 芸 能 2

日 本 の 伝 統 文 化 2

日 本 の 現 代 文 化 2

知 的 財 産 論 2

書 道 Ⅰ 2

書 道 Ⅱ 2

書 道 Ⅲ 2

書 道 Ⅳ 2

書 道 史 Ⅰ 2

書 道 史 Ⅱ 2

書 論 ・ 鑑 賞 学 2

身 体 表 現 法 2

プレゼンテーション技法 2

情 報 デ ザ イ ン 2

文 芸 創 作 2

コ ン ピ ュ ー タ 概 論 2

言 語 デ ー タ 処 理 1

情 報 検 索 法 2

情 報 処 理 特 論 Ⅰ 2

情 報 処 理 特 論 Ⅱ 2

言語情報・文献管理特論Ⅰ 2

言語情報・文献管理特論Ⅱ 2

中 国 語 概 説 2

韓 国 語 概 説 2

英 語 で 読 む 日 本 Ⅰ 2

英 語 で 読 む 日 本 Ⅱ 2

海 外 文 化 体 験 演 習 4

演 習 Ⅰ 2

演 習 Ⅱ 2

卒 業 論 文（ 卒 業 制 作 ） 4

D11297_71001467_大学学則（収容定員増申請用）_03.indd   29 2019/06/03   17:00:25



― 30 ― ― 31 ―

授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

文学部　英語文化学科

基礎教育科目

初 期 演 習 ２

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅰ ２

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅱ ２

リ ス ニ ン グ Ⅰ Ａ １

リ ス ニ ン グ Ⅰ Ｂ １

リ ス ニ ン グ Ⅱ １

ス ピ ー キ ン グ Ⅰ Ａ １

ス ピ ー キ ン グ Ⅰ Ｂ １

ス ピ ー キ ン グ Ⅲ １

リ ー デ ィ ン グ Ⅰ Ａ １

リ ー デ ィ ン グ Ⅰ Ｂ １

リ ー デ ィ ン グ Ⅲ １

ラ イ テ ィ ン グ Ⅰ Ａ １

ラ イ テ ィ ン グ Ⅰ Ｂ １

ラ イ テ ィ ン グ Ⅲ １

T O E I C 演 習 Ⅰ １

T O E I C 演 習 Ⅱ １

T O E I C 演 習 Ⅲ １

検 定 英 語 演 習 １

資 格 認 定 英 語 Ⅰ ２

資 格 認 定 英 語 Ⅱ ２

資 格 認 定 英 語 Ⅲ ２

資 格 認 定 英 語 Ⅳ ２

S p e a k i n g Ⅱ Ｆ
（ ス ピ ー キ ン グ Ⅱ Ｆ ） ３

R e a d i n g Ⅱ Ｆ
（ リ ー デ ィ ン グ Ⅱ Ｆ ） ３

W r i t i n g Ⅱ Ｆ
（ ラ イ テ ィ ン グ Ⅱ Ｆ ） ３

Reading and Writing FF
（リーディング・ライティング FF） ２

Oral Communication FF
（オーラルコミュニケーション FF） ２

Basic Preparation for English Proficiency Tests FF
（資 格 英 語 演 習 FF） １

リーディング・ライティングⅠＡ １

リーディング・ライティングⅠＢ １

リーディング・ライティングⅡＡ １

リーディング・ライティングⅡＢ １

オーラルコミュニケーションⅠＡ １

オーラルコミュニケーションⅠＢ １

オーラルコミュニケーションⅡＡ １

オーラルコミュニケーションⅡＢ １

リ ス ニ ン グ 演 習 ２

ス ピ ー キ ン グ Ⅱ ２

リ ー デ ィ ン グ Ⅱ ２

ラ イ テ ィ ン グ Ⅱ ２

資 格 英 語 演 習 １

専門教育科目

英 語 の 発 音 Ａ １

英 語 の 発 音 Ｂ １

活 用 文 法 Ａ ２

活 用 文 法 Ｂ ２

英 米 文 学 入 門 ２

A m e r i c a n  C u l t u r e
（ ア メ リ カ の 文 化 ） ４

A m e r i c a n  S o c i e t y
（ ア メ リ カ の 社 会 ） ４

American Literature
（ ア メ リ カ の 文 学 ） ４

Business English Writing
（ビジネス・イングリッシュ） ２

The Culture of the American Southwest
（アメリカ南西部の文化） ４

A c a d e m i c  W r i t i n g
（ 英 文 論 文 の 書 き 方 ） １

P u b l i c  S p e a k i n g
（パブリック・スピーキング） ２

Univers i ty  Preparat ion
（ユニバーシティ・プレパレーション） ２

英 米 文 学 鑑 賞 ２

英 語 学 入 門 ２

ビジネスコミュニケーション入門 ２

D11297_71001467_大学学則（収容定員増申請用）_03.indd   30 2019/06/03   17:00:25



― 30 ― ― 31 ―

授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

Business English FF
（ビジネス・イングリッシュFF） ２

American Culture FF
（ア メ リ カ 文 化 FF） ４

Academic Writing FF
（ 英 語 論 文 作 成 法 FF） １

P u b l i c  S p e a k i n g  F F
（パブリック・スピーキング FF） ２

University Preparation FF
（ユニバーシティ・プレパレーション FF） ２

English and American Literature FF
（英 米 文 学 F F） ２

Introduction to English Linguistics FF
（ 英 語 学 F F ） ２

Business Communication FF
（ビジネスコミュニケーション FF） ２

G e r m a n F F
（ ド イ ツ 語 F F ） ２

F r e n c h F F
（フ ラ ン ス 語 FF） ２

ド イ ツ 語 Ⅰ ２
�

�
�

�
�

�
�

 ※必修６ド イ ツ 語 Ⅱ ２

ド イ ツ 語 Ⅲ ２

ド イ ツ 語 Ⅳ Ａ １

ド イ ツ 語 Ⅳ Ｂ １

ド イ ツ 文 化 と 文 学 Ａ ２

ド イ ツ 文 化 と 文 学 Ｂ ２

フ ラ ン ス 語 Ⅰ ２

フ ラ ン ス 語 Ⅱ ２

�
�

��
�

��

 ※必修６

フ ラ ン ス 語 Ⅲ ２

フ ラ ン ス 語 Ⅳ Ａ １
※「ドイ
ツ語Ⅰ・
Ⅱ・Ⅲ」
ま た は

「 フ ラ ン
ス語Ⅰ・
Ⅱ・Ⅲ」
のいずれ
か６単位
を必修

フ ラ ン ス 語 Ⅳ Ｂ １

フランス文化と文学Ａ ２

フランス文化と文学Ｂ ２

国 際 社 会 と 英 語 情 報 ２

ビジネス・ライティングＡ ２

ビジネス・ライティングＢ ２

英語データベース活用法 １

インタラクティブ・ウェブ １

メ デ ィ ア 英 語 Ａ ２

メ デ ィ ア 英 語 Ｂ ２

最 新 の 企 業 実 務 Ａ ２

最 新 の 企 業 実 務 Ｂ ２

児 童 英 語 教 育 Ａ ２

児 童 英 語 教 育 Ｂ ２

卒 業 研 究 Ⅰ Ａ ２

卒 業 研 究 Ⅰ Ｂ ２

卒 業 研 究 Ⅱ ４

翻訳ワークショップＡ １

文 学 作 品 演 習 Ⅰ Ａ １

文 学 作 品 演 習 Ⅱ Ａ １

イギリス文化と文学の流れ A ２

翻訳ワークショップＢ １

文 学 作 品 演 習 Ⅰ Ｂ １

文 学 作 品 演 習 Ⅱ Ｂ １

イギリス文化と文学の流れＢ ２

文 学 作 品 演 習 Ⅲ Ａ １

アメリカ文化と文学の流れＡ ２

英 語 児 童 文 学 Ａ ２

文 学 作 品 演 習 Ⅲ Ｂ １

アメリカ文化と文学の流れＢ ２

英 語 児 童 文 学 Ｂ ２

現代コミュニケーション英語ⅠＡ １

現代コミュニケーション英語ⅡＡ １

英 語 の 構 造 Ａ ２

英 語 の 歴 史 Ａ ２

現代コミュニケーション英語ⅠＢ １

現代コミュニケーション英語ⅡＢ １

英 語 の 構 造 Ｂ ２

英 語 の 歴 史 Ｂ ２

D11297_71001467_大学学則（収容定員増申請用）_03.indd   31 2019/06/03   17:00:25



― 32 ― ― 33 ―

授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

英 語 の 談 話 分 析 Ａ １

現代コミュニケーション英語ⅢＡ １

英 語 の 文 化 的 背 景 Ａ ２

英 語 の 談 話 分 析 Ｂ １

現代コミュニケーション英語ⅢＢ １

英 語 の 文 化 的 背 景 Ｂ ２

ビジネス・イングリッシュⅠＡ １

ビジネスコミュニケーション演習 １

ビ ジ ネ ス 通 訳 基 礎 Ａ １

国 際 関 係 論 Ａ ２

ビジネス・イングリッシュⅠＢ １

ホ ス ピ タ リ テ ィ 英 語 １

ビ ジ ネ ス 通 訳 基 礎 Ｂ １

国 際 関 係 論 Ｂ ２

ビ ジ ネ ス 翻 訳 Ａ １

ビジネス・イングリッシュⅡＡ １

ツ ー リ ズ ム 概 論 ２

ビ ジ ネ ス 翻 訳 Ｂ １

ビジネス・イングリッシュⅡＢ １

グローバルビジネス論 ２

英 米 文 化・文 学 演 習 Ａ １

英 語 学 演 習 Ａ 1

グローバル化と日本Ａ 1

英 米 文 化・文 学 演 習 Ｂ １

英 語 学 演 習 Ｂ 1

グローバル化と日本Ｂ 1

会 議 通 訳 Ａ 1

国 際 関 係 論 講 義 2

会 議 通 訳 Ｂ 1

グローバルビジネス研究 2

ア メ リ カ 文 化 2

ア メ リ カ 文 学 講 読 １

イ ギ リ ス 文 化 2

イ ギ リ ス 文 学 講 読 １
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

文学部　心理・社会福祉学科

基礎教育科目

初 期 演 習 2

心 理 学 概 論 Ａ 2

心 理 学 概 論 Ｂ 2

ソーシャルワーク概論Ａ 2

ソーシャルワーク概論Ｂ 2

人体の構造と機能及び疾病 2

社 会 学 2

関 係 行 政 論 2

レクリエーション概論 2

レクリエーションアクティビティ 2

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅰ 2

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅱ 2

英 語 Ⅰ 2

英 語 Ⅱ 2

Oral Communication Ⅰ 1

Oral Communication Ⅱ 1

TOEIC 認 定 英 語 Ⅰ 2

TOEIC 認 定 英 語 Ⅱ 2

TOEIC 認 定 英 語 Ⅲ 2

TOEIC 認 定 英 語 Ⅳ 2

専門教育科目

心 理 学 研 究 法 2

臨 床 心 理 学 概 論 2

心 理 学 統 計 法（ 基 礎 ） 2

心 理 学 統 計 法（ 応 用 ） 2

心 理 学 実 験 Ⅰ 2

心 理 学 実 験 Ⅱ 2

心理的アセスメント（概論） 2

心理的アセスメント（実習） 2

知覚・認知心理学（知覚） 2

知覚・認知心理学（認知） 2

学習・言語心理学（学習） 2

学習・言語心理学（言語） 2

感情・人格心理学（感情） 2

感情・人格心理学（人格） 2

神経・生理心理学（生理） 2

神経・生理心理学（神経） 2

社会・集団・家族心理学（社会・集団） 2

社会・集団・家族心理学（家族） 2

発 達 心 理 学 2

障害者・障害児心理学 2

心 理 学 的 支 援 法 2

健 康・医 療 心 理 学 2

福 祉 心 理 学 2

教 育・学 校 心 理 学 2

司 法・犯 罪 心 理 学 2

産 業・組 織 心 理 学 2

公 認 心 理 師 の 職 責 2

心 理 演 習 2

心 理 実 習 1

心 理 実 習 指 導 1

心 理 調 査 概 論 2

消 費 者 心 理 学 2

心 理 学 英 語 文 献 講 読 2

デ ー タ 処 理 論 Ⅰ 2

デ ー タ 処 理 論 Ⅱ 2

ソーシャルワーク論ⅠＡ 2

ソーシャルワーク論ⅠＢ 2

ソーシャルワーク論ⅡＡ 2
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

ソーシャルワーク論ⅡＢ 2

医療ソーシャルワーク 2

虐待とソーシャルワーク 2

スクールソーシャルワーク 2

ソーシャルワーク演習ⅠＡ 2

ソーシャルワーク演習ⅠＢ 2

ソーシャルワーク演習ⅡＡ 2

ソーシャルワーク演習ⅡＢ 2

ソーシャルワーク演習Ⅲ 2

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 1

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 1

ソーシャルワーク実 習 4

社 会 福 祉 事 業 史 2

児 童・ 家 庭 福 祉 論 2

障 害 者 福 祉 論 2

高 齢 者 福 祉 論 2

現 代 社 会 と 福 祉 Ａ 2

現 代 社 会 と 福 祉 Ｂ 2

介 護 概 論 2

地 域 福 祉 論 Ａ 2

地 域 福 祉 論 Ｂ 2

社 会 調 査 法 2

社 会 保 障 論 Ａ 2

社 会 保 障 論 Ｂ 2

公 的 扶 助 論 2

保 健 医 療 サ ー ビ ス 2

就 労 支 援 1

更 生 保 護 制 度 1

福 祉行財政と福 祉計画 2

権利擁護と成年後見制度 2

福祉サービスの組織と経営 2

精神保健福祉援助技術総論 2

精神保健福祉制度論Ａ 2

精神保健福祉制度論Ｂ 2

精神障害者の生活支援システム 2

精神疾患とその治療 A 2

精神疾患とその治療 B 2

精 神 保 健 学 Ａ 2

精 神 保 健 学 Ｂ 2

精神科リハビリテーション学Ａ 2

精神科リハビリテーション学Ｂ 2

精神保健福祉援助技術各論Ａ 2

精神保健福祉援助技術各論Ｂ 2

精神保健福祉援助演習Ⅰ 2

精神保健福祉援助演習Ⅱ 2

精神保健福祉援助実習指導Ⅰ 1

精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 1

精神保健福祉援助実習Ａ 3

精神保健福祉援助実習Ｂ 2

社 会 福 祉 特 講 2

レクリエーション指導技術 2

レクリエーションの企画と運営 2

レクリエーション指導法 2

レクリエーションマネジメント 2

レ ジ ャ ー と 生 活 文 化 2

福祉レクリエーション論 2

障害とスポーツレクリエーション 2

専 門 演 習 Ⅰ Ａ 1

専 門 演 習 Ⅰ Ｂ 1

専 門 演 習 Ⅱ Ａ 1
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

専 門 演 習 Ⅱ Ｂ 1

卒 業 論 文 6

理系女性のキャリアパス設計論 2

生命科学と倫理を巡る知性と感性 2

地域活性化システム論 2

プレプロフェッショナル教育 2

多職種協働グループワーク実践論 2
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

教育学部　教育学科

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ 1

初 期 演 習 Ⅱ 1

日 本 国 憲 法 2

英 語 Ⅰ 2

英 語 Ⅱ 2

外国語コミュニケーションⅠ 1

外国語コミュニケーションⅡ 1

教 育 と Ｉ Ｃ Ｔ 2

体 育 Ⅰ 1

体 育 Ⅱ 1

専門教育科目

2 年 次 演 習 1

教 育 演 習 2

卒 業 研 究 2

教 育 原 理 2

教 育 史 2

教 育 哲 学 2

教 職 入 門 2

保 育 者 論 2

教 育 行 政 学 2

教 育 社 会 学 2

教 育 心 理 学 総 論 2

発 達 心 理 学 2

特 別 支 援 教 育 総 論 2

教 育 課 程 論 2

教育課程・保育計画論 2

道徳教育の理論と実践 2

総合的な学習の時間の指導法 2

特 別 活 動 の 指 導 法 2

教育方法の理論と実践 2

生徒指導・進路指導の理論と実践 2

子ども理解と幼児教育 2

教育相談の理論と実践 2

教育実習事前事後指導Ⅰ（幼小） 1

教育実習事前事後指導Ⅰ（小幼） 1

教育実習事前事後指導Ⅱ（幼） 1

教育実習事前事後指導Ⅱ（小） 1

教育実習事前事後指導（中） 1

教 育 実 習 Ⅰ（ 幼 小 ） 4

教 育 実 習 Ⅰ（ 小 幼 ） 4

教 育 実 習 Ⅱ（ 幼 ） 2

教 育 実 習 Ⅱ（ 小 ） 2

教 育 実 習（ 中 ） 4

保育・教職実践演習（幼） 2

教 職 実 践 演 習 2

子 ど も と 健 康 1

子 ど も と 環 境 1

子 ど も と 人 間 関 係 1

子 ど も と 言 葉 1

子 ど も と 音 楽 表 現 1

子 ど も と 造 形 表 現 1

子 ど も と 身 体 表 現 1

保 育 内 容 総 論 2

保 育 内 容・ 健 康 2

保 育 内 容・ 環 境 2

保 育 内 容・ 人 間 関 係 2

保 育 内 容・ 言 葉 2

保 育 内 容・ 表 現 Ⅰ 1

保 育 内 容・ 表 現 Ⅱ 1
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

国 語 科 内 容 論 1

社 会 科 内 容 論 1

算 数 科 内 容 論 1

理 科 内 容 論 1

生 活 科 内 容 論 1

音 楽 科 内 容 論 1

図 画 工 作 科 内 容 論 1

家 庭 科 内 容 論 1

体 育 科 内 容 論 1

外 国 語 科 内 容 論 1

国 語 科 教 育 法 2

社 会 科 教 育 法 2

算 数 科 教 育 法 2

理 科 教 育 法 2

生 活 科 教 育 法 2

音 楽 科 教 育 法 2

図 画 工 作 科 教 育 法 2

家 庭 科 教 育 法 2

体 育 科 教 育 法 2

外 国 語 科 教 育 法 2

日 本 語 表 現 Ⅰ 2

日 本 語 表 現 Ⅱ 2

日 本 語 学 概 論 Ⅰ 2

日 本 語 学 概 論 Ⅱ 2

日 本 語 文 法 2

音 楽 科 教 育 実 践 1

子 ど も 理 解 と 教 育 2

教 育 プ ロ グ ラ ミ ン グ 2

LD 等 教 育 総 論 2

特 別 支 援 教 職 論 2

知的障害者の心理・生理・病理 2

病弱者の心理・生理・病理 2

肢体不自由者の心理・生理・病理 2

障 害 児 指 導 法 2

知 的 障 害 教 育 2

肢 体 不 自 由 教 育 2

病 弱 教 育 2

知 的 障 害 教 育 総 論 2

肢 体 不 自 由 教 育 総 論 2

病 弱 教 育 総 論 2

視 覚 障 害 教 育 総 論 2

聴 覚 障 害 教 育 総 論 2

重 複 障 害 等 教 育 総 論 2

特別支援学校教育実習事前事後指導 1

特別支援学校教育実習 2

子 ど も 家 庭 福 祉 2

社 会 福 祉 2

子 育 て 支 援 1

社 会 的 養 護 Ⅰ 2

子 ど も の 保 健 2

子 ど も の 健 康 と 安 全 1

子 ど も の 食 と 栄 養 2

子 ど も 家 庭 支 援 論 2

社 会 的 養 護 Ⅱ 1

乳 児 保 育 Ⅰ 2

乳 児 保 育 Ⅱ 1

障 害 児 保 育 2

地 域 福 祉 論 2

施 設 経 営 論 2

家 庭 支 援 論 演 習 1
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

子ども家庭支援の心理学 2

保 育 実 習 指 導 ⅠA 1

保 育 実 習 指 導 Ⅰ B 1

保 育 実 習 Ⅰ（ 保 育 所 ） 2

保 育 実 習 Ⅰ（ 施 設 ） 2

保 育 実 習 指 導 Ⅱ 1

保 育 実 習 Ⅱ 2

日 本 語 の 歴 史 2

学校教材としての文学 1

日 本 古 典 文 学 概 論 2

日 本 近 代 文 学 概 論 2

日 本 古 典 文 学 史 2

日 本 近 代 文 学 史 2

漢 文 入 門 2

漢 文 学 2

中 等 国 語 科 教 育 法 Ⅰ 2

中 等 国 語 科 教 育 法 Ⅱ 2

中 等 国 語 科 教 育 法 Ⅲ 2

中 等 国 語 科 教 育 法 Ⅳ 2

英 語 学 2

英 語 文 学 入 門 2

英 語 文 学 と 日 本 2

英 語 文 学 と 世 界 2

外国語コミュニケーションⅢ 1

外国語コミュニケーションⅣ 1

外国語コミュニケーションⅤ 1

ラ イ テ ィ ン グ Ⅰ A 1

ラ イ テ ィ ン グ Ⅰ B 1

国 際 教 育 論 2

異 文 化 間 教 育 Ⅰ 2

異文化理解とコミュニケーション 2

世 界 の 子 ど も た ち 1

中 等 英 語 科 教 育 法 Ⅰ 2

中 等 英 語 科 教 育 法 Ⅱ 2

中 等 英 語 科 教 育 法 Ⅲ 2

中 等 英 語 科 教 育 法 Ⅳ 2

教 育 学 へ の 招 待 2

人 権 教 育 と 福 祉 2

社 会 調 査 法 Ⅰ 1

器 楽 基 礎 1

アンサンブルと弾き歌い 1

調理と裁縫の生活スキル 1

運 動 遊 び 演 習 1

体 育・ ス ポ ー ツ 演 習 1

学 級 担 任 論（ 幼 ） 2

学 級 担 任 論 2

子 ど も と 数 学 1

教 職 総 合 実 践（ 幼 ） 1

教 職 総 合 実 践 1

保 育 原 理 2

幼 児 教 育 実 践 演 習 1

教 科 指 導 演 習 1

理 科 教 育 実 践 1

保 育 実 習 指 導 Ⅲ 1

保 育 実 習 Ⅲ 2

社 会 調 査 法 Ⅱ 1

共 生 社 会 論 2

シティズンシップ教育 2

グ ロ ー バ ル 社 会 論 2

メディアリテラシーと教育 2
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

異 文 化 間 教 育 Ⅱ 2

環 境 教 育 論 2

地 域 問 題 研 究 2

データリテラシーと教育 2

国際教育フィールドワークⅠ 1

国際教育フィールドワークⅡ 1

国際教育フィールドワークⅢ 1

国際教育フィールドワークⅣ 1

国際教育フィールドワークⅤ 1

児 童 文 学 論 2

日本古典文学の探究Ⅰ 2

日本古典文学の探究Ⅱ 2

日 本 近 代 文 学 の 探 究 2

日 本 現 代 文 学 の 探 究 2

言 語 学 概 論 2

英 語 文 法 論 Ⅰ 2

英 語 文 法 論 Ⅱ 2

英 語 児 童 文 学 2

英 語 文 学 の 探 究 2

時 事 問 題 と 英 語 表 現 2

教 室 で 使 う 英 語 表 現 1

学 校 教 育 参 加 実 習 1

海外教育参加実習指導 1

海 外 教 育 参 加 実 習 1
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

健康・スポーツ科学部　健康・スポーツ科学科

基礎教育科目

初 期 演 習 2

健康 ・スポーツ科学論 2

スポーツの文化・歴史 2

情 報 リ テ ラ シ ー 2

基 礎 英 語 Ⅰ 1

基 礎 英 語 Ⅱ 1

Oral Communication Ⅰ 1

Oral Communication Ⅱ 1

TOEIC 認 定 英 語 Ⅰ 2

TOEIC 認 定 英 語 Ⅱ 2

TOEIC 認 定 英 語 Ⅲ 2

TOEIC 認 定 英 語 Ⅳ 2

健 康 科 学 Ⅰ 2

専門教育科目

ス ポ ー ツ 心 理 学 Ⅰ 2

ス ポ ー ツ 栄 養 学 Ⅰ 2

運 動 生 理 学 Ⅰ 2

ス ポ ー ツ 医 学 2

ス ポ ー ツ 運 動 学 2

体 育 原 理 2

運動器の解剖と機能Ⅰ 2

運動器の解剖と機能Ⅱ 2

スポーツ傷害の基礎知識Ⅰ 2

スポーツ傷害の基礎知識Ⅱ 2

スポーツトレーニングの科学Ⅰ 2

アスレティックトレーニング論 2

アスレティックトレーニングⅠ 2

コンディショニング論 2

救 急 処 置 演 習 1

バ イ オ メ カ ニ ク ス 2

学 校 保 健 2

公 衆 衛 生 学 2

発 育 発 達 ・ 老 化 論 2

ス ポ ー ツ 指 導 論 2

ス ポ ー ツ 社 会 学 2

ス ポ ー ツ 行 政 ・ 法 規 2

ス ポ ー ツ 経 営 管 理 学 2

コンディショニング指導論 2

コンディショニング指導演習Ⅰ 2

コンディショニング実習 1

体 力 の 測 定 評 価 演 習 2

ス ポ ー ツ 心 理 学 実 験 1

運 動 生 理 学 実 験 1

バイオメカニクス実験 1

専 門 英 語 Ａ 1

�
�

�
�

�
�

�
�

�

 必修２
専 門 英 語 Ｂ 1

専 門 英 語 Ｃ 1

専 門 英 語 Ｄ 1

コ ー チ ン グ 論 2

健康・スポーツカウンセリング 2

生 活 習 慣 病 論 2

運 動 処 方 2

フ ィ ッ ト ネ ス 指 導 法 2

介護法 ・介護予防演習 2

運 動 療 法 演 習 2

健 康 行 動 科 学 ・ 演 習 2

健康・スポーツ実践実習 1

レ ク リ エ ー シ ョ ン 論 2

レクリエーション指導法演習 1
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

レクリエーション指導法実習 1

障がい者スポーツ論Ⅰ 2

障がい者スポーツ論Ⅱ 2

障がい者スポーツ指導法 2

コンディショニング指導演習Ⅱ 2

スポーツトレーニングの科学Ⅱ 2

検査・測定評価実習Ⅰ 1

検査・測定評価実習Ⅱ 1

アスレティックトレーニングⅡ 2

アスレティックトレーニングⅢ 2

運 動 生 理 学 Ⅱ 2

ス ポ ー ツ 心 理 学 Ⅱ 2

ス ポ ー ツ 栄 養 学 Ⅱ 2

健康管理とスポーツ医学 2

A T 実 践 実 習 2

ス イ ミ ン グ 1

�
�

�
�

�

 必修１
トラックアンドフィールド 1

体 操 1

�
�

�
�

�

 必修１
器 械 運 動 1

バ レ ー ボ ー ル 1

�
�

�
�

�
�

�

 必修１バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 1

ハ ン ド ボ ー ル 1

柔 道 1

�
�

�
�

�

 必修１
剣 道 1

ダ ン ス Ⅰ 1

ダ ン ス Ⅱ 1

ダ ン ス Ⅲ 1

卓 球 1

バ ド ミ ン ト ン 1

エ ア ロ ビ ッ ク ダ ン ス 1

ア ク ア エ ク サ サ イ ズ 1

海外の健康・スポーツの研究 2

マ リ ン ス ポ ー ツ 実 習 1

�
�

�
�

�
�

�

 必修１キ ャ ン プ 実 習 1

ス ノ ー ス ポ ー ツ 実 習 1

健康・スポーツ科学の統計学演習 1

2　 年 次 演 習 1

健康・スポーツ科学演習 2

卒 業 研 究 4

保 健 の 授 業 研 究 2

保健体育科教材演習Ⅰ 1

保健体育科教材演習Ⅱ 1

教 科 外 体 育 論 2

パフォーマンス向上論 2

パフォーマンス向上演習 1

ジュニアスポーツ指導論 2

ジュニアスポーツ指導演習 1

健康・スポーツマネジメント 2

健康・スポーツビジネス 2

健康・スポーツビジネス演習 2

教 職 入 門 2

教 育 原 理 2

人権教育の理論と方法 2

教 育 史 2

教 育 心 理 学 2

発 達 心 理 学 2

特 別 支 援 教 育 論 2

教 育 行 政 学 2

教 育 社 会 学 2

教 育 課 程 総 論 2

保 健 体 育 科 指 導 法 Ⅰ 2
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

保 健 体 育 科 指 導 法 Ⅱ 2

保 健 体 育 科 指 導 法 Ⅲ 2

保 健 体 育 科 指 導 法 Ⅳ 2

保健体育科指導法（水泳） 1

保健体育科指導法（球技） 1

保健体育科指導法（ダンス） 1

保健体育科指導法（武道） 1

保健体育科指導法（体つくり運動） 1

保健体育科指導法（器戒運動） 1

保健体育科指導法（陸上競技） 1

教育方法の理論と実践 2

道 徳 教 育 指 導 論 2

総合的な学習の時間と特別活動 2

生 徒 指 導 ・ 進 路 指 導 2

教育相談の理論と方法 2

教育実習事前指導（中高） 1

教育実習事前事後指導（中高） 1

教 育 実 習 Ⅰ（ 中 高 ） 2

教 育 実 習 Ⅱ（ 中 高 ） 2

特別支援学校参加実習 1

教 職 実 践 演 習（ 中 高 ） 2

健 康 科 学 Ⅱ 2

理系女性のキャリアパス設計論 2

生命科学と倫理を巡る知性と感性 2

地域活性化システム論 2

プレプロフェッショナル教育 2

多職種協働グループワーク実践論 2
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

生活環境学部　生活環境学科

基礎教育科目

初 期 演 習 ２

情 報 リ テ ラ シ ー ２

Oral Communication ２

生 活 環 境 英 語 ２

TOEIC 認 定 英 語 Ⅰ ２

TOEIC 認 定 英 語 Ⅱ ２

TOEIC 認 定 英 語 Ⅲ ２

TOEIC 認 定 英 語 Ⅳ ２

専門教育科目

生 活 環 境 論 ２

環 境 共 生 概 論 ２

福 祉 生 活 環 境 概 論 ２

色 彩 学 ２

基 礎 造 形 実 習 ２

C G 基 礎 実 習 ２

家 庭 生 活 論 ２

現 代 フ ァ ッ シ ョ ン 論 ２

日 本 服 飾 史 ２

世 界 建 築 史 ２

近 代 建 築 論 ２

日 本 建 築 史 ２

現 代 建 築 論 ２

景 観 論 ２

ま ち づ く り 論 ２

生 活 学 方 法 ２

生 活 デ ザ イ ン 論 ２

生 活 美 学 ２

生 活 文 化 演 習 Ⅰ ２

生 活 文 化 演 習 Ⅱ ２

生 活 文 化 演 習 Ⅲ ２

生 活 文 化 演 習 Ⅳ ２

生 活 調 査 演 習 Ⅰ ２

生 活 調 査 演 習 Ⅱ ２

生 活 調 査 演 習 Ⅲ ２

生 活 調 査 演 習 Ⅳ ２

家 庭 工 学 ２

食 物 学 ２

保 育 学 ２

調 理 学 実 習 ２

消 費 科 学 ２

消 費 生 活 論 ２

ファッションビジネス論 ２

消 費 者 調 査 法 演 習 １

マ ー ケ テ ィ ン グ 論 ２

品 質 管 理 ２

生 活 科 学 ２

生 活 科 学 演 習 ２

界 面 科 学 ２

界 面 科 学 演 習 ２

アパレル科学基礎演習 ２

繊 維 学 ２

繊 維 科 学 実 験 ２

繊 維 製 品 材 料 学 ２

繊 維 製 品 材 料 学 実 験 ２

衣 環 境 学 ２

染 色 加 工 学 ２

染 色 加 工 学 実 験 ２

衣 料 分 析 法 ２

新 機 能 材 料 学 ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

テキスタイルアドバイザー実習 １

服 飾 デ ザ イ ン 論 ２

ア パ レ ル 構 成 学 ２

アパレル構成学実習Ⅰ ２

アパレル構成学実習Ⅱ １

ア パ レ ル 企 画 論 ２

ス タ イ ル 画 実 習 １

CG ス タ イ ル 画 実 習 ２

テキスタイルデザイン実習Ⅰ ２

テキスタイルデザイン実習Ⅱ ２

ド ラ フ テ ィ ン グ 実 習 ２

ド レ ー ピ ン グ 実 習 ２

ファッションデザイン演習 ２

ア パ レ ル 設 計 生 産 論 ２

ア パ レ ル 生 産 実 習 Ａ ２

ア パ レ ル 生 産 実 習 Ｂ ２

アパレルコンピュータ実習 ２

V M D 演 習 ２

創 作 デ ザ イ ン 実 習 ２

インテリアデザイン論 ２

インテリアテキスタイル概論 ２

生 活 デ ザ イ ン 実 習 Ⅰ ２

生 活 デ ザ イ ン 実 習 Ⅱ ２

生 活 デ ザ イ ン 実 習 Ⅲ ２

生 活 デ ザ イ ン 実 習 Ⅳ ２

基 礎・設 計 製 図 演 習 ２

建 築 設 計 基 礎 実 習 ２

住宅・インテリア設計 ２

建築・インテリア設計 ２

建 築 造 形 演 習 ２

建築・インテリア設計Ⅰ ４

建築・インテリア設計Ⅱ ４

都 市・建 築 設 計 ４

自 由 課 題 設 計 ２

CAD・CG 応 用 実 習 ２

建 築 C A D 実 習 ２

住 居 学 ２

建 築 概 論 ２

建 築 計 画 学 Ⅰ ２

建 築 計 画 学 Ⅱ ２

建 築 法 規 ２

都 市 デ ザ イ ン 論 ２

フィールド・サーヴェイ実習 ２

造 園 学 ・ 同 演 習 ２

測 量 実 習 ２

構 造 力 学 Ⅰ ２

構 造 力 学 Ⅰ 演 習 １

構 造 力 学 Ⅱ ２

構 造 力 学 Ⅱ 演 習 １

建 築 一 般 構 造 Ⅰ ２

建 築 一 般 構 造 Ⅱ ２

建 築 材 料 学 ２

建 築 材 料 学 実 験 ２

建 築 施 工 ２

人 間 工 学 ２

人 間 工 学 実 験 ２

環 境 工 学 ２

環 境 工 学 実 験 ２

建 築 設 備 ２

海 外 語 学 研 修 ２

海外の生活環境研修Ⅰ １

海外の生活環境研修Ⅱ ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

卒 業 基 礎 演 習 １

卒 業 研 究 ６
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

生活環境学部　情報メディア学科

基礎教育科目

初 期 演 習 2

コ ン ピ ュ ー タ 基 礎 Ⅰ 2

コ ン ピ ュ ー タ 基 礎 Ⅱ 2

Oral Communication Ⅰ 1

Oral Communication Ⅱ 1

TOEIC 認 定 英 語 Ⅰ 2

TOEIC 認 定 英 語 Ⅱ 2

TOEIC 認 定 英 語 Ⅲ 2

TOEIC 認 定 英 語 Ⅳ 2

専門教育科目

情 報 科 学 へ の 招 待 Ⅰ 2

情 報 科 学 へ の 招 待 Ⅱ 2

インタラクティブデザイン論 2

システムセキュリティ入門 2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 入 門 2

色 彩 情 報 論 2

デ ジ タ ル 表 現 入 門 2

画 像 処 理 入 門 2

色 彩 情 報 演 習 2

デ ジ タ ル 表 現 2

オフィスツールの基礎 2

統 計 学 演 習 2

ア ル ゴ リ ズ ム 論 2

Ｃ Ｇ プ ロ グ ラ ミ ン グ 2

ソフトウェアエンジニアリング 2

コンピュータグラフィックス入門 2

視 覚 情 報 論 2

コンピュータグラフィックス演習 2

ウェブコンピューティング 2

映 像 読 解 の 技 法 2

統 計 学 2

ゲ ー ム の 情 報 数 学 2

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 論 2

パ タ ー ン 認 識 2

ユーザインタフェース論 2

ウェブアプリケーション論 2

ウ ェ ブ デ ザ イ ン 演 習 2

ウェブアプリケーション設計演習 2

クロスメディアデザイン 2

コンピュータネットワーク概論 2

デ ー タ ベ ー ス 論 2

コンピュータネットワーク応用 2

データマイニング応用 2

キ ャ リ ア 英 語 Ⅰ 2

キ ャ リ ア 英 語 Ⅱ 2

現 代 生 活 学 へ の 招 待 2

衣 生 活 情 報 論 2

生 活 工 学 2

消 費 者 経 済 学 2

感 覚 の 情 報 2

生 活 美 学 2

衣 服 構 成 2

食 の 科 学 2

調 理 学 実 習 2

人 間 生 活 論 2

ソーシャルネットワーク論 2

情 報 と 職 業 2

情 報 文 明 学 2

く ら し と 環 境 2
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

住 の 科 学 2

ＤＦマーケティング演習 2

Ｖファッションマーケティング 2

保 育 学 2

情 報 環 境 学 2

メ デ ィ ア ア ー ト 論 2

科 学 技 術 と 社 会 2

文 化 哲 学 演 習 2

マ ネ ー プ ラ ン ニ ン グ 2

都 市 観 光 演 習 2

生 涯 学 習 論 2

映 像 文 化 論 2

メディア社会学への招待 2

文 化 事 業 論 2

グローバルビジネス論 2

マ ー ケ テ ィ ン グ 論 2

現 代 社 会 と 法 律 2

広 告 メ デ ィ ア 論 2

広 告 メ デ ィ ア 演 習 2

コンセプトデザイン論 2

マーケティング戦略論 2

国際メディアジャーナル演習 2

企 業 経 営 論 2

Ｉ Ｔ 活 用 と ビ ジ ネ ス 2

コンテンツプランニング演習 2

メ デ ィ ア 編 集 演 習 2

起 業 入 門 2

コミュニティビジネス論 2

マーケットデザイン演習 2

動物と人間の比較行動学 2

文 化 事 業 企 画 演 習 2

海 外 の 生 活 情 報 研 究 2

情 報 英 語 研 修 2

総 合 演 習 Ⅰ 1

総 合 演 習 Ⅱ 1

卒 業 基 礎 研 究 4

卒 業 基 礎 演 習 Ⅰ 2

卒 業 基 礎 演 習 Ⅱ 2

卒 業 研 究 4
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

食物栄養科学部　食物栄養学科

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ 1

初期演習Ⅱ（食物栄養学入門） 1

食 物 栄 養 科 学 概 論 1

管 理 栄 養 士 論 1

基 礎 化 学 2

基 礎 化 学 実 験 1

栄 養 学 の 基 礎 2

食 品 素 材 学 2

微 生 物 学 2

食 文 化 論 2

TOEIC Preparation Ⅰ 1

TOEIC Preparation Ⅱ 1

栄 養 学 英 語 Ⅰ 2

栄 養 学 英 語 Ⅱ 2

予 防 医 学 概 論 1

栄 養 統 計 学 2

疫 学 1

食 事 調 査 法 演 習 1

食 事 摂 取 基 準 論 1

健 康 科 学 Ⅰ 2

専門教育科目

公 衆 衛 生 学 2

公 衆 衛 生 学 実 習 1

環 境 科 学 2

社 会 福 祉 概 論 2

解 剖 生 理 学 Ⅰ 2

解 剖 生 理 学 Ⅱ 2

解 剖 生 理 学 実 習 1

生 化 学 Ⅰ 2

生 化 学 Ⅱ 2

生 化 学 実 験 1

臨 床 病 原 微 生 物 学 2

臨 床 医 学 Ⅰ 2

臨 床 医 学 Ⅱ 2

臨 床 学 実 習 1

食 品 学 2

食 品 学 実 験 1

食 品 加 工 学 実 験 1

食 品 機 能 学 2

食 品 機 能 学 実 験 1

食 品 衛 生 学 2

食 品 衛 生 学 実 験 1

調 理 学 2

調 理 学 実 習 Ⅰ 1

調 理 学 実 習 Ⅱ 1

基 礎 栄 養 学 2

基 礎 栄 養 学 実 験 1

応 用 栄 養 学 Ⅰ 2

応 用 栄 養 学 Ⅱ 2

応 用 栄 養 学 Ⅲ 2

応 用 栄 養 学 実 習 1

栄 養 教 育 論 Ⅰ 2

栄 養 教 育 論 Ⅱ 2

栄 養 教 育 論 Ⅲ 2

栄 養 教 育 論 実 習 Ⅰ 1

栄 養 教 育 論 実 習 Ⅱ 1

臨 床 栄 養 学 Ⅰ 2

臨 床 栄 養 学 Ⅱ 2

臨 床 栄 養 学 Ⅲ 2
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

臨 床 栄 養 学 Ⅳ 2

臨 床 栄 養 学 実 習 Ⅰ 1

臨 床 栄 養 学 実 習 Ⅱ 1

公 衆 栄 養 学 Ⅰ 2

公 衆 栄 養 学 Ⅱ 2

公 衆 栄 養 学 実 習 1

給 食 経 営 管 理 論 Ⅰ 2

給 食 経 営 管 理 論 Ⅱ 2

給 食 経 営 管 理 学 実 習 1

管 理 栄 養 総 合 演 習 Ⅰ 1

管 理 栄 養 総 合 演 習 Ⅱ 1

臨 地 実 習 Ⅰ 1

臨 地 実 習 Ⅱ 2

臨 地 実 習 Ⅲ 1

分 子 栄 養 学 2

在 宅 栄 養 ケ ア 支 援 論 2

リハビリテーション栄養学 1

健 康 ス ポ ー ツ 栄 養 学 2

国 際 栄 養 学 演 習 4

食 糧 経 済 学 2

健 康 科 学 Ⅱ 2

学校栄養教育・指導論Ⅰ 2

学校栄養教育・指導論Ⅱ 2

卒 業 研 究 方 法 論 1

卒 業 論 文 6

卒 業 演 習 6

卒 業 英 語 演 習 Ⅰ 1

卒 業 英 語 演 習 Ⅱ 1
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食物栄養科学部　食創造科学科

授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ 1

初期演習Ⅱ（食創造の可能性） 1

基 礎 化 学 2

食 品 化 学 2

食 品 化 学 実 験 1

食 物 栄 養 科 学 概 論 1

統 計 学 2

実 践 TOEIC 演 習 Ⅰ 1

実 践 TOEIC 演 習 Ⅱ 1

専門教育科目　専門基礎科目

社 会 福 祉 概 論 2

公 衆 衛 生 学 2

栄 養 教 育 論 Ⅰ 2

栄 養 教 育 論 Ⅱ 2

栄 養 教 育 論 実 習 Ⅰ 1

栄 養 教 育 論 実 習 Ⅱ 1

公 衆 栄 養 学 2

調 理 学 2

調 理 学 実 習 Ⅰ 1

調 理 学 実 習 Ⅱ 1

給 食 管 理 論 2

給 食 管 理 学 実 習 2

校 外 実 習 1

食 品 産 業 論 実 習 Ⅰ 1

食 品 産 業 論 実 習 Ⅱ 1

食 品 製 造 学 Ⅰ 2

食 品 製 造 学 Ⅱ 2

食 品 産 業 論 2

異文化コミュニケーション論 2

フードサイエンス英語Ⅰ 2

フードサイエンス英語Ⅱ 2

食 品 開 発 論 2

栄 養 資 源 開 発 論 2

解 剖 生 理 学 2

解 剖 生 理 学 実 習 1

臨 床 医 学 2

生 化 学 Ⅰ 2

生 化 学 Ⅱ 2

生 化 学 実 験 1

食 品 学 2

食 品 学 実 験 1

食 品 加 工 学 2

食 品 加 工 学 実 習 1

食 品 衛 生 学 2

食 品 衛 生 学 実 験 1

調 理 科 学 2

調 理 科 学 実 験 1

基 礎 栄 養 学 2

基 礎 栄 養 学 実 験 1

応 用 栄 養 学 Ⅰ 2

応 用 栄 養 学 Ⅱ 2

応 用 栄 養 学 実 習 1

臨 床 栄 養 学 概 論 2

臨 床 栄 養 学 実 習 1

バイオテクノロジー概論 2

食 品 機 能 学 2

官 能 評 価・ 鑑 別 論 2

食 品 安 全 学 Ⅰ 2

食 品 安 全 学 Ⅱ 2
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

食 品 安 全 学 実 験 1

グローバル　レギュラトリー　サイエンス 2

HACCP 管 理 実 践 論 2

マーケットリサーチ法 1

フ ー ド ビ ジ ネ ス 論 Ⅰ 2

フ ー ド ビ ジ ネ ス 論 Ⅱ 2

補 完 代 替 医 学 2

比 較 食 文 化 論 2

卒 業 英 語 演 習 Ⅰ 1

卒 業 英 語 演 習 Ⅱ 1

卒 業 論 文 6

卒 業 演 習 6

食 経 営 学 2

フ ー ド デ ザ イ ン 演 習 1

メニュー企画・開発論 2

メニュー企画・開発実習 1

食マーケティング演習Ⅰ 1

食マーケティング演習Ⅱ 1

インターンシップ（フードマネジメント） 2

食 品 機 器 分 析 学 2

食品機器分析学実験Ⅰ 1

食品機器分析学実験Ⅱ 1

実 験 計 画 法 演 習 1

インターンシップ（フードイノベーション） 2

グローバルフード研修事前演習 1

食 の 国 際 理 解 2

グ ロ ー バ ル フ ー ド 学 2

国 際 食 流 通 論 2

国 際 食 科 学 2

国 際 食 科 学 演 習 1

実 践 英 会 話 Ⅰ 2

実 践 英 会 話 Ⅱ 2

実 践 英 会 話 Ⅲ 2

実 践 英 会 話 Ⅳ 2

実 践 英 会 話 Ⅴ 2

卒業演習（国際インターンシップ含む） 6
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

建築学部　建築学科

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ 1

初期演習Ⅱ（建築入門） 1

建 築 英 語 Ⅰ 2

建 築 英 語 Ⅱ 2

建 築 英 語 Ⅲ 2

建 築 英 語 Ⅳ 2

建 築 数 学 2

建 築 物 理 2

専門教育科目

空 間 表 現 演 習 Ⅰ 5

空 間 表 現 演 習 Ⅱ 5

建 築 設 計 演 習 Ⅰ 5

建 築 設 計 演 習 Ⅱ 5

建 築 設 計 演 習 Ⅲ 6

建 築 設 計 演 習 Ⅳ 6

建 築 設 計 演 習 Ⅴ 6

図学・情報基礎演習Ⅰ 2

図学・情報基礎演習Ⅱ 2

CAD・CG 応 用 演 習 Ⅰ 2

CAD・CG 応 用 演 習 Ⅱ 2

卒 業 研 究 6

現 代 建 築 論 2

建 築 設 計 計 画 Ⅰ 2

建 築 設 計 計 画 Ⅱ 2

建 築 設 計 計 画 Ⅲ 2

建 築 設 計 計 画 Ⅳ 2

日 本 建 築 史 2

世 界 建 築 史 2

近 代 建 築 史 2

建 築 環 境 工 学 Ⅰ 2

建 築 環 境 工 学 Ⅱ 2

建 築 環 境 工 学 実 験 2

建 築 環 境 工 学 Ⅲ 2

建 築 設 備 Ⅰ       2

建 築 設 備 Ⅱ 2

建 築 構 造 力 学 Ⅰ 2

建 築 構 造 力 学 Ⅱ 2

地 盤 ・ 振 動 論 2

建 築 一 般 構 造 Ⅰ 2

建 築 一 般 構 造 Ⅱ 2

建 築 各 種 構 造 2

建 築 材 料 2

建 築 構 造 材 料 実 験 2

建 築 生 産 2

建 築 施 工 2

建 築 法 規 Ⅰ 2

建 築 法 規 Ⅱ 2

都市計画・デザイン論 2

造 園 学 2

測 量 実 習 2

建築フィールドワークⅠＡ 1

建築フィールドワークⅠＢ 1

建築フィールドワークⅡＡ 1

建築フィールドワークⅡＢ 1

建築フィールドワークⅢＡ 1

建築フィールドワークⅢＢ 1

建築フィールドワークⅣ 1

海 外 研 修 2
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

基礎教育科目

初 期 演 習 Ⅰ 1

初期演習Ⅱ（景観建築入門） 1

景 観 建 築 英 語 Ⅰ 2

景 観 建 築 英 語 Ⅱ 2

景 観 建 築 英 語 Ⅲ 2

景 観 建 築 英 語 Ⅳ 2

景 観 建 築 数 学 2

景 観 建 築 物 理 2

生 態 学 2

専門教育科目

表 現 基 礎 演 習 4

設 計 基 礎 演 習 4

景 観 建 築 設 計 演 習 Ⅰ 4

景 観 建 築 設 計 演 習 Ⅱ 4

景 観 建 築 設 計 演 習 Ⅲ 6

景 観 建 築 設 計 演 習 Ⅳ 6

景 観 建 築 設 計 演 習 Ⅴ 6

景 観 映 像 情 報 基 礎 2

測 量 学 実 習 2

景 観 映 像 情 報 演 習 Ⅰ 2

景 観 映 像 情 報 演 習 Ⅱ 2

卒 業 研 究 6

日 本 建 築 史 2

世 界 建 築 史 2

近 代 建 築 史 2

建 築 計 画 2

建 築 環 境 工 学 Ⅰ 2

建 築 環 境 工 学 Ⅱ 2

建 築 設 備 2

構 造 力 学 Ⅰ 2

構 造 力 学 Ⅱ 2

建 築 一 般 構 造 Ⅰ 2

建 築 一 般 構 造 Ⅱ 2

建 設 材 料 2

建 築 生 産 2

建 築 施 工 2

建 築 法 規 Ⅰ 2

建 築 法 規 Ⅱ 2

測 量 学 2

都 市 計 画 2

環 境 職 業 倫 理 2

土 質 力 学 2

水 理 学 2

自 然 環 境 保 全 学 2

文 化 遺 産 保 全 学 2

流 域 保 全 学 2

日 本 庭 園 史 2

世 界 庭 園 史 2

景 観 建 築 原 論 2

景 観 緑 地 計 画 論 2

景 観 設 計 施 工 技 術 2

景 観 建 築 植 物 学 2

景 観 建 築 植 物 実 習 Ⅰ 1

景 観 建 築 植 物 実 習 Ⅱ 1

建 築 都 市 緑 化 実 習 Ⅰ 1

建 築 都 市 緑 化 実 習 Ⅱ 1

建 築 都 市 緑 化 実 習 Ⅲ 1

建 築 都 市 緑 化 実 習 Ⅳ 1

景 観 建 築 特 別 実 習 Ⅰ 1

建築学部　景観建築学科
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

景 観 建 築 特 別 実 習 Ⅱ 1

景観建築フィールドワークⅠＡ 1

景観建築フィールドワークⅠＢ 1

景観建築フィールドワークⅡＡ 1

景観建築フィールドワークⅡＢ 1

景観建築フィールドワークⅢＡ 1

景観建築フィールドワークⅢＢ 1

景観建築フィールドワークⅣ 1
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

音楽学部　演奏学科

基礎教育科目

初 期 演 習 ２

２ 年 次 演 習 １

英 語 Ａ １

英 語 Ｂ １

Oral Communication ２

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅰ ２

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅱ ２

TOEIC 認 定 英 語 Ⅰ ２

TOEIC 認 定 英 語 Ⅱ ２

TOEIC 認 定 英 語 Ⅲ ２

TOEIC 認 定 英 語 Ⅳ ２

専門教育科目

主 専 実 技 Ⅰ Ａ ２

主 専 実 技 Ⅰ Ｂ ２

主 専 実 技 Ⅱ Ａ ２

主 専 実 技 Ⅱ Ｂ ２

主 専 実 技 Ⅲ Ａ ２

主 専 実 技 Ⅲ Ｂ ２

主 専 実 技 Ⅳ ２

卒 業 演 奏 ３

副 専 声 楽 実 技 Ⅰ Ａ １

副 専 声 楽 実 技 Ⅰ Ｂ １

副 専 ピ ア ノ 実 技 Ⅰ Ａ １

副 専 ピ ア ノ 実 技 Ⅰ Ｂ １

副 専 声 楽 実 技 Ⅱ Ａ １

副 専 声 楽 実 技 Ⅱ Ｂ １

副 専 ピ ア ノ 実 技 Ⅱ Ａ １

副 専 ピ ア ノ 実 技 Ⅱ Ｂ １

副 専 声 楽 実 技 Ⅲ Ａ １

副 専 声 楽 実 技 Ⅲ Ｂ １

副 専 ピ ア ノ 実 技 Ⅲ Ａ １

副 専 ピ ア ノ 実 技 Ⅲ Ｂ １

副 専 ピ ア ノ 実 技 Ⅳ Ａ １

副 専 ピ ア ノ 実 技 Ⅳ Ｂ １

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅰ Ａ ２

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅰ Ｂ ２

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅱ ４

和 声 法 Ａ ２

和 声 法 Ｂ ２

指 揮 法 Ⅰ １

指 揮 法 Ⅱ １

作 家 作 品 研 究 Ⅰ ２

作 家 作 品 研 究 Ⅱ ２

即 興 演 奏 Ａ ２

即 興 演 奏 Ｂ ２

作 ・ 編 曲 法 Ａ ２

作 ・ 編 曲 法 Ｂ ２

旋 律 と 和 声 Ａ ２

旋 律 と 和 声 Ｂ ２

教 育 伴 奏 法 ２

楽 曲 研 究 Ａ ２

楽 曲 研 究 Ｂ ２

電 子 楽 器 ２

音 楽 史 Ⅰ ４

音 楽 史 Ⅱ ４

合 唱 Ⅰ ２

合 唱 Ⅱ ２

合 唱 Ⅲ ２

学 内 演 奏 Ⅰ １
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

学 内 演 奏 Ⅱ １

学 内 演 奏 Ⅲ １

器 楽 合 奏 １

邦 楽 ２

副 科 器 楽 Ａ １

副 科 器 楽 Ｂ １

イ タ リ ア 語 表 現 演 習 ２

声 楽 演 奏 研 究 Ⅰ Ａ １

声 楽 演 奏 研 究 Ⅰ Ｂ １

声 楽 演 奏 研 究 Ⅱ Ａ １

声 楽 演 奏 研 究 Ⅱ Ｂ １

声 楽 演 奏 研 究 Ⅲ Ａ １

声 楽 演 奏 研 究 Ⅲ Ｂ １

演 技 演 習 ２

オ ペ ラ ２

合 唱 指 導 法 ２

協 奏 曲 Ⅰ ２

協 奏 曲 Ⅱ ２

伴 奏 法 ２

ピ ア ノ ア ン サ ン ブ ル ２

ピ ア ノ 指 導 法 ２

チ ェ ン バ ロ ２

重 奏 演 習 ２

合 奏 指 導 法 ２

合 奏 Ⅰ ２

合 奏 Ⅱ ２

合 奏 Ⅲ ２

合 奏 Ⅳ ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

音楽学部　応用音楽学科

基礎教育科目

初 期 演 習 ２

２ 年 次 演 習 １

英 語 Ａ １

英 語 Ｂ １

応 用 英 語 Ⅰ Ａ １

応 用 英 語 Ⅰ Ｂ １

応 用 英 語 Ⅱ Ａ １

応 用 英 語 Ⅱ Ｂ １

Oral Communication ２

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅰ ２

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅱ ２

TOEIC 認 定 英 語 Ⅰ ２

TOEIC 認 定 英 語 Ⅱ ２

TOEIC 認 定 英 語 Ⅲ ２

TOEIC 認 定 英 語 Ⅳ ２

専門教育科目

ピ ア ノ 実 技 Ⅰ Ａ ２

ピ ア ノ 実 技 Ⅰ Ｂ ２

ピ ア ノ 実 技 Ⅱ Ａ ２

ピ ア ノ 実 技 Ⅱ Ｂ ２

ピ ア ノ 実 技 Ⅲ Ａ ２

ピ ア ノ 実 技 Ⅲ Ｂ ２

ピ ア ノ 実 技 Ⅳ Ａ ２

ピ ア ノ 実 技 Ⅳ Ｂ ２

声 楽 実 技 Ⅰ Ａ ２

声 楽 実 技 Ⅰ Ｂ ２

声 楽 実 技 Ⅱ Ａ ２

声 楽 実 技 Ⅱ Ｂ ２

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅰ Ａ ２

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅰ Ｂ ２

ソ ル フ ェ ー ジ ュ Ⅱ ４

和 声 法 Ａ ２

和 声 法 Ｂ ２

指 揮 法 Ⅰ １

指 揮 法 Ⅱ １

即 興 演 奏 Ａ ２

即 興 演 奏 Ｂ ２

作 ・ 編 曲 法 Ａ ２

作 ・ 編 曲 法 Ｂ ２

旋 律 と 和 声 Ａ ２

旋 律 と 和 声 Ｂ ２

教 育 伴 奏 法 ２

実 用 楽 器 入 門 ２

音 楽 史 Ⅰ ４

音 楽 史 Ⅱ ４

合 唱 Ⅰ ２

合 唱 Ⅱ ２

合 唱 Ⅲ ２

学 内 演 奏 Ⅰ １

学 内 演 奏 Ⅱ １

学 内 演 奏 Ⅲ １

イ タ リ ア 語 表 現 演 習 ２

楽 器・合 奏 指 導 法 ２

歌 唱・合 唱 指 導 法 ２

器 楽 合 奏 １

邦 楽 ２

演 習 ２

卒 業 論 文 ４

音 楽 療 法 論 Ⅰ ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

音 楽 療 法 論 Ⅱ ２

発 達 心 理 学 2

音 楽 心 理 学 ２

臨 床 心 理 学 Ⅰ ４

臨 床 心 理 学 Ⅱ ２

社 会 福 祉 論 ２

障 害 児 教 育 ２

介 護 論 ２

レパートリーラーニング ２

ダ ン ス と 動 き ２

医 学 概 論 ２

音 楽 療 法 各 論 Ⅰ ２

音 楽 療 法 各 論 Ⅱ ２

音 楽 療 法 各 論 Ⅲ ２

臨 床 医 学 各 論 Ⅰ ２

臨 床 医 学 各 論 Ⅱ ２

音 楽 療 法 演 習 ４

音 楽 療 法 実 習 Ⅰ １

音 楽 療 法 実 習 Ⅱ ２

音 楽 療 法 実 習 Ⅲ ２

音 楽 療 法 実 習 Ⅳ ２

音 楽 療 法 研 究 法 ４

音 楽 療 法 総 論 １

音 楽 社 会 学 概 論 ４

音 楽 教 育 学 研 究 ４

環 境 と 音 楽 ４

生 涯 学 習 関 係 論 Ⅰ ２

生 涯 学 習 関 係 論 Ⅱ ２

音楽とマルチメディア ２

表 現 技 術 演 習 ４

音 楽 文 化 創 造 学 ４

音楽文化事業企画演習 ２

音 楽 活 用 実 習 ２

理系女性のキャリアパス設計論 ２

生命科学と倫理を巡る知性と感性 ２

地域活性化システム論 ２

プレプロフェッショナル教育 ２

多職種協働グループワーク実践論 ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

薬学部　薬学科

基礎教育科目

初 期 演 習 2

Oral Communication Ⅰ 1

Oral Communication Ⅱ 1

基 礎 英 語 1

英 語 Ⅰ 1

英 語 Ⅱ 1

英 語 Ⅲ 1

発 展 英 語 Ⅰ 1

発 展 英 語 Ⅱ 1

基 礎 化 学 2

基 礎 生 物 2

基 礎 数 学 ・ 物 理 2

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅰ 2

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅱ 2

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 認 定 英 語 2

専門教育科目

薬 学 へ の 招 待 2

早 期 体 験 学 習 Ⅰ 0.5

早 期 体 験 学 習 Ⅱ 0.5

ヒ ュ ー マ ニ ズ ム 論 Ⅰ 2

ヒ ュ ー マ ニ ズ ム 論 Ⅱ 2

薬剤師のための生涯教育 1

医療コミュニケーション 1

感 染 制 御 と が ん 医 療 1

医 薬 品 開 発 論 2

医 療 保 険 と 地 域 医 療 2

薬 事 関 係 法 規 2

薬剤師のリスクマネジメント 1

地域医療における薬剤師 1

物 理 化 学 Ⅰ 2

物 理 化 学 Ⅱ 2

物 理 化 学 Ⅲ 2

分 析 化 学 Ⅰ 2

分 析 化 学 Ⅱ 2

分 析 化 学 Ⅲ 2

医 薬 品 試 験 法 1

放 射 化 学 2

有 機 化 学 Ⅰ 2

有 機 化 学 Ⅱ 2

有 機 化 学 Ⅲ 2

スペクトル構造解析学 2

医 薬 品 化 学 2

発 展 有 機 化 学 1

発 展 医 薬 品 化 学 1

薬 用 植 物 ・ 生 薬 学 2

天 然 物 化 学 2

生 化 学 2

代 謝 生 化 学 2

分 子 生 物 学 2

免 疫 学 2

細 胞 生 物 学 2

病 原 微 生 物 学 2

解 剖 学 2

生 理 学 2

生体恒常性のメカニズム 1

薬 学 基 礎 演 習 Ⅰ 1

薬 学 基 礎 演 習 Ⅱ 1

薬 学 基 礎 演 習 Ⅲ 1

薬 学 基 礎 演 習 Ⅳ 1

D11297_71001467_大学学則（収容定員増申請用）_03.indd   59 2019/06/03   17:00:28



― 60 ― ― 61 ―

授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

公 衆 衛 生 学 2

栄 養 ・ 食 品 衛 生 学 2

環 境 衛 生 学 2

臨 床 栄 養 学 1

国 民 衛 生 の 最 新 動 向 1

基 礎 薬 理 学 Ⅰ 2

基 礎 薬 理 学 Ⅱ 1

臨 床 薬 理 学 Ⅰ 2

臨 床 薬 理 学 Ⅱ 2

臨 床 薬 理 学 Ⅲ 2

臨 床 薬 理 学 Ⅳ 1

疾 患 か ら み た 薬 理 学 1

薬 物 動 態 学 Ⅰ 2

薬 物 動 態 学 Ⅱ 2

臨 床 統 計 学 Ⅰ 2

臨 床 統 計 学 Ⅱ 1

物 理 薬 剤 学 2

製 剤 学 2

薬 物 代 謝 論 1

薬 物 送 達 シ ス テ ム 学 1

臨 床 薬 物 動 態 学 1

病 態 ・ 薬 物 治 療 学 Ⅰ 2

病 態 ・ 薬 物 治 療 学 Ⅱ 2

病 態 ・ 薬 物 治 療 学 Ⅲ 2

病 態 ・ 薬 物 治 療 学 Ⅳ 2

病 態 ・薬物 治 療 学 Ⅴ 2

症 例 解 析 学 2

医 薬 品 情 報 学 2

漢 方 治 療 学 1

臨 床 化 粧 品 学 1

実 践 治 療 学 1

薬 学 臨 床 実 習 概 論 2

処 方 解 析 学 演 習 1

医 薬 品 の 適 正 使 用 Ⅰ 1

医 薬 品 の 適 正 使 用 Ⅱ 1

一 般 用 医 薬 品 総 論 1

薬 剤 師 の 職 能 と 業 務 1

臨 床 薬 学 基 本 実 習 Ⅰ 1

臨 床 薬 学 基 本 実 習 Ⅱ 1

臨 床 薬 学 基 本 実 習 Ⅲ 1

薬 学 臨 床 実 習 20

薬 学 臨 床 演 習 1

有 機 化 合 物 を つ く る 1

医 薬 品 を つ く る 1

生薬・天然物医薬品を取扱う 1

物 質 の 特 性 を 調 べ る 1

物 質 を 解 析 す る 1

生体成分と免疫を調べる 1

体の成り立ちと働きを調べる 1

薬 の 働 き を 調 べ る 1

薬物を製剤化し体内動態を調べる 1

人と環境への影響と細菌を調べる 1

基 礎 薬 学 英 語 演 習 2

薬 学 英 語 演 習 4

卒 業 研 究 Ⅰ 2

卒 業 研 究 Ⅱ 2

総 合 演 習 Ⅰ 2

総 合 演 習 Ⅱ 2

卒 業 研 究 Ⅲ 1

�
�

�
�

�

 必修１
総 合 演 習 Ⅲ 1

D11297_71001467_大学学則（収容定員増申請用）_03.indd   60 2019/06/03   17:00:28



― 60 ― ― 61 ―

授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

理系女性のキャリアパス設計論 ２

生命科学と倫理を巡る知性と感性 ２

地域活性化システム論 ２

プレプロフェッショナル教育 ２

多職種協働グループワーク実践論 ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

薬学部　健康生命薬科学科

基礎教育科目

初 期 演 習 ２

健 康 生 命 薬 科 学 概 論 ２

薬 学 基 礎 演 習 Ⅰ １

薬 学 基 礎 演 習 Ⅱ １

薬 学 基 礎 実 験 １

生 命 倫 理 学 ２

Oral Communication Ⅰ １

Oral Communication Ⅱ １

基 礎 薬 学 英 語 Ⅰ １

基 礎 薬 学 英 語 Ⅱ １

基 礎 薬 学 英 語 Ⅲ １

薬 学 数 学 ２

薬 学 生 物 学 ２

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅰ ２

情 報 リ テ ラ シ ー Ⅱ ２

健 康 科 学 Ⅰ ２

TOEIC 認 定 英 語 ２

専門教育科目

薬 学 英 語 １

物 理 学 ２

地 学 ２

薬 学 化 学 Ⅰ ２

薬 学 化 学 Ⅱ ２

基 礎 物 理 化 学 ２

応 用 物 理 化 学 ２

基 礎 分 析 化 学 ２

応 用 分 析 化 学 ２

機 器 分 析 学 ２

基 礎 有 機 化 学 ２

応 用 有 機 化 学 Ⅰ ２

応 用 有 機 化 学 Ⅱ ２

有 機 構 造 解 析 学 ２

有 機 合 成 化 学 ２

薬 用 植 物 学 ２

天 然 医 薬 品 化 学 ２

基 礎 生 化 学 ２

応 用 生 化 学 Ⅰ ２

応 用 生 化 学 Ⅱ ２

分 子 生 物 学 ２

微 生 物 学 ２

遺 伝 学 ２

疾 病 遺 伝 学 ２

病 原 体 論 ２

免 疫 学 概 論 ２

基 礎 解 剖 生 理 学 ２

機 能 生 理 学 ２

基 礎 薬 理 学 ２

応 用 薬 理 学 ２

病 態 疾 病 学 ２

薬 物 動 態 学 Ⅰ ２

薬 物 動 態 学 Ⅱ ２

基 礎 統 計 学 ２

応 用 統 計 学 ２

物理薬剤学・製剤学Ⅰ ２

物理薬剤学・製剤学Ⅱ ２

栄 養 と 予 防 薬 学 ２

環 境 と 予 防 薬 学 ２

薬 物 治 療 学 ２

皮 膚 科 学 ２

D11297_71001467_大学学則（収容定員増申請用）_03.indd   62 2019/06/03   17:00:28



― 62 ― ― 63 ―

授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

化 粧 品 学 総 論 ２

化 粧 品 製 造 学 ２

実 践 化 粧 品 学 ２

東 洋 美 容 学 ２

臨 床 化 粧 品 学 ２

臨 床 検 査 総 論 ２

脳 神 経 科 学 ２

腫 瘍 生 物 学 ２

医 薬 品 化 学 ２

保 健 食 品 機 能 学 ２

セルフメディケーション ２

統 合 医 療 概 論 ２

薬 事 関 係 法 規 ２

医 薬 品 情 報 学 ２

物 理 学 実 験 １

地 学 実 験 １

早 期 体 験 学 習 Ⅰ 0.5

早 期 体 験 学 習 Ⅱ 0.5

基 礎 有 機 化 学 実 験 1

応 用 有 機 化 学 実 験 1

生 化 学 実 験 Ⅰ 1

生 化 学 実 験 Ⅱ １

物 理 化 学 実 験 １

分 析 化 学 実 験 １

天 然 物 化 学 実 験 １

解 剖 生 理 学 実 験 １

予 防 薬 学 実 験 １

薬 理 学 実 験 １

薬 剤 学 ・ 製 剤 学 実 験 １

健 康 生 命 薬 科 学 実 験 １

基 礎 薬 学 英 語 演 習 2

早 期 卒 業 研 究 2

卒 業 研 究 ８

健 康 科 学 Ⅱ ２

理系女性のキャリアパス設計論 ２

生命科学と倫理を巡る知性と感性 ２

地域活性化システム論 ２

プレプロフェッショナル教育 ２

多職種協働グループワーク実践論 ２
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

看護学部　看護学科

基礎教育科目

初期演習（生活と看護） 2

医 学 英 語 2

看 護 英 語 2

情報リテラシーⅠ（情報活用の基礎） 2

情報リテラシーⅡ（看護応用統計学） 2

解 剖 生 理 学 Ⅰ 2

解 剖 生 理 学 Ⅱ 2

生 化 学 2

臨 床 病 態 栄 養 学 2

微 生 物 学 と 感 染 防 御 2

看 護 薬 理 学 2

疾 病 治 療 概 論 2

リハビリテーション学 2

保 健 医 療 福 祉 制 度 2

チ ー ム 医 療 論 2

公 衆 衛 生 看 護 学 2

疫 学 2

専門教育科目

看 護 学 概 論 2

看 護 援 助 論 2

基 礎 看 護 技 術 演 習 Ⅰ 2

基 礎 看 護 技 術 演 習 Ⅱ 2

基 礎 看 護 技 術 演 習 Ⅲ 2

基 礎 看 護 学 実 習 Ⅰ 1

基 礎 看 護 学 実 習 Ⅱ 2

成 人 看 護 学 概 論 1

成 人 看 護 学 Ⅰ Ａ 2

成 人 看 護 学 Ⅰ Ｂ 2

成人看護学Ⅱ（慢性期） 1

成人看護学Ⅱ（急性期） 1

サ ポ ー テ ィ ブ ケ ア 1

成人看護学実習（慢性期） 3

成人看護学実習（急性期） 3

老 年 看 護 学 概 論 1

老 年 看 護 学 Ⅰ 2

老 年 看 護 学 Ⅱ 1

アクティブエイジング 1

老 年 看 護 学 実 習 Ⅰ 2

老 年 看 護 学 実 習 Ⅱ 2

小 児 看 護 学 概 論 1

小 児 看 護 学 Ⅰ 2

小 児 看 護 学 Ⅱ 1

チャイルドデｨベロップメンタルアプローチ 1

小 児 看 護 学 実 習 2

母 性 看 護 学 概 論 1

母 性 看 護 学 Ⅰ 2

母 性 看 護 学 Ⅱ 1

ウィメンズヘルスケア 1

母 性 看 護 学 実 習 2

精 神 看 護 学 概 論 1

精 神 看 護 学 Ⅰ 2

精 神 看 護 学 Ⅱ 1

グ ル ー プ ア プ ロ ー チ 1

精 神 看 護 学 実 習 2

在 宅 看 護 学 概 論 1

在 宅 看 護 学 Ⅰ 2

在 宅 看 護 学 Ⅱ 1

在 宅 看 護 学 実 習 2

統 合 看 護 学 実 習 2
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授　業　科　目
単 位 数

備　考 授　業　科　目
単 位 数

備　考
必修 選択 必修 選択

看 護 マ ネ ジ メ ン ト 1

家 族 看 護 学 1

看 護 研 究 方 法 2

看 護 英 文 講 読 1

卒 業 演 習 2

国 際 看 護 学 2

実 践 看 護 英 語 2
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履　　修　　方　　法　　（別表第１、第２の備考）

１．卒業までに修得すべき最低単位数

学生は、共通教育科目、基礎教育科目及び専門教育科目の中から124単位（建築学科は128単位、

薬学科は190単位及び看護学科は127単位）以上を修得しなければならない。ただし、下記の学部、

学科においては、それぞれに規定する単位を含めて修得しなければならない。なお、編入学生の

履修方法については、別に定める。

文学部　日本語日本文学科

１　 共通教育科目の中から16単位以上（ただし、次の２で修得した「言語リテラ

シー科目」の単位を含めることができる）

２　 共通教育科目『言語・情報科目群』の中の「言語リテラシー科目」、基礎教育

科目及び専門教育科目の中から外国語科目８単位以上

３　 基礎教育科目及び専門教育科目の中から64単位以上

文学部　英語文化学科

１　共通教育科目の中から14単位以上

２　基礎教育科目の中から30単位以上

３　専門教育科目の中から60単位以上

文学部　心理・社会福祉学科

１　共通教育科目の中から10単位以上

２　基礎教育科目の中から16単位以上

３　専門教育科目の中から46単位以上

４　学科指定外国語科目の中から８単位以上

教育学部　教育学科

１　 共通教育科目から基礎教養科目群８単位以上（自然科学科目２単位以上を含

む）を含め12単位以上

２　 基礎教育科目から必修科目８単位及び専門教育科目から必修科目17単位の25単

位を含め81単位以上

３　 共通教育科目、基礎教育科目及び専門教育科目に開講される外国語科目を合計

８単位以上

健康・スポーツ科学部　健康・スポーツ科学科

１　共通教育科目の中から14単位以上

２　 共通教育科目『基礎教養科目群』『ジェンダー科目群』『キャリアデザイン科目

群』『言語・情報科目群』『単位互換協定科目』の中から10単位以上

３　基礎教育科目の中から12単位以上

４　専門教育科目の中から62単位以上

５　学科指定外国語科目の中から８単位以上
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生活環境学部　生活環境学科

１　共通教育科目の中から14単位以上

２　基礎教育科目の中から４単位以上

３　専門教育科目の中から80単位以上

４　学科指定外国語科目の中から８単位以上

生活環境学部　情報メディア学科

１　共通教育科目の中から16単位以上

２　基礎教育科目の中から６単位以上

３　専門教育科目の中から80単位以上

４　学科指定外国語科目の中から８単位以上

食物栄養科学部　食物栄養学科

１　共通教育科目の中から６単位以上

２　基礎教育科目の中から23単位以上

３　専門教育科目の中から90単位以上

４　学科指定外国語科目の中から８単位以上

食物栄養科学部　食創造科学科

１　 共通教育科目の中から６単位以上

２　基礎教育科目の中から12単位以上

３　専門教育科目の中から90単位以上

４　学科指定外国語科目の中から８単位以上

建築学部　建築学科

１　 共通教育科目６単位以上（『基礎教養科目群』の中の「人文科学科目」及び

「社会科学科目」からそれぞれ２単位以上）

２　基礎教育科目の中から14単位

３　専門教育科目の中から108単位以上

建築学部　景観建築学科

１　 共通教育科目６単位以上（『基礎教養科目群』の中の「人文科学科目」及び

「社会科学科目」からそれぞれ２単位以上）

２　基礎教育科目の中から16単位

３　専門教育科目の中から106単位以上

音楽学部　演奏学科

１　 共通教育科目『言語・情報科目群』の中の「言語リテラシー科目」から、ドイ

ツ語又はフランス語の４単位以上を含め、14単位以上

２　基礎教育科目の中から７単位以上

３　専門教育科目の中から80単位以上

４　 上記１のドイツ語又はフランス語の４単位以上を含む学科指定外国語科目の中

から８単位以上
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音楽学部　応用音楽学科

１　 共通教育科目『基礎教養科目群』の中の「社会科学科目」及び「現代トピック

科目」から合計４単位以上を含め、８単位以上

２　基礎教育科目の中から９単位以上

３　専門教育科目の中から80単位以上

４　学科指定外国語科目の中から８単位以上

薬学部　薬学科

１　 共通教育科目の中から14単位以上

２　基礎・専門教育科目の中から174単位以上

３　学科指定外国語科目の中から８単位以上

薬学部　健康生命薬科学科

１　 共通教育科目16単位以上（『基礎教養科目群』の中の「人文科学科目」、「社会

科学科目」及び「自然科学科目」からそれぞれ２単位以上）

２　基礎・専門教育科目の中から108単位以上

３　学科指定外国語科目の中から８単位以上

看護学部　看護学科

１　共通教育科目の中から21単位以上

２　基礎教育科目から34単位

３　専門教育科目の中から72単位以上

４　学科指定外国語科目の中から９単位以上

２　教育職員免許状取得に必要な単位数

教育職員免許状を取得するためには、「教育職員免許法」及び「教育職員免許法施行規則」に

定められた要件を充足する必要がある。

また、各学科において定められた履修指導に従って、必要単位を修得しなければならない。
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別表第３

特別教育科目

１　全学プログラム

― 69 ―

区
分 授　業　科　目 授　業

時間数 備　考 区
分 授　業　科　目 授　業

時間数 備　考

教
　
　
　
　
養
　
　
　
　
講
　
　
　
　
座
　
　
　
　（
講
義
、
実
習
）

詩 の 原 文 と 翻 訳 4 選　択

英 語 と キ ャ リ ア 2 選　択

通 訳 よ も や ま 話 2 選　択

ヨ ー ロ ッ パ の 食 文 化 10 選　択

国 際 関 係 と は 何 か？ 4 選　択

採用試験のための教職教養 6 選　択

医 療 的 ケ ア 2 選　択

保 育 を 考 え る Ⅰ 2 選　択

保 育 を 考 え る Ⅱ 2 選　択

こどもの性格・人格のできかた 4 選　択

教員採用試験の準備を始めようⅠ 2 選　択

教員採用試験の準備を始めようⅡ 2 選　択

心理学的ものの考え方 6 選　択

大人の発達障害Ｑ＆Ａ 4 選　択

貴方も出来る飲食店オープン講座 2 選　択

マーチャンダイジング入門 2 選　択

正 し い 怒 り 方 2 選　択

米国旅行ここが知りたい！ 2 選　択

米国旅行ここが知りたい２！ 2 選　択

たばこによる病気と運動 2 選　択

女性特有の感染症と癌 2 選　択

【遊・楽】スポーツのモノ語り① 2 選　択

【遊・楽】スポーツのモノ語り② 2 選　択

運動時に必要な内科的知識 2 選　択

周 産 期 医 療 と 性 教 育 2 選　択

視 覚 の 不 思 議 2 選　択

意 識 と 《 私 》 2 選　択

教
　
　
　
　
養
　
　
　
　
講
　
　
　
　
座
　
　
　
　（
講
義
、
実
習
）

３年間の学と就活に対する意識 12 選　択

シミュレーションの世界 2 選　択

海に沈む遊園地＆幻のライオン像 2 選　択

ベートーヴェンの第九を聴こう！ 2 選　択

基礎から学ぶ腸内フローラ 2 選　択

私のトータルプロデュース講座 6 選　択

今さら聞けないビジネスマナー 4 選　択

ビジネスコミュニケーション講座 4 選　択

パーソナルカラー講座 4 選　択

できる女性のマナー講座 4 選　択

心のメンタルヘルス講座 4 選　択

日 本 語 教 育 法　基 礎 8 選　択

ニッポンの大学生のお金事情 4 選　択

セクシュアリティと社会の変化 4 選　択

道徳の教材を作成してみよう 4 選　択

身 近 な 生 活 と 心 理 学 2 選　択

大学での学び方を考える 2 選　択

ネーミングのコトバ学 2 選　択

グループワークで作る絵本 4 選　択

通 訳 の 基 礎 4 選　択

国 際 協 力 概 論 6 選　択

心 肺 蘇 生 法 2 選　択

ＴＯＥＩＣ６００点をめざす 6 選　択

折 り 紙 の 世 界 Ⅲ 2 選　択

点 字 超 入 門 8 選　択

社会人マナーとしての敬語 4 選　択

ポートフォリオをつくろう 4 選　択
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区
分 授　業　科　目 授　業

時間数 備　考 区
分 授　業　科　目 授　業

時間数 備　考

― 70 ― ― 71 ―

教
　
　
　
　
養
　
　
　
　
講
　
　
　
　
座
　
　
　
　（
講
義
、
実
習
）

生活感溢れる（！）イタリア語 6 選　択

加工食品を作ってみよう！ 4 選　択

天 文 学 入 門 実 践 編 4 選　択

光 と 構 図 の 情 報 学 12 選　択

発 声 ト レ ー ニ ン グ Ⅰ 2 選　択

発 声 ト レ ー ニ ン グ Ⅱ 2 選　択

トーンチャイムを楽しもう 2 選　択

自分のカラダ、自分でマモル。 2 選　択

メイクアップ講座（実践）Ⅰ 4 選　択

メイクアップ講座（実践）Ⅱ 4 選　択

就活の為のヘアアレンジ講座 4 選　択

綺麗に見えるプロポーション講座 4 選　択

映 画 で 学 ぶ 英 会 話 12 選　択

話そう！ビジネス英会話 10 選　択

Ｍｕｓｉｃ ＆ Ｅｎｇｌｉｓｈ 4 選　択

会 話 に 使 え る 英 文 法 4 選　択

ト ラ ベ ル 英 会 話 4 選　択

ホテルで学ぶテーブルマナー 4 選　択

ビジネス日本語とビジネス英会話 4 選　択

エ ク セ ル 関 数 再 入 門 2 選　択

エクセルによる文書作成 2 選　択

エクセルグラフ再入門 2 選　択

初 め て の 韓 国 語 会 話 4 選　択

英 語 の 発 音 2 選　択

プロが教える対話の技術 8 選　択

Ｓｔｏｒｙｔｅｌｌｉｎｇ 6 選　択

Ｓｃｒａｔｃｈでプログラミング 8 選　択

フリーソフトでＤＴＭ 8 選　択

ＵＴＡＵしませんか？ 8 選　択

商品写真の売れる加工 8 選　択

教
　
　
　
　
養
　
　
　
　
講
　
　
　
　
座
　
　
　
　（
講
義
、
実
習
）

ショップアイテムの制作 8 選　択

エ ク セ ル Ｖ Ｂ Ａ 入 門 12 選　択

語れる武庫川女子大学をさがそう 10 選　択

美 研 工 房 12 選　択

セイロンティーの魅力 2 選　択

ゆ か た 姿 を 美 し く 4 選　択

琉球茶道で楽しむ沖縄ぶくぶく茶 2 選　択

知って得するやさしい税金教室 2 選　択

世界の飢餓と国連ＷＦＰの活動 2 選　択

もっと知りたい税のこと 2 選　択

旅 行 業 界 の 表 と 裏 2 選　択

くらしに役立つ経済の常識 2 選　択

経済新聞／ニュースの見方 2 選　択

マ ネ ー の 常 識 ① 株 式 2 選　択

マ ネ ー の 常 識 ② 国 債 2 選　択

マネーの常識③ライフプラン 2 選　択

グローバル世界経済の新常識 2 選　択

キッザニアにおけるキャリア教育 2 選　択

くらしに役立つ株式の話 2 選　択

くらしに役立つ債券の話 2 選　択

くらしに役立つ為替の話 2 選　択

くらしに役立つ投資信託の話 2 選　択

くらしに役立つライフプランの話 2 選　択

就活で役立つ企業の見方 2 選　択

資料作成＆プレゼンテーション 2 選　択

金融と銀行業務について 2 選　択

目 指 せ マ ネ ー 美 人！ 2 選　択

ナットク！マネー講座 2 選　択

知っておきたい年金のしくみ 2 選　択

マネープランの基礎知識 2 選　択
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区
分 授　業　科　目 授　業

時間数 備　考 区
分 授　業　科　目 授　業

時間数 備　考

― 70 ― ― 71 ―

教
養
講
座（
講
義
、実
習
）

就活にも役立つ不動産と金融の話 2 選　択

チ ー ム ビ ル デ ィ ン グ 2 選　択

「 う ま 味 の 再 発 見 」 2 選　択

ライフプランセミナー 2 選　択

健
康
・
体
力
づ
く
り
講
座
（
実
技
）

ト レ ッ キ ン グ 8 選　択

柔 道 体 験 2 選　択

ボディコンディショニング法 4 選　択

バランスボールエクササイズ 2 選　択

英 語 で ス イ ム！ 2 選　択

ストレッチとマッサージ 2 選　択

腰 痛・ 肩 こ り 体 操 2 選　択

シ ョ ー ト テ ニ ス 2 選　択

イ ン デ ィ ア カ 2 選　択

フ ラ イ ン グ デ ィ ス ク 2 選　択

楽 し い ハ ン ド ボ ー ル 4 選　択

ノ ル デ ィ ッ ク・ ウ ォ ー キ ン グ 2 選　択

楽しいトランポリン（初心者） 4 選　択

スポーツゲーム・バレーボール 4 選　択

ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル 2 選　択

楽 し い バ ド ミ ン ト ン 4 選　択

エンジョイ！エアロビックダンス 2 選　択
資
格
対
策
講
座

漢 検 準 一 級 へ の 挑 戦 2 選　択

中国語検定試験４級・３級対策 2 選　択
資
格
対
策
講
座

（
資
格
紹
介
講
座
）

ゼロから合格できる宅建☆ 2 選　択

建 築 士 を と ろ う！ 2 選　択

資
格
対
策
講
座（
実
践
講
座
）

初 め て の Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 6 選　択

教 員 採 用 試 験 対 策 4 選　択

合格を呼ぶ秘書検定合格講座 12 選　択

「日本語検定」２級に挑戦 4 選　択

漢 字 検 定 対 策 講 座 4 選　択

資
　
格
　
対
　
策
　
講
　
座
（
実
践
講
座
）

ＴＯＥＩＣ７００点対策講座 12 選　択

はじめてのＴＯＥＦＬ 2 選　択

保育士試験合格をめざしてⅠ 2 選　択

保育士試験合格をめざしてⅡ 2 選　択

保育士試験合格をめざしてⅢ 2 選　択

保育士試験合格をめざしてⅣ 2 選　択

保育士試験合格をめざしてⅤ 2 選　択

保育士試験合格をめざしてⅥ 2 選　択

保育士試験合格をめざしてⅦ 2 選　択

保育士試験合格をめざしてⅧ 2 選　択

キ
　
　
ャ
　
　
リ
　
　
ア
　
　
教
　
　
育
　
　
講
　
　
座

エアライン受験対策講座 2 選　択

就職対策講座（ＳＰＩ編） 4 選　択

公 務 員 入 門 講 座　Ⅰ 2 選　択

公 務 員 入 門 講 座　Ⅱ 2 選　択

公 務 員 入 門 講 座　Ⅲ 2 選　択

公 務 員 入 門 講 座　Ⅳ 2 選　択

公 務 員 入 門 講 座　Ⅴ 2 選　択

就職活動のための面接テクニック 4 選　択

就職活動のための自己ＰＲ講座 4 選　択

内定１００％の敬語力講座 8 選　択

内定が取れる就職活動講座 6 選　択

面接の必勝法を伝授します 12 選　択

就 活 Ｑ ＆ Ａ 2 選　択

ス ピ ー チ・ ク ラ ス 2 選　択

Ｓ Ｐ Ｉ ３ に 挑 戦 6 選　択

仕 事 理 解 に む け て 4 選　択

キャリア力アップ講座Ⅰ 2 選　択

キャリア力アップ講座Ⅱ 2 選　択

キャリア力アップ講座Ⅲ 4 選　択

キャリア力アップ講座Ⅳ 4 選　択
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区
分 授　業　科　目 授　業

時間数 備　考 区
分 授　業　科　目 授　業

時間数 備　考

― 72 ― ― 73 ―

キ
ャ
リ
ア
教
育
講
座

ミセス日本が教える「美ポジ」 2 選　択

中学教師として心がけること 2 選　択

現 場 が 求 め る 教 師 像 2 選　択

先生大好き！友達大好き！ 2 選　択

今求められる国際理解教育 2 選　択

学校や園での食物アレルギー対策 2 選　択

教 職 の 魅 力 2 選　択

特
別
講
座

英語スピーチコンテスト事前講義 2 選　択

英語スピーチコンテスト音声対策 2 選　択

英語スピーチコンテスト予選対策 4 選　択

英語スピーチコンテスト本選対策 8 選　択

Ａ ｍ ｅ ｒ ｉ ｃ ａ 4 選　択

野 外 活 動 指 導 講 座 12 選　択

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
提
供
講
座

アクティヴ・ライフスタイルの創造 2 選　択

研究成果の社会還元促進に関する発表会 2 選　択

栄養と健康のサイエンス 6 選　択

第 １ 回 定 例 研 究 会 4 選　択

第 ２ 回 定 例 研 究 会 4 選　択

第 ３ 回 定 例 研 究 会 4 選　択

第 ４ 回 定 例 研 究 会 4 選　択

第２７回秋季シンポジウム 4 選　択

生 活 デ ザ イ ン 研 究 会 4 選　択

情 報 美 学 研 究 会 4 選　択

も て な し 研 究 会 4 選　択

関 西 文 化 研 究 会 4 選　択

生活美学基礎理論研究会 4 選　択

第４回スマートライフフォーラム 4 選　択

第１回甲子プロジェクト 4 選　択

第２回甲子プロジェクト 4 選　択

第１回クリエイティブサロン 4 選　択

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
提
供
講
座

第２回クリエイティブサロン 4 選　択

第３回クリエイティブサロン 4 選　択

楠松祭クリエイティブサロン 4 選　択

生活美学ワークショップ 4 選　択
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２　学科プログラム

授　業　科　目 授　業
時間数 備　考 授　業　科　目 授　業

時間数 備　考

― 72 ― ― 73 ―

（日本語日本文学科）

教員採用試験対策講座（前期） 8

教員採用試験対策講座（前期） 16

研 究 へ の い ざ な い Ⅰ 2

研 究 へ の い ざ な い Ⅱ 2

研 究 へ の い ざ な い Ⅲ 8

江 戸 の 版 本 を 読 む 2

史 記 を 読 む （１） 2

史 記 を 読 む （２） 2

詩 経 学 の 流 れ（１） 2

詩 経 学 の 流 れ（２） 2

西 鶴 と グ リ ム 童 話 2

卒 業 演 習 6

日 本 語 学 習 者 の 誤 用 分 析 4

美 文 字 を 描 く 4

附 属 高 校 授 業 参 観 実 習 6

万 葉 集 を 読 む 2

予 備 演 習 Ⅰ 4

予 備 演 習 Ⅱ 4

入 学 前 教 育 8 選　択

（英語文化学科）

や り 直 す 英 語 8

イギリス世紀末文学と夏目漱石 4

ビジネスコミュニケーション 4

ビジネス英語　ケーススタディー 6

英 語 科 教 職 演 習 Ⅰ 6

英 語 科 教 職 演 習 Ⅱ 6

英 語 科 教 職 演 習 Ⅲ 6

英 語 科 教 職 演 習 Ⅳ 6

英 語 学 基 礎 ③ 語 用 論 編 4

演 劇 鑑 賞 4

就 職 活 動 対 策 講 座 4

特 別 研 究 6

特 別 研 究 6

特 別 研 究 8

特 別 研 究 8

特 別 研 究 Ⅰ 2

特 別 研 究 Ⅰ 4

特 別 研 究 Ⅰ 6

特 別 研 究 Ⅱ 2

特 別 研 究 Ⅱ 4

特 別 研 究 Ⅱ 6

特 別 研 究 Ⅱ 8

特 別 研 究 Ⅱ ① 6

特 別 研 究 Ⅱ ② 6

特 別 研 究 Ⅲ 2

日本におけるシェイクスピア受容 4

文 学 作 品 鑑 賞 6

入 学 前 教 育 8 選　択

（心理・社会福祉学科）

ゼ ミ 配 属 説 明 会 2

国 家 試 験 対 策 入 門 講 座 12

国 試 合 宿 Ⅰ 32

国 試 合 宿 Ⅱ 32

就 職 活 動 に 向 け て 2

卒 業 論 文 6
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授　業　科　目 授　業
時間数 備　考 授　業　科　目 授　業

時間数 備　考

― 74 ― ― 75 ―

卒 業 論 文 最 終 審 査 会 6

卒 業 論 文 中 間 報 告 会 6

卒 業 論 文 予 備 演 習 6

福祉実習オリエンテーションⅠＡ 2

福祉実習オリエンテーションⅡ 6

模擬試験と模擬試験講評Ⅰ 18

模擬試験と模擬試験講評Ⅱ 28

入 学 前 教 育 8 選　択

（教育学科）

「まる」で描くオリジナル絵本 4

パソコンを活用した教材作成 4

映 画 の 中 の 子 ど も と 教 育 10

教 育 演 習 4

教 育 演 習 予 備 講 座 8

教育学科主催教育セミナー 4

教 育 学 科 主 催 講 演 会 4

教 育 研 究 会 研 究 発 表 会 4

教 育 研 究 会 講 演 会 4

教育研究会地域別採用対策懇談会 4

教員・保育士としての視点 2

教 員 採 用 試 験 対 策 講 座 4

公立幼保・採用試験準備Ⅰ 2

公立幼保・採用試験準備Ⅱ 2

算 数 科 の 授 業 入 門 Ⅰ 2

算 数 科 の 授 業 入 門 Ⅱ 2

算 数 科 の 授 業 入 門 Ⅲ 2

算 数 科 の 授 業 入 門 Ⅳ 2

私立幼・保採用試験対策講座 4

小・幼・保採用試験対策講座 2

小・幼・保採用試験対策講座 4

小学校教員採用試験対策講座 4

小学校教員採用試験対策講座 6

卒 業 研 究 6

知 能 検 査 を 知 る 4

特別支援学校教育実践講座Ⅰ 2

特別支援学校教育実践講座Ⅱ 2

特別支援学校教採試験対策講座 4

日 本 教 育 史 演 習 6

保 育 所 保 育 実 践 講 座 Ⅰ 2

幼・ 保 採 用 試 験 対 策 講 座 2

幼・ 保 採 用 試 験 対 策 講 座 4

幼稚園教員採用試験対策講座 4

入 学 前 教 育 8 選　択

（健康・スポーツ科学科）

キ ャ リ ア デ ザ イ ン 2

学 校 現 場 に 学 ぶ Ａ 8

学 校 現 場 に 学 ぶ Ｂ 8

教員採用試験専門教養対策講座Ａ 52

教員採用試験専門教養対策講座Ｂ 52

教 員 採 用 試 験 対 策 講 座 2

教 員 採 用 試 験 対 策 講 座 4

健 康・ ス ポ ー ツ 科 学 演 習 8

健康・スポーツ科学予備演習１ 2

健康・スポーツ科学予備演習２ 2

健康・スポーツ科学予備演習３ 2

健康・スポーツ科学予備演習４ 2

健康・スポーツ科学予備演習５ 2

健康・スポーツ科学予備演習７ 2
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授　業　科　目 授　業
時間数 備　考 授　業　科　目 授　業

時間数 備　考

― 74 ― ― 75 ―

健康・スポーツ科学予備演習８ 2

健康・スポーツ科学予備演習９ 2

健康・スポーツ科学予備演習10 2

健康・スポーツ科学予備演習12 2

健康・スポーツ科学予備演習13 2

健康・スポーツ科学予備演習14 2

健康・スポーツ科学予備演習15 2

健康・スポーツ科学予備演習16 2

健康・スポーツ科学予備演習17 2

健康・スポーツ科学予備演習18 2

健康・スポーツ科学予備演習19 2

健康・スポーツ科学予備演習20 2

健康・スポーツ科学予備演習21 2

健康・スポーツ科学予備演習22 2

健康・スポーツ科学予備演習23 2

健康・スポーツ科学予備演習24 2

健康・スポーツ科学予備演習26 2

健康・スポーツ科学予備演習27 2

健康・スポーツ科学予備演習Ⅱ 4

健康運動実践指導者試験対策ⅠＡ 2

健康運動実践指導者試験対策ⅠＢ 4

健康運動実践指導者試験対策ⅠＣ 4

健康運動実践指導者試験対策ⅡＡ 4

健康運動実践指導者試験対策ⅡＢ 4

健康運動実践指導者試験対策ⅡＣ 4

健康運動実践指導者試験対策ⅡＤ 4

健康運動実践指導者試験対策ⅡＥ 4

健康運動実践指導者試験対策ⅡＦ 4

健康運動実践指導者試験対策ⅡＧ 4

健康運動実践指導者試験対策ⅡＨ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＡ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＢ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＣ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＤ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＥ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＦ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＧ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＨ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＩ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＪ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＫ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＬ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＭ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＮ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＯ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＰ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＱ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＲ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＳ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＴ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＵ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＶ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＷ 4

卒業論文・研究発表のプレゼンＸ 4

入 学 前 教 育 8 選　択

（生活環境学科）

Ｔ Ｅ Ｓ 対 策 講 座 Ⅰ 2

Ｔ Ｅ Ｓ 対 策 講 座 Ⅱ 2

テレビのデザイン現場から学ぼう 8
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ヨーロッパ海外研修ガイダンス 4

自然からの色で春色を染めよう 4

織 物 実 習 8

水 引 き を 使 っ た 小 物 作 り 4

世界にたった一つのマグカップ 12

生 活 環 境 特 別 演 習 12

卒 業 研 究 特 別 演 習 18

入 学 前 教 育 8 選　択

（食物栄養学科）

Ｎ Ｃ Ｍ 特 別 講 座 １ 12

Ｎ Ｃ Ｍ 特 別 講 座 ２ 12

Ｎ Ｃ Ｍ 特 別 講 座 ３ 12

Ｎ Ｃ Ｍ 特 別 講 座 ４ 12

Ｎ Ｃ Ｍ 特 別 講 座 ５ 12

Ｎ Ｃ Ｍ 特 別 講 座 ７ 12

Ｎ Ｃ Ｍ 特 別 講 座 ８ 12

Ｎ Ｃ Ｍ 特 別 講 座 ９ 12

Ｎ Ｃ Ｍ 特 別 講 座 10 12

Ｎ Ｃ Ｍ 特 別 講 座 11 12

Ｎ Ｃ Ｍ 特 別 講 座 12 12

テーブルマナー（西洋料理） ６

栄 養 科 学 特 別 講 座 １ 12

栄 養 科 学 特 別 講 座 ２ 12

栄 養 科 学 特 別 講 座 ３ 12

栄 養 科 学 特 別 講 座 ４ 12

栄 養 科 学 特 別 講 座 ５ 12

栄 養 科 学 特 別 講 座 ６ 12

栄 養 科 学 特 別 講 座 ７ 12

栄 養 科 学 特 別 講 座 ８ 12

栄 養 科 学 特 別 講 座 ９ 12

栄養士実習事前ガイダンス（１） ４

栄養士実習事前ガイダンス（２） ４

管理栄養ステップアップ演習１ ４

管理栄養ステップアップ演習２ ４

管理栄養ステップアップ演習３ ４

管理栄養ステップアップ演習４ ４

管理栄養ステップアップ演習５ ４

管理栄養ステップアップ演習６ ４

管理栄養ステップアップ演習７ ４

管理栄養ステップアップ演習８ ４

管理栄養ステップアップ演習９ ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習10 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習11 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習12 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習13 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習14 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習15 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習16 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習17 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習18 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習19 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習20 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習21 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習22 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習23 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習24 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習25 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習26 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習27 ４
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管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習28 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習29 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習30 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習31 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習32 ４

管 理 栄 養 ス テ ッ プ ア ッ プ 演 習33 ４

管理栄養ステップアップ演習34 ４

管理栄養ステップアップ演習35 ４

管理栄養フォローアップ演習１ ４

管理栄養フォローアップ演習２ ４

管理栄養フォローアップ演習３ ４

管理栄養フォローアップ演習４ ４

管理栄養フォローアップ演習５ ４

管理栄養フォローアップ演習６ ４

管理栄養フォローアップ演習７ ４

管理栄養フォローアップ演習８ ４

管理栄養フォローアップ演習９ ４

管理栄養フォローアップ演習10 ４

管理栄養フォローアップ演習11 ４

管理栄養フォローアップ演習12 ４

管理栄養フォローアップ演習13 ４

管理栄養フォローアップ演習14 ４

管理栄養フォローアップ演習15 ４

管理栄養フォローアップ演習16 ４

管理栄養フォローアップ演習17 ４

管理栄養フォローアップ演習18 ４

管理栄養フォローアップ演習19 ４

管理栄養フォローアップ演習20 ４

管理栄養フォローアップ演習21 ４

管理栄養フォローアップ演習22 ４

管理栄養フォローアップ演習23 ４

管理栄養フォローアップ演習24 ４

管理栄養フォローアップ演習25 ４

管理栄養フォローアップ演習26 ４

管理栄養フォローアップ演習27 ４

管理栄養フォローアップ演習28 ４

管理栄養フォローアップ演習29 ４

管理栄養フォローアップ演習30 ４

管理栄養フォローアップ演習31 ４

管理栄養フォローアップ演習32 ４

管理栄養フォローアップ演習33 ４

管理栄養フォローアップ演習34 ４

管理栄養フォローアップ演習35 ４

管理栄養総合演習事前演習１ ４

管理栄養総合演習事前演習２ ４

管理栄養総合演習事前演習３ ４

管理栄養総合演習事前演習４ ４

管理栄養総合演習事前演習５ ４

管理栄養総合演習事前演習６ ４

管理栄養総合演習事前演習７ ４

管理栄養総合演習事前演習８ ４

管理栄養総合演習事前演習９ ４

管理栄養総合演習事前演習10 ２

管理栄養総合演習事前演習11 ２

管理栄養総合演習事前演習12 ４

管理栄養総合演習事前演習13 ４

管理栄養総合演習事前演習14 ４

管理栄養総合演習事前演習15 ４

管理栄養総合演習事前演習16 ４

管理栄養総合演習事前演習17 ４
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管理栄養総合演習事前演習18 ４

管理栄養総合演習事前演習19 ４

管理栄養総合演習事前演習20 ４

管理栄養総合演習事前演習21 ４

管理栄養総合演習事前演習22 ４

基 礎 学 力 向 上 演 習 Ⅰ ４

基 礎 学 力 向 上 演 習 Ⅱ ４

基礎学力向上演習Ⅲ（１） ２

基礎学力向上演習Ⅲ（２） ２

基礎学力向上演習Ⅲ（３） ２

基礎学力向上演習Ⅲ（４） ２

基礎学力向上演習Ⅲ（５） ２

国 家 試 験 受 験 ガ イ ダ ン ス ２

国 際 栄 養 学 演 習 事 前 演 習 24

国 試 対 策・ 栄 養 教 育 論１ ４

国 試 対 策・ 栄 養 教 育 論２ ２

国 試 対 策・ 栄 養 教 育 論３ ４

国 試 対 策・ 栄 養 教 育 論４ ２

国 試 対 策・ 栄 養 教 育 論 A ４

国 試 対 策・ 栄 養 教 育 論 B ２

国 試 対 策・ 栄 養 教 育 論 C ４

国 試 対 策・ 栄 養 教 育 論 D ２

国 試 対 策・ 応 用 栄 養 学１ ４

国 試 対 策・ 応 用 栄 養 学２ ４

国 試 対 策・ 応 用 栄 養 学３ ４

国 試 対 策・ 応 用 栄 養 学 A ４

国 試 対 策・ 応 用 栄 養 学 B ４

国 試 対 策・ 応 用 栄 養 学 C ４

国 試 対 策・ 解 剖 生 理 学１ ４

国 試 対 策・ 解 剖 生 理 学２ ４

国 試 対 策・ 解 剖 生 理 学 A ４

国 試 対 策・ 解 剖 生 理 学 B ４

国 試 対 策・ 基 礎 栄 養 学１ ４

国 試 対 策・ 基 礎 栄 養 学２ ６

国 試 対 策・ 基 礎 栄 養 学 A ４

国 試 対 策・ 基 礎 栄 養 学 B ６

国試対策・給食経営管理学１ ４

国試対策・給食経営管理学２ ４

国試対策・給食経営管理学 A ４

国試対策・給食経営管理学 B ４

国 試 対 策・ 公 衆 栄 養 学１ ６

国 試 対 策・ 公 衆 栄 養 学 A ６

国 試 対 策・ 公 衆 衛 生 学１ ４

国 試 対 策・ 公 衆 衛 生 学２ ４

国 試 対 策・ 公 衆 衛 生 学 A ４

国 試 対 策・ 公 衆 衛 生 学 B ４

国 試 対 策・ 食 品 衛 生 学１ ４

国 試 対 策・ 食 品 衛 生 学２ ４

国 試 対 策・ 食 品 衛 生 学 A ４

国 試 対 策・ 食 品 衛 生 学 B ４

国 試 対 策・ 食 品 加 工 学１ ２

国 試 対 策・ 食 品 加 工 学 A ２

国 試 対 策・ 食 品 学 １ ４

国 試 対 策・ 食 品 学 ３ ２

国 試 対 策・ 食 品 学 A ４

国 試 対 策・ 食 品 学 C ２

国 試 対 策・ 生 化 学 １ ２

国 試 対 策・ 生 化 学 ２ ２

国 試 対 策・ 生 化 学 A ４

国 試 対 策・ 生 化 学 B ２
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国 試 対 策・ 調 理 科 学 １ ２

国 試 対 策・ 調 理 科 学 ２ ２

国 試 対 策・ 調 理 科 学 ３ ４

国 試 対 策・ 調 理 科 学 A ２

国 試 対 策・ 調 理 科 学 B ２

国 試 対 策・ 調 理 科 学 C ４

国試対策・病原微生物学１ ４

国試対策・病原微生物学 A ２

国 試 対 策・ 臨 床 医 学 １ ２

国 試 対 策・ 臨 床 医 学 ２ ４

国 試 対 策・ 臨 床 医 学 ３ ２

国 試 対 策・ 臨 床 医 学 A ２

国 試 対 策・ 臨 床 医 学 B ４

国 試 対 策・ 臨 床 医 学 C ２

国 試 対 策・ 臨 床 栄 養 学１ ４

国 試 対 策・ 臨 床 栄 養 学２ ４

国 試 対 策・ 臨 床 栄 養 学３ ４

国 試 対 策・ 臨 床 栄 養 学４ ４

国 試 対 策・ 臨 床 栄 養 学 A ４

国 試 対 策・ 臨 床 栄 養 学 B ４

国 試 対 策・ 臨 床 栄 養 学 C ４

国 試 対 策・ 臨 床 栄 養 学 D ４

国試対策（夏季）・解剖生理学１ ２

国試対策（夏季）・解剖生理学２ ２

国試対策（夏季）・基礎栄養学２ ２

国試対策（夏季）・公衆栄養学１ ２

国試対策（夏季）・公衆衛生学１ ２

国試対策（夏季）・公衆衛生学２ ２

国試対策（夏季）・生化学１ ４

国試対策（夏季）・総合演習 ２

国試対策（夏季）・臨床医学１ ２

国試対策（夏季）・臨床医学２ ２

食 品 科 学 特 別 講 座 １ 12

食 品 科 学 特 別 講 座 ２ 12

食 品 科 学 特 別 講 座 ３ 12

食 品 科 学 特 別 講 座 ４ 12

食 品 科 学 特 別 講 座 ５ 12

食 品 科 学 特 別 講 座 ６ 12

卒 業 演 習 基 礎 演 習 Ⅰ ４

卒 業 演 習 基 礎 演 習 Ⅱ ４

卒業演習基礎演習Ⅲ（１） ２

卒業演習基礎演習Ⅲ（２） ２

卒業演習基礎演習Ⅲ（３） ２

卒業演習基礎演習Ⅲ（４） ２

卒業演習基礎演習Ⅲ（５） ２

予 防 栄 養 学 特 別 講 座 １ 12

予 防 栄 養 学 特 別 講 座 ２ 12

予 防 栄 養 学 特 別 講 座 ３ 12

予 防 栄 養 学 特 別 講 座 ４ 12

予 防 栄 養 学 特 別 講 座 ５ 12

予 防 栄 養 学 特 別 講 座 ６ 12

予 防 栄 養 学 特 別 講 座 ７ 12

予 防 栄 養 学 特 別 講 座 ８ 12

入 学 前 教 育 ８ 選　択

（情報メディア学科）

エンタメ・コンピューティング 2

カラー・マーケティング入門 2

プレゼンテーションの哲学 2

映 像 制 作 入 門 4
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授　業　科　目 授　業
時間数 備　考 授　業　科　目 授　業

時間数 備　考

― 80 ― ― 81 ―

開 示 情 報 か ら の 企 業 分 析 2

現 代 美 術 入 門 12

自分分析とセルフマーケティング 2

情報処理の基礎的な技能と知識 18

総 合 演 習 Ⅲ 8

卒 業 基 礎 演 習 Ⅲ 8

入 学 前 教 育 8 選　択

（建築学科）

「ＣＡＤ・ＣＧ応用演習Ⅰ」補習 6

「 近 代 建 築 史 」 補 習 2

「 建 築 一 般 構 造 Ⅰ 」 補 習 4

「 建 築 一 般 構 造 Ⅱ 」 補 習 4

「 建 築 英 語 Ⅱ 」 補 習 2

「 建 築 英 語 Ⅲ 」 補 習 2

「 建 築 環 境 工 学 Ⅰ 」 補 習 2

「 建 築 環 境 工 学 Ⅱ 」 補 習 2

「 建 築 構 造 力 学 Ⅰ 」 補 習 4

「 建 築 構 造 力 学 Ⅱ 」 補 習 4

「 建 築 材 料 」 補 習 4

「 建 築 数 学 」 補 習 4

「 建 築 設 計 演 習 Ⅴ 」 補 習 12

「 建 築 設 計 計 画 Ⅱ 」 補 習 4

「 建 築 設 計 計 画 Ⅳ 」 補 習 4

「 建 築 設 備 Ⅰ 」 補 習 4

「 建 築 物 理 」 補 習 4

「 建 築 法 規 Ⅰ 」 補 習 4

「 建 築 法 規 Ⅱ 」 補 習 4

「 現 代 建 築 論 」 補 習 2

「 世 界 建 築 史 」 補 習 2

「都市計画・デザイン論」補習 2

「 日 本 建 築 史 」 補 習 2

建 築 学 科 作 品 展 指 導 １ 4

建 築 学 科 作 品 展 指 導 ２ 4

建 築 学 科 作 品 展 指 導 ３ 4

修士設計、修士論文発表会１ 4

修士設計、修士論文発表会２ 4

修 士 論 文 発 表 会 2

卒 業 研 究 発 表 会 １ 4

卒 業 研 究 発 表 会 ２ 4

卒 業 研 究 発 表 会 ３ 4

卒 業 研 究 発 表 会 ４ 4

卒 業 研 究 発 表 会 ５ 4

卒 業 研 究 発 表 会 ６ 4

大学院総合演習・技術演習講評会 2

特 別 学 期 ガ イ ダ ン ス 2

物 理 補 習（ 環 境 ） 2

物 理 補 習（ 構 造 ） 2

入 学 前 教 育 8 選　択

（演奏学科、応用音楽学科）

２ 年 次 演 習 に 備 え て 8

イタリアの作曲家　トスティ 2

スコアリーディングの手引き 2

ス テ ー ジ マ ナ ー 2

ド イ ツ リ ー ト の い ろ は Ⅱ 2

ド イ ツ 語 っ て 美 し い！！ 4

プレゼンテ－ションの技法 4

ロマン派の巨匠　ブラームス 2

応 用 音 楽 へ の 誘 い 2
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授　業　科　目 授　業
時間数 備　考 授　業　科　目 授　業

時間数 備　考

― 80 ― ― 81 ―

応 用 音 楽 学 科 ガ イ ダ ン ス 2

音楽療法士（補）試験に向けて 4

音 楽 療 法 士 試 験 対 策 8

楽 し い ピ ア ノ 伴 奏 法 Ⅱ 2

宮下朋樹ピアノ特別レッスンⅠ 2

宮下朋樹ピアノ特別レッスンⅡ 2

教職のためのソルフェージュ 8

今岡淑子ピアノ特別レッスンⅠ 2

今岡淑子ピアノ特別レッスンⅡ 2

作 曲 技 法 研 究 Ⅰ 2

作 曲 技 法 研 究 Ⅱ 2

作 曲 技 法 研 究 Ⅲ 2

卒業発表のプレゼンテ－ション 4

卒 業 論 文 発 表 会 4

多田秀子ピアノ特別レッスン 2

大森地塩声楽特別レッスンⅠ 2

大森地塩声楽特別レッスンⅡ 2

弾 き 歌 い レ ッ ス ン Ⅰ 2

弾 き 歌 い レ ッ ス ン Ⅱ 2

弾 き 歌 い レ ッ ス ン Ⅲ 2

弾 き 歌 い レ ッ ス ン Ⅳ 2

中村伸吾ピアノ特別レッスンⅠ 2

中村伸吾ピアノ特別レッスンⅡ 2

藤村匡人声楽特別レッスンⅠ 2

藤村匡人声楽特別レッスンⅡ 2

奈良田朋子ピアノ特別レッスンⅠ 2

奈良田朋子ピアノ特別レッスンⅡ 2

柏木敦子声楽特別レッスンⅠ 2

柏木敦子声楽特別レッスンⅡ 4

伴 奏 法 8

福原寿美枝声楽特別レッスンⅠ 2

福原寿美枝声楽特別レッスンⅡ 2

入 学 前 教 育 8 選　択

（薬学科、健康生命薬科学科）

アロマセラピスト資格を目指して 4

レギュラトリーサイエンス 4

化 粧 心 理 学 4

研 究 の 手 引 き 24

新 薬 開 発 論 4

薬 学 科 １ 年 次 の ま と め 14

薬 学 科 ２ 年 次 の ま と め 14

薬 学 科 ３ 年 次 の ま と め 14

薬剤師になるための心構え 32

入 学 前 教 育 8 選　択

（看護学科）

あなたは保健師を覚えてますかＡ 2

あなたは保健師を覚えてますかＢ 2

患者体験での気づきを活かすＡ 2

患者体験での気づきを活かすＢ 2

患者体験での気づきを活かすＣ 2

患者体験での気づきを活かすＤ 2

看護キャリアアップガイダンス１ 2

看護キャリアアップガイダンス２ 2

看護学部生の進学に向けて 2

看 護 師 国 家 試 験 対 策 Ａ 4

看 護 師 国 家 試 験 対 策 Ｂ 2

看 護 師 国 家 試 験 対 策 Ｃ 2

看護職の就職活動に向けて 6
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授　業　科　目 授　業
時間数 備　考 授　業　科　目 授　業

時間数 備　考

― 82 ―

３　ボランティア活動
ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 （注） 選　択

（注）ボランティア活動30時間に対して１単位を認定する。修得した単位は卒業要件の単位に含めない。

４　インターンシップ活動
イ ン タ ー ン シ ッ プ 活 動 （注） 選　択

（注）インターンシップ活動30時間に対して１単位を認定する。修得した単位は卒業要件の単位に含めない。

基礎看護学実習Ⅰへの導入 2

基礎看護技術演習への導入 8

急性実習オリエンテーションＡ 10

国家試験の模試成績ＵＰ講座 2

国 家 試 験 対 策 講 座 １ 2

国 家 試 験 対 策 講 座 ２ 18

国 家 試 験 対 策 講 座 ３ 4

在 宅 看 護 学 実 習 へ の 導 入 4

成人（急性期）実習への導入 8

精 神 看 護 学 実 習 へ の 導 入 4

卒業演習オリエンテーション 2

臨地実習オリエンテーション１ 2

臨地実習オリエンテーション２ 2

臨地実習オリエンテーション３ 4

臨地実習オリエンテーション４ 4

老 年 看 護 学 実 習 へ の 導 入 4

入 学 前 教 育 8 選　択
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別表第４

教育職員免許状

（中学校・高等学校教諭「教育の基礎的理解に関する科目等」）

免許法施行規則に定める科目
本学の開設授業科目

中
一
種
免

必
修
単
位

高
一
種
免

必
修
単
位

備 考
左の科目に含めることが必要な事項

第三欄

第四欄

第五欄

最
低
単
位

法
定
修
得

単
位
数
2
2 2 2

2 2 2

2 2 2
2
2 2 2
2

2 2 2

2 2 2

・道徳の理論及び指導法 2 2 ―
・総合的な学習の時間の指導法
・特別活動の指導法

2 2 2

2 2 2

2 2
2 2 2
1 1 1
1 1 1

・教職実践演習

・学校体験活動

2 2 2 2

中27
高23 36 30 26計

中10
・
高8

・教育実習

2 22

2

事前事後指導

22

10

教育の基礎
的理解に関
する科目

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

教育実践に
関する科目

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思
想

・教職の意義及び教員の役割・職務内容（チ
ーム学校運営への対応を含む。）

・幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習
の過程

・特別の支援を必要とする幼児、児童及び生
徒に対する理解

・教育課程の意義及び編成の方法（カリキュ
ラム・マネジメントを含む。）

・教育の方法及び技術（情報機器及び教材の
活用を含む。）

・生徒指導の理論及び方法
・進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

・教育相談（カウンセリングに関する基礎的
な知識を含む。）の理論及び方法

・教育に関する社会的、制度的又は経営的事
項（学校と地域との連携及び学校安全への
対応を含む。）

中5
・
高3

教 育 史
教 育 原 理

教 職 入 門

教 育 行 政 学
教 育 社 会 学
教 育 心 理 学
発 達 心 理 学

特 別 支 援 教 育 論

教 育 課 程 総 論

道 徳 教 育 指 導 論

総合的な学習の時間と特別活動

教育方法の理論と実践

生 徒 指 導 ・ 進 路 指 導

教育相談の理論と方法

教 育 実 習 Ⅰ （ 中 高 ）
教 育 実 習 Ⅱ （ 中 高 ）
教育実習事前指導（中高）
教育実習事前事後指導（中高）

教職実践演習（中高）

【履修方法】
⑴ 教育の基礎的理解に関する科目等を履修するために必要な手続きの詳細は別に定める。
⑵ 上表の「免許法施行規則に定める科目区分」ごとに指定されている必修単位数を含んで、中学校教諭30単位以上、高等学校
教諭26単位以上。

⑶ 「教育実習Ⅰ（中高）・Ⅱ（中高）」については、その履修要件を充足すること。当該履修要件についての詳細は別に定める。

⑸　「道徳教育指導論」は、高等学校免許課程においては「大学が独自に設定する科目」として開設する。
⑹ 教育の基礎的理解に関する科目等として修得した単位数のうち中学校教諭27単位、高等学校教諭23単位を超えて修得した単
位数を「大学が独自に設定する科目」の修得単位数に含めることができる。

⑷ 「教職実践演習（中高）」については、その履修要件を充足すること。当該履修要件についての詳細は別に定める。
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免許法施行規則に定める科目

左の科目に含めることが必要な事項

【履修方法】
⑴ 教育の基礎的理解に関する科目等を履修するために必要な手続きの詳細は別に定める。

⑶ 「栄養教育実習（学校現場）」については、その履修要件を充足すること。当該履修要件についての詳細は別に定める。
⑵ 上表の「免許法施行規則に定める科目区分」ごとに指定されている必修単位数を含んで26単位以上。

⑷　「教職実践演習（栄教）」については、その履修要件を充足すること。当該履修要件についての詳細は別に定める。
⑸　「栄養教育実習指導」「栄養教育実習（学校現場）」「教職実践演習（栄教）」は、中学校・高等学校免許課程と共通開設のた
め、それぞれの免許課程の単位として含めることができる。

本学の開設授業科目
単
位
数

栄
教
一
種
免

必
修
単
位

備 考
最
低
単
位

法
定
修
得

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2
2 2

2 2

2 2

2 2

1 1
1 1

2 2 2

2

6

8

第三欄

第四欄

第五欄

・教職実践演習

・栄養教育実習

18 26 26計

・生徒指導の理論及び方法

教育の基礎
的理解に関
する科目

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

教育実践に
関する科目

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思
想

・教職の意義及び教員の役割・職務内容（チ
ーム学校運営への対応を含む。）

・幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習
の過程

・特別の支援を必要とする幼児、児童及び生
徒に対する理解

・教育課程の意義及び編成の方法（カリキュ
ラム・マネジメントを含む。）

・教育相談（カウンセリングに関する基礎的
な知識を含む。）の理論及び方法

・教育の方法及び技術（情報機器及び教材の
活用を含む。）

・道徳、総合的な学習の時間及び特別活動に
関する内容

・教育に関する社会的、制度的又は経営的事
項（学校と地域との連携及び学校安全への
対応を含む。）

教 育 原 理

教 職 入 門

教 育 行 政 学

教 育 心 理 学

特 別 支 援 教 育 論

教 育 課 程 総 論

道 徳 教 育 指 導 論
総合的な学習の時間と特別活動

生徒指導の理論と実践

教育方法の理論と実践

教育相談の理論と方法

栄養教育実習（学校現場）
栄養教育実習事前事後指導
教職実践演習（栄教）

（栄養教諭「教育の基礎的理解に関する科目等」）
免許法施行規則に定める科目

本学の開設授業科目
中
一
種
免

必
修
単
位

高
一
種
免

必
修
単
位

備 考
左の科目に含めることが必要な事項

第二欄

最
低
単
位

法
定
修
得

単
位
数

中8
高4 8 8

中8
・
高4

教科及び教
科の指導法
に関する科
目

・各教科の指導法（情報機器及び教材の活用
を含む。）

国 語 科 指 導 法 Ⅰ
国 語 科 指 導 法 Ⅱ
国 語 科 指 導 法 Ⅲ
国 語 科 指 導 法 Ⅳ
書 道 科 指 導 法 Ⅰ
書 道 科 指 導 法 Ⅱ
英 語 科 指 導 法 Ⅰ
英 語 科 指 導 法 Ⅱ
英 語 科 指 導 法 Ⅲ
英 語 科 指 導 法 Ⅳ
家 庭 科 指 導 法 Ⅰ
家 庭 科 指 導 法 Ⅱ
家 庭 科 指 導 法 Ⅲ
家 庭 科 指 導 法 Ⅳ
情 報 科 指 導 法 Ⅰ
情 報 科 指 導 法 Ⅱ
情 報 科 指 導 法 Ⅲ
情 報 科 指 導 法 Ⅳ
音 楽 科 指 導 法 Ⅰ
音 楽 科 指 導 法 Ⅱ
音 楽 科 指 導 法 Ⅲ
音 楽 科 指 導 法 Ⅳ
理 科 指 導 法 Ⅰ
理 科 指 導 法 Ⅱ
理 科 指 導 法 Ⅲ
理 科 指 導 法 Ⅳ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
―
―
2
2
2
2
2
2
2
2
―
―
―
―
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

各自が取得する免
許状の教科に応じ
て履修すること

（中学校・高等学校教諭「教科の指導法に関する科目」）

免許法施行規則に
定める科目

最
低
単
位

法
定
修
得

本学の開設授業科目
単
位
数

中一種免 高一種免

必修 選択 必修 選択

大学が独自に
設定する科目

中４
・
高12

人 権 教 育 の 理 論 と 方 法 2 2 2

道 徳 教 育 指 導 論 2 ― 2

特 別 支 援 学 校 参 加 実 習 1 1 1

（中学校・高等学校教諭「大学が独自に設定する科目」）

　【履修方法】

⑴�　上表の科目に加え、「教科及び教科の指導法に関する科目」として修得した単位数のうち中学校教諭28単位・高等学校教諭24単位を超

えて修得した単位、及び「教育の基礎的理解に関する科目等」として修得した単位数のうち中学校教諭27単位・高等学校教諭23単位を

超えて修得した単位を含めて、中学校教諭 ４単位以上、高等学校教諭12単位以上。

⑵　「道徳教育指導論」は、中学校免許課程においては「教育の基礎的理解に関する科目等」として開設する。
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免許法施行規則に定める科目

左の科目に含めることが必要な事項

【履修方法】
⑴ 教育の基礎的理解に関する科目等を履修するために必要な手続きの詳細は別に定める。

⑶ 「栄養教育実習（学校現場）」については、その履修要件を充足すること。当該履修要件についての詳細は別に定める。
⑵ 上表の「免許法施行規則に定める科目区分」ごとに指定されている必修単位数を含んで26単位以上。

⑷　「教職実践演習（栄教）」については、その履修要件を充足すること。当該履修要件についての詳細は別に定める。
⑸　「栄養教育実習指導」「栄養教育実習（学校現場）」「教職実践演習（栄教）」は、中学校・高等学校免許課程と共通開設のた
め、それぞれの免許課程の単位として含めることができる。

本学の開設授業科目
単
位
数

栄
教
一
種
免

必
修
単
位

備 考
最
低
単
位

法
定
修
得

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2
2 2

2 2

2 2

2 2

1 1
1 1

2 2 2

2

6

8

第三欄

第四欄

第五欄

・教職実践演習

・栄養教育実習

18 26 26計

・生徒指導の理論及び方法

教育の基礎
的理解に関
する科目

道徳、総合
的な学習の
時間等の指
導法及び生
徒指導、教
育相談等に
関する科目

教育実践に
関する科目

・教育の理念並びに教育に関する歴史及び思
想

・教職の意義及び教員の役割・職務内容（チ
ーム学校運営への対応を含む。）

・幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習
の過程

・特別の支援を必要とする幼児、児童及び生
徒に対する理解

・教育課程の意義及び編成の方法（カリキュ
ラム・マネジメントを含む。）

・教育相談（カウンセリングに関する基礎的
な知識を含む。）の理論及び方法

・教育の方法及び技術（情報機器及び教材の
活用を含む。）

・道徳、総合的な学習の時間及び特別活動に
関する内容

・教育に関する社会的、制度的又は経営的事
項（学校と地域との連携及び学校安全への
対応を含む。）

教 育 原 理

教 職 入 門

教 育 行 政 学

教 育 心 理 学

特 別 支 援 教 育 論

教 育 課 程 総 論

道 徳 教 育 指 導 論
総合的な学習の時間と特別活動

生徒指導の理論と実践

教育方法の理論と実践

教育相談の理論と方法

栄養教育実習（学校現場）
栄養教育実習事前事後指導
教職実践演習（栄教）

（栄養教諭「教育の基礎的理解に関する科目等」）
免許法施行規則に定める科目

本学の開設授業科目
中
一
種
免

必
修
単
位

高
一
種
免

必
修
単
位

備 考
左の科目に含めることが必要な事項

第二欄

最
低
単
位

法
定
修
得

単
位
数

中8
高4 8 8

中8
・
高4

教科及び教
科の指導法
に関する科
目

・各教科の指導法（情報機器及び教材の活用
を含む。）

国 語 科 指 導 法 Ⅰ
国 語 科 指 導 法 Ⅱ
国 語 科 指 導 法 Ⅲ
国 語 科 指 導 法 Ⅳ
書 道 科 指 導 法 Ⅰ
書 道 科 指 導 法 Ⅱ
英 語 科 指 導 法 Ⅰ
英 語 科 指 導 法 Ⅱ
英 語 科 指 導 法 Ⅲ
英 語 科 指 導 法 Ⅳ
家 庭 科 指 導 法 Ⅰ
家 庭 科 指 導 法 Ⅱ
家 庭 科 指 導 法 Ⅲ
家 庭 科 指 導 法 Ⅳ
情 報 科 指 導 法 Ⅰ
情 報 科 指 導 法 Ⅱ
情 報 科 指 導 法 Ⅲ
情 報 科 指 導 法 Ⅳ
音 楽 科 指 導 法 Ⅰ
音 楽 科 指 導 法 Ⅱ
音 楽 科 指 導 法 Ⅲ
音 楽 科 指 導 法 Ⅳ
理 科 指 導 法 Ⅰ
理 科 指 導 法 Ⅱ
理 科 指 導 法 Ⅲ
理 科 指 導 法 Ⅳ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
―
―
2
2
2
2
2
2
2
2
―
―
―
―
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

各自が取得する免
許状の教科に応じ
て履修すること
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別表第５

図書館司書専門教育科目

司 書図書館法施行規則
に規定する科目

必 要
単位数 左記に相当する本学の開講科目 単位数

必修 選択

生涯学習概論 １ 生涯学習概論 ２ ２

図書館概論 ２ 図書館概論 ２ ２

図書館経営論 １ 図書館経営論 ２ ２

図書館サービス論 ２ 図書館サービス論 ２ ２

情報サービス概説 ２ 情報サービス概説 ２ ２

レファレンスサービス演習 １ レファレンスサービス演習 １ １

情報検索演習 １ 情報検索演習 １ １

図書館資料論 ２ 図書館資料論 ２ ２

専門資料論 １ 専門資料論 ２ ２

資料組織概説 ２ 資料組織概説 ２ ２

資料組織演習Ⅰ １ １
資料組織演習 ２

資料組織演習Ⅱ １ １

児童サービス論 １ 児童サービス論 ２ ２

図書及び図書館史 図書及び図書館史 ２

資料特論 資料特論 ２

コミュニケーション論 ２ コミュニケーション論 ２ ３ ６

情報機器論 情報機器論 ２

図書館特論 図書館特論 １

20 計 31 25 ６

【履修方法】

�１ 図書館司書専門教育科目を履修するために必要な手続きの詳細は別に定める。

�２ 上表の「図書館法施行規則に規定する科目」ごとに指定されている必修単位数を含んで25単位以上。

別表第６

学校図書館司書教諭専門教育科目
学校図書館司書教諭講習規程に定める科目 必要単位数 左記に相当する本学の開講科目 単位数 司書教諭必修

学校経営と学校図書館 ２ 学校経営と学校図書館 ２ ２

学校図書館メディアの構成 ２ 学校図書館メディアの構成 ２ ２

学習指導と学校図書館 ２ 学習指導と学校図書館 ２ ２

読書と豊かな人間性 ２ 読書と豊かな人間性 ２ ２

情報メディアの活用 ２ 情報メディアの活用 ２ ２

10 計 10 10

【履修方法】

�１ 学校図書館司書教諭専門教育科目を履修するために必要な手続きの詳細は別に定める。

�２ 上表の「学校図書館司書教諭講習規程に定める科目」ごとに指定されている必修単位数を含んで10単位以上。

別表第５

図書館司書専門教育科目

図書館法施行規則
に規定する科目

必　要
単位数

左記に相当する
本学の開講科目 単位数 必　修

単　位

生涯学習概論 ２ 生涯学習概論 ２ ２

図書館概論 ２ 図書館概論 ２ ２

図書館制度・経営論 ２ 図書館制度・経営論 ２ ２

図書館情報技術論 ２ 図書館情報技術論 ２ ２

図書館サービス概論 ２ 図書館サービス概論 ２ ２

情報サービス論 ２ 情報サービス論 ２ ２

児童サービス論 ２ 児童サービス論 ２ ２

情報サービス演習 ２
情報サービス演習Ⅰ １ １

情報サービス演習Ⅱ １ １

図書館情報資源概論 ２ 図書館情報資源概論 ２ ２

情報資源組織論 ２ 情報資源組織論 ２ ２

情報資源組織演習 ２
情報資源組織演習Ⅰ １ １

情報資源組織演習Ⅱ １ １

図書館基礎特論

２

図書館基礎特論 ２

４

図書館サービス特論 図書館サービス特論 ２

図書館情報資源特論 図書館情報資源特論 ２

図書・図書館史 図書・図書館史 ２

図書館実習 図書館実習 １

図書館施設論 ―
図書館総合演習 ―

24 計 31 26

【履修方法】
⑴　図書館司書専門教育科目を履修するために必要な手続きの詳細は別に定める。
⑵　上表の「図書館法施行規則に規定する科目」ごとに指定されている必修単位数を含んで26単位以上。
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別表第７

博物館学芸員専門教育科目

博物館法施行規則
に規定する科目

必　要
単位数

左記に相当する
本学の開講科目 単位数 必　修

単　位

生涯学習概論 ２ 生涯学習概論 ２ ２

博物館概論 ２ 博物館概論 ２ ２

博物館経営論 ２ 博物館経営論 ２ ２

博物館資料論 ２ 博物館資料論 ２ ２

博物館資料保存論 ２ 博物館資料保存論 ２ ２

博物館展示論 ２ 博物館展示論 ２ ２

博物館教育論 ２ 博物館教育論 ２ ２

博物館情報・メディア論 ２ 博物館情報・メディア論 ２ ２

博物館実習 ３
博物館実習Ａ ２ ２

博物館実習Ｂ １ １

文化史 ２

４

民俗学 ２

美術史 ２

考古学 ２

古文書学 ２

19 計 29 23

【履修方法】
⑴　博物館学芸員専門教育科目を履修するために必要な手続きは別に定める。
⑵　上表の「博物館法施行規則に規定する科目」ごとに指定されている必修単位数を含んで23単位以上。

別表第５

図書館司書専門教育科目

司 書図書館法施行規則
に規定する科目

必 要
単位数 左記に相当する本学の開講科目 単位数

必修 選択

生涯学習概論 １ 生涯学習概論 ２ ２

図書館概論 ２ 図書館概論 ２ ２

図書館経営論 １ 図書館経営論 ２ ２

図書館サービス論 ２ 図書館サービス論 ２ ２

情報サービス概説 ２ 情報サービス概説 ２ ２

レファレンスサービス演習 １ レファレンスサービス演習 １ １

情報検索演習 １ 情報検索演習 １ １

図書館資料論 ２ 図書館資料論 ２ ２

専門資料論 １ 専門資料論 ２ ２

資料組織概説 ２ 資料組織概説 ２ ２

資料組織演習Ⅰ １ １
資料組織演習 ２

資料組織演習Ⅱ １ １

児童サービス論 １ 児童サービス論 ２ ２

図書及び図書館史 図書及び図書館史 ２

資料特論 資料特論 ２

コミュニケーション論 ２ コミュニケーション論 ２ ３ ６

情報機器論 情報機器論 ２

図書館特論 図書館特論 １

20 計 31 25 ６

【履修方法】

�１ 図書館司書専門教育科目を履修するために必要な手続きの詳細は別に定める。

�２ 上表の「図書館法施行規則に規定する科目」ごとに指定されている必修単位数を含んで25単位以上。

別表第６

学校図書館司書教諭専門教育科目
学校図書館司書教諭講習規程に定める科目 必要単位数 左記に相当する本学の開講科目 単位数 司書教諭必修

学校経営と学校図書館 ２ 学校経営と学校図書館 ２ ２

学校図書館メディアの構成 ２ 学校図書館メディアの構成 ２ ２

学習指導と学校図書館 ２ 学習指導と学校図書館 ２ ２

読書と豊かな人間性 ２ 読書と豊かな人間性 ２ ２

情報メディアの活用 ２ 情報メディアの活用 ２ ２

10 計 10 10

【履修方法】

�１ 学校図書館司書教諭専門教育科目を履修するために必要な手続きの詳細は別に定める。

�２ 上表の「学校図書館司書教諭講習規程に定める科目」ごとに指定されている必修単位数を含んで10単位以上。
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別表第８（第39条関係）
令和２年度の入学生

費　目

学部・学科
入
※１

学検定料 入 学 金
学　　　　費（年�額）

授�業�料 教育充実費 実験実習費 実務実習費

文
　
学
　
部

日本語日本文学科
1年次 35，000

円
200，000

円
895，000

円
200，000

円
―――

円
―――

円

2～4年次 ――― ――― 935，000 200，000 ――― ―――

英 語 文 化 学 科
1年次 35，000 200，000 895，000 200，000 ――― ―――

2～4年次 ――― ――― 975，000 200，000 ――― ―――

心理・社会福祉学科
1年次 35，000 200，000 995，000 230，000 ――― ―――

2～4年次 ――― ――― 1，035，000 230，000 ――― ―――

教
育

学
部 教 育 学 科

1年次 35，000 200，000 995，000 230，000 ――― ―――

2～4年次 ――― ――― 1，035，000 240，000 ――― ―――
健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

健康・スポーツ科学科
1年次 35，000 200，000 995，000 230，000 20，000 ―――

2～4年次 ――― ――― 1，035，000 270，000 2
※2
0，000 ―――

生
活
環
境
学
部

生 活 環 境 学 科
1年次 35，000 200，000 995，000 250，000 ――― ―――

2～4年次 ――― ――― 1，035，000 250，000 ――― ―――

情報メディア学科
1年次 35，000 200，000 995，000 250，000 ――― ―――

2～4年次 ――― ――― 1，035，000 250，000 ――― ―――

食
物
栄
養
科
学
部

食 物 栄 養 学 科
1年次 35，000 200，000 995，000 250，000 50，000 ―――

2～4年次 ――― ――― 1，035，000 350，000 50，000 ―――

食 創 造 科 学 科
1年次 35，000 200，000 995，000 250，000 50，000 ―――

2～4年次 ――― ――― 1，035，000 350，000 50，000 ―――

建
築
学
部

建 築 学 科
1年次 35，000 200，000 1，100，000 300，000 60，000

2～4年次 ――― ――― 1，140，000 340，000 60，000 ―――

景 観 建 築 学 科
1年次 35，000 200，000 1，100，000 300，000 60，000

2～4年次 ――― ――― 1，140，000 340，000 60，000 ―――

音
楽
学
部

演 奏 学 科
1年次 35，000 200，000 1，370，000 330，000 ――― ―――

2～4年次 ――― ――― 1，440，000 330，000 ――― ―――

応 用 音 楽 学 科
1年次 35，000 200，000 1，370，000 330，000 ――― 20，000

2～4年次 ――― ――― 1，440，000 330，000 ――― ―――

薬
　
学
　
部

薬 学 科
1年次 ₃₅，₀₀₀ ₂₀₀，₀₀₀ 1，502，000 ₃₆₂，₀₀₀ ――― ―――

2～6年次 ――― ――― 1，532，000 ₃₆₂，₀₀₀ 96，000

健康生命薬科学科
1年次 ₃₅，₀₀₀ ₂₀₀，₀₀₀ 1，130，000 ₃₇₀，₀₀₀ ――― ―――

2～4年次 ――― ――― 1，170，000 ₃₇₀，₀₀₀ 160，000 ―――

看
護

学
部 看 護 学 科

1年次 35，000 200，000 1，347，000 ₃₂₈，₀₀₀ ――― ―――

2～4年次 ――― ――― 1，367，000 ₃₂₈，₀₀₀ ――― ―――

※１　出願方法、出願回数に応じた割引金額とする。
※２　野外実習費　２年次のみ
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平成31年度の入学生

費　目

学部・学科
入
※１

学検定料 入 学 金
学　　　　費（年�額）

授�業�料 教育充実費 学生研修費 実験実習費 実務実習費

文
学
部

日 本 語 日 本 文 学 科 35，000
円
250，000

円
895，000

円
200，000

円
―――

円
―――

円
―――

円

英 語 文 化 学 科 35，000 250，000 895，000 200，000 ――― ――― ―――

心理・社会福祉学科 35，000 250，000 995，000 230，000 ――― ――― ―――
教
育
学
部 教 　 育 　 学 　 科 35，000 250，000 995，000 230，000 ――― ――― ―――

健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

健康・スポーツ科学科 35，000 250，000 995，000 230，000 ――― 2
※２
0，000 ―――

生
活
環
境
学
部

生 活 環 境 学 科 35，000 250，000 995，000 250，000 ――― ――― ―――

食 物 栄 養 学 科 35，000 250，000 995，000 250，000 ――― 46，000 ―――

情報メディア学科 35，000 250，000 995，000 250，000 ――― ――― ―――

建 築 学 科 35，000 250，000 1，100，000 300，000 ――― 60，000 ―――

音
楽
学
部

演 奏 学 科 35，000 250，000 1，370，000 330，000 ――― ――― ―――

応 用 音 楽 学 科 35，000 250，000 1，370，000 330，000 ――― ――― 2
※３
0，000

薬
　
学
　
部

薬 学 科
１年次 35，000 ₂₅₀，₀₀₀ ₁，₅₀₂，₀₀₀ ₃₆₂，₀₀₀ ――― ₀ ―――

２～６年次 ――― ――― ₁，₅₀₂，₀₀₀ ₃₆₂，₀₀₀ ――― ₉₆，₀₀₀ ―――

健康生命薬科学科
１年次 35，000 ₂₅₀，₀₀₀ ₁，₁₃₀，₀₀₀ ₃₇₀，₀₀₀ ――― ₀ ―――

２～４年次 ――― ――― ₁，₁₃₀，₀₀₀ ₃₇₀，₀₀₀ ――― ₁₆₀，₀₀₀ ―――

看
護

学
部 看 護 学 科 35，000 ₂₅₀，₀₀₀ 1，347，000 ₃₀₀，₀₀₀ ――― ――― ―――

※１　出願方法、出願回数に応じた割引金額とする
※２　野外実習費。１年次、２年次のみ
※３　１年次のみ
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平成30年度の入学生

費　目

学部・学科
入
※１

学検定料 入�学�金
学　　　　費（年�額）

授�業�料 教育充実費 学生研修費 実験実習費 実務実習費

文
学
部

日本語日本文学科 35，000
円

250，000
円

895，000
円

200，000
円

―――
円

―――
円

―――
円

英語文化学科 35，000 250，000 895，000 200，000 ――― ――― ―――

教　育　学　科 35，000 250，000 995，000 230，000 ――― ――― ―――

心理・社会福祉学科 35，000 250，000 995，000 230，000 ――― ――― ―――

健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

健康・スポーツ科学科 35，000 250，000 995，000 230，000 ――― 2
※２
0，000 ―――

生
活
環
境
学
部

生活環境学科 35，000 250，000 995，000 250，000 ――― ――― ―――

食物栄養学科 35，000 250，000 995，000 250，000 ――― 46，000 ―――

情報メディア学科 35，000 250，000 995，000 250，000 ――― ――― ―――

建 築 学 科 35，000 250，000 1，100，000 300，000 ――― 60，000 ―――

音
楽
学
部

演 奏 学 科 35，000 250，000 1，370，000 330，000 ――― ――― ―――

応用音楽学科 35，000 250，000 1，370，000 330，000 ――― ――― 2
※３
0，000

薬
　
学
　
部

薬 学 科
１年次 35，000 ₂₅₀，₀₀₀ ₁，₅₀₂，₀₀₀ ₃₆₂，₀₀₀ ――― ₀ ―――

２～６年次 ――― ――― ₁，₅₀₂，₀₀₀ ₃₆₂，₀₀₀ ――― ₉₆，₀₀₀ ―――

健康生命薬科学科
１年次 35，000 ₂₅₀，₀₀₀ ₁，₁₃₀，₀₀₀ ₃₇₀，₀₀₀ ――― ₀ ―――

２～４年次 ――― ――― ₁，₁₃₀，₀₀₀ ₃₇₀，₀₀₀ ――― ₁₆₀，₀₀₀ ―――

看
護

学
部 看 護 学 科 35，000 ₂₅₀，₀₀₀ 1，347，000 ₃₀₀，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ――― ―――

※１　出願方法、出願回数に応じた割引金額とする
※２　野外実習費。１年次、２年次のみ
※３　１年次のみ
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平成26～29年度の入学生

費　目

学部・学科
入学検定料 入�学�金

学　　　　費（年�額）

授�業�料 教育充実費 学生研修費 実験実習費 実務実習費

文
学
部

日本語日本文学科 ―――
円

―――
円

895，000
円

175，000
円

3，000
円

―――
円

―――
円

英語文化学科 ――― ――― 895，000 175，000 3，000 ――― ―――

教　育　学　科 ――― ――― 995，000 205，000 3，000 ――― ―――

心理・社会福祉学科 ――― ――― 995，000 205，000 3，000 ――― ―――

健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

健康・スポーツ科学科 ――― ――― 995，000 205，000 3，000 2
※１
0，000 ―――

生
活
環
境
学
部

生活環境学科 ――― ――― 995，000 225，000 3，000 ――― ―――

食物栄養学科 ――― ――― 995，000 225，000 3，000 46，000 ―――

情報メディア学科 ――― ――― 995，000 225，000 3，000 ――― ―――

建 築 学 科 ――― ――― 1，100，000 275，000 3，000 60，000 ―――

音
楽
学
部

演 奏 学 科 ――― ――― 1，370，000 305，000 3，000 ――― ―――

応用音楽学科 ――― ――― 1，370，000 305，000 3，000 ――― 2
※２
0，000

薬
　
学
　
部

薬 学 科
１年次 ――― ――― ₁，₅₀₂，₀₀₀ ₃₃₇，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ₀ ―――

２～６年次 ――― ――― ₁，₅₀₂，₀₀₀ ₃₃₇，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ₉₆，₀₀₀ ―――

健康生命薬科学科
１年次 ――― ――― ₁，₁₃₀，₀₀₀ ₃４₅，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ₀ ―――

２～４年次 ――― ――― ₁，₁₃₀，₀₀₀ ₃４₅，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ₁₆₀，₀₀₀ ―――
看
護

学
部 看 護 学 科 ――― ――― ₁，₃４₇，₀₀₀ ₃₀₀，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ――― ―――

※１　野外実習費。１年次、２年次のみ
※２　１年次のみ

・看護学部看護学科は平成27年度開設
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平成25年度以前の入学生

費　目

学部・学科
入学検定料 入�学�金

学　　　　費（年�額）

授�業�料 教育充実費 学生研修費 実験実習費 実務実習費

文
　
学
　
部

日本語日本文学科 ―――
円

―――
円

895，000
円

150，000
円

3，000
円

―――
円

―――
円

英語文化学科 ――― ――― 895，000 150，000 3，000 ――― ―――

教　育　学　科 ――― ――― 995，000 180，000 3，000 ――― ―――

心理・社会福祉学科 ――― ――― 995，000 180，000 3，000 ――― ―――

健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

健康・スポーツ科学科 ――― ――― 995，000 180，000 3，000 2
※１
0，000 ―――

生
活
環
境
学
部

生活環境学科 ――― ――― 995，000 200，000 3，000 ――― ―――

食物栄養学科 ――― ――― 995，000 200，000 3，000 46，000 ―――

情報メディア学科 ――― ――― 995，000 200，000 3，000 ――― ―――

建 築 学 科 ――― ――― 1，100，000 250，000 3，000 60，000 ―――

音
楽
学
部

演 奏 学 科 ――― ――― 1，370，000 280，000 3，000 ――― ―――

応用音楽学科 ――― ――― 1，370，000 280，000 3，000 ――― 2
※１
0，000

薬
　
学
　
部

薬 学 科
（平成23年度以前の入学生） ――― ――― ₁，₅₀₂，₀₀₀ ₃₂₀，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ――― ₈₀，₀₀₀

薬 学 科
（平成24・25年度の入学生）

１年次 ――― ――― ₁，₅₀₂，₀₀₀ ₃₂₀，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ₀ ―――

２～６年次 ――― ――― ₁，₅₀₂，₀₀₀ ₃₂₀，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ₉₆，₀₀₀ ―――

健康生命薬科学科
（平成23年度以前の入学生） ――― ――― ₁，₂₅₀，₀₀₀ ₃₂₀，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ――― ―――

健康生命薬科学科
（平成24・25年度の入学生）

１年次 ――― ――― ₁，₁₃₀，₀₀₀ ₃₂₀，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ₀ ―――

２～４年次 ――― ――― ₁，₁₃₀，₀₀₀ ₃₂₀，₀₀₀ ₃，₀₀₀ ₁₆₀，₀₀₀ ―――

※１　１年次のみ
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別表第９（第56条関係）

別表第10（第57条関係）

区　　　　分 金　　　　　　　　額 備　　　考

科
目
等
履
修
生

選 考 料 10，000円 本学卒業生は免除

登 録 料 15，000円 本学卒業生は半額

履 修 料

１単位　30，000円
ただし、薬学部基礎・専門教育科目のうち講義科目

１単位　60，000円
「臨床薬学基本実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の履修料は

１単位　60，000円
「実務実習」の履修料は750，000円

健康生命薬科学科卒業生の薬剤師国家試験
受験資格取得に関する経過措置対応のため
音楽専攻科の演習科目� １単位　60，000円

単位不要の場合は半額

区　　　　分 金　　　　　　　　額 備　　　考

研
　
究
　
生

研 究 料

日本語日本文、英語文化� 月額�　25，000円
教育、健康・スポーツ科学
心理・社会福祉 � 月額�　29，000円�

生活環境、食物栄養
情報メディア � 月額�　29，000円

建築� 月額�　31，000円

音楽学部� 月額�　39，000円

薬学� 月額�　43，000円

健康生命薬科� 月額�　32，000円
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1 
 

変更事項を記載した書類 

 

（１）変更の事由 

令和2年4月に既存の生活環境学部食物栄養学科及び建築学科の学生募集を停止し、

新たに食物栄養科学部および建築学部を設置することに伴い、大学全体の収容定員が

変更（増加）となるため、武庫川女子大学学則に所要の変更を行う。 
 
 

（２）変更点 

① 第 5条（学部・学科及び収容定員） 

生活環境学部食物栄養学科、生活環境学部建築学科の行を削除し、食物栄養科

学部食物栄養学科（入学定員 200人、3年次編入学定員 10人、収容定員 820人）、

食創造科学科（入学定員 80人、3年次編入学定員５人、収容定員 330人）、建築

学部建築学科（入学定員 45 人、収容定員 180 人）、景観建築学科（入学定員 40

人、収容定員 160人）の記載を追加する。 

 

② 上記の変更に伴い、以下のとおり附則に所要の記載を加える。 

 

 附 則 

1 この学則は、令和 2年 4月 1日から施行する。 

2 第 5 条に規定する食物栄養科学部食物栄養学科及び食創造科学科の収容定員は、

令和 2年度から令和 4年度までの間、次のとおりとする。 

年 度    

学部・学科 

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 

収容定員 収容定員 収容定員 

食物栄養科学部食物栄養学科 200 400 610 

食物栄養科学部食創造科学科 80 160 245 

3 生活環境学部食物栄養学科は、令和 2 年 3 月 31 日に当該学科に在籍する者が、 

当該学科に在学しなくなるまでの間は、存続するものとする。 

4 第 5 条に規定する建築学部建築学科及び景観建築学科の収容定員は、令和 2 年

度から令和 4年度までの間、次のとおりとする。 

年 度    

学部・学科 

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 

収容定員 収容定員 収容定員 

建築学部建築学科 45 90 135 

建築学部景観建築学科 40 80 120 

5 生活環境学部建築学科は、令和 2年 3月 31日に当該学科に在籍する者が、当該

学科に在学しなくなるまでの間は、存続するものとする。 

 



学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 
 
 

目次 

 

ア 学則変更（収容定員変更）の内容          ・・・・・P.1 

イ 学則変更（収容定員変更）の必要性     ・・・・・P.2 

ウ 学則変更（収容定員変更）に伴う 

教育課程等の変更内容・・・・・・・P.7 

 

（ア）教育課程の変更内容・・・・・・・・・・・・・・P.7 

（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容・・・・・・P.10 

（ウ）教員組織の変更内容・・・・・・・・・・・・・・P.11 

（エ）大学全体の施設・設備の変更内容・・・・・・・・P.12 



1 

学則の変更の趣旨等を記載した書類 
 
ア．学則変更（収容定員変更）の内容 

 

令和 2 年度、武庫川女子大学は生活環境学部食物栄養学科ならびに建築学科を改組し、

食物栄養科学部ならびに建築学部を設置することに伴い、学則第 5 条の「学部・学科及び

収容定員」及び附則の記載を次のとおり変更する。 

（１）第５条 

①記載の追加 

 生活環境学部の次に 

「食物栄養科学部食物栄養学科 

 入学定員 200人、編入学定員 3年次 10人、収容定員 820人」 

「食物栄養科学部食創造科学科 

 入学定員 80人、編入学定員 3年次 5人、収容定員 330人」 

「建築学部建築学科 

 入学定員 45人 編入学定員 3年次－人、収容定員 180人」 

「建築学部景観建築学科 

 入学定員 40人 編入学定員 3年次－人、収容定員 160人」 

の記載を加える。なお食物栄養科学部及び建築学部の設置については、令和元

年 6月に別途学部設置の届出を行う。 

②記載の削除 

「生活環境学部食物栄養学科 

 入学定員 200人、編入学定員 3年次 10人、収容定員 820人」 

「生活環境学部建築学科 

 入学定員 40人、編入学定員 3年次－人、収容定員 160人」 

の記載を削除する。なお生活環境学部食物栄養学科及び建築学科は、令和 2 年 4

月から学生募集を停止し、在籍学生の卒業を待って廃止する。 

（２）附則 

上記（１）の変更に伴い、附則に以下の記載を加える。 

    附 則 

1 この学則は、令和 2年 4月 1日から施行する。 

2 第 5 条に規定する食物栄養科学部食物栄養学科及び食創造科学科の収容定員は、

令和 2年度から令和 4年度までの間、次のとおりとする。 

年   度 

学部・学科 

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 

収容定員 収容定員 収容定員 

食物栄養科学部食物栄養学科 200 400 610 

食物栄養科学部食創造科学科 80 160 245 

3 生活環境学部食物栄養学科は、令和 2 年 3 月 31 日に当該学科に在籍する者が、 

当該学科に在学しなくなるまでの間は、存続するものとする。 

4 第 5 条に規定する建築学部建築学科及び景観建築学科の収容定員は、令和 2 年度

から令和 4年度までの間、次のとおりとする。 

年   度 

学部・学科 

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 

収容定員 収容定員 収容定員 

建築学部建築学科 45 90 135 

建築学部景観建築学科 40 80 120 

5 生活環境学部建築学科は、令和 2年 3月 31日に当該学科に在籍する者が、当該学
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科に在学しなくなるまでの間は、存続するものとする。 

 

以上の学則変更（収容定員の変更）により、武庫川女子大学の収容定員は次のとおり

となる。 

 

◎武庫川女子大学の収容定員：学年進行完成時 

学  部 変更後 現 行 増 減 

文学部 2,174 人 2,174 人 0人 

教育学部 1,010 人 1,010 人 0人 

健康・スポーツ科学部 760 人 760 人 0人 

生活環境学部  ※１  1,300人 2,280人 △980人 

食物栄養科学部 ※２ 1,150人 ― 1,150人 

建築学部    ※２ 340人 ― 340人 

音楽学部   200人 200 人 0人 

薬学部  1,420人 1,420 人 0人 

看護学部 320 人 320 人 0人 

大学全体の収容定員 8,674人 8,164 人 510人 

   ※１ 令和 2年 4月より、生活環境学部食物栄養学科及び建築学科は 

学生募集停止の予定 

※２ 令和元年 6月に学部設置届出を行う 

 

イ．学則変更（収容定員変更）の必要性 

 

昭和24年4月に開学した武庫川女子大学（以下、「本学」という。）は、現在 7学部14学

科を有し、併設する武庫川女子大学短期大学部（昭和25年4月開学）の7学科とともに、

常に時代や社会の要請に応え得る進取の精神と学問探究の姿勢を堅持しつつ、教育･研究

体制の整備と充実に邁進してきており、我が国の高等教育、

とりわけ女子高等教育の学術振興に少なからず貢献してきたものと考えている。 

しかしながら、少子高齢化、グローバル化、産業構造などの社会経済変化や教育ニー

ズが多様化・複雑化する現代社会において、私立大学を取り巻く経営環境は年々厳しさ

を増している。本学においても、18歳人口の減少を見据えた経営改革に重点的に取り組

む一方、社会からの要請と期待に応え続けられるよう教育研究の高度化に邁進しつつ、

大学の安定化を図っていく努力を続けているところである。 

このたびの食物栄養科学部、建築学部の設置に伴う収容定員増は、多くの受験生から

の進学希望に応え、質の高い教育研究の機会を提供し、有能な人材として社会に輩出し

ていくことができるとの結論に達したことから、申請を行うものである。 

 

〇食物栄養科学部 

 生活環境学部食物栄養学科は、その前身が本学開設と同時に設置された学芸学部生活

科学科食物学専攻に遡る。昭和 28 年 4 月には栄養士養成施設の適用を受け、昭和 33 年 4

月には家政学部食物学科への改組を経て、昭和 42 年 4 月には、家政学部食物学科を食物

学専攻と管理栄養士専攻に分離すると同時に、管理栄養士養成施設の適用を受けた。平

成 6 年 4 月からは食物栄養学専攻と管理栄養学専攻の 2 専攻を擁する「生活環境学部食

物栄養学科」として、栄養士及び管理栄養士養成に努めてきた。平成 12 年には、国民の

疾病予防と健康増進を目的に栄養士法が改正され、管理栄養士の社会的な位置付けが明

確にされ、社会的ニーズはさらに拡大し、管理栄養士の養成課程はますます重要となっ

てきたことから、平成 14 年 4 月には管理栄養士の養成に集約した教育課程ならびに教育
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施設の充実を図り、『生活習慣病予防、健康維持及び増進に有効な食生活の改善を指導す

るための能力を有し、豊かな人間性に立脚して、食生活を通じて人々の健康に貢献でき

る有為な女性を育成する』ことを目的に掲げ、質の高い管理栄養士の養成に取り組み、

現在に至っている。 

 

我が国においては、急速な少子高齢化に伴う様々な社会問題が発生している。その中

で、「人生 100 年時代」といわれる社会において、健康寿命の延伸や妊娠・出産、子育て

支援と働き方改革の実現においても、適正な食生活による健康の確保は不可欠である。

国もその対策として、地域包括ケアシステムの構築を進めている。医療・看護、保健・

健康の専門家がチームを組んで、個人の問題に向き合う体制整備が進められているが、

それらの基本的条件の一つが栄養面での専門家による支援である。安心して子どもを生

み育て、自らも生涯を通じて自己実現をしつつ働き続けるためにも、心身の健康、健康

を支える栄養は重要で、現代の食生活の変化が引き起こす生活習慣病への対策の必要性

については、言をまたない。 

また、フードビジネス（食産業）を取り巻く環境も劇的な変化を迎えている。平成 30

年 5 月に農林水産省が公表した「平成 29 年度 食料・農業・農村白書」によると、平成

23 年の我が国の農林水産物・食品の流通・加工は、国内で生産された 9 兆 2 千億円に輸

入品を加えた 10 兆 5 千億円の食用農林水産物に、流通・加工の各段階で加工経費、商業

マージン、運賃、調理サービス代等が付加され、最終的に 76 兆 3 千億円となって消費さ

れる構造にある。外食産業の市場規模は、訪日外国人旅行者の増加や 1 人当たり外食支

出額の上昇等により平成 24 年から増加傾向で推移しており、平成 28 年は前年に比べ 163

億円（0.1％）増加の 25 兆 4 千億円となった。また、持ち帰り弁当店や総菜店等の中食

産業の市場規模についても、高齢化の進行や共働き世帯の増加等による需要の高まりか

ら増加傾向で推移しており、2016 年は前年に比べ 4 千億円（6.0％）増加の 7 兆円と、拡

大が続いている。そのような状況下、6 次産業化、食品の安全確保、食品産業の競争力の

強化、食品ロスの削減など、食を取り巻く複雑な諸課題にも直面している。古くから日

本の食における中心地として栄え、「食は関西にあり」と言われるほど全国各地から様々

な食材等が集まりフードビジネスが発展してきた本学の所在する関西地区においても、

その傾向は顕著である。 

以上のような社会的背景を踏まえ、食にかかわる課題を俯瞰的かつ総合的に捉えて、

解決することのできる人材が求められるようになってきている。 

【資料１：平成 29年度 食糧・農業・農村白書（抜粋）】 

 
実際に受験生からの栄養科学分野への志向は高く、私立大学における「健康栄養学部」

「栄養科学部」の計 13 学部の平成 30 年の志願倍率は平均で 3.8 倍、入学定員充足率は

103.33％となっている（日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等入学志

願動向」）。また、本学における生活環境学部食物栄養学科の平成 27 年度から令和元年度

までの 5年間平均の志願倍率は 15.29倍であり、受験倍率も 5.37倍という状況である。 
 
【資料２：私立大学「健康栄養学部」「栄養科学部」の志願者・入学者動向】 
【資料３：武庫川女子大学生活環境学部食物栄養学科への志願・受験・合格・入学者

数（直近５年）】 

 

そこで本学では、既存の生活環境学部食物栄養学科が開設以来、多数の有能な管理栄

養士を輩出してきた実績と長きにわたり培ってきた栄養科学の教育・研究の実績を踏ま

え、社会から求められている人材養成に積極的に応えるべく従来からの管理栄養士養成

を担う食物栄養学科と栄養の専門知識を有し食産業で活躍できる人材養成を担う食創造

科学科の 2 学科を擁する「食物栄養科学部」（収容定員：1,150 人）を設置するに至った。 
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食物栄養科学部の設置については、文部科学省大学設置・学校法人審議会大学設置分

科会運営委員会における事前相談の結果、平成 31 年 3 月 22 日付で「届出」による設置

が可能との通知を受領し、令和元年 6月に所要の届出を行うこととしている。 

生活環境学部食物栄養学科（入学定員 200 人、編入学定員 3 年次 10 人、収容定員 820

人）は、令和 2 年 4 月（３年次編入学定員は令和 4 年 4 月）より、学生募集を停止し、

在籍学生の卒業を待って廃止することにしている。 

なお今回の定員増とともに、令和 2 年度から本学科と同系列の教育を行っている併設

の武庫川女子大学短期大学部食生活学科の定員減少（入学定員 160 人を 80 人減じ 80 人、

収容定員 320人が 160人減少し 160人）の手続きを別途行うことを予定している。 
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〇建築学部 

生活環境学部建築学科は、平成 18年度に大学院博士課程（修士・博士後期課程）と同

時に開設し、特に大学院生活環境学研究科建築学専攻修士課程の 2年間と合わせた 6年

一貫型の教育を進めてきた。具体的には「全日制による建築の専門教育 5年以上」「カリ

キュラムの過半が教員と学生の対話を基本とした個人スタジオ課題による」等の水準を

満たす世界水準の欧米型の建築教育を行っている。そして日本初の建築系学士修士課程 6

年間の JABEE（日本技術者教育認定機構）認定により、UNESCO-UIA建築教育憲章対応プ

ログラムとして国際的に認められている。1 人１台専用の製図机とパソコンを備えたスタ

ジオを有する、少人数制で演習中心の実践的かつ創造的な教育課程により、学科開設か

ら十余年、一級建築士をはじめとする多数の女性建築技術者を輩出してきた。 

関西では、令和 2 年の東京オリンピックの 5 年後、令和 7 年に大阪・関西万博が開催

される。シンクタンクによる試算によれば、大阪・関西万博がもたらす経済波及効果は

全国で 2 兆 2,000 億円程度に達する見通しで、建設効果だけでも 4,000 億円程度が見込

まれるとのことである。 

【資料４：「大阪万博の開催による経済波及効果」りそな総合研究所】 

大阪・関西万博終了後には、万博に利用する短期的な耐用年数の建物建設ではなく、

当該跡地を利用した大規模なまちづくりの計画が進められようとしている。そのために、

大阪市では、万博閉会後の夢洲において、立地特性や周辺の景観との調和に加え、大

阪・関西万博の会場コンセプト等に基づく空間の形成や活用の考え方を対象区域のまち

づくりに継承し、活用していくための着眼点や具体化方策等を策定するためのマーケッ

ト・サウンディング（市場調査）の実施を今年の 3月に公表している。 

【資料５：夢洲第２期区域（大阪・関西万博跡地）に係るマーケット・サウンディング 実

施要領 参照】 

さらに、昭和 39 年に開催された東京オリンピックから昭和 45 年の大阪万博前後の時

期にかけての、いわゆる“高度成長期”に建設された建物、公共施設が、その耐用年数

である 40年～50 年を経過し、その改築、補修が長期に継続することが予想される。 

【資料６：公営住宅の建設年度別施設数】 

このように、建設関連の事業活動は中・長期的に活発な状態が継続することが予想さ

れ、企業、公共団体等に属する建設関連技術者の人材需要は、それに伴って高い状況が

維持されると考えられる。 

都市、建物の在り様についても、SDGs の「持続可能な都市」というゴール設定が示さ

れる以前に、我が国では平成 16 年には「景観法」が施行されている。地球環境を破壊す

るかのような無秩序な都市化の時代は過ぎようとしている。これからの持続可能な建築

や都市は、水辺景観や集落景観等の文化的景観、街路樹や公園緑地等を含む都市景観、

屋上や壁面等の緑化技術、木・紙・土のような自然素材、さらには生物多様性の保全等、

自然との関係を大切にしながら創生される必要があり、それを実現させる高度な専門性

をもった人材を養成することは喫緊の課題である。 

一方、人材供給の側からみてみると、一級建築士の年齢構成は 50 歳代以上が全体の

60％以上を占め高齢化が進んでおり、若手人材の養成が急がれている。さらに、近年特

に顕著であるＩＣＴ、ＡＩを利用した新技術への対応も必要である。例えば３Ｄ画像解

析システムや 3Ｄプリンターの活用、ドローン活用による土地活用、自然環境の映像取得

と解析などがあげられる。これらの新しい知識、スキルを持つ人材養成も重要な視点と

考えられる。 

【資料７：国土交通省作成資料「一級建築士の数・年齢構成」】 

【資料８：公益財団法人 建築技術教育普及センター 資料】 

実際に受験生からの建築学分野への志向は高く、私立大学における 5 つの「建築学部」

の平成 30 年の志願倍率は全国平均で 19.8 倍、入学定員充足率は 108.29％となっている

（日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等入学志願動向」）。また、本学
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における生活環境学部建築学科の平成 27 年度から令和元年度までの 5 年間平均の志願倍

率は 11.81倍であり、受験倍率も 3.86 倍という状況である。 

【資料９：私立大学「建築学部」の志願者・入学者動向 参照】 

【資料１０：武庫川女子大学生活環境学部建築学科への志願・受験・合格・入学者数

（直近５年）】 

 

そこで本学では、これまでの生活環境学部建築学科を発展改組し、日本の女子大学で

初となる「建築学部（収容定員：340 人）」を開設するに至った。「建築学科」では、開設

以来重視してきた世界水準の建築教育を継承し、「グローバル社会に貢献できる国際的通

用性を備えた建築設計技術者」を養成することを目指す。「景観建築学科」では、前段の

社会的背景を念頭に自然との関係を重視した新しい建築教育を実践し、「自然と共生する

社会に貢献できる建築・景観設計技術者」を養成することを目指す。 

女子大初の「建築学部」を設置することにより、建築・景観設計に関して、世界と時

代をリードする高度専門職業人として、また、「2040 年に向けた高等教育のグランドデザ

イン（平成 30 年中央教育審議会答申）」に示されている“時代の変化に合わせて積極的

に社会を支え、論理的思考力を持って社会を改善していく資質を有する人材”を養成す

る。 

建築学部の設置については、文部科学省大学設置・学校法人審議会大学設置分科会運

営委員会における事前相談の結果、平成 31 年 3 月 22 日付で「届出」による設置が可能

との通知を受領し、令和元年 6月に所要の届出を行うこととしている。 

 

  



7 

ウ． 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

 

（ア）教育課程の変更内容 

本学では、“高い知性と善美な情操と高雅な徳性とを兼ね具えた有為な女性を育成するに

ある”とうたわれている「立学の精神」を踏まえた教育目標を定めており、教育課程につ

いては大学全体、学部・学科ごとにカリキュラム・ポリシーを定め広く公表している。 
また開設する全ての学部・学科において、「共通教育科目」「基礎教育科目」及び「専

門教育科目」からなる教育課程を編成しており、今回の収容定員増にあってもその編

成方針に変更はない。また授業科目についても、常に時代に即応した質の高い教育内容

へと改善を加えてきている。 

教育課程については、食物栄養科学部食物栄養学科ならびに建築学部建築学科につ

いては、開講科目等に若干の変更を加えるが、既存の食物栄養学科ならびに建築学科

における教育課程編成の内容に変更はなく、今回の収容定員増を理由に変更するもの

ではない。 

また食物栄養科学部食創造科学科ならびに建築学部景観建築学科については、社会

の劇的な変化を受け止め、新しい学びを展開する新学科として教育課程を編成してい

る。以下に４つの学科における教育課程の変更内容を記述する。 

 

〇食物栄養科学部 食物栄養学科 

食物栄養科学部食物栄養学科の教育課程は、基本的に生活環境学部食物栄養学科の

教育課程（以下、旧課程）を踏襲し、管理栄養士の養成に主眼を置いている。一方、

厚生労働省からの委託事業として、日本栄養改善学会が取り組んでいる「管理栄養

士・栄養士養成のための栄養学教育モデル・コア・カリキュラム」の議論・報告はこ

れからの管理栄養士に求められる資質、能力等の育成において教育課程としてのある

べき姿の示唆となっていることから、本学科の教育課程に反映させている。 

旧課程の「栄養学概論」（2 単位）の見直しを図り、基礎教育科目に「食物栄養科学

概論」（1 単位：オムニバス形式）、「管理栄養士論」（1 単位）の 2 科目を配置した。こ

れは、これからの管理栄養士には、高度な対人能力、豊かな人間性、生命への尊厳や

職業に対する倫理観を備え、幅広い教養を有し，栄養の専門職としての使命感と責任

感をもって、職務を遂行できることを目的としていることから、本学の専任教員によ

るオムニバス形式での授業を 1 年次から展開する。また、社会情勢の変化をとらえ、

専門教育科目に分子栄養学、在宅栄養ケア支援論、リハビリテーション栄養学、国際

栄養学の発展科目の追加、実験実習科も調理学関係の講義、実験科目は、合計 3 単位

から 4単位の科目群として充実させている。 

教育課程の編成については、工夫を凝らし、社会が求める管理栄養士としての資質

向上に寄与する科目を配置する。 

以上のように、収容定員変更後においても変更前と比較して同等以上の教育内容を

担保している。 

 

〇食物栄養科学部 食創造科学科 

食創造科学科は、栄養の専門性をもち、あらゆる人々の健康と幸福のために、食産

業に革新的、創造的な製品やサービスを創造する実践的能力及び問題解決能力を有す

る女性を養成するため、フードビジネス、食品開発、食品加工、食品流通、グローバ

ルフード分野を対象とする実践型教育を中心に据えた新しい教育課程を編成する。 

基礎教育科目には、栄養の専門知識の修得に必要な基礎知識への理解を深める科目

を配置する。 

専門教育科目には、栄養士資格取得のための厚生労働省指定科目、食産業界で活躍

するための科目を配置する。特に、3 年次からは、メニュー企画・開発論、食マーケテ
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ィング演習、インターンシップ（企業等短期研修）を展開する「フードマネジメント

スタディーズ」と食品機器分析学、実験計画法及びインターンシップ（企業等短期研

修）を配置することで、高い専門性を身につける「フードイノベーションスタディー

ズ」の 2 つのスタディーズを配置する。卒業年次には、各研究室において、教員の指

導のもと卒業研究を実施する。卒論研究では、企業等との共同研究など最先端の科学

研究に取り組む。なお、4 年次後期には、希望者を対象に、グローバル企業の職場でも

通用できる語学力と栄養士としての知識と実践力の両方を兼ね備えた人材を育成する

ことを目標としたグローバルフード研修プログラムを配置する。 

上記の教育課程全般を通じて講義、実験・実習、演習ならびにインターンシップを

効果的に組み合わせた授業を展開し、学生の理解を高める教育課程としている。 

 

○建築学部 建築学科 

 建築学部建築学科の教育課程は、基本的に生活環境学部建築学科の教育課程（以下、

旧課程）を踏襲し、今回の収容定員の変更（増加）によって教育課程の変更は行わない。 

 教育課程の編成にあたっては、5 年以上の建築教育を要求する UNESCO-UIA 建築教育

憲章に対応するため、大学院建築学専攻修士課程と連続し、スタジオ教育を中心とした

6 年一貫の教育を前提としている。学士課程では、一級建築士受験資格の学歴要件と、

JABEE（日本技術者教育認定機構）が定めるエンジニアリング系学士課程の認定基準を、

卒業時に満たす教育課程としている。 

 専門教育科目は、演習科目、理論科目、フィールドワーク科目によって構成しており、

生活環境学部建築学科と同様の 49科目を置いている。 

 演習科目は、UNESCO-UIA 建築教育憲章が定める一対一の対話型演習に相当するスタ

ジオ型の建築設計教育であり、カリキュラムの中核をなす。修士課程のインターンシッ

プ科目、演習科目とあわせ、6 年間を通して全授業時間の半分以上を占める。また 4 年

後期には、卒業研究（卒業設計、卒業論文）に取り組む。 

 理論科目は、建築学の幅広い専門知識を学ぶ講義、実験、実習科目からなり、一級建

築士受験資格の学歴要件に定められている建築学の全分野を網羅する。 

 フィールドワーク科目は、演習科目及び理論科目で学習した知識や技術をより具体的

に理解し、実践的な力を養う学外実習である。 

 演習科目においては教員の説明、スタジオでの一対一の対話型演習、講評会における

発表や教員の講評、理論科目においては講義、小テスト、実験・実習、レポート、フィ

ールドワーク科目においては建築物や町並み、工事現場の見学、教員の説明、講演会へ

の参加、レポートといった学修方法を組み合わせることにより、学生の理解を高める。 

 以上のように、収容定員変更後においても変更前と比較して同等以上の教育内容を担

保している。 

 

〇建築学部 景観建築学科 

建築学部景観建築学科は、建築から自然との共生、景観映像情報技術までをも対象

とする景観建築学の幅広い学びを、建築と公園、都市などの広域の住環境をともに対

象とした建築・景観設計として統合する、スタジオ教育を中心とした教育課程を編成

する。専門教育科目は、演習科目、講義科目、実習科目によって構成しており、建築

学科比較して 8科目多い、57科目を置いている。 

演習科目では、「表現基礎演習（4 単位）」、「設計基礎演習（4 単位）」、「景観建築設

計演習Ⅰ・Ⅱ（各 4 単位・計 8 単位）」、「景観建築設計演習Ⅲ～Ⅴ（各 6 単位・計 18

単位）」、「卒業研究（6 単位）」を置き、建築設計と景観設計を統合的に教育する建

築・景観設計教育を行う。また各学科の専門分野や上記の演習と連携した情報教育を

行うため、1 年前期から 2 年後期までの２年間にわたって、情報教育の科目を必修と

して継続的に開講する。具体的には「景観映像情報基礎（2 単位）」、「測量学実習（2
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単位）」、「景観映像情報演習Ⅰ・Ⅱ（各 2単位・計 4単位）」の 4科目を置いている。 

講義科目においては、建築学の幅広い専門知識を学ぶ講義と、公園、都市などの広

域の住環境を対象とした専門知識を学ぶ講義の双方を、1 年前期から 4 年前期まで、

継続的かつ体系的に開講する。3 年前期開講の 1 科目、3 年後期開講の 7 科目を選択必

修科目とし、うち 3 科目 6 単位以上（後述する植物・緑化実習と合わせて計 14 単位以

上）の履修を義務付けることにより、景観建築学の学問分野の広がりの中で、各自の

進路や関心に合わせて徹底的に深く学べるよう配慮する。 

実習科目は、演習科目・講義科目と連携した科目として、建築・景観設計において

求められる緑化の知識や技術を学ぶ学内実習としての植物・緑化実習と、学外実習と

しての景観建築フィールドワークによって構成する。植物・緑化実習は１年前期から

３年後期まで「景観建築植物実習Ⅰ・Ⅱ（各 1 単位・計 2 単位）」、「建築都市緑化実習

Ⅰ～Ⅳ（各 1 単位・計 4 単位）」を継続して開講するほか、本学が保有する丹嶺学苑研

修センターでの夏季休暇中の集中科目として、１年次に「景観建築特別実習Ⅰ（1 単

位）」、2 年次に「景観建築特別実習Ⅱ（1 単位）」を開講する。建築学部に属する本学

科の設置の趣旨や特色を踏まえ、景観建築学の広範な広がりの中でも特に建築学の専

門知識を重点的に教育するため、建築学の科目ではない植物・緑化実習は必修から外

し、選択必修科目とする。 

景観建築フィールドワークは、演習科目及び講義科目で学習した知識や技術をより

具体的に理解し、実践的な力を養う学外実習であり、「景観建築フィールドワークⅠＡ

～Ⅳ（各 1単位・計 7単位）」として開講する。 

 

以上のように、建築学部景観建築学科では、実習、フォールドワーク等の実践的な

学びを通して学生の理解を高める教育課程としている。 
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（イ） 教育方法及び履修指導方法の変更内容 

本学では、全学的な制度として、学科・学年毎のクラス編成、クラス毎の時間割配当、

授業への出席確認、所属学科の専任教員による担任などの支援・指導体制を採っている。

その上で、学科固有の教育方法や履修要件等については、履修便覧や授業計画（シラバ

ス）等で公表するとともに、毎学期に開催するガイダンスにおいて担任から学生に周知

している。収容定員増を理由に、教育方法や履修指導方法を変更することはない。 

 

○食物栄養科学部 食物栄養学科 

管理栄養士は、予防から治療、基礎から臨床まで幅広い専門性が求められることか

ら 2 年次から 3 年次にかけて、管理栄養士として必要となる中心的な専門分野（コア

科目群）を履修する。コア科目とは基礎栄養学、臨床栄養学、応用栄養学、公衆栄養

学、栄養教育論、給食経営管理論であるが、これらの科目の学習効果を高めるため、

講義で学んだことを実験や実習で体験し、理解をより深められるよう効果的な科目配

置、その意図を履修前ガイダンス等での説明、知識の実践の場である実験や実習の学

習効果を高めるため、充実した設備・施設と幅広い専門領域を持つ教員による少人数

教育も実施している。 

また、分子栄養学、在宅栄養ケア支援論等様々な健康課題を反映した周辺領域も学

び、希望進路が明確化されるよう科目配置にも配慮している。なお、管理栄養士国家

試験対策のための特別講義や模擬試験を実施することで高い合格率も誇っている。 

○食物栄養科学部 食創造科学科 

本学科の卒業生は食産業分野において、栄養の専門性を持ちつつ、研究・開発・製

造、衛生管理、商品企画、営業といった幅広い分野での活躍を想定している。そのた

め、「食考房」（注）という学内空間での学びと早期から学生の進路意識を育み、3 年

次後期には、自身の進路をより明確にするため、食産業界へのインターンシップを教

育課程に組み込んでいる。在学中の就業体験を通じて、就職を希望する分野に関する

理解と実践的な知識を深めて人間形成・キャリア形成を図る。また、卒業研究として

企業とのさまざまな共同研究・コラボ開発を実施する。 

注：食考房とは、能動的に自ら考え、解決にむけた行動、実施結果の評価・改善と

いうサイクルを他社との交流やとメニュー開発を支援する空間・環境 

○建築学部 

 １）建築学部 共通 

建築学部では生活環境学部建築学科と同様に、建築学科、景観建築学科共に 1 人 1

台専用の製図机とパソコンを完備した少人数制対話型スタジオ教育を行う。学部 1 年

生から修士 2年生まで全員に 1人 1台専用の製図机とパソコンを完備することで、長

時間に渡ってスタジオに滞在することを可能とする。スタジオ内の自分の座席で、教

員と一対一で対話をしながら設計案の検討を進めることが可能となっている。また、

両学科とも演習科目を中核としたスタジオ型教育を特色とすることから、演習科目は

すべて必修としている（建築学科 12科目 52単位、景観建築学科 12科目 48単位）。 

履修指導においても、収容定員変更後においても変更前と同等の取組みを行う。具

体的には、入学時にオリエンテーションを実施し、履修指導を行う。また学年毎のガ

イダンス（4 月と 9 月）を実施するほか、担任が日々の個別指導や助言を行うととも

に、事務局関連部局とも密接な連携を図って、無理なく卒業できるように配慮する。 

 ２）建築学部 建築学科 

  建築学の幅広い専門知識を徹底的に学ぶため、理論科目 29 科目 58 単位のうち、

24 科目 48 単位を必修とする。残りの 5 科目は選択必修科目とし、うち 4 科目 8 単位

の履修を義務付ける。 

 ３）建築学部 景観建築学科 

   建築学を中心としつつ、より幅広い景観建築学にかかわる専門知識を学ぶため、
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講義科目 30 科目 60 単位のうち、22 科目 44 単位を必修とする。残りの 8 科目 16 単

位と、実習科目である景観建築植物実習卯Ⅰ・Ⅱ、建築都市緑化実習Ⅰ～Ⅳ、建艦

建築特別実習Ⅰ・Ⅱの 8 科目 8 単位の計 16 科目 24 単位を選択必修科目として配当

し、景観建築学の学問分野の広がりを考慮し、14 単位以上の履修を義務付けること

としている。これは、各自の進路や関心に合わせて徹底的に深く学べるよう配慮し

たものである。 

 

（ウ）教員組織の変更内容 

〇食物栄養科学部 

  大学設置基準に定める専任教員基準人数は、食物栄養学科が 11 人以上、食創造科学

科が 7人以上である。 

食物栄養科学部では下表の通り、食物栄養学科 23 人、食創造科学科 13 人、両学科

あわせて 36 人の専任教員が、それぞれの専門分野の教育・研究を行うとともに、共同

担当や科目連携による領域横断的な教育・研究を行う。 

 

  

現行 変更後 

生活環境学部 

食物栄養学科 

食物栄養科学部 

食物栄養学科 

食物栄養科学部 

食創造科学科 
２学科計 

令和元年度 
令和２年度 

開設時 

令和５年度 
学年進行 

完了時 

令和２年度 
開設時 

令和５年度 
学年進行 

完了時 

令和５年度 
学年進行 

完了時 

教授 15 7 11 4 7 18 

准教授 9 6 10 2 5 15 

講師 2 1 1 0 1 2 

助教 3 0 1 0 0 1 

計 29 14 23 6 13 36 

 

専任教員１人当たりの学生数（ＳＴ比）は、届出時点の生活環境学部食物栄養学科

おいては 28.2 人（820÷29）となっているが、食物栄養学部食物栄養学科（完成時）

では 35.6 人（820÷23）、食物栄養科学部食創造科学科（完成時）では 25.3 人（330÷

13）となる。このＳＴ比の数値を見る限りにおいては食物栄養学科の教員配置面で現

状より低下している状況と捉えられるが、今回の学部設置に伴い、以下の対応を講じ

ている。 

・届出時点における生活環境学部食物栄養学科の 29 人のうち、1 人は新学部設置構想

を実現させるために、平成 30年度より先行して採用した教員であること。 

・食物栄養学科の専任教員 19 人が兼担教員として食創造科学科の科目を担当、食創造

科学科の専任教員 12 人が兼担教員として食物栄養学科の科目を担当するなど、両

学科に所属する教員が相互に連携、協力し合い、学部全体としての教育の充実を図

る体制としていること。 

また、助手については、食物栄養学科が 14 人、食創造科学科は 6 人を配置するなど、

日々の教員や学生へのサポート体制も整えている。 

このように、教育内容・水準において現状と同等程度の、きめ細やかな指導が可能

となる教員配置が実現できている。 

 

〇建築学部 

  大学設置基準に定める専任教員基準人数は、建築学科、景観建築学科共に 8人以上 

 である。 

  建築学部では下表の通り、建築学科 15人、景観建築学科 9人、両学科あわせて 24 
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 人の専任教員が、それぞれの専門分野の教育・研究を行うとともに、共同担当や科目 

 連携による領域横断的な教育・研究を行う。 

 

  

現行 変更後 

生活環境学部 

建築学科 

建築学部 

建築学科 

建築学部 

景観建築学科 
２学科計 

令和元年度 令和２年度 
開設時 

令和５年度 
学年進行 

完了時 

令和２年度 
開設時 

令和５年度 
学年進行 

完了時 

令和５年度 
学年進行 

完了時 

教授 9 6 6 4 7 13 

准教授 7 7 7 1 1 8 

講師 1 1 1 0 0 1 

助教 2 1 1 1 1 2 

計 19 15 15 6 9 24 

 

専任教員１人当たりの学生数（ＳＴ比）は、届出時点の生活環境学部建築学科におい

ては 8.4 人（160÷19）となっているが、建築学部建築学科（完成時）では 12.0 人（180

÷15）、建築学部景観建築学科（完成時）では 17.8 人（160÷9）となる。このＳＴ比の

数値を見る限りにおいては建築学科の教員配置面で現状より低下している状況と捉えら

れるが、今回の学部設置に伴い、以下の対応を講じている。 

・届出時点における生活環境学部建築学科の 19 人のうち、3 人は新学部設置構想を実

現させるために、令和元年度より先行して採用した教員であること。 

・建築学科の専任教員 7 人が兼担教員として景観建築学科の科目を担当、景観建築学

科の専任教員 6 人が兼担教員として建築学科の科目を担当するなど、両学科に所属す

る教員が相互に連携、協力し合い、学部全体としての教育の充実を図る体制としてい

ること。 

また、生活環境学部建築学科では全学的なＦＤの取組みに加え、全ての科目の毎日の

授業について授業報告書の提出を義務付け、各教員が他の教員の授業内容を確認、点検

できるようにしている。さらに、建築学科・建築学専攻（修士課程）のカリキュラムの

中核をなす演習科目については、課題の担当教員のみならず、課題担当以外の教員や外

部講師が講評会へ参加し、学生の発表に対する講評を行うだけでなく、教育内容の点

検・評価を継続的に行っている。これらの活動は、建築学部建築学科、景観建築学科で

も引き継ぎ、学科単位のみならず、学部全体として取組みを継続し、教育の質向上に努

める。 

このように、教育内容・水準において現状と同等程度の、きめ細やかな指導が可能と

なる教員配置が実現できている。 

 

（エ）大学全体の施設・設備の変更内容  

本学では開学以来、教育研究環境の整備・充実には不断の努力を傾けてきた。学内

には全学部学科の学生が使用する中央図書館や講堂、体育館、マルチメディア館など

最新の設備を備えた大型施設があり、様々な分野の学びに対応した環境が整っている。

近年においては、アクティブラーニングに対応した図書館や各教室のリニューアル、

スマートキャンパスを目指した学内 Wi-Fi 環境整備、学生の安全安心のための各建物

の耐震工事、学生満足度向上のためのキャリアセンター移転・機能拡充、食堂改装な

ど大規模な施設・設備改修を行っている。 

令和２年度に予定している学部設置・収容定員変更により、設置基準上必要となる

校地・校舎面積（本学及びキャンパスを共用している併設の武庫川女子大学短期大学

部の合計）は、校地 108,740 ㎡、校舎 74,115 ㎡となるが、食物栄養科学部及び建築学
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部を開設時の面積は校地 233,427.94 ㎡、校舎 179,458.14 ㎡と、いずれも設置基準の 2

倍を上回る十分な面積を有しており、収容力においても機能面にもいて不足は生じな

い。 

食物栄養科学部を置く「中央キャンパス」（兵庫県西宮市池開町）は、校地約

114,858.31 ㎡、校舎 126,932.23 ㎡と、大学と併設短期大学部あわせて約 1 万人の学生

が学ぶ大学のメインキャンパスに相応しい規模である。建築学部を置く「上甲子園キ

ャンパス」（兵庫県西宮市戸崎町）は建築学部の専用キャンパスとなるが、昭和 5 年竣

工の昭和の名建築「甲子園会館」と、現代的なデザインを取り入れた「建築スタジオ」

（平成 19 年竣工）という 2 つの校舎があり、校地 35,614.74 ㎡、校舎 13,418.84 ㎡と、

学部収容定員（340人）に対して十分な余裕をもった規模であると言える。 

さらに学部開設年度以降には、食物栄養科学部及び建築学部の設置及び 2 学科制教

育に対応した以下の新校舎の建設、既存施設の改修を段階的に行うこととしている。 

  

○食物栄養科学部 

 既存の生活環境学部食物栄養学科の施設・設備をすべて移管することになるが、既

存学科の収容定員は 820人であったのに対し、食物栄養学部では収容定員が 1,150 人

に増加するため、新棟（RC 造、延床面積 909 ㎡）の建設を予定している。現在、食

物栄養学科の主に使用している生活環境 2号館、栄養科学館、健康科学館の 3棟の合

計延床面積は 15,147.57 ㎡であるが、新棟が竣工すると 16,056．57 ㎡に増加するこ

ととなる。令和 2 年 9 月竣工予定のこの新棟には１階に「食品加工実験室」、2 階に

「調理科学実験室」、3 階に「インターンシップ演習室」や「企画開発センター」を

設け、主に食創造科学科の教育・研究に使用する。また、既存の校舎を改修し、研究

室や実験実習室を新設したり、食品安全学実験や食品機器分析学実験などに使用する

高性能実験機器を導入したりと、施設・設備の充実を図る予定である。なお新校舎が

完成するまでの間は、既存の中央図書館、東館、南館等全学共用校舎を利用すること

になるほか、1 年前期の期間にあたり、主として共通教育科目の履修が中心となり、

併設の武庫川女子大学短期大学部食生活学科の定員減（入学定員 160 人を 80 人に減

じる）によって生じる既存校舎の余剰部分を活用して対応することになっており、教

育上の支障は生じない。 

 

○建築学部 

 既存の生活環境学部建築学科の収容定員は 160人であったが、建築学部の収容定員

は 340人と倍以上に増加する。既存の施設・設備のさらなる有効利用を進めるととも

に、主に景観建築学科 1 年生のスタジオ 1 室がある東棟(RC 造一部 S 造 延床面積

985.00 ㎡)と、景観建築学科 2〜4年のスタジオ 3室がある西棟(RC造一部 S造 延床

面積 2680.90 ㎡)、景観建築学科の実習棟（88 ㎡）を建設する。東棟及び実習棟は令

和 2年 7月竣工予定、西棟は令和 3年 2月竣工を予定している。新校舎建設により上

甲子園キャンパスの校舎面積 13,418.84 ㎡から 17,172.74 ㎡へは 3,753.90 ㎡増加す

る見込みである。研究室については東棟と西棟にあわせて景観建築学科の専任教員数

分 9室を確保し、東棟及び西棟内には、休憩や食事をとることができるラウンジをそ

れぞれ整備する予定である。また、景観建築学科の講義を行う教室については、既存

の甲子園会館の改修により令和 5年度には講義室を新たに 4室確保する予定である。 

 上述のように、東棟、西棟の完成は開設年次より後となるが、建築学景観建築学科

に入学する学生の１年次は、主として共通教育科目の履修が中心となるため、基礎教

育科目、専門科目が配当する年次までは、既存校舎を活用して対応することが可能な

状態であり、教育上の支障は生じない。 

以上のとおり、食物栄養科学部の新棟、建築学部の東棟、実習棟及び西棟の 4棟あ

わせて校舎面積は合計 4,662.90 ㎡増加することになる他、令和 2 年 3 月には地下 1
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階、地上 8 階建ての新校舎「公江記念館」（RC 造、延床面積 9,144.86 ㎡）の竣工が

予定されており、全学共用となる地下 1階から地上 2階部分には大講義室やカフェ、

ギャラリーなどが新設される。また校地については、新学部開設や定員増を見据え、

中央キャンパス、上甲子園キャンパス周辺の土地取得を進めており、平成 27 年度か

らの 5年間で校舎敷地・運動場敷地面積は約 3,500㎡増加している。これらのことか

ら、この度の学部設置に係る大学全体の収容定員増加にあっても教育の質は十分に担

保される。 
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●平成 27年度から新学部開設後までの主な施設・設備工事 

 

 

年 度 工事内容・規模等 

平成 27年度 

記念庭園のコミュニケーションスペース充実のための改修工事 

体育館（武道館）新築工事 3階建 2,875㎡ 

公江記念講堂の耐震補強、授業利用のための改修工事 

校舎（文学 2 号館）の耐震補強とアクティブラーニング仕様教室への改修 

工事 

校舎（南館）の内装改修工事  

校舎（日下記念マルチメディア館）へのキャリアセンター移設・就職支援

機能拡充工事 

食堂のコミュニケーションエリア充実のための改修工事（第 1 期） 

平成 28年度 公江記念講堂空調・熱源設備の改修工事 

平成 29年度 校舎（記念館）の耐震補強、自校教育の校舎としての改修工事 

平成 30年度 

食堂の内装改修工事（第 2期） 

公江記念講堂エレベータ増設工事 

学生寮（貞和寮）の改修工事 

校舎（公江記念館）の解体撤去工事 地階 1階 5 階建 △3,469㎡ 

令和元年度 

生活環境 2号館の内装改修工事 

栄養科学館の内装改修工事 

健康科学館の内装改修工事 

武庫女ステーションキャンパス B-1 ゾーン 新築工事 平家建 374㎡ 

武庫女ステーションキャンパス B-2 ゾーン 新築工事 平家建 356㎡ 

経営学部校舎新築工事 地下 1階 8 階建 約 9,116㎡ 

令和 2年度 

食物栄養科学部新棟新築工事 3 階建 909㎡ 

建築学部東棟新築工事 2階建 985㎡ 

建築学部実習棟新築工事 平家建 88㎡ 

建築学部西棟新築工事 3階建 2,680 ㎡ 

生活環境 1号館別館増築工事 

生活環境 2号館の内装改修工事 
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資料１ 

平成29年度 

食料・農業・農村白書の概要 

 

（平成 30 年 5 月 農林水産省） 

 

URL: 

http://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_maff/h29/pdf/gaiyou.pdf 

 

 

HP 掲載を省略します。 

 



平成30年度 平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 5年平均

学部数 13 13 13 12 11 12

入学定員（人） 1,590 1,590 1,490 1,410 1,250 1,466

志願者（人） 6,087 6,898 6,667 6,255 5,154 6,212

志願倍率 3.8 4.3 4.5 4.4 4.1 4.2

入学者数（人） 1,643 1,671 1,521 1,497 1,297 1,526

入学定員充足率 103.33% 105.09% 102.08% 106.17% 103.76% 104.09%

【資料２：私立大学「健康栄養学部」「栄養科学部」の志願者・入学者動向　】

出典：「平成26～30年度私立大学・短期大学等入学志願動向」（日本私立学校振興・共済事業団）



【資料３：武庫川女子大学生活環境学部食物栄養学科への志願・受験・合格・入学者数（直近５年）】

1)　正規入学
生活環境学部　食物栄養学科

平成27年度 200 3,108 15.54 2,990 492 6.08 219 1.09

平成28年度 200 3,267 16.34 2,957 519 5.70 203 1.01

平成29年度 200 3,669 18.35 3,263 519 6.29 210 1.05

平成30年度 200 2,852 14.26 2,539 439 5.78 172 0.86

令和元年度 200 2,398 11.99 2,100 612 3.43 209 1.04

平均 200 3,059 15.29 2,770 516 5.37 203 1.01

2)　３年次　編入学
生活環境学部　食物栄養学科

平成27年度 10 31 3.10 30 12 2.50 11 1.10

平成28年度 10 33 3.30 33 10 3.30 9 0.90

平成29年度 10 33 3.30 33 10 3.30 8 0.80

平成30年度 10 30 3.00 29 10 2.90 10 1.00

令和元年度 10 28 2.80 28 10 2.80 10 1.00

平均 10 31 3.10 31 10 2.94 10 0.96

合格者（D）
受験倍率
（C）/（D）

入学者 定員超過率年度 入学定員
（A）

志願者（B）
志願倍率
（B）/（A）

受験者（C）

年度 入学定員
（A）

志願者（B）
志願倍率
（B）/（A）

受験者（C） 合格者（D）
受験倍率
（C）/（D）

入学者 定員超過率



平成 30年 11月 26日 

  

１．大阪万博の経済波及効果について 

(1) 大阪万博の誘致決定 

2025年の大阪万博の開催が決定し、新たなイノベーションの創出や地域活性化への期待はもちろん、そ

の経済効果に注目が集まっている。経済効果については、すでに様々な形で発表されているが、改めて次

のとおり推計を行った。 

(2) 経済波及効果の推計結果 

 大阪万博の開催による経済波及効果は、関西で 1.3兆円、全国で 2.2兆円という結果になった。 

これは、いわゆる直接効果と第一次波及効果を合計したものである。試算の前提は建設費として 0.2兆

円、運営費として 0.2兆円、来場者による消費として 0.9兆円が発生するとした（図表 1）。 

その結果、関西（2 府 5県）での経済波及効果としては、建設による効果が 0.3 兆円、開催による効果

が 1.0兆円となった。全国では建設効果が 0.4兆円、開催効果が 1.9

兆円となっている。 

 なお、付加価値ベースでみた場合、関西では建設効果が 0.1兆円、

開催効果が 0.6兆円となっている。これはそれぞれ関西の域内総生産

（GRP）の 0.2％、0.7％に相当する。このうち、建設効果は 2025年ま

での数年に分散する形となり、開催効果は 2025年に発生する。 

開催効果については、万博によって失われる消費（万博に行かなけ

れば発生したはずの消費）などもあり、0.7％がそのまま GRP の成長

率にプラスされるわけではない。マイナス分を差し引く必要があり、

正味としては 0.5％前後の押し上げが期待できよう。 

２．万博開催に向けての注目点 

(1) インバウンドの集客見込 

 一方、今回の大阪万博で注目されるのはインバウンドの来場動向である。2005年の愛知万博では外国人

の比率が 5％前後であった。当時よりも訪日外国人が大きく増えているほか、観光地としての大阪の人気

の高さを考えると、今回は全体の 10％前後の来場が期待できると考

えられる。 

今回の試算では、来場者 2800 万人のうち 300 万人（10.7％）を訪

日客が占めるとした。ただし、その内訳としては様々なパターンを想

定しており、まず 300 万人のうち、140 万人（来場者の 5％）は万博

を目当てに日本を訪れる（万博がなければ訪れなかった）とした。あ

との 160万人についても、右のようなパターンを想定している。 

(2) 「ＡＩ、ロボットの関西」の構築に向けて 

 さらに、今回の万博ではＡＩやロボットなどの新技術の活用が中心となるが、今後の関西経済の成長の

柱とするためにも、一過性の取り組みに終わらせないことが重要である。『ＡＩ、ロボットの関西』という

イメージを国内外にＰＲするとともに、関西の企業活動にも浸透させる必要があろう。 

（図表1）大阪万博による経済波及効果
(単位：兆円）

関西 全国 関西 全国

建設効果 0.3 0.4 0.1 0.2

開催効果 1.0 1.9 0.6 1.0

合計 1.3 2.2 0.7 1.1

※経済効果の合計値は、四捨五入の関係で一致しません

生産誘発額 粗付加価値誘発額

（前提条件）

・来場者数：2800万人
（うち国内2500万人、海外300万人）

・建設費：0.2兆円
・運営費：0.2兆円
・来場者消費額：0.9兆円

プレスリリース『大阪万博の開催による経済波及効果』 

（図表2）インバウンドの来場イメージ

インバウンドの来場数 300万人

万博への来場が主目的 140万人

万博以外の観光が主目的 160万人

関西圏内から 100万人

関西圏外から 60万人

資料４



 

 

その際、ＡＩ、ロボットの活用の普及はもちろん、関連人材の育成制度の整備も欠かせない。今後、世

界的な人材不足が予想される中、地域としての育成制度があれば、大きなＰＲ材料となろう。 

また、万博をきっかけとした中小企業への普及の促進も重要なポイントである。地域的な機運が高まる

中で、関心をもつ企業も増えるとみられることから、そのタイミングを逃さず、自治体等の各種支援を充

実させることが必要ではないか。 

 

(3) ホテルシップの活用 

 さらに今回の万博では、宿泊を伴う来場者が、インバウンドを含めて 1000 万人前後となる見込みであ

る。万博の開催期間は半年であり、1 か月換算でも 160 万人を超える。直近の関西の旅館・ホテル等の 1

か月当たり延べ宿泊者数は約 600万人、大阪に限定すれば約 290万人であることを勘案すると、今後ホテ

ルの新たな供給が進むとしても、需要が上回る可能性は残る。 

 それに伴い、東京五輪でも活用が予定されている、ホテルシップの導入は検討に値するとみられる。ホ

テルシップとは、停泊した大型クルーズ船などを宿泊施設として利用するものである。万博会場の夢洲と

いう立地を考えても、来場者の利便性の面で評価できよう。せっかくの一大イベントで需要の取りこぼし

を防ぐためにも、受け皿の整備には万全を期すべきと考えられる。 

 

 本件照会先：大阪本社荒木秀之
TEL:070-6633-0038  mail:hd-araki@rri.co.jp

※本稿は情報提供が目的であり、商品取引を勧誘するものではありません。また、本稿は当社が信頼できると判断した各種データ
に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。なお、本稿に記載された内容は執筆時点での
ものであり、今後予告なしに変更されることがあります。 
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夢洲第２期区域（大阪・関西万博跡地）に係るマーケット・サウンディング 実施要領 

１ 実施概要 

（１） 調査の名称 

「夢洲第２期区域（大阪・関西万博跡地）に係るマーケット・サウンディング」 

（２） 調査の趣旨・背景 

 大阪湾の中心に位置する夢洲において、2025年日本国際博覧会（以下「大阪・関西

万博」という。）が、そのテーマを「いのち輝く未来社会のデザイン（Designing Future 

Society for Our Lives）」、コンセプトを「未来社会の実験場（People's Living Lab）」

として、2025年 5月から 11月にかけて開催されます。 

この大阪・関西万博は、多くの人々が参加し、新しいアイデアを全ての参加者が共

有することで、国連が掲げる「持続可能な開発目標（以下「SDGs」という。）」の達成

を後押しする機会となることや、人々がポテンシャルや個性を発揮できる持続可能

な社会の未来像を共創する場となります。 

また、大阪・関西万博の会場となる夢洲については、大阪府・市・関西経済界によ

り、2017 年 8 月に「夢洲まちづくり構想」が策定され、国際観光拠点形成の方針が

示されました。 

夢洲まちづくり構想では、大規模なまちづくりが可能な夢洲において、大阪・関西

の経済活性化等に寄与する新たな国際観光拠点の形成をめざし、エンターテイメン

ト・レクリエーション機能の導入や最先端技術の実証・実践の取り組みを進めるとし

ています。 

今後、夢洲において国際観光拠点を形成していくにあたっては、大阪・関西万博の

理念や空間形成の考え方、各種取り組み等を、レガシーとしてどのように継承し、観

光客のさらなる増加、大阪・関西万博で得た知名度の向上や地域経済の活性化などに

ついて積極的に検討していくことが重要であると考えています。 

大阪・関西万博の開催を終着点とするのではなく、閉会後の夢洲において、大阪・

関西万博が生み出したレガシーを夢洲まちづくり構想のコンセプトと融合させ、魅

力ある国際観光拠点の形成につなげるため、本調査においては、実現可能な幅広いア

イデア、民間の参画意向、市場性の有無等を把握し、今後の検討に役立てることを目

的としたマーケット・サウンディング（市場調査）を実施します。 

資料５
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＜参考情報＞ 

○「大阪・関西万博」（経済産業省 HP） ：大阪・関西万博に関すること 

  http://www.meti.go.jp/policy/exhibition/osaka2025.html 

 

○「夢洲まちづくり構想」 ：夢洲全体のまちづくり方針や土地利用等に関すること 

http://www.city.osaka.lg.jp/keizaisenryaku/page/0000409034.html 

 

○「大阪ＩＲ基本構想について」（大阪府 HP） ：夢洲第１期区域に関すること 

http://www.pref.osaka.lg.jp/irs-kikaku/kousou/index.html  

 

 

２ 提案条件など 

（１） 対象区域等 

今回、提案を求める対象区域は、下図に示す第 2 期区域（以下「対象区域」とい

う。）の範囲内とします。 

なお、都市基盤については、「夢洲まちづくり構想」に掲げる内容を踏まえて提案

をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜夢洲第２期区域（大阪・関西万博跡地）の概要＞ 

・所 在 地：大阪市此花区夢洲中１丁目及び夢洲東１丁目地先 

・敷地面積：約 60ヘクタール 

図 対象区域 

第１期

第３期

第２期

（対象区域）
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・用途地域、容積率、建ぺい率：現状、次図のとおり 

※ 国際観光拠点の形成に向け、用途地域等を変更する場合がありますので、今後の

情報に留意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スケジュール： 

次図のとおり、対象区域約 60ヘクタールのうち埋立が完了している区域は、

現在、約 20ヘクタールです。埋立未完了の区域約 40ヘクタールについても、

現在、埋立工事が進められており、2022年度末までに完了する予定となって

います。 

その後、対象区域は 2025年 5月 3日から 11月 3日にかけて大阪・関西万博

会場の一部として使用される予定です。閉会後は、原則としてパビリオン等

は撤去され、更地となる予定です。提案は、大阪・関西万博閉会後を対象と

した内容とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考情報＞ 

   現在の都市計画に関連する情報等については、「マップナビおおさか」（下記 URL）を

ご確認ください 

http://www.mapnavi.city.osaka.lg.jp/webgis/index.html 

対象区域 

図 用途地域、容積率、建ぺい率（現況） 

 

準工業地域 

容積率：200％ 

建ぺい率：60％ 

工業地域 

容積率：300％ 

建ぺい率：60％ 

万博用地 65ha

埋立未完了区域
約40ha

埋立完了区域
約20ha

図 埋立状況 
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３ 実施における基本事項 

（１） 提案にあたっての視点 

・大阪・関西万博は、「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマに Society 5.0を

鍵として SDGsの 2030年達成に貢献するため、世界中の国々、人々と共に創る（共

創）を重視しながら、イノベーションを創出することとされています。 

・対象区域は、夢洲まちづくり構想において、「万博開催後の用地において、第１期

に導入されたエンターテイメント機能の拡充やレクリエーション機能の導入とこ

れらの施設による集客と大阪が強みを有する最先端技術の実証・実践の取り組み

との相乗効果を生み出す産業・ビジネス機能やその関連機能を導入する。」として

います。 

・上記をふまえ、大阪・関西万博開催を通して得られた理念や、取り組み、成果等

をレガシーとしてどのように夢洲のまちづくりで継承できるかを検討していくた

め、次に掲げる（Ａ）～（Ｃ）３つの視点から対象区域内での取り組み等につい

ての提案を希望します。 

（※今回の提案では、幅広いアイデアを求めますが、実施に際しては適用される法

令等により制限される可能性があります。提案いただいた内容の実施を保証す

るものではないことを予めご了承ください。） 

 

（A） 理念・取り組み 

大阪・関西万博閉会後においても、引き続きその理念や取り組み等を継承していく

ための具体的な方策や計画等に関する提案を希望します。 

 

・大阪・関西万博は、「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマに Society 5.0を鍵

として SDGsの 2030年達成に貢献するため、世界中の国々、人々と共に創る（共創）

を重視しながら、イノベーションを創出することとされています。 

・「夢洲まちづくり構想」では、エンターテイメントや非日常空間の体験、交通・移動、

エネルギー、セキュリティをはじめ、夢洲内で活用されている様々な最先端技術の

実証・実践の場の創出などスマートシティの形成をめざしていくことを掲げていま

す。 

・また、大阪・関西万博の理念も継承しながら、引き続き、ライフサイエンスやその

他関連産業の技術・研究の体験の場の創出や情報発信の拠点化を図るとしています。 

 

（B） 空間の形成・活用 

夢洲の立地特性や周辺の景観との調和に加え、大阪・関西万博の会場コンセプト等

に基づく空間の形成や活用の考え方を対象区域のまちづくりに継承し、活用してい

くための着眼点や具体化方策等に関する提案を希望します。 
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・大阪・関西万博の会場では、海を臨む眺望や、水景を活かした空間が形成されます。

また、会場内の「空（くう）」と呼ばれる大広場では、ＡＲ（拡張現実）やＭＲ（複

合現実）技術による多様な展示・イベントが行われる場として、来場者の新しい交

流の場となることが想定されています。 

・「夢洲まちづくり構想」では、鉄道駅を中心に、夢洲全体ににぎわいを展開するとと

もに、まちなみの連続性を確保するような土地利用をめざしています。 

・そして、駅前広場は、人の交流や憩いの場となるアメニティ豊かな空間とするとと

もに、隣接する建築物や歩道等との一体性・連続性を確保し、夢洲の玄関口にふさ

わしいシンボル性の高い空間を形成することをめざすとしています。 

 

（C） 国際観光集客拠点・交流拠点 

夢洲における国際観光拠点形成に向けて、大阪・関西万博を通して生み出される国

際的な観光魅力や交流等をレガシーとして継承していくという観点から、大阪・関西

万博跡地である対象区域への導入がふさわしいと考えられる機能や施設等に関する

提案を希望します。 

 

・大阪・関西万博は、持続可能な未来社会を共創するために、世界中の人々を結びつ

け、世界中から 2,800万人もの人々を集客する大規模プロジェクトとなります。そ

して、大阪・関西万博そのものが、人々の交流・共創・コミュニケーションの拠点

となります。また、開催地である大阪・関西のみならず、日本各地を訪れる観光客

を増大させ、地域経済が活性化する「起爆剤」となります。 

・「夢洲まちづくり構想」では、世界中の人がいずれは訪れてみたいと憧れ、大阪・関

西の新たな魅力となるユニーク（夢洲でしか観られない、体験できない）、かつ、質・

規模ともに世界第一級の多様なエンターテイメント機能を集積することを掲げてい

ます。 

 

 

（２）提案していただく事項 

（Ａ）～（Ｃ）の視点から対象区域内でどのような取り組みを展開するかを具体化

していただき、【別紙４】調査票に記入してください。 

・大阪・関西万博のレガシー継承の考え方 

・対象区域での取組内容・規模・概算収支等 

・提案を実現するための条件等 

・その他 
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４ マーケット・サウンディングの進め方 

（１） マーケット・サウンディングの対象者 

対象者は、夢洲第２期区域のまちづくりにおける、大阪・関西万博のレガシー継承

に係る実現可能な計画の提案を行い、かつ実行する意向を有する法人又は法人のグ

ループとします。 

 

 

（２） マーケット・サウンディングの流れ 

  ア マーケット・サウンディングの実施を公表 

 ・ホームページ掲載：2019年３月 14日（木曜日） 

 

 

  イ 説明会（任意参加）参加申込み 

説明会への参加は、法人又は法人のグループごとに事前に申し込みをしてくださ

い。参加者数は、法人又は法人のグループごとに２名以内とします。 

参加を希望される方は、次のとおり申し込みをしてください。 

 

・申込期限：2019年３月 20日（水曜日）午後５時 

・提出書類：【別紙１】「説明会参加申込書」 

・提出方法：件名に「【夢洲第２期】説明会参加申込み」と明記し、電子メールで提

出してください。到着確認のため、電子メールの送信後に、電話で連

絡をお願いします（電話：06－6208－7898） 

・提出先 ：連絡先メールアドレスあて 

 

 

  ウ 説明会（任意参加） 

本説明会への参加は任意です。 

主に調査の目的や調査の実施方法等について説明しますので、本実施要領を持参

してください。 

・実施日 ：2019年３月 25日（月曜日） 午後２時から 

・実施場所：大阪府咲洲庁舎４１階 共用会議室７ 

          大阪市住之江区南港北１－１４－１６ 
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  エ マーケット・サウンディングに関する質問 

マーケット・サウンディングに関する質問受付及び回答を以下のとおり行います。 

・受付期間：2019年３月 15日（金曜日）午前９時から 

2019年３月 28日（木曜日）午後５時まで 

・提出書類：【別紙２】質問用紙 

・提出方法：件名に「【夢洲第２期】質問」と明記し、電子メールで提出してくださ

い。到着確認のため、電子メールの送信後に、電話で連絡をお願いし

ます（電話：06－6208－7898） 

・提出先 ：連絡先メールアドレスあて 

・回答方法：いただいたご質問は、受付期間終了後にとりまとめ、本市の考え方と

あわせて４月中旬ごろに大阪市ホームページへの掲載を予定していま

す。なお、掲載に供することが適切でないと判断した質問事項につい

ては、回答を行わないことがあります。あらかじめご了承ください。 

   

 

  オ 提案資料の受付 

・受付期間：2019年４月 17日（水曜日）午前９時から 

2019年５月８日（水曜日）午後５時まで 

・提出書類：【別紙３】参加申請書 

【別紙４】調査票 

（必要に応じ、調査票に、別紙や別添資料等を添付することは可としま

す。可能な限り、具体的な提案資料としてください。） 

・提出方法：件名に「【夢洲第２期】調査票」と明記し、電子メールで提出してくだ

さい。到着確認のため、電子メールの送信後に、電話で連絡をお願いし

ます（電話：06－6208－7898） 

・提出先 ：連絡先メールアドレスあて 

 

 

  カ ヒアリング 

必要に応じて、提案内容についてのヒアリングを実施します。ヒアリングの実施

方法、日程を含め、詳細については、別途提案者に通知します。なお、ヒアリング

は、提案者のアイデア及びノウハウの保護のため、個別に、非公開で行います。 

法人又は法人のグループごとに、ヒアリングに参加できる人数は 4名までとし、

所要時間は 60分以内を目安とします。なお、必要に応じて複数回行うことがありま

す。 
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  キ 結果の公表 

サウンディングの実施結果について、概要の公表を予定しています。なお、提案

者名の名称は公表しません。 

   

 

（３） 留意事項 

・提案者の名称は公表しません。 

・本サウンディングへの参加に係る費用の弁償及び報酬の提供はありません。 

・本サウンディングでご意見・ご提案いただいた内容は、夢洲まちづくりにおける条

件等を検討する際の参考としますが、条件等への反映や内容の実施等を保証する

ものではないことにご留意ください。 

・事前に提案者へ内容の確認を行ったうえで、本サウンディングの実施結果を本市以

外の関係機関等との協議に使用する可能性があります。 

・本サウンディング終了後も、必要に応じて追加の対話、文書照会等を実施させてい

ただくことがあります。その際にはご協力をお願いします。 

・本サウンディングは事業者を選定するものではありません。（今後の土地の提供に

あたっては、原則公募によるものとします。） 

 

 

５ 連絡先 

（１） 連絡先メールアドレス（説明会参加申込先、質問送付先、調査票送付先） 

yumeshima-research＠city.osaka.lg.jp 

 

 

（２） 問合せ先 

都市計画局開発調整部開発計画課（夢洲・咲洲地区開発担当） 

住所：大阪市北区中之島１－３－２０ 

電話：０６－６２０８－７８９８ 
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公益財団法人 建築技術教育普及センター 
資料８ 



平成30年度 平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 2年平均

学部数 5 3 2 2 2 4

入学定員（人） 1,315 865 1,090

志願者（人） 26,102 25,555 25,829

志願倍率 19.8 29.5 24.7

入学者数（人） 1,424 910 1,167

入学定員充足率 108.29% 105.20% 106.75%

【資料９ ：私立大学「建築学部」の志願者・入学者動向　】

出典：「平成26～30年度私立大学・短期大学等入学志願動向」（日本私立学校振興・共済事業団）

 
学部数が僅少（「２」）であったため、 
統計資料未公表 



生活環境学部　建築学科

平成27年度 40 359 8.98 341 128 2.66 46 1.15

平成28年度 40 391 9.78 338 118 2.86 55 1.37

平成29年度 40 539 13.48 481 98 4.91 45 1.12

平成30年度 40 492 12.30 447 93 4.81 37 0.92

令和元年度 40 581 14.53 536 118 4.54 32 0.80

平均 40 472 11.81 429 111 3.86 43 1.07

合格者（D）
受験倍率
（C）/（D）

入学者 定員超過率

【資料１０：武庫川女子大学生活環境学部建築学科への志願・受験・合格・入学者数（直近５年）】

年度 入学定員
（A）

志願者（B）
志願倍率
（B）/（A）

受験者（C）



添付資料：教育課程等の概要 
 
 

食物栄養科学部 食物栄養学科 
食物栄養科学部 食創造科学科 
建築学部    建築学科  
建築学部    景観建築学科 
 



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

共
通
教
育
科
目

女性と家族のゆくえ

女性と教育

メディアに見るジェンダー

女性の身体とセクシュアリティ

モラルジレンマから考える私

女性のためのマーケティング

ジ

ェ
ン
ダ
ー

科
目
群

アジアのなかのジェンダー

ジェンダーとアイデンティティー

世界の中の日本人

国際協力入門

現
代
ト
ピ

ッ

ク
科
目

大学生活入門　

Japanese Culture Influence　Ⅰ

Japanese Culture Influence　Ⅱ

科学への入門

国
際
理
解
科
目

韓国文化の理解

中国文化論

World English Ⅰ

World English Ⅱ

色彩情報

科学から考える衣服と生活

文化を創造する数学

最先端物理学が描く宇宙

エコロジーと私たちのくらし

微生物がつくる発酵食品の不思議

科学技術の歩み

生命科学の基礎

生活の中の物理学

英語で学ぶお金の知識

我々のくらしと日本の産業

教養としての法律

暮らしと法律

自
然
科
学
科
目

生命科学入門

環境問題の歴史

消費者生活論

日本経済のしくみ

英語で学ぶやさしい経済学

現代社会と憲法

外国から見た日本社会のしくみ

都市形成のあゆみと都市生活

子育てと家族関係

「ふつう」を考える社会学

子育てと母性の気づき

生涯福祉論

社会福祉とボランティア

福祉レクリエーションの実際

心理学実践演習

社
会
科
学
科
目

差別と暴力のない世界をめざして

カウンセリングの実際

カウンセリングスキル

実践カウンセリング

ＳＮＳから日本語を見る

心理学入門

人間関係の心理学

日本の文化Ⅰ

日本の文化Ⅱ

遊びの人類学

日本舞踊に学ぶ着付けと作法

ミュージカルの実践

歌舞伎鑑賞入門

先端芸術表現

自己発見アート

未来造形

日常生活からの哲学入門

現代フランスの音楽事情

ミュージカル歌唱法

音楽の科学

「心中天網島」の女房「おさん」

日本史の中の女性たち

日本の画像文化論

人
文
科
学
科
目

神話・伝説の世界から

平安朝文学の世界

芭蕉をめぐる人々

雨月物語に込められた情念

芭蕉と旅

科　　目　　区　　分 備　　考

授業形態

授　業　科　目　の　名　称

（食物栄養科学部　食物栄養学科）

配当年次

教 育 課 程 等 の 概 要

単位数 専任教員等の配置

環境心理学入門

基
礎
教
養
科
目
群

1



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科　　目　　区　　分 備　　考

授業形態

授　業　科　目　の　名　称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼2

1前・後 1 ○ 兼2

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼2

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4後 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4後 1 ○ 兼1

4後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼3 

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼2 

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼3

1前・後 2 ○ 兼3

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼2

1前・後 4 ○ 兼1

1前・後 4 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 4 ○ 兼1

1前 4 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 2 兼28

― 0 264 0 3 0 0 0 0 兼103

言
語
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

言
語
・
情
報
科
目
群

    小 計 (153科目)

スポーツ実技（ダンスエアロ）

スポーツ実技（ゴルフ）

スポーツ実技（バレーボール）

イタリア語Ⅰ

共
通
教
育
科
目

初年次ゼミ 学び発見ゼミ

スポーツ実技（ジャズダンス）

特別ハングル演習Ⅱ

特別中国語演習Ⅰ

特別英語演習Ⅱ

スポーツ実技（軽スポーツ）

― ―

スポーツ実技（ヨガ）

スポーツ実技（ビーチバレー）

マッサージ実習

スポーツ実技（遊びと障害）

スポーツ実技（エアロビクス）

スポーツ実技（スリムエアロ）

スポーツ実技（バドミントン）

データサイエンス演習

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
 

科
目
群

健康・ス
ポーツ科
学科目

スポーツと栄養

ダンス・ムーブメントセラピー

ス
ポ
ー

ツ
実
技
科
目

スポーツ実技（テニス）

情報社会を生きる技術

Accessデータベース基礎

データサイエンス入門

集中

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

グラフィックデザイン基礎

フォトレタッチ基礎

Webデザイン応用

Scratchによるプログラミング

集中

特別中国語演習Ⅱ 集中

特別ハングル演習Ⅰ 集中

手話 共同

特別英語演習Ⅰ 集中

集中

イタリア語Ⅱ

スペイン語Ⅰ

ハングルⅠ

フランス語Ⅰ

ハングルⅡ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

Writing for Daily Use　

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

Global CommunicationⅠ

Global Communication Ⅱ

Carrer Workshop 

Current Events Ⅰ

Current Events Ⅱ

Reading ＆ Critical Thinking　

Presentation Ⅱ

English for Careers

Reading ＆ Discussion

Grammar for Communication

Reading ＆ Writing

Presentation Ⅰ 

Speaking ＆ Listening Ⅲ

Ｂａｓｉｃｓ for Presentation Ⅰ

Ｂａｓｉｃｓ for Presentation Ⅱ

ＴＯＥＦＬ演習

Speaking ＆ Listening Ⅰ

Speaking ＆ Listening Ⅱ

ＴＯＥＩＣ演習Ⅰ

ＴＯＥＩＣ演習Ⅱ

ＴＯＥＩＣ演習Ⅲ

英語リーディングⅡ

英語ライティングⅠ

英語ライティングⅡ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

英語リーディングⅠ

英語コミュニケーションⅣ

就活リテラシー

女性のためのライフプランニング

英語コミュニケーションⅠ

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
科
目
群

文章表現の基礎

プレゼンテーションの基礎

日本語表現の基礎

自己アピールトレーニング

2
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択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
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・
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教
　
授

准
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授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科　　目　　区　　分 備　　考

授業形態

授　業　科　目　の　名　称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

1前 1 ○ 1 3 1

1後 1 ○ 1 3 1

1前 1 ○ 3 兼2

1前 1 ○ 3 1 1 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 1 ◯ 1 兼1

1前 2 ○ 1 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼2

1前 1 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

3前 1 ○ 2

1後 1 ○ 1 1 兼1

1後 1 ○ 1 2

3前 2 ○ 1 兼2

－ 25 4 0 6 6 1 0 0 兼13

1後 2 ○ 2

1後 1 ◯ 1 兼1

2前 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1 兼2

2前 2 ○ 1 兼2

1後 1 ◯ 1 兼1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 1

2前 1 ◯ 1 1

3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 2

3前 2 ○ 2

3後 1 ◯ 2 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 1 ◯ 兼2

1後 1 ◯ 1 兼1

2前 2 ○ 兼2

2後 1 ◯ 兼2

2前 2 ○ 兼2

2後 1 ◯ 兼2

1前 2 ○ 1 1 兼1

1前 1 ◯ 1 1 兼1

1後 1 ◯ 1 1 兼1

1後 2 ○ 1 1

2前 1 ◯ 1 1

2前 2 ○ 2 兼1

2後 2 ○ 2 兼1

2後 2 ○ 2 兼1

3前 1 ◯ 2 兼1

2前 2 ○ 1 1 兼1

2後 2 ○ 1 1 兼1

3前 2 ○ 1 1 兼2

2後 1 ◯ 1 1

3前 1 ◯ 1 1 兼2

2前 2 ○ 2 兼1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 2 兼1

3後 2 ○ 2

3前 1 ◯ 1 2 兼1

3後 1 ◯ 1 兼5

3前 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 1 1

3後 1 ◯ 1 1

2後 2 ○ 1 兼1

2後 2 ○ 1 兼1

3前 1 ◯ 1 兼1

4前 1 ◯ 4 3

4後 1 ◯ 2 3

3前・後 1 ◯ 3 2

4前・後 2 ◯ 3 2

4前・後 1 ◯ 3 2

2前 2 ○ 2

3後 2 ○ 1

3後 1 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2前 4 ◯ 1 兼1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1 兼5

    小 計 (20科目)

専
門
教
育
科
目

予防医学概論

栄養学英語Ⅱ

基礎栄養学

基礎栄養学実験

環境科学

公衆衛生学実習

調理学

調理学実習Ⅰ

健康科学Ⅰ

食事摂取基準論

管理栄養士論

栄養学英語Ⅰ

ＴＯＥＩＣ　ＰｒｅｐａｒａｔｉｏｎⅡ

ＴＯＥＩＣ　ＰｒｅｐａｒａｔｉｏｎⅠ

食文化論

食品素材学

微生物学

応用栄養学Ⅰ 

調理学実習Ⅱ

初期演習Ⅱ（食物栄養学入門）

解剖生理学実習

生化学実験

栄養学の基礎

疫学

栄養統計学

食事調査法演習

基礎化学

健康スポーツ栄養学

健康科学Ⅱ 

－

初期演習Ⅰ

オムニバス

解剖生理学Ⅰ

生化学Ⅱ

臨床医学Ⅱ 

オムニバス食物栄養科学概論

オムニバス

公衆衛生学

臨床医学Ⅰ

生化学Ⅰ

基礎化学実験

社会福祉概論

臨床病原微生物学

国際栄養学演習

臨床栄養学Ⅰ 

食品学実験

食品衛生学

食品加工学実験

公衆栄養学実習

臨床栄養学Ⅱ 

臨床栄養学Ⅲ 

管理栄養総合演習Ⅱ 

給食経営管理論Ⅱ 

応用栄養学Ⅲ 

リハビリテーション栄養学

管理栄養総合演習Ⅰ 

栄養教育論Ⅰ 

臨床栄養学実習Ⅱ 

公衆栄養学Ⅱ 

給食経営管理学実習

臨地実習Ⅲ 

栄養教育論Ⅱ 

公衆栄養学Ⅰ 

給食経営管理論Ⅰ 

臨床栄養学実習Ⅰ 

解剖生理学Ⅱ

応用栄養学Ⅱ 

オムニバス

分子栄養学

臨地実習Ⅱ 

応用栄養学実習

食品機能学

臨地実習Ⅰ 

栄養教育論実習Ⅱ 

在宅栄養ケア支援論

臨床栄養学Ⅳ 

栄養教育論実習Ⅰ 

共同

共同

食糧経済学

オムニバス

オムニバス

臨床学実習

オムニバス

オムニバス

食品機能学実験

食品衛生学実験

食品学

栄養教育論Ⅲ 

基
礎
教
育
科
目

共同

共同

オムニバス・共同（一部）

オムニバス

オムニバス

オムニバス

3



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

科　　目　　区　　分 備　　考

授業形態

授　業　科　目　の　名　称 配当年次

単位数 専任教員等の配置

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 1 ○ 11 10 1 兼5

4通 6 ○ 11 10 1 兼5

4通 6 ○ 11 10 1 兼5

3前 1 ○ 2 兼2

3後 1 ○ 1 2

－ 53 63 0 11 10 1 1 兼33

－ 78 331 0 11 10 1 1 兼138

    小 計 (66科目)

学校栄養教育・指導論Ⅰ 

卒業演習

卒業英語演習Ⅱ

卒業論文

１５　　　　　週

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

１学期の授業期間

授業期間等

　4年以上在学し、共通教育科目6単位以上、基礎教育科目の中から25単位、専門教育科目の中から
90単位以上、合計124単位以上を修得すること。なお、共通教育科目、基礎教育科目、専門教育科目
に開講される外国語科目を合計8単位以上を修得しなければならない。

家政関係学位又は称号

９０　　　　　分

－

学位又は学科の分野

１時限の授業時間

１学年の学期区分

学士（食物栄養学）

合 計 (239科目)

（履修科目の登録の上限：50単位未満（年間））

２　　　学　期

卒業研究方法論

－

学校栄養教育・指導論Ⅱ 

卒業英語演習Ⅰ

専
門
教
育
科
目

4



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

専任教員等の配置

備　　考科　　目　　区　　分

授業形態

授　業　科　目　の　名　称

平安朝文学の世界

（食物栄養科学部　食創造科学科）

配当年次

教 育 課 程 等 の 概 要

単位数

基
礎
教
養
科
目
群

共
通
教
育
科
目

人
文
科
学
科
目

神話・伝説の世界から

雨月物語に込められた情念

芭蕉をめぐる人々

芭蕉と旅

「心中天網島」の女房「おさん」

日本史の中の女性たち

日本の画像文化論

日常生活からの哲学入門

現代フランスの音楽事情

ミュージカル歌唱法

音楽の科学

先端芸術表現

自己発見アート

未来造形

日本舞踊に学ぶ着付けと作法

ミュージカルの実践

歌舞伎鑑賞入門

日本の文化Ⅰ

日本の文化Ⅱ

遊びの人類学

ＳＮＳから日本語を見る

心理学入門

人間関係の心理学

心理学実践演習

カウンセリングの実際

環境心理学入門

カウンセリングスキル

実践カウンセリング

社会福祉とボランティア

子育てと家族関係

生涯福祉論

「ふつう」を考える社会学

子育てと母性の気づき

現代社会と憲法

外国から見た日本社会のしくみ

英語で学ぶお金の知識

我々のくらしと日本の産業

都市形成のあゆみと都市生活

消費者生活論

日本経済のしくみ

教養としての法律

暮らしと法律

自
然
科
学
科
目

生命科学入門

生活の中の物理学

色彩情報

社
会
科
学
科
目

差別と暴力のない世界をめざして

英語で学ぶやさしい経済学

福祉レクリエーションの実際

環境問題の歴史

科学技術の歩み

生命科学の基礎

最先端物理学が描く宇宙

エコロジーと私たちのくらし

微生物がつくる発酵食品の不思議

科学から考える衣服と生活

文化を創造する数学

科学への入門

国
際
理
解
科
目

韓国文化の理解

中国文化論

World English Ⅰ

World English Ⅱ

世界の中の日本人

国際協力入門

現
代
ト
ピ

ッ

ク
科
目

大学生活入門　

Japanese Culture Influence　Ⅰ

Japanese Culture Influence　Ⅱ

モラルジレンマから考える私

女性のためのマーケティング

ジ

ェ
ン
ダ
ー

科
目
群

アジアのなかのジェンダー

ジェンダーとアイデンティティー

女性と教育

メディアに見るジェンダー

女性の身体とセクシュアリティ

女性と家族のゆくえ

1
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義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
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准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

専任教員等の配置

備　　考科　　目　　区　　分

授業形態

授　業　科　目　の　名　称 配当年次

単位数

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼2

1前・後 1 ○ 兼2

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼2

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4後 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4後 1 ○ 兼1

4後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼3 

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼2 

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼3

1前・後 2 ○ 兼3

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼2

1前・後 4 ○ 兼1

1前・後 4 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 4 ○ 兼1

1前 4 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 2 兼28

― 0 264 0 2 0 0 0 0 兼104    小 計 (153科目)

共
通
教
育
科
目

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
科
目
群

文章表現の基礎

プレゼンテーションの基礎

日本語表現の基礎

自己アピールトレーニング

就活リテラシー

女性のためのライフプランニング

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅣ

英語リーディングⅠ

英語リーディングⅡ

英語コミュニケーションⅢ

英語ライティングⅠ

英語ライティングⅡ

ＴＯＥＩＣ演習Ⅰ

ＴＯＥＩＣ演習Ⅱ

ＴＯＥＩＣ演習Ⅲ

ＴＯＥＦＬ演習

Speaking ＆ Listening Ⅰ

Speaking ＆ Listening Ⅱ

Speaking ＆ Listening Ⅲ

Ｂａｓｉｃｓ for Presentation Ⅰ

Ｂａｓｉｃｓ for Presentation Ⅱ

Grammar for Communication

Reading ＆ Writing

Presentation Ⅰ 

Presentation Ⅱ

English for Careers

Reading ＆ Discussion

Current Events Ⅰ

Current Events Ⅱ

Reading ＆ Critical Thinking　

Global CommunicationⅠ

Global Communication Ⅱ

Carrer Workshop 

Writing for Daily Use　

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

イタリア語Ⅱ

スペイン語Ⅰ

ハングルⅠ

ハングルⅡ

イタリア語Ⅰ

手話 共同

特別英語演習Ⅰ 集中

特別英語演習Ⅱ 集中

特別中国語演習Ⅰ 集中

特別中国語演習Ⅱ 集中

特別ハングル演習Ⅰ 集中

特別ハングル演習Ⅱ 集中

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

グラフィックデザイン基礎

フォトレタッチ基礎

Webデザイン応用

Scratchによるプログラミング

情報社会を生きる技術

Accessデータベース基礎

データサイエンス入門

データサイエンス演習

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
 

科
目
群

健康・ス
ポーツ科
学科目

スポーツと栄養

ダンス・ムーブメントセラピー

ス
ポ
ー

ツ
実
技
科
目

スポーツ実技（テニス）

スポーツ実技（ゴルフ）

スポーツ実技（バレーボール）

スポーツ実技（バドミントン）

スポーツ実技（ジャズダンス）

スポーツ実技（エアロビクス）

スポーツ実技（スリムエアロ）

スポーツ実技（ビーチバレー）

マッサージ実習

スポーツ実技（ダンスエアロ）

スポーツ実技（軽スポーツ）

スポーツ実技（遊びと障害）

言
語
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

初年次ゼミ 学び発見ゼミ

― ―

スポーツ実技（ヨガ）

言
語
・
情
報
科
目
群

2
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専任教員等の配置

備　　考科　　目　　区　　分

授業形態

授　業　科　目　の　名　称 配当年次

単位数

1前 1 ○ 2

1後 1 ○ 2

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 1 ○ 1

1前 1 ○ 2 兼3

3前 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

－ 12 0 0 3 1 兼5

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1 兼1

2後 2 ○ 1 兼1

2後 1 ○ 1

3前 1 ○ 1 兼1

2前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼2

2後 1 ○ 兼5

1前 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 1 ○ 1 兼1

2後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼2

2前 1 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 1 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 1 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 1 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 1 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 1 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼3

3後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3前 1 ○ 1

3後 2 ○ 1

4前 2 ○ 1

3前 1 ○ 1

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

4前 1 ○ 1

4後 1 ○ 1

4通 6 ○ 7 5 1

4通 6 ○ 7 5 1

3前 2 ○ 1

3後 1 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 1 ○ 1

3前 1 ○ 1

3後 1 ○ 1

3後 2 ○ 1

    小 計 (9科目)

基
礎
教
育
科
目

食品製造学Ⅰ

食品産業論

食品製造学Ⅱ

メニュー企画・開発論

フードサイエンス英語Ⅰ

解剖生理学

食品化学実験

 栄養教育論実習Ⅱ

実践TOEIC演習Ⅱ

オムニバス

－

 栄養教育論実習Ⅰ

給食管理学実習

食品産業論実習Ⅱ

統計学

給食管理論

 公衆栄養学

社会福祉概論

栄養教育論Ⅰ

 栄養教育論Ⅱ

実践TOEIC演習Ⅰ

オムニバス

校外実習

食品開発論

 調理学実習Ⅰ

調理学実習Ⅱ

 調理学

臨床栄養学概論

食品衛生学

食品産業論実習Ⅰ

食品加工学実習

生化学Ⅰ

解剖生理学実習

食品安全学 Ⅰ

臨床医学

調理科学

フードデザイン演習

基礎化学

食品化学

インターンシップ（フードマネジメント）

食物栄養科学概論

栄養資源開発論

初期演習Ⅰ

初期演習Ⅱ（食創造の可能性）

食品衛生学実験

食品学

食品学実験

食品加工学

生化学Ⅱ

公衆衛生学

卒業英語演習Ⅰ

基礎栄養学実験

メニュー企画・開発実習

官能評価・鑑別論

グローバル　レギュラトリー　サイエンス

バイオテクノロジー概論

食経営学

食マーケティング演習Ⅰ

食品安全学 Ⅱ

オムニバス

比較食文化論

フードビジネス論Ⅱ

調理科学実験

応用栄養学Ⅱ

食品安全学実験

応用栄養学Ⅰ

生化学実験

臨床栄養学実習

応用栄養学実習

卒業演習

卒業論文

卒業英語演習Ⅱ

食マーケティング演習Ⅱ

共同

HACCP管理実践論

マーケットリサーチ法

フードビジネス論Ⅰ

異文化コミュニケーション論

フードサイエンス英語Ⅱ

食品機能学

補完代替医学

基礎栄養学

専
門
教
育
科
目

3
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修

選
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・
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授
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授
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教

助
　
手

専任教員等の配置

備　　考科　　目　　区　　分

授業形態

授　業　科　目　の　名　称 配当年次

単位数

3前 2 ○ 1

3後 1 ○ 1

3後 1 ○ 1

3後 1 ○ 1

3後 2 ○ 1

4前 1 ○ 1 1

4前 2 ○ 1 1

4前 2 ○ 1 1

4前 2 ○ 1

4後 2 ○ 1

4後 1 ○ 1

4後 2 ○ 1

4後 2 ○ 1

4後 2 ○ 1

4後 2 ○ 1

4後 2 ○ 1

4通 6 ○ ○ 1 1

－ 80 73 0 7 5 1 兼22

－ 92 337 0 7 5 1 兼127

国際食流通論

食の国際理解

９０　　　　　分

－

学位又は学科の分野

国際食科学

１時限の授業時間

１学年の学期区分

学士（食創造科学）

合計(247科目)

（履修科目の登録の上限：50単位未満（年間））

家政関係学位又は称号

２　　　学　期

１５　　　　　週

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法

１学期の授業期間

授業期間等

実践英会話Ⅱ

　4年以上在学し、共通教育科目6単位以上、基礎教育科目の中から12単位、専門教育科目の中から
90単位以上、合計124単位以上を修得すること。なお、共通教育科目、基礎教育科目、専門教育科目
に開講される外国語科目を合計8単位以上を修得しなければならない。

    小 計 (85科目)

専
門
教
育
科
目

グローバルフード学

－

卒業演習（国際インターンシップ含む）

実践英会話Ⅴ

実験計画法演習

食品機器分析学実験Ⅱ

食品機器分析学

食品機器分析学実験Ⅰ

実践英会話Ⅳ

実践英会話Ⅲ

インターンシップ（フードイノベーション）

実践英会話Ⅰ

国際食科学演習

グローバルフード研修事前演習 オムニバス

オムニバス

オムニバス

オムニバス

4
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1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 〇 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 〇 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

教 育 課 程 等 の 概 要

（建築学部　建築学科）

科　　目　　区　　分 授　業　科　目　の　名　称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備　　考

芭蕉と旅

「心中天網島」の女房「おさん」

日本史の中の女性たち

共
通
教
育
科
目

基
礎
教
養
科
目
群

人
文
科
学
科
目

神話・伝説の世界から

平安朝文学の世界

芭蕉をめぐる人々

雨月物語に込められた情念

ミュージカル歌唱法

音楽の科学

先端芸術表現

自己発見アート

日本の画像文化論

日常生活からの哲学入門

現代フランスの音楽事情

歌舞伎鑑賞入門

日本の文化Ⅰ

日本の文化Ⅱ

未来造形

日本舞踊に学ぶ着付けと作法

ミュージカルの実践

社
会
科
学
科
目

差別と暴力のない世界をめざして

カウンセリングの実際

カウンセリングスキル

遊びの人類学

ＳＮＳから日本語を見る

心理学入門

実践カウンセリング

生涯福祉論

社会福祉とボランティア

人間関係の心理学

心理学実践演習

子育てと母性の気づき

現代社会と憲法

外国から見た日本社会のしくみ

福祉レクリエーションの実際

子育てと家族関係

「ふつう」を考える社会学

英語で学ぶやさしい経済学

英語で学ぶお金の知識

我々のくらしと日本の産業

環境心理学入門

都市形成のあゆみと都市生活

消費者生活論

日本経済のしくみ

生活の中の物理学

最先端物理学が描く宇宙

エコロジーと私たちのくらし

教養としての法律

暮らしと法律

生命科学入門

環境問題の歴史

科学技術の歩み

生命科学の基礎

微生物がつくる発酵食品の不思議

色彩情報

科学から考える衣服と生活

自
然
科
学
科
目

文化を創造する数学

科学への入門

1
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教 育 課 程 等 の 概 要

（建築学部　建築学科）

科　　目　　区　　分 授　業　科　目　の　名　称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備　　考

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼2

1前・後 1 ○ 兼2

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼2

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4後 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4後 1 ○ 兼1

4後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼3

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼3

1前・後 2 ○ 兼3

共
通
教
育
科
目

基
礎
教
養
科
目
群

国
際
理
解
科
目

韓国文化の理解

中国文化論

World English Ⅰ

World English Ⅱ

世界の中の日本人

国際協力入門

現
代
ト
ピ

ッ
ク
科

目 大学生活入門　

Japanese Culture Influence　Ⅰ

Japanese Culture Influence　Ⅱ

モラルジレンマから考える私

女性のためのマーケティング

ジ

ェ
ン
ダ
ー

科
目
群

アジアのなかのジェンダー

ジェンダーとアイデンティティー

女性と教育

メディアに見るジェンダー

日本語表現の基礎

自己アピールトレーニング

就活リテラシー

女性の身体とセクシュアリティ

女性と家族のゆくえ

文章表現の基礎

プレゼンテーションの基礎

英語コミュニケーションⅣ

英語リーディングⅠ

英語リーディングⅡ

女性のためのライフプランニング

言
語
・
情
報
科
目
群

言
語
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

　
　
　
科
目
群

ＴＯＥＩＣ演習Ⅱ

ＴＯＥＩＣ演習Ⅲ

ＴＯＥＦＬ演習

英語ライティングⅠ

英語ライティングⅡ

ＴＯＥＩＣ演習Ⅰ

Ｂａｓｉｃｓ for Presentation Ⅰ

Ｂａｓｉｃｓ for Presentation Ⅱ

Grammar for Communication

Speaking ＆ Listening Ⅰ

Speaking ＆ Listening Ⅱ

Speaking ＆ Listening Ⅲ

English for Careers

Reading ＆ Discussion

Current Events Ⅰ

Reading ＆ Writing

Presentation Ⅰ 

Presentation Ⅱ

Global Communication Ⅱ

Carrer Workshop 

Writing for Daily Use　

Current Events Ⅱ

Reading ＆ Critical Thinking　

Global CommunicationⅠ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅰ

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（建築学部　建築学科）

科　　目　　区　　分 授　業　科　目　の　名　称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備　　考

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼2

1前・後 4 ○ 兼1

1前・後 4 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 4 ○ 兼1

1前 4 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 〇 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 1 兼29

― 0 264 0 0 1 0 0 0 兼105

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1前 2 ○ 兼２

1後 2 ○ 兼２

2前 2 ○ 兼２

2後 2 ○ 兼２

1前 2 ○ 1

1後 2 ○ 2

－ 14 0 0 1 3 0 0 0 兼4

小　計　（153科目）

共
通
教
育
科
目

ハングルⅡ

手話 共同

特別英語演習Ⅰ 集中

言
語
・
情
報
科
目
群

言
語
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

イタリア語Ⅰ

イタリア語Ⅱ

スペイン語Ⅰ

ハングルⅠ

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

グラフィックデザイン基礎

フォトレタッチ基礎

Webデザイン応用

特別英語演習Ⅱ 集中

特別中国語演習Ⅰ 集中

特別中国語演習Ⅱ 集中

Scratchによるプログラミング

情報社会を生きる技術

Accessデータベース基礎

特別ハングル演習Ⅰ 集中

特別ハングル演習Ⅱ 集中

スポーツ実技（テニス）

スポーツ実技（ゴルフ）

スポーツ実技（ジャズダンス）

スポーツ実技（エアロビクス）

スポーツ実技（バレーボール）

データサイエンス入門

データサイエンス演習

スポーツと栄養

ダンス・ムーブメントセラピー

マッサージ実習

初年次ゼミ 学び発見ゼミ

― ―

スポーツ実技（遊びと障害）

スポーツ実技（ヨガ）

スポーツ実技（ビーチバレー）

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
 

科
目
群

健康・ス
ポーツ科
学科目

ス
ポ
ー

ツ
実
技
科
目

スポーツ実技（スリムエアロ）

スポーツ実技（ダンスエアロ）

スポーツ実技（軽スポーツ）

スポーツ実技（バドミントン）

基
礎
教
育
科
目

初期演習Ⅰ

初期演習Ⅱ（建築入門）

建築英語Ⅰ

建築英語Ⅱ

建築英語Ⅲ

建築英語Ⅳ

建築数学

建築物理 オムニバス

小　計　（８科目） － ―
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教 育 課 程 等 の 概 要

（建築学部　建築学科）

科　　目　　区　　分 授　業　科　目　の　名　称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備　　考

空間表現演習Ⅰ 1前 5 ○ 1 3 兼９

空間表現演習Ⅱ 1後 5 ○ 2 3 兼５

建築設計演習Ⅰ 2前 5 ○ 1 3 兼５

建築設計演習Ⅱ 2後 5 ○ 2 3 兼３

建築設計演習Ⅲ 3前 6 ○ 1 4 1 兼４

建築設計演習Ⅳ 3後 6 ○ 3 2 兼２

建築設計演習Ⅴ 4前 6 ○ 2 2 兼４

図学・情報基礎演習Ⅰ 1前 2 ○ 1 3 1 兼１

図学・情報基礎演習Ⅱ 1後 2 ○ 2 2 1 兼１

CAD・CG応用演習Ⅰ 2前 2 ○ 2 1

CAD・CG応用演習Ⅱ 2後 2 ○ 1 1

卒業研究 4後 6 ○ 6 7 1 1

現代建築論 1前 2 ○ 1 1

建築設計計画Ⅰ 2前 2 ○ 2 兼１

建築設計計画Ⅱ 2後 2 ○ 2 1 兼１

建築設計計画Ⅲ 3前 2 ○ 3 1

建築設計計画Ⅳ 3後 2 ○ 1 兼２

日本建築史 1前 2 ○ 1

世界建築史 1後 2 ○ 1 兼１

近代建築史 2前 2 ○ 兼1

建築環境工学Ⅰ 2前 2 ○ 1 兼１

建築環境工学Ⅱ 2後 2 ○ 1 兼１

建築環境工学実験 2後 2 ○ 1 兼３

建築環境工学Ⅲ 3後 2 ○ 1 兼１

建築設備Ⅰ 3前 2 ○ 兼２

建築設備Ⅱ 4前 2 ○ 兼２

建築構造力学Ⅰ 2前 2 ○ 1

建築構造力学Ⅱ 2後 2 ○ 1

地盤・振動論 4前 2 ○ 1 1 兼１

建築一般構造Ⅰ 1前 2 ○ 1 兼１

建築一般構造Ⅱ 3前 2 ○ 1 兼１

建築各種構造 3後 2 ○ 1

建築材料 3前 2 ○ 1

建築構造材料実験 3前 2 ○ 1 1 兼２

建築生産 3後 2 ○ 兼１

建築施工 4前 2 ○ 兼１

建築法規Ⅰ 1後 2 ○ 兼１

建築法規Ⅱ 3前 2 ○ 兼１

都市計画・デザイン論 2後 2 ○ 兼４

造園学 3後 2 ○ 兼１

測量実習 4前 2 ○ 兼１

建築フィールドワークⅠＡ 1前 1 ○ 5 7 1 1 兼１

建築フィールドワークⅠＢ 1後 1 ○ 5 7 1 1 兼１

建築フィールドワークⅡＡ 2前 1 ○ 6 7 1 1

建築フィールドワークⅡＢ 2後 1 ○ 6 7 1 1

建築フィールドワークⅢＡ 3前 1 ○ 6 7 1 1

建築フィールドワークⅢＢ 3後 1 ○ 6 7 1 1

建築フィールドワークⅣ 4前 1 ○ 6 7 1 1

海外研修 2後 2 ○ 1

－ 100 19 0 6 7 1 1 0 兼41

－ 114 283 0 6 7 1 1 0 兼148

オムニバス・共同

オムニバス・共同

オムニバス・共同

オムニバス・共同

オムニバス

オムニバス

オムニバス・共同

オムニバス・共同

オムニバス・共同

オムニバス・共同

オムニバス・共同

オムニバス

オムニバス

オムニバス

オムニバス

オムニバス

共同

オムニバス

オムニバス

オムニバス

オムニバス

オムニバス

小　計　（49科目） － ―

合　計　（210科目） － ―

共同

共同

共同

共同

共同

集中

専
門
教
育
科
目

オムニバス

オムニバス

共同

共同

オムニバス

オムニバス

オムニバス

オムニバス

オムニバス

　4年以上在学し、共通教育科目6単位以上（『基礎教養科目群』の中の「人文科学科目」及び「社会
科学科目からそれぞれ2単位以上）、基礎教育科目の中から14単位、専門教育科目の中から108単
位以上、合計128単位以上を修得すること。なお、基礎教育科目に開講される外国語科目を合計8単
位以上を修得しなければならない。

１学年の学期区分 ２　　　学　期

１学期の授業期間 １５　　　　　週

（履修科目の登録の上限：50単位未満（年間）） １時限の授業時間 ９０　　　　　分

学位又は称号 学士（建築学） 学位又は学科の分野 工学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

4
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1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 〇 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 〇 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

教 育 課 程 等 の 概 要

（建築学部　景観建築学科）

科　　目　　区　　分 授　業　科　目　の　名　称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備　　考

芭蕉と旅

「心中天網島」の女房「おさん」

日本史の中の女性たち

共
通
教
育
科
目

基
礎
教
養
科
目
群

人
文
科
学
科
目

神話・伝説の世界から

平安朝文学の世界

芭蕉をめぐる人々

雨月物語に込められた情念

ミュージカル歌唱法

音楽の科学

先端芸術表現

自己発見アート

日本の画像文化論

日常生活からの哲学入門

現代フランスの音楽事情

歌舞伎鑑賞入門

日本の文化Ⅰ

日本の文化Ⅱ

未来造形

日本舞踊に学ぶ着付けと作法

ミュージカルの実践

社
会
科
学
科
目

差別と暴力のない世界をめざして

カウンセリングの実際

カウンセリングスキル

遊びの人類学

ＳＮＳから日本語を見る

心理学入門

実践カウンセリング

生涯福祉論

社会福祉とボランティア

人間関係の心理学

心理学実践演習

子育てと母性の気づき

現代社会と憲法

外国から見た日本社会のしくみ

福祉レクリエーションの実際

子育てと家族関係

「ふつう」を考える社会学

英語で学ぶやさしい経済学

英語で学ぶお金の知識

我々のくらしと日本の産業

環境心理学入門

都市形成のあゆみと都市生活

消費者生活論

日本経済のしくみ

生活の中の物理学

最先端物理学が描く宇宙

エコロジーと私たちのくらし

教養としての法律

暮らしと法律

生命科学入門

環境問題の歴史

科学技術の歩み

生命科学の基礎

微生物がつくる発酵食品の不思議

色彩情報

科学から考える衣服と生活

自
然
科
学
科
目

文化を創造する数学

科学への入門

1
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教 育 課 程 等 の 概 要

（建築学部　景観建築学科）

科　　目　　区　　分 授　業　科　目　の　名　称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備　　考

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

１後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼2

1前・後 1 ○ 兼2

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼2

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4後 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼1

4後 1 ○ 兼1

4後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼3 

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼2 

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼3

1前・後 2 ○ 兼3

共
通
教
育
科
目

基
礎
教
養
科
目
群

国
際
理
解
科
目

韓国文化の理解

中国文化論

World English Ⅰ

World English Ⅱ

世界の中の日本人

国際協力入門

現
代
ト
ピ

ッ
ク
科

目 大学生活入門　

Japanese Culture Influence　Ⅰ

Japanese Culture Influence　Ⅱ

モラルジレンマから考える私

女性のためのマーケティング

ジ

ェ
ン
ダ
ー

科
目
群

アジアのなかのジェンダー

ジェンダーとアイデンティティー

女性と教育

メディアに見るジェンダー

日本語表現の基礎

自己アピールトレーニング

就活リテラシー

女性の身体とセクシュアリティ

女性と家族のゆくえ

文章表現の基礎

プレゼンテーションの基礎

英語コミュニケーションⅣ

英語リーディングⅠ

英語リーディングⅡ

女性のためのライフプランニング

言
語
・
情
報
科
目
群

言
語
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

　
　
　
科
目
群

ＴＯＥＩＣ演習Ⅱ

ＴＯＥＩＣ演習Ⅲ

ＴＯＥＦＬ演習

英語ライティングⅠ

英語ライティングⅡ

ＴＯＥＩＣ演習Ⅰ

Ｂａｓｉｃｓ for Presentation Ⅰ

Ｂａｓｉｃｓ for Presentation Ⅱ

Grammar for Communication

Speaking ＆ Listening Ⅰ

Speaking ＆ Listening Ⅱ

Speaking ＆ Listening Ⅲ

English for Careers

Reading ＆ Discussion

Current Events Ⅰ

Reading ＆ Writing

Presentation Ⅰ 

Presentation Ⅱ

Global Communication Ⅱ

Carrer Workshop 

Writing for Daily Use　

Current Events Ⅱ

Reading ＆ Critical Thinking　

Global CommunicationⅠ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅰ

2



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

教 育 課 程 等 の 概 要

（建築学部　景観建築学科）

科　　目　　区　　分 授　業　科　目　の　名　称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備　　考

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼2

1前・後 4 ○ 兼1

1前・後 4 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 4 ○ 兼1

1前 4 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 〇 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1前・後 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前・後 2 ○ 3 兼27

― 0 264 0 3 0 0 0 0 兼103

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1前 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼2

2前 2 ○ 兼2

2後 2 ○ 兼2

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼2 オムニバス

生態学 1後 2 ○ 兼1

－ 16 0 0 0 1 0 0 0 兼7

1前 4 ○ 4 1 1 兼13 オムニバス・共同

設計基礎演習 1後 4 ○ 4 1 1 兼1 オムニバス・共同

景観建築設計演習Ⅰ 2前 4 ○ 5 オムニバス・共同

景観建築設計演習Ⅱ 2後 4 ○ 5 1 オムニバス・共同

景観建築設計演習Ⅲ 3前 6 ○ 6 オムニバス・共同

景観建築設計演習Ⅳ 3後 6 ○ 5 1 兼2 オムニバス・共同

景観建築設計演習Ⅴ 4前 6 ○ 4 1 兼2 オムニバス・共同

景観映像情報基礎 1前 2 ○ 1

測量学実習 1後 2 ○ 兼2 オムニバス

景観映像情報演習Ⅰ 2前 2 ○ 1

景観映像情報演習Ⅱ 2後 2 ○ 1 1 オムニバス

卒業研究 4後 6 ○ 7 1 1 共同

ハングルⅡ

手話 共同

特別英語演習Ⅰ 集中

共
通
教
育
科
目

言
語
・
情
報
科
目
群

言
語
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

イタリア語Ⅰ

イタリア語Ⅱ

スペイン語Ⅰ

ハングルⅠ

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

科
目

グラフィックデザイン基礎

フォトレタッチ基礎

Webデザイン応用

特別英語演習Ⅱ 集中

特別中国語演習Ⅰ 集中

特別中国語演習Ⅱ 集中

Scratchによるプログラミング

情報社会を生きる技術

Accessデータベース基礎

特別ハングル演習Ⅰ 集中

特別ハングル演習Ⅱ 集中

スポーツ実技（テニス）

スポーツ実技（ゴルフ）

スポーツ実技（ジャズダンス）

スポーツ実技（エアロビクス）

スポーツ実技（バレーボール）

データサイエンス入門

データサイエンス演習

スポーツと栄養

ダンス・ムーブメントセラピー

マッサージ実習

初年次ゼミ 学び発見ゼミ

小　計　（153科目） ― ―

スポーツ実技（遊びと障害）

スポーツ実技（ヨガ）

スポーツ実技（ビーチバレー）

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
 

科
目
群

健康・ス
ポーツ科
学科目

ス
ポ
ー

ツ
実
技
科
目

スポーツ実技（スリムエアロ）

スポーツ実技（ダンスエアロ）

スポーツ実技（軽スポーツ）

スポーツ実技（バドミントン）

小　計　（９科目） － ―

表現基礎演習

基
礎
教
育
科
目

初期演習Ⅰ

初期演習Ⅱ（景観建築入門）

景観建築英語Ⅰ

景観建築英語Ⅱ

景観建築英語Ⅲ

景観建築英語Ⅳ

景観建築数学

景観建築物理

専
門
教
育
科
目

3
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教 育 課 程 等 の 概 要

（建築学部　景観建築学科）

科　　目　　区　　分 授　業　科　目　の　名　称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備　　考

日本建築史 1前 2 ○ 兼1

世界建築史 2前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

近代建築史 2後 2 ○ 1

建築計画 2前 2 ○ 1 1 オムニバス

建築環境工学Ⅰ 2後 2 ○ 兼2 オムニバス

建築環境工学Ⅱ 3後 2 ○ 兼2 オムニバス

建築設備 4前 2 ○ 兼2 オムニバス

構造力学Ⅰ 2前 2 ○ 兼1

構造力学Ⅱ 2後 2 ○ 兼1

建築一般構造Ⅰ 1後 2 ○ 1 兼1 オムニバス

建築一般構造Ⅱ 3前 2 ○ 1 兼1 オムニバス

建設材料 3前 2 ○ 兼1

建築生産 3前 2 ○ 兼1

建築施工 3後 2 ○ 兼1

建築法規Ⅰ 2後 2 ○ 兼1

建築法規Ⅱ 3後 2 ○ 兼1

測量学 1後 2 ○ 兼2 オムニバス

都市計画 3前 2 ○ 1

環境職業倫理 4前 2 ○ 兼3 オムニバス

土質力学 3前 2 ○ 兼1

水理学 3後 2 ○ 兼1

自然環境保全学 2後 2 ○ 兼3 オムニバス

文化遺産保全学 3後 2 ○ 兼2 オムニバス

流域保全学 3後 2 ○ 兼1

日本庭園史 1前 2 ○ 兼1

世界庭園史 2前 2 ○ 兼1

景観建築原論 2前 2 ○ 1

景観緑地計画論 3前 2 ○ 兼3 オムニバス

景観設計施工技術 3後 2 ○ 兼1

景観建築植物学 1前 2 ○ 1

景観建築植物実習Ⅰ 1前 1 ○ 1 兼3 オムニバス・共同

景観建築植物実習Ⅱ 1後 1 ○ 1 兼3 オムニバス・共同

建築都市緑化実習Ⅰ 2前 1 ○ 1 兼4 オムニバス・共同

建築都市緑化実習Ⅱ 2後 1 ○ 1 兼3 オムニバス・共同

建築都市緑化実習Ⅲ 3前 1 ○ 1 兼2 オムニバス・共同

建築都市緑化実習Ⅳ 3後 1 ○ 1 兼3 オムニバス・共同

景観建築特別実習Ⅰ 1前 1 ○ 1 兼1 共同・集中

2前 1 ○ 1 兼1 共同・集中

景観建築フィールドワークⅠＡ 1前 1 ○ 4 1 1 共同

景観建築フィールドワークⅠＢ 1後 1 ○ 4 1 1 共同

景観建築フィールドワークⅡＡ 2前 1 ○ 7 1 1 共同

景観建築フィールドワークⅡＢ 2後 1 ○ 7 1 1 共同

景観建築フィールドワークⅢＡ 3前 1 ○ 7 1 1 共同

景観建築フィールドワークⅢＢ 3後 1 ○ 7 1 1 共同

景観建築フィールドワークⅣ 4前 1 ○ 7 1 1 共同

－ 92 31 0 7 1 0 1 0 兼55

－ 108 295 0 7 1 0 1 0 兼162

景観建築特別実習Ⅱ

小　計　（57科目） － ―

（履修科目の登録の上限：50単位未満（年間）） １時限の授業時間 ９０　　　　　分

専
門
教
育
科
目

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

　4年以上在学し、共通教育科目6単位以上（『基礎教養科目群』の中の「人文科学科目」及び「社会科
学科目からそれぞれ2単位以上）、基礎教育科目の中から16単位、専門教育科目の中から106単位以
上、合計128単位以上を修得すること。なお、基礎教育科目に開講される外国語科目を合計8単位以上
を修得しなければならない。

１学年の学期区分 ２　　　学　期

１学期の授業期間 １５　　　　　週

合　計　（219目） － ―

学位又は称号 学士（景観建築学） 学位又は学科の分野 工学関係
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

① 学生の確保の見通し 

 

ア 定員充足の見込み 

 １ 入学定員設定の考え方 

 １）食物栄養科学部 

  食物栄養科学部食物栄養学科及び食創造科学科の入学定員設定の考え方は、既設の 

 生活環境学部食物栄養学科の志願状況や就職状況を踏まえるとともに、兵庫県をはじ 

 めとする設置圏域（大阪府、京都府、奈良県）の高等学校及び中学校の在籍者数、高 

 等学校を卒業した者の大学進学状況、類似学部等の設置状況や受験者動向、本学への 

 求人実績や卒業生の採用実績がある企業等の団体を対象とした人材需要調査の結果 

 などを総合的に勘案したうえで、十分な定員充足を見込むことができる入学定員とし 

 て、食物栄養学科 200人（3 年次編入学定員を 10人）、食創造科学科 80人（3年次 

 編入学定員を 5人）と設定した。 

  なお、令和 2年度に食物栄養科学部が設置された場合、既設の生活環境学部食物栄 

 養学科（入学定員 200人、3 年次編入学定員を 10人）は募集停止し在学生の卒業を 

 待って廃止することとしている。 

 

生活環境学部食物栄養学科  

 

⇒ 

食物栄養科学部食物栄養学科 

入学定員 編入学定員 収容定員 入学定員 編入学定員 収容定員 

  人 

 

200 

   人 

3年次 

  10 

   人 

 

820 

   人 

 

200 

   人 

3年次 

  10 

   人 

 

820 

  

 

 

食物栄養科学部食創造科学科 

   入学定員 編入学定員 収容定員 

      人 

 

80 

   人 

3年次 

  5 

   人 

 

330 

 

 



2 
 

 ２）建築学部 

  建築学部建築学科及び景観建築学科の入学定員設定の考え方は、学部教育の特色で

ある「1人 1台専用の製図机とパソコンを備えたスタジオを有する、少人数制で演習

中心の実践的かつ創造的な教育課程」を可能とする定員規模とすることを前提として

いる。そのうえで、既設の生活環境学部建築学科の志願状況や就職状況や、兵庫県を

はじめとする設置圏（大阪府、京都府、奈良県）の高等学校及び中学校の在籍者数、

高等学校を卒業した者の大学進学状況、類似学部等の設置状況や受験者動向を確認し、

さらには、兵庫県を中心に所在する高等学校の在校生に対する進学需要調査の結果に

加えて、本学への求人実績や卒業生の採用実績がある教育機関等を対象とした人材需

要調査の結果などを総合的に勘案したうえで、十分な定員充足を見込むことができる

入学定員として、建築学科 45人、景観建築学科 40人、合計 85人に設定した。 

なお、令和 2年度に建築学部が設置された場合、既設の生活環境学部建築学科（入

学定員 40人）は募集停止し在学生の卒業を待って廃止することとしている。 

 

＜建築学部設置に伴う定員変更の概要＞ 

生活環境学部建築学科  

 

⇒ 

建築学部建築学科 

入学定員 編入学定員 収容定員 入学定員 編入学定員 収容定員 

  人 

40 

   人 

  － 

   人 

160 

   人 

45 

   人 

  － 

   人 

180 

  

 

 

建築学部建築学科 

   入学定員 編入学定員 収容定員 

      人 

40 

   人 

  － 

   人 

160 
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 ２ 定員超過率が０．７倍未満の学科について 

令和元年度の入試の結果を受けて、併設する武庫川女子大学短期大学部食生活学

科（以下、「本学科」という。）の平均入学定員超過率が 0.7 倍未満（0.59 倍）とな

る。 

これまで本学では、平成 20 年 11 月から平成 25 年３月までの間、「短期大学改革

計画策定委員会」を組織していた。さらに平成 27 年４月からは副学長を委員長に、

開設する７学科の学科長、共通教育科長、教務部長、入試センター長、学生部長、

キャリアセンター長、法人室長、広報室長、教育開発支援室長からなる「短大改革

委員会」を改めて学内に組織し、①短期大学教育の特色化に関する事項、②学生の

学力向上のための方策の策定及び実施に関する事項、③広報活動に関する事項、④

４年制大学への編入学に関する事項、⑤入口・出口調査、社会のニーズ調査、他短

大調査、その他調査の実施とその分析に関する事項、⑥その他、学長の諮問する事

項及び委員会が必要と認めた事項について、鋭意検討を重ね、学生確保に努力して

きている。 

今回、定員超過率が 0.7倍未満となる本学科は、昭和 26年家政科家政専攻（入学

定員 40 人）の開設に遡るが、その後入学定員は、昭和 30 年度から 80 人、昭和 35

年度から 240 人、昭和 39 年度から 360 人、昭和 58 年度から 540 人と増員してきた

が、全国的に短大離れが急速に進むにあわせ、平成６年度から 340人、平成 14年度

から 180人、平成 18年度から現在の 160人へと減少させ、常にレベルの維持・確保

に努めてきた。しかしながら、本学科における直近５年間の志願者数は、平成 27年

度が 596人（志願倍率 3.72倍）、平成 28年度が 581人（志願倍率 3.63 倍）、平成 29

年度が 590人（志願倍率 3.68倍）、平成 30年度が 438人（志願倍率 2.73 倍）、平成

31 年度が 441 人（志願倍率 2.75 倍）となっており、また入学者については平成 27

年度が 156人（入学定員超過率は 0.97 倍）、平成 28年度が 128人（入学定員超過率

は 0.80 倍）、平成 29 年度が 126人（入学定員超過率は 0.78 倍）、平成 30 年度が 98

人（入学定員超過率は 0.61 倍）、令和元年度は 94 人（入学定員超過率は 0.58 倍）

と減少傾向に歯止めがかからない状況に陥っている。 

特に平成 30年度の急激な落ち込みは、近隣大学に栄養系学部が開設されたことに

より、本学科を志願する生徒の学力レベルであれば、近隣の４年制大学の栄養系学

部に合格する力を有していること、また本学の生活環境学部食物栄養学科への３年

次編入学の定員が 10人という狭き門であることもあって、短大に入学せず、当初か

ら４年制で管理栄養士受験資格が取得できる近隣の大学への入学を優先的に選択し

たのが大きな理由であると判断している。 
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全国的な短大離れが進み、志願者数や質の高い入学者の確保が厳しい状況に晒さ

れるなか、入学定員を充足させるためには、入試の合否ラインをさらに引き下げな

ければならず、永年にわたって築いてきた学科の学力レベルの維持・確保が極めて

困難な状況になってきている。 

これらのことを踏まえ、令和 2 年度より大学の生活環境学部の「食物栄養学科」

を「食物栄養科学部」に分離するとともに、新たに「食創造科学科（入学定員 80人、

3 年次編入学定員 5 人）」を開設する学部設置構想とあわせて、本学科の入学定員を

160 人から 80人に減じることとしている。 

 

○短期大学部食生活学科の直近 5年間の志願者・入学者等の状況 

年 度 
入学 

定員 
志願者 

志願 

倍率 
入学者 

定員 

超過率 

平成27年度  

 

160 

596 3.72 156 0.97 

平成28年度 581 3.63 128 0.80 

平成29年度 590 3.68 126 0.78 

平成30年度 438 2.73 98 0.61 

令和元年度 441 2.75 94 0.58 

平 均  529 3.30 121 0.75 

註 1．志願倍率＝志願者÷入学定員 

註 2．直近 2年間の平均入学定員超過率は、0.59 倍 

（平成 30年度 0.61倍＋令和元年度 0.58倍）÷ ２ 
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イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

 

〔食物栄養科学部・建築学部 共通〕 

 １ 私立大学における 1年次女子人数の状況 

平成 30 年度学校基本調査によると、私立大学の１年次に在籍する女子学生数は

235,693人、男子学生数は 268,530人、合計すると 504,223人で女子構成比は 46.7％

であった。一方、平成 12 年度では女子学生数は 183,083 人、男子学生数は 296,195

人、合計すると 479,278人で女子構成比は 38.2％であった。女子学生数は 52,610人

増であるのに対し、男子学生数は 27,665 人減であり、全体に占める女子構成比は

8.5％上昇した。このように中長期的にみると、全体では少子化傾向が進展している

ことは否定できないものの、女子の進学率は上昇傾向にあり、大学進学者数全体の

増加に寄与していることがうかがえる。 

【資料１：私立大学における男女別・1年次人数及び女子構成比の推移 参照】 

 

２ 本学の設置圏域における学生確保の見込み 

１） 本学が学生確保の基盤とする地域 

本学の直近 5 年（平成 27～令和元年度）入学者の出身高校の所在地を確認したと

ころ、88.5％が近畿 2 府 4 県の高等学校卒業者であった。特に、本学の設置圏域と

いえる、兵庫県、大阪府の高校からの入学者が大半を占めており、次いで奈良県、

京都府となっている。これら 2 府 2 県から 86.2％の学生が入学しており、すなわち

本学が学生確保の基盤としているのは、兵庫県、大阪府、奈良県、京都府である こ

とが確認できる。 

【資料２：武庫川女子大学入学者のうち、近畿 2府 4県の高等学校卒業者の入学状況

（直近 5年）】 】 

２） 学生確保の基盤とする地域における完成年度までの大学受験対象者の状況 

平成 30年度学校基本調査によると、食物栄養科学部ならびに建築学部の開設初年

度（令和 2 年度）に大学受験対象者となる兵庫県、大阪府、奈良県、京都府の高等

学校に在籍している 2年生の女子の生徒数は合計 78,401人、学部開設 2年目（令和

3年度）に受験対象者となる兵庫県、大阪府、奈良県、京都府の高等学校に在籍して

いる 1年生の女子の生徒数は合計 78,182人となっている。さらに、学部開設 3年目

（令和 4 年度）に受験対象者となる兵庫県、大阪府、奈良県、京都府の中学校に在

籍している 3年生の女子の生徒数は 79,165人、学部開設 4年目（令和 5年度）に受
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験対象者となる兵庫県、大阪府、奈良県、京都府の中学校に在籍している 2 年生の

女子の生徒数は 77,616人となっている（学部開設 3年目（令和 4年度）、学部開設 4

年目（令和 5年度）の女子は中学生だが、平成 30年 3月の兵庫県、大阪府、奈良県

、京都府の中学校を卒業した女子の高等学校等への進学率の平均は 99.0％のため、

同等数の女子が将来、大学受験対象者になると推察される）。 

以上のことから 開設初年度（令和 2 年度）から学部開設 4 年目（令和 5 年度）の

完成年度を迎えるまで、兵庫県、大阪府、奈良県、京都府の女子の大学受験対象者

は 7万人台後半を維持している ことが分かる。 

【資料３：設置圏域の高等学校及び中学校の女子の在籍者数 参照】 

一方、平成 30年度学校基本調査によると、全国の高等学校を卒業した女子の過去

3 年間の大学等進学状況は、平成 28 年 3 月は卒業者数 527,550 人のうち大学等進学

者数は 301,923人で大学等進学率は 57.2％、平成 29年 3月は卒業者数 532,283人の

うち大学等進学者は 305,096人で大学等進学率は 57.3％、平成 30年 3月は卒業者

数 524,159人のうち大学等進学者は 302,353人で大学等進学率は 57.7％であった。 

それに対して、兵庫県内の高等学校を卒業した女子の過去３年間の大学等進学状

況は、平成 28年 3月は卒業者数 23,301人のうち大学等進学者は 14,826 人で大学等

進学率は 63.6％、平成 29年 3月は卒業者数 23,866 人のうち大学等進学者は 15,243

人で大学等進学率は 63.9％、平成 30 年 3 月は卒業者数 23,418 人のうち大学等進学

者は 15,135 人で大学等進学率は 64.6％となっており、全国水準を 6.4～6.9 ポイン

ト上回った。 

大阪府内の高等学校を卒業した女子の過去３年間の大学等進学状況は、平成 28年

3月は卒業者数 37,248人のうち大学等進学者は 23,305人で大学等進学率は 62.6％、

平成 29年 3月は卒業者数 38,514人のうち大学等進学者は 23,796人で大学等進学率

は 61.8％、平成 30年 3月は卒業者数 37,703人のうち大学等進学者は 23,227 人で大

学等進学率は 61.6％となっており、全国水準を 3.9～5.4ポイント上回った。 

奈良県内の高等学校を卒業した女子の過去 3年間の大学等進学状況は、平成 28年

3 月は卒業者数 5,876 人のうち大学等進学者は 3,693 人で大学等進学率は 62.8％、

平成 29年３月は卒業者数 5,958人のうち大学等進学者は 3,735人で大学等進学率は

62.7％、平成 30年 3月は卒業者数 5,950人のうち大学等進学者は 3,669人で大学等

進学率は 61.7％となっており、全国水準を 4.0～5.6 ポイント上回った。 

京都府内の高等学校を卒業した女子の過去３年間の大学等進学状況は、平成 28年

3 月は卒業者数 11,385 人のうち大学等進学者は 7,828 人で大学等進学率は 68.8％、
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平成 29 年 3 月は卒業者数 11,907 人のうち大学等進学者は 8,147 人で大学等進学率

は 68.4％、平成 30 年 3月は卒業者数 11,658 人のうち大学等進学者は 8,047 人で大

学等進学率は 69.0％となっており、全国水準を 11.1～11.6 ポイント上回った。 

【資料４：設置圏域の高等学校を卒業した女子の大学進学状況 参照】 

以上の点をまとめると、本学が食物栄養科学部ならびに建築学部の開設を予定す

る令和 2 年度から完成年度を迎える令和 5 年度まで、設置圏域には毎年７万人台後

半の大学受験対象者が存在する。また、設置圏域は女子の大学等進学意欲は全国水

準を上回っていることから、完成年度まで安定した学生確保の見通しがあるものと

考えられる。 

３） 学生確保の基盤とする地域における中長期的な大学受験対象者の状況 

完成年度以降の中長期的な学生確保の見通しを考察するため、平成 27年度国勢調

査を参考に分析を行った。具体的には本学が食物栄養科学部及び建築学部を設置予

定の令和 2 年度から令和 16 年度までの 15 年間の、大学進学対象となる女子数推移

予測を行った。前提として、学校基本調査で公表される高校生人数は全日制・定時

制高校の在学者数を元としているのに対し、国勢調査では各都道府県市町村におい

て住民登録等を行う者が年齢別に算出されている。そのため 国勢調査の地域ごとの

人数には、通信制・単位制高校通学者、県外高校への通学者、就労者等を含むが、

長期的な少子化進展の規模や傾向をさまざまな観点から考察する上では有効と判断

した。 

食物栄養科学部及び建築学部を設置予定の令和２年度は、大学進学時期を迎える

者（18 歳人口）は男女合計では全国で 1,168,566人であるのに対し、開設 15年目の

令和 16年度は 957,190人で人数比は 81.9％となる見込みである。兵庫県では 52,879

人から 41,276 人で 78.1％、大阪府では 82,316 人から 66,512 人で 80.8％、奈良県

では 13,207人から 9,433人で 71.4％、京都府では 23,124人から 18,542人で 80.2％

で、兵庫県・大阪府・奈良県・京都府の合計では 171,526人から 135,763人で 79.2％

である。女子のみでみると、全国では 569,313 人から 468,544 人で 82.3％、兵庫県

では25,741人から20,194人で78.5％、大阪府では40,151人から32,715人で81.5％、

奈良県では 6,472 人から 4,594 人で 71.0％、京都府では 11,360 人から 9,015 人で

79.4％で、兵庫県・大阪府・奈良県・京都府の合計では 83,724 人から 66,518 人で

79.4％である。女子のみでは男女合計よりはわずかに減少率は緩やかとなっている

が、18 歳人口は今後 15年間で概ね２割減となる見込みである。 

なお食物栄養科学部を設置予定の本学中央キャンパスは、阪神電鉄の鳴尾駅から
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徒歩 7分の立地で、神戸三宮駅・梅田駅からキャンパスまで 30分圏内、同様に建築

学部を設置予定の上甲子園キャンパスは、ＪＲ甲子園口駅から徒歩 10 分の立地で、

ＪＲ三ノ宮駅・大阪駅からキャンパスまで 30分圏内の通学至便な立地である。 

神戸三宮駅・大阪梅田駅間を結ぶ阪神電鉄、ＪＲ三ノ宮駅・大阪駅間を結ぶＪＲ

神戸線はともに、日本屈指の都市圏である阪神地域（神戸市、芦屋市、西宮市、尼

崎市、大阪市）を東西に連ねている。本学の学生はこの地域在住の者が特に多い。

この 阪神地域の女子のみをみると、令和２年度に大学進学時期を迎える者は 21,098

人であるのに対し、令和 16 年度は 19,633 人で令和 2 年度比 93.1％である。このよ

うに全国水準から照らし合わせると、学生確保の基盤とする地域においてはその減

少率は小幅に留まる ことがわかる。しかしながら、今後進展する少子化の影響は比

較的小幅とはいえ、免れるものではないため、長期的かつ安定的な学生確保と定員

充足、さらには学生の質担保を維持するために、食物栄養科学部および建築学部設

置当初より少子化進展を踏まえた後述「学生確保に向けた具体的な取組状況」に記

載の広報展開を積極的に行っていく こととしている。 

【資料５：大学進学対象となる女子数 推移予測（令和２年度～令和１６年度）】 

 

 ３ 本学における志願・受験・合格・入学者数の動向 

本学既設学科の直近５年（平成 27～令和元年度）の総志願者数は、文学部、教育

学部、健康・スポーツ科学部、生活環境学部、音楽学部、薬学部（６年制）、薬学部

（４年制）、看護学部の全学科の入学定員 9,005人（平成 27～令和元年度の入学定員

合計）に対して 99,481人であった。入学定員に対する志願倍率は平均で 11.05倍で

ある。実質的な競争倍率である合格者数に対する受験者数の受験倍率でみても平均

で 3.59 倍と高い水準となっている。なお、平成 27 年度からの５年間の平均入学定

員超過率は 1.02倍に抑えられており、高水準の志願倍率、受験倍率を維持しながら

も適切な定員管理を行っている。 

【資料６：武庫川女子大学への志願・受験・合格・入学者数（直近５年）】 
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〔食物栄養科学部〕 

 １ 私立大学の家政系における 1年次女子人数の状況 

平成 30年度学校基本調査によると、私立大学の家政系学部の１年次に在籍する女

子学生数は 15,354人であった。年次推移を見ると、平成 12年度が 10,006人であり、

現時点までの女子学生数の推移は順調に推移し、過去５年間でも 15,000人を下回る

ことはなく、家政系学部に在籍する女子学生数は、中長期的にも安定していること

が分かる。 

【資料７：私立大学における学科分野別の１年次女子数の推移 参照】 

 

２ 私立大学の食物栄養科学部における 1年次女子人数の状況 

日本私立学校振興・共済事業団の発行する「平成 30 年度私立大学・短期大学等

入学志願動向」によると、平成 30年度時点で家政学を専攻する学部は 81学部であ

り、入学定員 17,254人に対し志願者は 77,099人、入学定員充足率は 97.46％であ

るが、その家政学の分野の中でも、健康栄養学部、栄養科学部については、13 学

部、入学定員 1,590 人に対し志願者は 6,087 人、入学定員充足率は 103.33％であ

る。平成 26～30 年度（過去５年間）においても、健康栄養学部、栄養科学部にお

いては、入学定員充足率は 104％以上を堅持している。私立大学の約４割が定員未

充足と言われる今日においても安定した志願者数の確保と定員充足の状況を維持

している。 

【資料８：私立大学「健康栄養学部」「栄養科学部」の志願者・入学者動向 参照】 

 

３ 近隣の競合大学における状況 

生活環境学部食物栄養学科と併願を希望されている大学を、設置を計画している

食物栄養科学部との競合校として特定した。具体的には、毎年 9 月に実施している

「ベネッセ・駿台マーク模試」において、平成 29 年度、平成 30 年度の２カ年とも

に、本学の生活環境学部食物栄養学科と併願状況にある上位 5 校までに入っている

大学を以下のとおり特定した（株式会社進研アドからのデータ提供による）。 

国公立（前期日程） 

① 兵庫県立大学 環境人間学部 食環境栄養課程 

② 奈良女子大学 生活環境学部 食物栄養学科 

③ 京都府立大学 生命環境学部 食保健学科 

④ 大阪市立大学 生命科学部 食品栄養科学科       以上４大学 
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私立    

① 同志社女子大学 生活科学部 食物栄養学科 管理栄養士専攻 

② 京都女子大学 家政学部 食物栄養学科 

③ 神戸女子大学 家政学部 管理栄養士課程         以上３大学 

競合が予想される国公立大学 4 校の最近 3 年間の一般入試状況は、平均で志願者

数 586 人に対して合格者 128人、倍率（志願者÷合格者）4.6倍となっている。また、

私立大学 3 校の最近 3 年間の一般入試及びセンター併用試験を合計した状況は、平

均で志願者数 3,682人に対して合格者 718人、倍率（志願者÷合格者）5.1倍となっ

ている。 

また、新たに設置を予定している食創造科学科では、管理栄養士の取得を目的と

するのではなく、国内外の食産業界で第六次産業をグローバルな発想力で企画運営

のできる人材の育成を目的としている。その観点から近隣の競合校を確認すれば次

の 2校となることが考えられる。 

 ①立命館大学 食マネジメント学部 食マネジメント学科 

 ②同志社女子大学 生活科学部食物栄養学科 食物科学専攻 

以上 2校の志願者動向をみると、過去３年間の平均志願倍率が 4倍を超えており、

立命館大学においては入学定員 320人に対して 10倍を超える多くの志願者を集めて

いる。 

以上のように、食物栄養科学部食物栄養学科及び食創造科学科ともに、18 歳人口

の減少期に至っている近年においても安定した志願者数の確保ができている状況に

あることが伺える。 

【資料９：想定される競合大学の志願者動向と定員充足状況（食物栄養科学部 参照】 

 

４ 食物栄養科学部食物栄養学科における志願・受験・合格・入学者数の動向 

生活環境学部食物栄養学科における過去５年の入試動向をみてみると、５年平均

の志願倍率は 15.29倍、受験倍率も 5.37倍と大学全体の平均（3.59倍）を上回る値

となっている。なお、平成 30年度においては、定員未充足となっているが、これは

定員超過率を適正化するためのものであり、多くの志願者や受験者を確保している。 

さらに、3 年次編入学については、過去 5 年間（平成 27～令和元年度）において

定員 10人に対して平均 31人以上の志願者を集めている。 

多くの志願者を集めている最大の理由は管理栄養士国家試験の合格率と栄養士資

格の取得率の高さであると言っても過言ではない。直近４年間の管理栄養士国家試
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験の合格率は平均 97.4％で、栄養士の資格取得者は平成 27年度以降の 4年間、卒業

生全員が取得している。 

【資料１０：武庫川女子大学 生活環境学部 食物栄養学科への 

志願・受験・合格・入学者数（直近５年）】 

【資料１１：管理栄養士及び栄養士 取得者数（過去５年） 参照】 

【資料１２：管理栄養士 国家試験結果 （合格者数順）】 

 

 ５ 短期大学から４年制大学志向への対応 

近年の動向として、短期大学から４年制大学への入学志向が高まっていることが

確認できている。 

本学が併設する短期大学部においても同様の傾向がみられる。具体的には、短大

食生活学科に合格しながらも、４年制の他大学に合格したため、短大食生活学科の

入学を選択肢なかった受験生が多数存在している。その結果、同学科は今や入学定

員超過率が 0.59倍にまで低下している。 

本学では短大食生活学科に合格し入学金を納入したのにもかかわらず、他大学に

合格したため、入学辞退を申請した合格者について、任意で進学先の情報提供を求

めている。それによると、本学の生活環境学部食物栄養学科に合格した学生の多く

が短大入学を辞退している。また、他の４年制大学に合格した場合も同様の結果が

みられる。なおこの入学辞退者の進学先は資料９で導き出した競合校であった。 

この度、学生の４年制大学志向の高まりに応えるという観点から、大学の収容定

員増に併せて、併設する短大食生活学科の入学定員を 80人減ずることを予定してい

る。今回、示す資料は、早期に短大食生活学科に合格し、他の４年制大学の合否結

果を待っての受験生の行動であるが、この度、食創造科学科を設置することで、志

願の段階から食創造科学科と食物栄養学科との併願やこれらと短大食生活学科の併

願志望も期待できる。食創造科学科が食物栄養学科や短大受験生の新たな進学先と

なることから、食創造科学科は、学生確保が可能であるものと期待できる。 

 【資料１３：男女別にみた１８歳人口および大学等進学状況推移 参照】 

 【資料１４：令和元年度 入学辞退者分析（抜粋） 参照】 
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 ６ 食物栄養科学部食物栄養学科ならびに食創造科学科への編入学 

これまでの食物栄養学科での編入学実績を踏まえ、食物栄養学科の 3 年次編入学

定員は 10人、食創造科学科の 3年次編入学定員は 5人に設定している。主な受験層

は本学短期大学部食生活学科の学生が対象となる。現在在学する食生活学科（1・2

年生）は食物栄養科学部の食物栄養学科や食創造科学科の 3 年次に編入することは

叶わないが、現状で可能な限りの客観的データとするため、進学意向に関するアン

ケート調査を令和元年 5月に実施した。 

その結果は、以下のとおり、食物栄養学科、食創造科学科ともに編入学定員を上

回る入学意向が確認できた。 

短大１年生（回答数：93人）  ※複数選択を不可とした入学意向 

               「入学したい」    3年次編入学定員  

  食物栄養科学部 食物栄養学科 24人  10人 

  食物栄養科学部 食創造科学科 13人  5人 

 

短大２年生（回答数：86人）  ※複数選択を不可とした入学意向 

               「入学したい」    3年次編入学定員  

  食物栄養科学部 食物栄養学科 21人  10人 

  食物栄養科学部 食創造科学科 19人  5人 

 

【資料１５：武庫川女子大学 食物栄養科学部 食物栄養学科/食創造科学科（仮称）

設置に係る編入学生確保の見通し調査 参照】 

【資料１６：武庫川女子大学 食物栄養科学部（３年次編入学用）リーフレット 参

照】 

 以上より、安定した志願者数で推移している食物栄養学科を発展的に改組し、栄養

の知識をもち、食産業界で活躍できる人材を養成する食創造科学科は、多くの入学志

願者が存在していることが想定できる。 

 また、後述する人材需要の面からも、企業からは“日本語でも、また英語を使用し

て栄養の知識をもちながら、企画や提案できる人材がほしい”や、“食品業界におい

てメニュー提案が大切。どのように多様化するニーズに答えていくかが会社の力にな

ると考えます。そのような学生を育ててください。”といった期待の声が寄せられて

いる。 

 食創造科学科の設置とそれに伴う定員増は、社会からのニーズにより応えることが
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できる人材の養成という点において、大学を選ぶ受験生に対しても強く訴求できるも

のと考える。 

 

 参考 入学意向に関するアンケート調査について 

  本学部の設置計画を策定するにあたり、学生確保の見通しを計量的な数値から確認 

 することを目的として、設置圏域を中心に所在する高等学校の２年生に対する進学意 

 向に関するアンケート調査を平成 31年 2～3月に実施した。 

アンケートは、本年 6 月に食物栄養科学部と同時に届出による設置を予定してい

る建築学部と同時に実施した。しかし、食物栄養科学部について、同学部を説明す

るリーフレットに記載の初年度納入額に入学金 200,000 円が含まれていないという

事実が確認された。その結果を受けて、本学としては回収したアンケート結果は、

学生確保の根拠データとして全面的に活用することは適切ではないと判断し、参考

データとして記述するにとどめることとした。 

なお、アンケート結果内容は、食物栄養科学部食物栄養学科、食創造科学科共に

入学定員を上回る入学意向者数を得ることが確認できている。  

  ※アンケート結果の概要 

   1）大阪府、兵庫県を中心とする 69 校（武庫川女子大学附属高等学校を除く）の高校

2 年生の女子を対象 

     ・食物栄養学科（入学定員 200 人）に対して 328人が入学意向を示す。 

・食創造科学科（入学定員 80 人）に対して 117人が入学意向を示す。 

   2）武庫川女子大学附属中学校・高等学校を対象とした調査 

     ・食物栄養学科：高校 2 年生 26人、高校 1 年生 29 人、 

中学 3年生 15人、中学 2年生 21人、中学 1 年生 12人 

が進学意向を示す。 

     ・食創造科学科：高校 2 年生 2 人、高校 1年生 8人、 

中学 3年生 3人、中学 2年生は 2人、中学 1年生は 4人 

が進学意欲を示す。 

【資料１７：武庫川女子大学 食物栄養科学部 食物栄養学科/食創造科学科（仮称） 

建築学部 建築学科/景観建築学科（仮称）設置に係る学生確保の見通

し調査① 参照】 

【資料１８：武庫川女子大学 食物栄養科学部リーフレット 参照】 

【資料１９：武庫川女子大学 建築学部 リーフレット 参照】 

【資料２０：武庫川女子大学 食物栄養科学部 食物栄養学科/食創造科学科（仮称） 

建築学部 建築学科/景観建築学科（仮称）設置に係る学生確保の見通

し調査② 参照】 
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〔建築学部〕 

 １ 私立大学の土木建築工学系学科における 1年次女子人数の状況 

平成 30年度学校基本調査によると、私立大学の土木建築系学科の１年次に在籍す

る女子学生数は 2,410人であった。 

年次推移をみると、平成 12年度の 2,000人から、リーマンショックの影響もあり

平成 22年度には 1,443人まで減少したが、それ以降上昇に転じている。近年では工

学系の学科分野別の中では、伸び率が最も高い値を示しており、結果として平成 12

年対比で 20.5％の増となっている。建設業を中心とした産業界からの女性人材を求

める期待が、学生、生徒にも徐々に浸透してきていることが伺える。 

【資料２１：私立大学の工学系における学科分野別の１年次女子数の推移 参照】 

 

２ 私立大学の「建築学部」における状況 

日本私立学校振興・共済事業団の発行する「平成 30年度私立大学・短期大学等入

学志願動向」によると、平成 30年度時点で私立大学「建築学部」は全国に 5学部あ

り、入学定員 1,315人に対し志願倍率 19.8倍、入学定員充足率は 108.29％と、受験

生から非常に人気の高い学部となっている。 

建築士資格が取得できる大学では、本学のこれまでと同様、建築学科等の名称に

て学科レベルの設置がほとんどであったが、近年、学部レベルに改組する学校が複

数確認できるようになった。これは、建築学の学問領域の高度化の進展と、何より

建築学領域の専門性を有する人材需要の高まりに応えてのことと推察できる。この

ように、私立大学の約４割が定員未充足と言われる今日においても安定した志願者

数の確保と定員充足の状況を維持している。 

【資料２２：私立大学「建築学部」の志願者・入学者動向 参照】 

 

 ３ 近隣の競合大学における状況 

生活環境学部建築学科と併願を希望されている大学を、今般、設置を計画してい

る建築学部建築学科との競合校として特定した。 

競合大学の特定にあたっては、毎年 9 月に実施している「ベネッセ・駿台マーク

模試」において、平成 29 年度、平成 30 年度の２カ年ともに、本学の生活環境学部

建築学科と併願状況にある上位 5 校までに入っている大学を選定した（株式会社進

研アドからのデータ提供による）。 
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国公立（前期日程） 

 ①京都工芸繊維大学 工芸科学部 デザイン科学域 デザイン・建築学課程 

 ②京都府立大学 生命環境学部 環境デザイン学科 

 ③奈良女子大学 生活環境学部 住環境学科 

 ④大阪市立大学 工学部 建築学科             以上４大学 

私立    

 ①大阪工業大学 工学部 建築学科 

 ②摂南大学 理工学部 建築学科 

④ 畿大学 建築学部 建築学科              以上３大学 

競合が予想される国公立大学 4 校の最近 3 年間の一般入試状況は、平均で志願者

数 1,153人に対して合格者 213人、倍率（志願者÷合格者）5.4倍となっている。ま

た、私立大学 3校の最近 3年間の一般入試及びセンター併用試験を合計した状況は、

平均で志願者数 11,423 人に対して合格者 1,297 人、倍率（志願者÷合格者）8.8 倍

となっている。 

また、新たに設置を予定している景観建築学科では、自然と共生する社会に貢献

できる建築・景観設計技術者の養成、真に人間的な住環境を創生する基礎的能力を、

自然との共生や景観映像情報技術の幅広い学びを通して培うこのできる人材の育成

を目的としている。その観点から近隣の競合校を確認すれば次の２校が競合校とな

ることが考えられる。 

 ①大阪工業大学 工学部 都市デザイン工学科 

 ②摂南大学 理工学部 住環境デザイン学科 

以上２校の過去３年間の志願者動向をみると、本学の景観建築学科の入学定員 40

人に対し、大阪工業大学が 100人、摂南大学が 70人と、２倍前後の定員を設定して

いるにもかかわらず、大阪工業大学が 3.9 倍、摂南大学が 6.1 倍と高い志願倍率を

示している。 

以上のように、建築学部建築学科及び景観建築学科ともに、18 歳人口の減少期に

至っている近年においても安定した志願者数の確保ができている状況にあることが

伺える。 

【資料２３：想定される競合大学の志願者動向と定員充足状況（建築関係） 参照】 

 

  



16 
 

 ４ 生活環境学部建築学科における志願・受験・合格・入学者数の動向 

生活環境学部建築学科における過去５年間の入試動向をみてみると、5年平均の志

願倍率は 11.81倍と高い値となっている。なお、平成 30年度、令和元年度において

は、定員超過率を適正化するため、入学定員を厳しく制限した結果、定員未充足の

状態となっているが、多くの志願者や受験者を確保している。 

【資料２４：武庫川女子大学 生活環境学部建築学科への 

志願・受験・合格・入学者数（直近５年） 参照】 

 

 ５ 入学意向に関するアンケート調査について 

建築学部の設置計画を策定するにあたり、学生確保の見通しを計量的な数値から

確認することを目的として、設置圏域を中心に所在する高等学校の２年生に対する

進学意向に関するアンケート調査を実施した。 

本学の直近 5年（平成 27～令和元年度）入学者のうち、平均すると 88.5％が近畿

２府４県、さらに 79.3％が大阪府と兵庫県の高等学校卒業者であることがわかる。

このことから、建築学部についても大阪府と兵庫県が学生確保における基盤となる

ことが予想されるため、大阪府と兵庫県の高等学校を中心に実施した（他府県では

香川県の高校１校を含む）。 

結果、69 校（武庫川女子大学附属中学校・高等学校を除く）の高校２年生の女子

からアンケート調査の回答を得て、以下のとおり、建築学科、景観建築学科ともに

入学定員を上回る入学意向が確認できた。 

※複数選択を不可とした入学意向 

               「入学したい」    入学定員  

  建築学部 建築学科 113人  45人 

  建築学部 景観建築学科 73人  40人 

 

【資料１７：武庫川女子大学 食物栄養科学部 食物栄養学科/食創造科学科（仮称） 

建築学部 建築学科/景観建築学科（仮称）設置に係る学生確保の見通

し調査① 参照】 

 

また、本学の附属校である武庫川女子大学附属中学校・高等学校については、建

築学部の開設初年度に進学時期を迎える高校２年生以外にも、学部開設 2 年目に進

学時期を迎える高校１年生、学部開設 3 年目に進学時期を迎える中学 3 年生、学部
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開設 4 年目に進学時期を迎える中学 2 年生、学部開設 5 年目に進学時期を迎える中

学 1年生を対象にアンケート調査を行った。 

結果、建築学科は高校 2年生 2人、高校 1 年生 10 人、中学 3年生は 7 人、中学 2

年生は 12 人、中学 1 年生は 10 人、景観建築学科は高校 2 年生 2 人、高校 1 年生 5

人、中学 3 年生は 7 人、中学 2 年生は 2 人、中学 1 年生は 2 人が進学意欲を示して

おり、建築学部建築学科及び景観建築学科に対して中長期的な入学者が見込まれる

ことが分かった。 

結果として、一般の高校 2 年生と附属校の高校 2 年生を合計すると、建築学部建

築学科には 115人、景観建築学科には 75人の入学意向が確認できた。 

一般の高校、附属校ともに、今後、幅広い学年に向けた広報活動を行うことで、

より安定的な学生確保が可能になると思われる。 

※複数選択を不可とした入学意向 

選択科目 
高校 2 年生 高校 1 年生 中学 3 年生 中学 2 年生 中学 1 年生 

計 
回答数 回答数 回答数 回答数 回答数 

建築学科 2 人 10 人 7 人 12 人 10 人 41 人 

景観建築学科 2 人 5 人 7 人 2 人 2 人 18 人 

計 4 人 15 人 14 人 14 人 12 人 59 人 

【資料２０：武庫川女子大学 食物栄養科学部 食物栄養学科/食創造科学科（仮称） 

建築学部 建築学科/景観建築学科（仮称）設置に係る学生確保の見通

し調査② 参照】 

 

 以上より、安定した志願者数で推移している建築学科を発展的に改組して設置する 

景観建築学科は、多くの入学志願者が存在していることが想定でき、建築学科の定員 

増とともに、本学科を設置した場合でも多くの志願者と入学者の確保を見込むことが 

できると考えられる。 

 また、後述する人材需要の面からも、企業からは“持続可能な社会への考え方や技

術面についても学びを与えていただきたい”、“既存建物の利活用、まちづくりもビジ

ネスとしては大きなシェアをしめてきます。そういった点でも学べる授業があればと

思います”、“景観建築学科においては、プレイスメイキング的な考えも学べるとよい

と思う”等の期待の声が寄せられている。 

 建築学科及び景観建築学科の設置とそれに伴う定員増は、社会からのニーズにより



18 
 

応えることができる人材の養成という点において、大学を選ぶ学生に対しても強く訴

求できるものと考える。 
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ウ 学生納付金の設定の考え方 

１）大学全体 

本学では、将来の発展を見据えた収入確保と、教育の質的向上を図るための教育

研究基盤の一層の充実強化を図り、財政基盤の安定を目指す観点から、令和元年度

入学生より新しい学費体系を適用することとなった。 

その新しい学費体系を導入するに至った経緯は、近年、関東地区の総合大学から

入学金の値下げを行い、その値下げ分を在学年限で除算し、その金額を基に２年次

から卒業年次に学費に上乗せするという手法が始まり、関西地区の総合大学へ、さ

らには関東地区の女子大学へと拡がってきていることにある。 

本学では、学費のスライド制を導入しているものの、平成 10年度以降、実験実習

費を若干値上げしたものの、授業料については永年にわたって据え置いてきていた。 

日本私立大学団体連合会発表の「平成 30年度入学生学生納付金等調査」の結果に

よると、全国私立大学 528 校のうちスライド制を採用しているのは 53 校（10.0％）

で、漸増方式又は一定方式を採用しているのは 416校（78.8％）となっている。 

こうした動きの中で、本学としては競合他大学の学費と比較検討し、令和元年度

入学生の学費から従来のスライド制を廃止し、卒業までの学費を明示する方式に変

更することとした。 

具体的には、入学金を 250,000 円から 200,000 円に引き下げることによって初年

度納付額を抑え、その入学金減額分を 2 年次から卒業年次にわたって授業料に一定

額を加算徴収する方式を採るものである。 

 ２）食物栄養科学部 

食物栄養科学部にあっても当該方針に従うとともに、既設学部の徴収額とのバラ

ンスや設置圏周辺地域における類似学部・学科を設置している私立大学の学生納付

金も勘案しつつ、充実した教育と研究の実現並びに大学としての継続的、かつ健全

な運営のために最低限必要な収入を精査したうえで、入学金及び学費（授業料、教

育充実費）を設定した。 

具体的には、食物栄養学科、食創造科学科とも入学金 200,000 円、学費は１年次

1,295,000 円（授業料：995,000 円、教育充実費：250,000 円、実験実習費：50,000

円）、２年次以降は 1,495,000円（授業料：1,035,000円、教育充実費：350,000 円、

実験実習費：50,000 円）としており、本学部を志望する受験生にとっても許容範囲

内の金額であると思われる。 

【資料２５：学生納付金設定の考え方（食物栄養科学部） 参照】 
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３）建築学部 

建築学部にあっても大学の方針に従うとともに、既設学部の徴収額とのバランス

や設置圏周辺地域における類似学部・学科を設置している私立大学の学生納付金も

勘案しつつ、充実した教育と研究の実現並びに大学としての継続的、かつ健全な運

営のために最低限必要な収入を精査したうえで、入学金及び学費（授業料、教育充

実費）を設定した。 

具体的には、建築学科、景観建築学科とも入学金 200,000 円、学費は１年次

1,460,000円（授業料 1,100,000円、教育充実費 300,000円、実験実習費 60,000円）、

２年次以降は 1,540,000 円（授業料 1,140,000 円、教育充実費 340,000 円、実験実

習費 60,000円）としており、本学部を志望する受験生にとっても許容範囲内の金額

であると思われる。 

【資料２６：学生納付金設定の考え方（建築学部） 参照】 
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② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

 

  学生確保に向けた具体的な取組状況としては、キャンパスガイドやパンフレット等 

 の印刷物の配布をはじめ、ホームページや高校生向けのＳＮＳ等の電子媒体による情 

 報の提供、新聞、雑誌、車内広告等の各種メディアを活用したＰＲ活動を行うととも 

 に、資料等の請求者に対するダイレクトメールによる各種情報の提供を行うこととし 

 ている。また、より直接的な情報提供と周知のため、高等学校訪問、オープンキャン 

 パス、高校教員向け説明会、保護者向け説明会や併設高等学校向け説明会、大学見学 

 会をはじめ各地域における進学相談会などの開催を実施する。令和元年度も同様の取 

 り組みを実施する 

  平成 30年度の取組実績は、次のとおり。 

1. 大学案内（キャンパスガイド）や学科紹介パンフレット等の印刷物の配布。 

大学案内（キャンパスガイド）は 80,000部を作成、また学科紹介パンフレッ 

   トは約 5,000部（学科によって若干部数が異なる）、入試案内、募集要項を作成 

し、高校訪問、オープンキャンパス、高校教員向け説明会、保護者向け説明会、 

大学見学会、各地域での進学・入試相談会等において幅広く配布。 

2. ホームページや高校生向けのＳＮＳ等の電子媒体による情報の提供。 

3. 新聞・雑誌、駅・車内広告等各種メディアを活用したＰＲ活動。 

4. 資料等請求者に対するダイレクトメールによる各種情報の提供。 

5. 高校訪問の実施。北海道から沖縄まで約 1,200 校を訪問。高校での模擬授業は

134件、分野別説明会は 254件実施している。 

6. 高校教員向けの説明会の実施。６～７月に、大阪（梅田）、姫路、京都、本学の

４会場で実施。なお平成 30年度は、京都での開催は台風のため中止となる。 

7. 併設の附属高校向け説明会の実施。各学科単位で年２回（７月と２月）に、中

学１年生から高校３年生までの生徒と保護者を対象とする。 

8. 保護者向け説明会の実施。６月に、大阪（梅田）、大阪（天王寺）、神戸（三宮）、

姫路にて開催。 

9. 大学見学会の実施。高校単位での見学会を積極的に受け入れており、毎年約 50

校、1,500 人程度の高校生が見学に来学し、興味関心の高い、あるいは希望す

る学科での授業も可能な限り実施。また数人のグループや個人単位の訪問に対

しては、中央キャンパスに設ける「受験生の部屋“Muko ナビルーム”」にて、

平日及び土曜日の午前中は入試センター職員が、土曜の午後や日祝日は学生ス
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タッフが大学の授業や学生生活の紹介、キャンパス見学の案内、入試に関する

相談・質疑応答を行っている。 

10. オープンキャンパスの実施。高校生、保護者、教員等を対象に入試概要の説明

や、学科企画プログラム（学科説明・施設見学・体験授業）、人気予備校講師に

よる入試対策講座、学科別のＱ＆Ａコーナーにて入試・就職・資格・奨学金・

寮・下宿など学生生活全般にわたる個別相談を実施。生徒向けのプログラムは、

高校３年生用と低学年用を、また保護者向けのプログラムも用意したきめ細か

な対応を行っている。平成 30年度の開催日時、参加者数は以下のとおり。 

 

 

 

 

 

    

 

 （平成 30年度以前の参加生徒数） 

   平成 29年度：6,723 人、平成 28年度：6,795人、平成 27年度：7,384人、 

   平成 26年度：7,525人    

11. 各地域での進学・入試相談会を開催 

関東、東海、北陸、近畿、中国、四国、九州、沖縄の８地区の府県において、 

受験生、保護者、教員を対象とした個別の相談会を実施。 

〔本学主催 進学相談会〕 

   ６月：福井、高松 

   ７月：富山、金沢、京都、奈良、和歌山、岡山、倉敷、広島、徳島 

   ８月：金沢、福井、浜松、名古屋、米子、鳥取、岡山、広島、福山、福岡、小倉、 

熊本、鹿児島 

   ９月：東京、横浜、徳島、高松、松山、高知、大分、宮崎、沖縄 

10 月：本学 

  〔他大学合同開催 入試相談会〕 

   ５月：大阪 

   ６月：金沢、岐阜、草津、京都、大阪、神戸、和歌山、紀伊田辺、岡山、広島、 

福山、徳島、香川、松山、高知、北九州、福岡、熊本、大分、宮崎、鹿児 

開催日時 参加生徒数 参加保護者数 参加数合計 

６月３日（日）12:30～16:30 670 411 1,081 

７月 14日（土）12:30～16:30 768 410 1,178 

７月 15日（日）12:30～16:30 876 506 1,382 

８月 10日（金）12:30～16:30 1,583 557 2,140 

８月 11日（土）12:30～16:30 1,536 966 2,502 

９月 30日（日）12:30～16:30 台風 24号接近のため中止 

10月７日（日）12:30～16:30 873 818 1,691 

   計（開催６回） 6,306 3,668 9,974 
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島、沖縄 

７月：東京、横浜、名古屋、高松、福岡、熊本、鹿児島、沖縄     

８月：金沢、大阪、姫路、広島 

   ９月：富山、金沢、福井、津、奈良、和歌山、鳥取、米子、島根、岡山、広島、 

福山、福岡、長崎、大分 

 

〔地方自治体との連携〕 

本学は、関西、中国・四国、九州エリア内の 10都道府県と就職支援に関する協定

を締結している。新設する学部もこの仕組みを活用する。各地域のニーズに即した

就職支援を展開し、地域社会の要請に丁寧に応えていく活動をより広めていくこと

を予定している。 

【資料２７：武庫川女子大学と地方自治体等との就職支援に関する協定締結先一覧 

参照】 

 

〔今後の取組み〕 

 今年、本学は学院として創立 80 周年を迎え、「日本の女子大を、更新しよう。」のス

ローガンのもと、100 周年を見据え本学をさらに飛躍させるプロジェクト「MUKOJO 

ACTION  2019-2039」をスタートさせている。 

 その柱ともなる将来ビジョンを令和元年 5 月 1 日に公示し、「一生を描ききる女性力

を育む」大学として、さらなる飛躍を目指している。 

 令和２年度の開設を目指している、食物栄養科学部、建築学部、経営学部（認可申請

中）及び建築学研究科は、そのビジョンを構成する重要なアクションとして位置づけ、

その学びを組織的に発信すべく、理事長、学長のもと教職協働による広報展開を行うよ

う体制を整えている。学生確保に向けた取組の手段（項目）としては前述の内容と重複

するが、より効果的、効率的な取組となるよう学部・学科、事務組織が密に連携して取

組みを進めている。 
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（２）人材需要の動向等社会の要請 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

１ 食物栄養科学部 関係 

食物栄養科学部は、栄養士・管理栄養士資格の基礎から応用までの科目を修得さ

せ、実践力と応用力を有する人材を育成する。食物栄養学科では、あらゆる人々に

対して食による予防・医療栄養を遂行できる指導力のある人材、また食創造科学科

では国内外の食産業界で六次産業をグローバルな発想力で企画運営のできる人材の

育成を目的している。 

 また、組織として研究対象とする中心的な学問分野は「食物栄養学」であり、こ

の分野の優れた知見を広く学び、その応用と研究により学びを深めることを通じて、

食物栄養に関する高い実践的指導力、高い意欲及び創造性を養うことを教育研究上

の目的としている。 

 

２ 建築学部 関係 

本学部は、本学院が掲げる立学の精神、教育目標、教育推進宣言に基づき、「真」

を求める「理性」を磨き、「善」を行う「人格」を練磨し、「美」を享受する「感性」

を養うとともに、これらを応用し、社会に貢献できる建築・景観設計技術者を養成

する。また、多様な価値観を尊重し、真に人間的な住環境を創生する基礎的能力を

培うことを目的とする。 

建築学科では、グローバル社会に貢献できる国際的通用性を備えた建築設計技術

者を養成する。そして真に人間的な住環境を創生する基礎的能力を、UNESCO-UIA建

築教育憲章に対応した世界水準の学びを通して培うことを目的とする。また、景観

建築学科では、建築学部の養成する人材像に基づいて、自然と共生する社会に貢献

できる建築・景観設計技術者を養成する。そして真に人間的な住環境を創生する基

礎的能力を、自然との共生や景観映像情報技術の幅広い学びを通して培うことを目

的とする。 
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 ② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的 

  な根拠 

 

 １ 既存学部・学科への求人状況と就職実績 

 １）大学全体 

本学は現在、文学部、教育学部、健康・スポーツ科学部、生活環境学部、音楽学

部、薬学部及び看護学部の７学部 14学科を有し、令和元年度の入学定員は 1,865人

の規模になっている。 

最近５年間の求人件数の実績は下表の通り。 

                       ※求人件数は大学全体を記載 

年度 卒業者数 求人件数 就職希望者数 就職者数 就職率 

平成 26年度 2,051 7,303 1,744 1,723 98.8％ 

平成 27年度 2,040 7,386 1,791 1,775 99.1％ 

平成 28年度 1,932 7,326 1,751 1,740 99.4％ 

平成 29年度 1,947 7,264 1,752 1,744 99.5％ 

平成 30年度 2,072 6,806 1,862 1,854 99.6％ 

このように多数の求人件数を得て、また高い就職実績を維持していることは、本

学の有する学部・学科の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、人

材需要の動向等の社会の要請を踏まえたものであることを示しているものである。

これは女子大学である本学が、社会が求める人材を輩出する高等教育機関として社

会からの高く期待されていることの顕れと言える。 

 

 ２）食物栄養学科 

食物栄養科学部食物栄養学科の基礎となる既設の生活環境学部食物栄養学科の最

近５年間の就職者数の実績は、下表の通り。 

                      ※求人件数は大学全体を記載 

年度 卒業者数 求人件数 就職希望者数 就職者数 就職率 

平成 26年度 219 7,303 192 189（71） 90.4％ 

平成 27年度 222 7,386 203 200（73） 96.6％ 

平成 28年度 203 7,326 184 182（63） 96.3％ 

平成 29年度 219 7,264 201 200（76） 95.7％ 

平成 30年度 222 6,806 204 203（67） 96.7％ 

   註 1：就職数の（）内数字は管理栄養士としての就職者数 

管理栄養士国家試験の合格実績に加えて、顕著な就職実績を有しており多くの卒業
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生が栄養士等の専門性を生かした業務に就いている。このことは、生活環境学部食

物栄養学科における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的が、人材需

要の動向等社会の要請を踏まえたものであることを示していると考えられる。 

【資料１１：管理栄養士及び栄養士 取得者数（過去５年） 参照】 

【資料１２：管理栄養士 国家試験結果 （合格者数順）】 

 

 ３）建築学科 

 建築学部建築学科の基礎となる既設の生活環境学部建築学科の最近５年間の就職 

実績は下表の通り 100％の値が継続している。また、卒業生の多くが建設関連の企業 

に技術者として就職している。なお就職希望者数が卒業者数より下回っているが、こ 

れは大学院建築学専攻修士課程と連動した６年一貫教育により、大学院への進学者が 

多いことが理由である。 

                       ※求人件数は大学全体を記載 

年度 
卒業 

者数 
求人件数 

就職 

希望者数 

就職 

者数 
就職率 

大学院

進学 

平成 26年度 48 7,303 25 25 100.0％ 17 

平成 27年度 42 7,386 26 26 100.0％ 16 

平成 28年度 47 7,326 26 26 100.0％ 21 

平成 29年度 46 7,264 15 15 100.0％ 31 

平成 30年度 45 6,806 15 15 100.0％ 30 

   註 1：平成 28 年度については、就職準備、国家試験準備等の理由により就職を 

希望しなかった学生が 6人存在する。  
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 ２ 人材需要の根拠となる調査結果の概要 

 １）食物栄養科学部 関係 

 食物栄養科学部における人材需要の見通しを測定するために、本学への求人実績

や卒業生の採用実績が民間企業・団体等に対して、食物栄養科学部食物栄養学科な

らびに食創造科学科の必要性や卒業した者への採用に関する人材需要アンケート

（無記名方式）を実施した。 

 このアンケートは卒業生の採用が期待できる事業所 2,462 団体に実施し、11.7％

の 289団体から回答を得た。 

 その結果、食物栄養科学部食物栄養学科の社会的必要性については、289 団体の

86.5％にあたる 250 団体が「必要だと思う」と答えており、多くの団体がこれから

の社会にとって必要な学部・学科であると捉えている。また、食物栄養学科の卒業

生を「採用したいと思う」と答えた団体は 160 団体（55.4％）であり、その採用予

定人数を集計すると 377 人となり、食物栄養学科の入学定員の 200 人を上回る採用

意向となっている。 

 食創造科学科においては、その社会的必要性については、289 団体の 73.1％にあ

たる団体が「必要だと思う」と答えており、多くの団体がこれからの社会にとって

必要な学部・学科であると捉えている。また、食創造科学科の卒業生を「採用した

いと思う」と答えた団体は 115 団体（39.8％）であり、その採用予定人数を集計す

ると 274人となり、食創造科学科の入学定員の 80人を上回る採用意向となっている。 

 このような本学への求人実績や卒業生の採用実績がある企業・団体等に限定した

調査結果においても、食物栄養科学部を卒業した者への高い採用意向を確認できた

ことから、卒業後の進路においては十分な見通しがあると考える。 

                             ※重複回答可 

 
食物栄養学科 

（入学定員 200 人） 

食創造科学科 

（入学定員 80人） 

ニーズ 
極めて高い 72箇所、24.9％ 49箇所、17.0％ 

ある程度高い 178 箇所、61.6％ 162 箇所、56.16％ 

採用意向 
採用したい 160 箇所、55.4％ 115 箇所、39.8％ 

採用可能人数＊ 377 人 274 人 

   ＊：採用人数が 1箇所で 10人以上の場合は、すべて 10人カウント。 
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  最終設問において、食物栄養科学部に対しての期待、要望を記述いただく欄を設け 

 たところ、以下のような人材養成に対しての高い期待が確認できた（「No」は問 9 の

記述番号、意見は原文のまま掲載、人数は従業員規模を示す）。 

  

  No.1 少子高齢化社会による独居老人の増加、共働き世帯や格差社会における食事 

   の簡略化など、健康増進の面から、幅広い食事、栄養の管理が必要になると思い 

   ます。（卸売・小売業（医薬品<調剤・ドラッグ>・化粧品）/広島県/500～999人） 

  No.10 食創造科学科について、グローバル化が加速しておりますので、日本語で 

   も、また英語を使用して栄養の知識をもちながら、企画や提案できる人材があ 

   りましたら、とても興味があります。食のイノベーションの力を持った若い人材 

   を期待しております。（製造業（食料品・飲料・たばこ・飼料）/兵庫県/～99人） 

  No.11 近年、当社のお客様窓口の問合せ内容において、カロリー・水分量・アレ 

   ルギー・糖質などの問合せが多く、その点においても貴大学の設置学部（学科） 

   のニーズは非常に高いと思われます。（製造業（食料品・飲料・たばこ・飼料）/ 

   大阪府/100～299人） 

  No.13 「食物栄養科学部について」 基礎の知識を習得している学生の採用は弊 

   社にとっては現在も将来も有用。（製造業（食料品・飲料・たばこ・飼料）/兵庫 

   県/500～999人） 

  No.14 弊社では加発・品管の人材が必要です。社会的には特に「開発」の優秀な 

   人材はニーズが高いと思います。開発の設計・原価計算、規格書作成、ライン 

   テストの一連スキルが必要。品管は、衛生の知識、菌検査、規格書作成、クレー 

   ム対応が必要。両者共に、HACCP知識、表示知識など最新の情報を習得していれ 

   ば即戦力になります。（製造業（食料品・飲料・たばこ・飼料）/兵庫県/～99人） 

  No.17 高齢化社会に伴い、”食”を中心とした健康、予防の専門知識は今後の社会 

   に大きく寄与すると考えております。（卸売・小売業（医薬品<調剤・ドラッグ>・ 

   化粧品）/岐阜県/1,000～2,999人） 

  No.30 チーム医療の一員として臨床もしっかり学んで頂きたいとは思いますが、 

   給食管理がベースと考えます。栄養価を献立にできる管理栄養士さんの育成を是 

   非お願いしたいと思います。（医療・福祉業（医療<病院>・保健衛生）/兵庫県/1,000 

   ～2,999人） 

  No.31 今後食品業界においてメニュー提案が大切。どのように多様化するニーズ 

   に答えていくかが会社の力になると考えます。そのような学生を育ててください。 
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（製造業（食料品・飲料・たばこ・飼料）/広島県/100～299 人） 

No.32 大学で学ばれた食の知識を活かして、衛生管理、企画など自ら発信してく

れる人材を求めています。（製造業（食料品・飲料・たばこ・飼料）/兵庫県/～

99 人） 

   No.33 食創造科学科については特に弊社のような食品製造企業についてはニーズ

の高い学科となります。昨今では品質保証の仕事も幅広い業務となっており、よ

り実践的な知識が求められます。貴学からの応募をお待ちしております。（製造

業（食料品・飲料・たばこ・飼料）/所在地未回答/～99人） 

  No.36 一次予防のニーズは確実に増えていくと思います。専門知識をしっかり伝

えられる方の育成を期待致します。（卸売・小売業（医薬品<調剤・ドラッグ>・

化粧品）/神奈川県/3,000～9,999人） 

  No.44 分析機器等の取り扱い経験及び知識のある学生を求めています。（業種未回

答/茨城県/100～299人） 

 

以上の調査結果からみられるように、食物栄養科学部食物栄養学科/食創造科学科

への期待と人材採用意向が強いことが確認できた。本学部に学ぶ学生の卒業後の進

路においては十分な見通しがあると考える。 

 

  【資料２８：武庫川女子大学 食物栄養科学部 食物栄養学科/食創造科学科(仮称) 

       設置に係る人材需要の見通し調査 参照】 

 

 ２）建築学部 関係 

 建築学部における人材需要の見通しを測定するために、本学への求人実績や卒業

生の採用実績が民間企業・団体等に対して、建築学部建築学科ならびに景観建築学

科の必要性や卒業した者への採用に関する人材需要アンケート（無記名方式）を実

施した。なおアンケート実施にあたっては同時期に届出による設置を予定している

建築学研究科における人材需要についても同時に調査を行った。 

 このアンケートは卒業生の採用が期待できる事業所 1,866 団体に実施し、15.6％

の 292団体から回答を得た。 

 その結果、建築学部建築学科の社会的必要性については、292 団体の 89.7％にあ

たる 262 団体が「必要だと思う」と答えており、多くの団体がこれからの社会にと

って必要な学部・学科であると捉えている。また、建築学科の卒業生を「採用した
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いと思う」と答えた団体は 209 団体（71.6％）であり、その採用予定人数を集計す

ると 348人となり、建築学科の入学定員の 45人を大きく上回る採用意向となってい

る。 

 景観建築学科においては、その社会的必要性については、292 団体の 74.0％にあ

たる 216 団体が「必要だと思う」と答えており、多くの団体がこれからの社会にと

って必要な学部・学科であると捉えている。また、景観建築学科の卒業生を「採用

したいと思う」と答えた団体は 129 団体（44.2％）であり、その採用予定人数を集

計すると 206人となり、景観建築学科の入学定員の 40人を大きく上回る採用意向と

なっている。 

 このような本学への求人実績や卒業生の採用実績がある企業・団体等に限定した

調査結果においても、建築学部を卒業した者への高い採用意向を確認できたことか

ら、卒業後の進路においては十分な見通しがあると考える。 

              ※重複回答可 

 
建築学科 

（入学定員45人） 

景観建築学科 

（入学定員40人） 

ニーズ 
極めて高い 143 箇所、49.0％ 80箇所、27.4％ 

ある程度高い 119 箇所、40.8％ 136 箇所、46.6％ 

採用意向 
採用したい 209 箇所、71.6％ 129 箇所、44.2％ 

採用可能人数＊ 348 人 206 人 

   ＊：採用人数が 1箇所で 10人以上の場合は、すべて 10人カウント。 

 

最終設問において、建築学部に対しての期待、要望を記述いただく欄を設けたと

ころ、以下のような人材養成、特に女性人材の養成に対しての高い期待が確認でき

た（「No」は問 10 の記述番号、意見は原文のまま掲載、人数は従業員規模を示す）。 

 

No.3 これから SDGS が推奨されていく時代であり、建築面から専門的なサポート 

 も必要になると考えます。持続可能な社会への考え方や技術面についても学び 

 を与えていただきたいと思います。（不動産・物品賃貸業（不動産） /兵庫県 /  

 100〜299 人 ） 

No.12 建築学部について弊社は毎年、土木・建築の施工職の求人を行っておりま 

 すが、近年は汚れ仕事的なイメージから、土木・建築を学ぶ学生が減少してお 

 り、売り手市場の環境もあり、採用活動は苦戦をしております。しかし、社会 
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 にとって施工職は必ずニーズがあるものと考えております。弊社にも女性の技 

 術者が在籍しており、彼女に続く人材の育成を期待しています。（建設業/兵庫 

 県/従業員数 ～99人） 

  No.20 総合的な学科が多くなっている現在、特化して学べる学科の設置は良いと 

   思います。学生が「建築」の分野で進む覚悟ができると思います。今後既存建物 

   の利活用、まちづくりもビジネスとしては大きなシェアをしめてきます。そうい 

   った点でも学べる授業があればと思います。（学術研究・専門・技術サービス業 

   （建築設計・デザイン）/兵庫県 / 〜99 人） 

  No.37 男性の建築学部出身の人が多い中（当社ではほぼ男性です）女性での建築 

   を学ばれた方ならではの男性には無いような感性などに期待しています。（建設  

   業/都道府県未記載/従業員数 100～299人） 

No.56 現建築学科設置 10年ちょっとで一級建築士試験合格率の高さに驚いてい 

 ます。今後とも優秀な人材の輩出を期待しています。弊社にも貴大学の人材を 

 是非とも採用したいと願っております。（建設業/東京都/従業員数 100～299人） 

No.58 当社の業務内容においては、建築学部の学生を積極的に採用する予定はな 

 いのですが、女子大学に建築学部が設置されるのはとても意義のあることだと 

 思います。甲子園会館のような芸術的な建物の中、充実した設備とカリキュラ 

 ムで学んだ学生であれば、高い能力、知識、感性が身に付いているのではない 

 かと思います。（学術研究・専門・技術サービス業（建築設計・デザイン）/大 

 阪府/〜99人) 

No.62 総合建築業である当社においても、近年技術系の総合職で入社し活躍いた 

 だく女性が増えてきております。御校に期待することとしては、ゼネコンの総 

 合職（設計・施工）で仕事をする上で必要となる専門知識の涵養と、建設業界 

 でのキャリアに対する理解を求めます。（建設業/東京都/従業員数 1,000～2,999 

 人） 

No.68 景観建築学科においては、プレイスメイキング的な考えも学べるとよいと 

 思う。当社が取扱う高級住宅（5〜9 憶クラス）は全国でもめずらしいと思うの 

 でそういう設計も学んでほしい。（建設業/ 兵庫県 /〜99 人） 

No.74 建設業界には、女性のチカラとセンスが特に必要な時代となった。進む ICT 

 化、AI化など男性だけでなく、女性、外国人の分野は増えると思われる。（建設 

 業/大阪府/従業員数 ～99人） 

No.80 関西で女性が建築を学ぶ大学として歴史もあり非常に優秀な学生が多い 
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 ので、以前はインターンシップや模型製作のアルバイトでお手伝いや関りがあ 

 り、社員として採用した事もありました。今後女性の力が設計に必要だと思う 

 のでぜひ採用していきたいです。（学術研究・専門・技術サービス業（建築設計・ 

 デザイン）/兵庫県/〜99人） 

 

以上の調査結果からみられるように、建築学部建築学科/景観建築学科への期待と

人材採用意向が強いことが確認できた。本学部に学ぶ学生の卒業後の進路において

は十分な見通しがあると考える。 

【資料２９：武庫川女子大学 建築学部 建築学科/景観建築学科(仮称) 建築学研 

      究科 建築学専攻/景観建築学専攻(仮称)設置に係る人材需要の見通 

      し調査 参照】 
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 ３ 社会的な人材需要 

 １）食物栄養科学部 関係 

 日本政策金融公庫農林水産事業が平成 29 年７月に実施した「平成 29 年上半期食 

品産業動向調査」では、29 年通年見通しの雇用判断指数 が、平成９年の同調査開始 

以降で最大となり、最も人手不足感が高まっているとしている。同調査で雇用労働力 

について「不足」と回答した食品関係企業 1,148 社を対象に労働力不足の実態を調査 

したところ、次のような状況が確認できている。 

1）「求人への応募なし」との企業が 86％を占める。 

 2）職種毎の状況では、商品生産（単純作業）、商品生産（熟練作業）、営業販売に  

   次いで、食品分析・安全性試験・研究開発・生産技術の研究分野と商品開発・企 

   画（マーケティング）に労働力不足の程度が強い。 

  また、同公庫の同年１月の調査では、インバウンドに関する食産業への影響を調査 

 している（有効回収数 2,446 社）。その結果、訪日外国人を増やすための取組みとし 

 て、「マーケティングの強化」、「新商品・メニュー開発・提供」の重要性が特に強い 

 ことが確認できている。 

  これらの状況から、企業現場では、栄養の専門家だけなく、ビジネス、食品開発の 

 知見を有して栄養学を学んだ複合的な専門性をもつ人材が求められていることが伺 

 える。食物栄養科学部が養成する人材は、このニーズにまさに合致する。 

  また、農林水産省による「食品産業企業設備投資動向調査（平成 29 年度調査）」で 

 は、食料品製造業の設備投資額の伸びが、平成 27 年度プラス 17％、平成 28 年度プ 

 ラス 18.6％と高い伸びを示している。このことから、今後も食品産業の業況拡大が 

 予想される。食品関連業界で活躍できる人材需要が継続することが強く期待できる。 

 

【資料３０：日本政策金融公庫 ニュースリリース（平成 29年 11月 30 日） 参照】 

【資料３１：日本政策金融公庫 ニュースリリース（平成 29年 3月 28日） 参照】 

【資料３２：農林水産省 食品産業企業設備投資動向調査（平成 29 年度調査） 参

照】 

 

 ２）建築学部 関係 

  国土交通省が毎年発表している我が国の「建設投資見通し」の平成 30年度版（平 

 成 30 年 6 月 29 日発表）によると、建設投資は、前年度比 2.1％ 増の 57 兆 1,700

億 
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 円 となる見通しである。建設投資は、平成 4年度の 84兆円をピークに減少基調とな 

 り、平成 22年度には平成 4年度の半分程度にまで減少した。その後、東日本大震災 

 からの復興や東京オリンピック開催によるにより回復傾向となっており、全体の建築 

 投資のうち建築・土木の内訳をみても、「建築投資」は 31兆 1,100億円（前年度比 

 2.4％増）と拡大を続けている。そのため、建築業界では慢性的な人材不足が起こっ 

 ており、厚生労働省の一般職業紹介状況（平成 31年 3月分）によると建築・土木・ 

 測量技術者の有効求人倍率は 5.79倍と全業種の中でもきわめて高い数字となってい 

 る。 

  関西では、令和 2年の東京オリンピックの 5年後、令和 7年に大阪・関西万博が開 

 催される。シンクタンクによる試算によれば、大阪・関西万博がもたらす経済波及効 

 果は全国で 2兆 2,000億円程度に達する見通しで、建設効果だけでも 4,000億円程度 

 が見込まれるとのことである。大阪・関西万博終了後には、万博に利用する短期的な 

 耐用年数の建築物ではなく、当該跡地を利用した居住用住宅建設、構想中ではあるが 

 ＩＲプロジェクトに関連する建物などの建設需要も見込まれる。さらに、昭和 39年 

 に開催された東京オリンピックから昭和 45年の大阪万博前後の時期にかけての、い 

 わゆる“高度成長期”に建設された建物、公共施設が、その耐用年数である 40年～ 

 50 年を経過し、その改築、補修が長期に継続することが予想される。 

  このように、建設関連の事業活動は中・長期的に活発な状態が継続することが予想 

 され、企業、公共団体等に属する建設関連技術者の人材需要は、それに伴って高い状 

 況が維持されると考えられる。 

  【資料３３:りそな総合研究所 プレスリリース『大阪万博の開催による経済波及 

       効果』 参照】 

  【資料３４：公営住宅の建設年度別施設数 参照】 

  一方で少子高齢化の進展に伴い、建設産業は高齢化の進行等の構造的な課題に直面 

 しており、一級建築士においても例外ではない。一級建築士の年齢構成は 50歳代以 

 上が全体の 60％以上を占めているというデータがあり、若年層の養成が喫緊の課題 

 であると言える。さらに、一級建築士国家試験の合格者の男女比率を確認すると、女 

 性が占める割合は 25％に満たない。我が国も、平成 27年に「女性の職業生活にお 

 ける活躍の推進に関する法律」が施行され、建設業界でも国土土交通省により「もっ 

 と女性が活躍できる建設業推進パッケージ」が平成 28年度に閣議決定されるなど、 

 いっそうの女性活躍が期待されている。これらの環境の変化、環境からの期待に対応 

 するためにも、女子大学である本学に期待される役割は大きいものと考える。 
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  【資料３５：国土交通省作成資料「一級建築士の数・年齢構成」 参照】 

 【資料３６：公益財団法人建築技術教育普及センターHP「一級建築士試験合格者の

主な属性」 参照】 

 【資料３７：もっと女性が活躍できる建設業推進パッケージ 参照】 

 またこの度は、日本初の「景観建築学科」を設置し、「自然と共生する社会に貢献  

できる建築・景観設計技術者」を養成するが、兵庫県は、昭和 60年 3月に「都市景 

観の形成等に関する条例」（平成 5年に「景観の形成等に関する条例」に改称）を制 

定し、恵まれた自然や歴史・文化と調和した美しく魅力ある景観を守り、育み、創り、 

そして将来に伝えるため、さまざまな取組を先進的に進めてきた自治体であり、この 

点においても建築・景観設計技術者の需要は高いと考えられる。 

平成 26年 10月発表のふるさと兵庫景観づくり基本方針（景観形成等基本方針）に 

おいて課題に挙げられているように、自治体や企業、学校等での活躍のフィールドは

広がると推察される。本学が近隣府県や市町村に対して、地域課題の解決を担う実践 

力を備えた女性人材を、高等教育機関として継続的に供給していくことは、地元ニー 

ズに直接応えるものであると確信している。このように、景観建築について専門的に

学んだ人材の需要はますます高まると予想される。 

  【資料３８：ふるさと兵庫景観づくり基本方針 参照】 
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【資料１：私立大学における男女別・1年次人数及び女子構成比の推移 】 



【資料２：武庫川女子大学入学者のうち、近畿2府4県の高等学校卒業者の入学状況（直近5年）】　

大学全体

滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 2府4県合計
大阪府+兵庫県
+奈良県+京都府

16 42 557 956 115 39 1,725 1,670

0.82% 2.15% 28.52% 48.95% 5.89% 2.00% 88.3% 85.5%

16 38 568 941 85 44 1,692 1,632

0.82% 1.95% 29.16% 48.31% 4.36% 2.26% 86.9% 83.8%

11 34 587 925 94 35 1,686 1,640

0.58% 1.80% 31.09% 48.99% 4.98% 1.85% 89.3% 86.9%

3 21 482 833 73 22 1,434 1,409

0.19% 1.30% 29.79% 51.48% 4.51% 1.85% 88.6% 87.1%

11 35 656 889 101 21 1,713 1,681

0.57% 1.83% 34.22% 46.37% 5.27% 1.10% 89.4% 87.7%

11 34 570 909 94 32 1,650 1,607

0.61% 1.82% 30.57% 48.73% 5.02% 1.73% 88.5% 86.2%

直近5年合計値 9,005 9,324 57 170 2,850 4,544 468 161 8,250 8,032

食物栄養学科

滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 2府4県合計
大阪府+兵庫県
+奈良県+京都府

3 4 70 93 13 7 190 180

1.37% 1.83% 31.96% 42.47% 5.94% 3.20% 86.8% 82.2%

1 6 75 80 18 8 188 179

0.49% 2.96% 36.95% 39.41% 8.87% 3.94% 92.6% 88.2%

0 7 86 88 16 7 204 197

0.00% 3.33% 40.95% 41.90% 7.62% 3.33% 97.1% 93.8%

0 0 73 73 9 3 158 155

0.00% 0.00% 42.44% 42.44% 5.23% 1.74% 91.9% 90.1%

1 9 77 81 15 7 190 182

0.48% 4.31% 36.84% 38.76% 7.18% 3.35% 90.9% 87.1%

1 5 76 83 14 6 186 179

0.49% 2.57% 37.61% 40.97% 7.01% 3.16% 91.8% 88.2%

1,013 5 26 381 415 71 32 930 893

建築学科

滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 2府4県合計
大阪府+兵庫県
+奈良県+京都府

0 2 16 20 2 0 40 40

0.00% 4.35% 34.78% 43.48% 4.35% 0.00% 87.0% 87.0%

1 1 15 29 2 0 48 47

1.82% 1.82% 27.27% 52.73% 3.64% 0.00% 87.3% 85.5%

1 1 15 22 2 0 41 40

2.22% 2.22% 33.33% 48.89% 4.44% 0.00% 91.1% 88.9%

0 1 10 22 2 0 35 35

0.00% 2.70% 27.03% 59.46% 5.41% 0.00% 94.6% 94.6%

1 0 10 19 0 0 30 29

3.13% 0.00% 31.25% 59.38% 0.00% 0.00% 93.8% 90.6%

1 1 13 22 2 0 39 38

1.40% 2.33% 30.70% 52.09% 3.72% 0.00% 90.2% 88.8%

215 3 5 66 112 8 0 194 191

平　　均 200 203

直近5年合計値

平成30年度 200 172

令和元年度 200 209

平成28年度 200 203

平成29年度 200 210

年　度
　

入学定員
入学者合計

入学者のうち、近畿2府4県の高等学校卒業者の入学状況

平成27年度 200 219

1,785 1,888

年　度
大学全体の
入学定員

入学者合計

平成29年度

入学者のうち、近畿2府4県の高等学校卒業者の入学状況

平成27年度 1,785 1,953

平成28年度 1,785 1,948

平成30年度 1,785 1,618

令和元年度 1,865 1,917

平　　均 1,801 1,865

年　度
　

入学定員
入学者合計

入学者のうち、近畿2府4県の高等学校卒業者の入学状況

平成27年度 40 46

平成28年度 40 55

平成29年度 40 45

平　　均 40 43

直近5年合計値

平成30年度 40 37

令和元年度 40 32



高2女子 高1女子 中3女子 中2女子

兵庫県 23,188 23,001 24,328 23,874

大阪府 37,468 37,611 37,867 36,950

奈良県 5,933 5,751 5,947 5,906

京都府 11,812 11,819 11,023 10,886

合計 78,401 78,182 79,165 77,616

（単位：人）

中学校卒業者女子の総数 高等学校等進学者数 高等学校等進学率

兵庫県 25,435 25,179 99.0％

大阪府 39,590 39,079 98.7％

奈良県 6,326 6,267 99.1％

京都府 11,724 11,645 99.3％

平均 20,768 20,542 99.0％

（単位：人）

【資料３：設置圏域の高等学校及び中学校の女子の在籍者数　】

中学校卒業女子の高等学校等進学率（平成30年度）

高等学校及び中学校の女子の在籍者数（平成30年度）

出典：「平成30年度学校基本調査報告書」（文部科学省）



［兵庫県］ 高等学校卒業女子の大学等進学率（過去3か年）

高等学校卒業女子の総数 大学等進学者数 大学等進学率

平成28年度 23,301 14,826 63.6%

平成29年度 23,866 15,243 63.9%

平成30年度 23,418 15,135 64.6%

（単位：人）

［大阪府］ 高等学校卒業女子の大学等進学率（過去3か年）

高等学校卒業女子の総数 大学等進学者数 大学等進学率

平成28年度 37,248 23,305 62.6%

平成29年度 38,514 23,796 61.8%

平成30年度 37,703 23,227 61.6%

（単位：人）

［京都府］ 高等学校卒業女子の大学等進学率（過去3か年）

高等学校卒業女子の総数 大学等進学者数 大学等進学率

平成28年度 11,385 7,828 68.8%

平成29年度 11,907 8,147 68.4%

平成30年度 11,658 8,047 69.0%

（単位：人）

［奈良県］ 高等学校卒業女子の大学等進学率（過去3か年）

高等学校卒業女子の総数 大学等進学者数 大学等進学率

平成28年度 5,876 3,693 62.8%

平成29年度 5,958 3,735 62.7%

平成30年度 5,950 3,669 61.7%

（単位：人）

【資料４：設置圏域の高等学校を卒業した女子の大学進学状況　】

出典：「平成28～30年度学校基本調査報告書」（文部科学省）



1

資料５ 　 大学進学対象となる女子数　 推移予測（ 令和２ 年度～令和１ ６ 年度）
令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

令和
6年度

令和
7年度

令和
8年度

令和
9年度

令和
10年度

令和
11年度

令和
12年度

令和
13年度

令和
14年度

令和
15年度

令和
16年度

減少率

（R2→R16）

1, 168, 566 1, 152, 224 1, 118, 555 1, 098, 898 1, 061, 074 1, 059, 128 1, 066, 954 1, 075, 000 1, 054, 736 1, 043, 969 1, 040, 723 1, 012, 766 1, 006, 691 970, 336 957, 190 81. 9%

52, 879 51, 834 50, 615 49, 429 47, 695 47, 342 47, 620 48, 282 46, 823 46, 149 46, 279 44, 800 43, 830 42, 018 41, 276 78. 1%

82, 316 80, 266 77, 363 75, 827 72, 858 72, 405 72, 985 73, 435 71, 881 71, 130 70, 907 69, 777 68, 658 66, 791 66, 512 80. 8%

13, 207 12, 731 12, 453 11, 939 11, 657 11, 617 11, 595 11, 407 11, 127 10, 847 10, 726 10, 516 10, 218 9, 497 9, 433 71. 4%

23, 124 22, 851 22, 592 21, 516 21, 334 21, 391 21, 182 21, 313 20, 917 20, 366 20, 524 19, 709 19, 550 18, 955 18, 542 80. 2%

171, 526 167, 682 163, 023 158, 711 153, 544 152, 755 153, 382 154, 437 150, 748 148, 492 148, 436 144, 802 142, 256 137, 261 135, 763 79. 2%

569, 313 561, 721 545, 320 536, 997 517, 942 517, 243 520, 353 524, 514 514, 398 508, 688 507, 489 494, 877 492, 351 473, 524 468, 544 82. 3%

25, 741 25, 340 24, 603 24, 090 23, 289 23, 183 23, 088 23, 638 22, 989 22, 549 22, 628 21, 745 21, 518 20, 601 20, 194 78. 5%

40, 151 38, 973 37, 767 37, 284 35, 426 35, 342 35, 910 35, 557 35, 081 34, 627 34, 864 34, 015 33, 715 32, 830 32, 715 81. 5%

6, 472 6, 048 6, 008 5, 799 5, 698 5, 739 5, 672 5, 762 5, 428 5, 238 5, 271 5, 139 5, 008 4, 701 4, 594 71. 0%

11, 360 11, 184 10, 963 10, 636 10, 421 10, 390 10, 345 10, 390 10, 173 9, 870 9, 964 9, 626 9, 431 9, 318 9, 015 79. 4%

83, 724 81, 545 79, 341 77, 809 74, 834 74, 654 75, 015 75, 347 73, 671 72, 284 72, 727 70, 525 69, 672 67, 450 66, 518 79. 4%

大阪市 10, 220 9, 831 9, 673 9, 455 9, 024 8, 998 9, 384 9, 543 9, 341 9, 382 9, 649 9, 607 9, 958 10, 006 10, 164 99. 5%

神戸市 6, 404 6, 561 6, 434 6, 196 6, 238 6, 069 6, 068 6, 168 5, 989 6, 051 6, 008 5, 680 5, 630 5, 508 5, 500 85. 9%

尼崎市 1, 720 1, 726 1, 686 1, 628 1, 584 1, 567 1, 607 1, 704 1, 653 1, 620 1, 598 1, 591 1, 667 1, 547 1, 696 98. 6%

西宮市 2, 309 2, 308 2, 335 2, 231 2, 177 2, 120 2, 224 2, 230 2, 122 2, 059 2, 013 2, 078 1, 971 1, 992 1, 942 84. 1%

芦屋市 445 423 411 443 415 441 415 427 408 437 396 377 381 379 331 74. 4%

合計（ 阪神地域） 21, 098 20, 849 20, 539 19, 953 19, 438 19, 195 19, 698 20, 072 19, 513 19, 549 19, 664 19, 333 19, 607 19, 432 19, 633 93. 1%

※平成27年度　 国勢調査結果に基づく 。

奈良県

奈良県

合計
（ 兵庫県・ 大阪府・ 京都府・ 奈良県）

大学進学年度

阪
神
地
域

女
子
の
み

男
女
含
む

合計
（ 兵庫県・ 大阪府・ 京都府・ 奈良県）

京都府

大阪府

全国

全国

兵庫県

兵庫県

大阪府

京都府



文学部 735 7,466 10.16 7,065 2,349 3.01 821 1.11
健康・スポーツ科学部 150 1,441 9.61 1,386 435 3.19 176 1.17

生活環境学部 520 6,017 11.57 5,763 1,464 3.94 579 1.11

音楽学部 50 143 2.86 135 112 1.21 48 0.96

薬学部（6年制） 210 2,184 10.40 2,049 504 4.07 206 0.98

薬学部（4年制） 40 232 5.80 220 81 2.72 37 0.92

看護学部 80 795 9.94 743 206 3.61 86 1.07

計 1,785 18,278 10.24 17,361 5,151 3.37 1,953 1.09

文学部 735 8,021 10.91 7,039 2,263 3.11 823 1.11
健康・スポーツ科学部 150 1,604 10.69 1,425 410 3.48 169 1.12

生活環境学部 520 7,113 13.68 6,376 1,492 4.27 595 1.14

音楽学部 50 165 3.30 123 98 1.26 46 0.92

薬学部（6年制） 210 2,047 9.75 1,742 539 3.23 211 1.00

薬学部（4年制） 40 200 5.00 162 87 1.86 27 0.67

看護学部 80 1,487 18.59 1,312 210 6.25 77 0.96

計 1,785 20,637 11.56 18,179 5,099 3.57 1,948 1.09

文学部 735 8,277 11.26 7,221 2,031 3.56 774 1.05
健康・スポーツ科学部 150 1,655 11.03 1,476 382 3.86 162 1.08

生活環境学部 520 7,131 13.71 6,320 1,256 5.03 527 1.01

音楽学部 50 221 4.42 169 125 1.35 53 1.06

薬学部（6年制） 210 1,935 9.21 1,659 602 2.76 227 1.08

薬学部（4年制） 40 295 7.38 250 117 2.14 53 1.32

看護学部 80 1,084 13.55 930 273 3.41 92 1.15

計 1,785 20,598 11.54 18,025 4,786 3.77 1,888 1.05

文学部 735 8,365 11.38 7,466 1,629 4.58 646 0.87
健康・スポーツ科学部 150 1,379 9.19 1,219 321 3.80 149 0.99

生活環境学部 520 6,464 12.43 5,779 1,110 5.21 466 0.89

音楽学部 50 196 3.92 156 108 1.44 38 0.76

薬学部（6年制） 210 1,623 7.73 1,377 578 2.38 204 0.97

薬学部（4年制） 40 197 4.93 166 82 2.02 25 0.62

看護学部 80 1,484 18.55 1,294 257 5.04 90 1.12

計 1,785 19,708 11.04 17,457 4,085 4.27 1,618 0.90

文学部 510 4,876 9.56 4,234 1,578 2.68 567 0.87

教育学部 240 3,526 14.69 3,160 810 3.90 218 0.99
健康・スポーツ科学部 180 1,504 8.36 1,328 448 2.96 193 0.99

生活環境学部 555 6,673 12.02 5,905 1,575 3.75 585 0.89

音楽学部 50 237 4.74 180 125 1.44 50 0.76

薬学部（6年制） 210 1,766 8.41 1,495 668 2.24 196 0.97

薬学部（4年制） 40 194 4.85 151 105 1.44 34 0.62

看護学部 80 1,484 18.55 1,298 300 4.33 74 1.12

計 1,865 20,260 10.86 17,751 5,609 3.16 1,917 1.02

9,005 99,481 11.05 88,773 24,730 3.59 9,324 1.02

平
成
３
０
年
度

令
和
元
年
度

５年計（割合は平均値）

受験倍率
（C）/（D）

入学者 定員超過率

平
成
2
7
年
度

平
成
2
8
年
度

平
成
2
9
年
度

【資料６：武庫川女子大学への志願・受験・合格・入学者数（直近５年）】

年度 学　部 入学定員
（A）

志願者（B）
志願倍率
（B）/（A）

受験者（C） 合格者（D）



【資料７：私立大学における学科分野別の１年次女子数の推移　】

（単位：人）

（単位：人）

出典：「平成12～30年度学校基本調査報告書」（文部科学省）

Ｈ１２年

度 
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度 
Ｈ１４年
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Ｈ１５年
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Ｈ１６年

度 
Ｈ１７年

度 
Ｈ１８年
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Ｈ１９年
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Ｈ２０年

度 
Ｈ２１年

度 
Ｈ２２年

度 
Ｈ２３年

度 
Ｈ２４年

度 
Ｈ２５年

度 
Ｈ２６年

度 
Ｈ２７年

度 
Ｈ２８年

度 
Ｈ２９年

度 
Ｈ３０年

度 

全学部 183,083 191,908 198,329 195,752 192,408 196,447 198,447 206,441 207,266 211,806 216,717 216,642 215,448 223,164 219,598 225,230 227,194 234,463 235,693

人文科学 58,627 60,922 61,007 59,842 56,906 56,284 55,123 55,971 55,286 54,415 54,475 52,752 51,862 52,616 50,721 49,925 49,937 50,717 51,715

社会科学 62,462 65,097 66,775 63,804 60,577 61,891 61,197 62,142 60,635 62,275 62,482 61,455 59,884 61,656 60,127 61,774 62,868 65,150 63,959

理学 3,081 3,206 3,194 3,068 3,002 3,045 2,963 3,070 2,972 2,946 3,057 3,012 3,146 3,103 3,168 3,171 3,177 3,227 3,328

工学 6,921 7,571 7,390 6,904 6,750 6,478 6,385 6,353 6,131 6,289 6,326 6,847 7,048 7,759 7,799 8,469 8,151 8,891 8,829

農学 3,295 3,337 3,573 3,375 3,268 3,440 3,587 3,593 3,742 3,847 4,079 4,313 4,439 4,433 4,409 4,537 4,567 4,589 4,602

保健 11,813 12,454 13,616 14,109 15,763 17,348 18,928 21,346 22,195 23,758 25,656 26,661 28,292 30,411 31,848 33,479 33,556 35,214 36,426

商船 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

家政 10,006 11,289 12,119 12,790 13,414 13,853 13,766 14,361 14,207 14,579 15,141 15,430 15,164 15,837 15,121 15,423 15,100 15,353 15,354

教育 8,526 9,029 10,079 10,691 10,506 10,554 11,480 12,787 14,044 15,139 16,234 17,022 17,645 18,793 18,636 19,264 18,794 19,532 19,357

芸術 11,036 11,028 11,623 11,785 11,519 11,630 11,620 11,714 11,630 11,588 11,579 11,348 10,936 10,968 10,651 11,034 10,994 11,150 11,153

その他 7,316 7,975 8,953 9,384 10,703 11,924 13,398 15,104 16,424 16,970 17,688 17,802 17,032 17,588 17,118 18,154 20,050 20,640 20,970

62,462 65,097 66,775 63,804 60,577 61,891 61,197 62,142 60,635 62,275 62,482 61,455 59,884 61,656 60,127 61,774 62,868 65,150 63,959 

183,083 
191,908 198,329 195,752 192,408 196,447 198,447 

206,441 207,266 211,806 216,717 216,642 215,448 
223,164 219,598 225,230 227,194 

234,463 235,693 
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度 
Ｈ２６年

度 
Ｈ２７年

度 
Ｈ２８年

度 
Ｈ２９年

度 
Ｈ３０年

度 

全学部 0 8,825 15,246 12,669 9,325 13,364 15,364 23,358 24,183 28,723 33,634 33,559 32,365 40,081 36,515 42,147 44,111 51,380 52,610

人文科学 0 2,295 2,380 1,215 -1,721 -2,343 -3,504 -2,656 -3,341 -4,212 -4,152 -5,875 -6,765 -6,011 -7,906 -8,702 -8,690 -7,910 -6,912

社会科学 0 2,635 4,313 1,342 -1,885 -571 -1,265 -320 -1,827 -187 20 -1,007 -2,578 -806 -2,335 -688 406 2,688 1,497

理学 0 125 113 -13 -79 -36 -118 -11 -109 -135 -24 -69 65 22 87 90 96 146 247

工学 0 650 469 -17 -171 -443 -536 -568 -790 -632 -595 -74 127 838 878 1,548 1,230 1,970 1,908

農学 0 42 278 80 -27 145 292 298 447 552 784 1,018 1,144 1,138 1,114 1,242 1,272 1,294 1,307

保健 0 641 1,803 2,296 3,950 5,535 7,115 9,533 10,382 11,945 13,843 14,848 16,479 18,598 20,035 21,666 21,743 23,401 24,613

商船 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

家政 0 1,283 2,113 2,784 3,408 3,847 3,760 4,355 4,201 4,573 5,135 5,424 5,158 5,831 5,115 5,417 5,094 5,347 5,348

教育 0 503 1,553 2,165 1,980 2,028 2,954 4,261 5,518 6,613 7,708 8,496 9,119 10,267 10,110 10,738 10,268 11,006 10,831

芸術 0 -8 587 749 483 594 584 678 594 552 543 312 -100 -68 -385 -2 -42 114 117

その他 0 659 1,637 2,068 3,387 4,608 6,082 7,788 9,108 9,654 10,372 10,486 9,716 10,272 9,802 10,838 12,734 13,324 13,654
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平成12年度を0とした場合  



平成30年度 平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 5年平均

学部数 13 13 13 12 11 12

入学定員（人） 1,590 1,590 1,490 1,410 1,250 1,466

志願者（人） 6,087 6,898 6,667 6,255 5,154 6,212

志願倍率 3.8 4.3 4.5 4.4 4.1 4.2

入学者数（人） 1,643 1,671 1,521 1,497 1,297 1,526

入学定員充足率 103.33% 105.09% 102.08% 106.17% 103.76% 104.09%

【資料８：私立大学「健康栄養学部」「栄養科学部」の志願者・入学者動向　】

出典：「平成26～30年度私立大学・短期大学等入学志願動向」（日本私立学校振興・共済事業団）



食物栄養学科 （単位：人）※志願倍率は「倍」、定員充足率は「％」

志願者 合格者 倍率 志願者 合格者 倍率 志願者 合格者 倍率 志願者 合格者 志願者 合格者 倍率

兵庫県立大学
環境人間学部食環境栄養課程 40 97 39 2.5 133 38 3.5 104 37 2.8 334 114 111 38 2.9 課程内訳非公表

奈良女子大学
生活環境学部食物栄養学科 35 156 33 4.7 162 33 4.9 183 37 4.9 501 103 167 34 4.9 108.57%

京都府立大学
生命環境学部食保健学科 25 51 20 2.6 63 20 3.2 60 20 3.0 174 60 58 20 2.9 学科内訳非公表

大阪市立大学
生活科学部食品栄養科学科 35 246 36 6.8 242 36 6.7 261 36 7.3 749 108 249 36 6.9 学科内訳非公表

合計もしくは平均 135 550 128 4.3 600 127 4.7 608 130 4.7 1,758 385 586 128 4.6 -

同志社女子大学
生活科学部食物栄養学科
管理栄養士専攻

80 851 168 5.1 950 172 5.5 1,039 161 6.5 2,840 501 946 167 5.7 108.44%

京都女子大学
家政学部食物栄養学科 120 835 202 4.1 1,072 228 4.7 1,191 250 4.8 3,098 680 1,032 226 4.6 103.96%

神戸女子大学
家政学部管理栄養士養成課程 150 1,068 197 5.4 894 190 4.7 802 169 4.7 2,764 556 921 185 5.0 107.67%

合計もしくは平均 550 3,555 700 5.1 3,616 731 4.9 3,877 724 5.4 11,048 2,155 3,682 718 5.1 107.58%

　

食創造科学科

志願者 合格者 倍率 志願者 合格者 倍率 志願者 合格者 倍率 志願者 合格者 志願者 合格者 倍率
立命館大学
食マネジメント学部
食マネジメント学科

320 3,217 795 4.0 3,217 795 3,217 795 4.0 110.94%

同志社女子大学
生活科学部食物栄養学科
食物科学専攻

55 308 87 3.5 375 115 3.3 552 97 5.7 1,235 299 411 99 4.2 114.55%

合計もしくは平均 375 3,525 882 4.0 375 115 3.3 552 97 5.7 4,452 1,094 1,484 364 4.1 112.75%

注： 一般＋センターの合計。

他に推薦・AOを実施の場合あり。また、入試方式ごとの募集人員が一部不明のため、「倍率＝志願者÷合格者」とした。

国公立大学の志願者、合格者の人数は、一般入試、私立大学は一般＋センター方式それぞれの合計値。

出典：志願動向は「大学受験パスナビ」（株式会社 旺文社）より。定員充足率は各大学公表数に基づく。

2018年度
定員充足率

私
立

大学
入学
定員

平成30年度 平成29年度 平成28年度 3年間の合計 3年間の平均

開設前 開設前

【資料９：想定される競合大学の志願者動向と定員充足状況】

大学
入学
定員

平成30年度 平成29年度 平成28年度

国
公
立

私
立

3年間の合計 3年間の平均 2018年度
定員充足率



【資料１０：武庫川女子大学生活環境学部食物栄養学科への志願・受験・合格・入学者数（直近５年）】

1)　正規入学
生活環境学部　食物栄養学科

平成27年度 200 3,108 15.54 2,990 492 6.08 219 1.09

平成28年度 200 3,267 16.34 2,957 519 5.70 203 1.01

平成29年度 200 3,669 18.35 3,263 519 6.29 210 1.05

平成30年度 200 2,852 14.26 2,539 439 5.78 172 0.86

令和元年度 200 2,398 11.99 2,100 612 3.43 209 1.04

平均 200 3,059 15.29 2,770 516 5.37 203 1.01

2)　３年次　編入学
生活環境学部　食物栄養学科

平成27年度 10 31 3.10 30 12 2.50 11 1.10

平成28年度 10 33 3.30 33 10 3.30 9 0.90

平成29年度 10 33 3.30 33 10 3.30 8 0.80

平成30年度 10 30 3.00 29 10 2.90 10 1.00

令和元年度 10 28 2.80 28 10 2.80 10 1.00

平均 10 31 3.10 31 10 2.94 10 0.96

合格者（D）
受験倍率
（C）/（D）

入学者 定員超過率年度 入学定員
（A）

志願者（B）
志願倍率
（B）/（A）

受験者（C）

年度 入学定員
（A）

志願者（B）
志願倍率
（B）/（A）

受験者（C） 合格者（D）
受験倍率
（C）/（D）

入学者 定員超過率



資料１１：管理栄養士及び栄養士　取得者数（過去５年）

卒業生数
管理栄養士
受験資格

管理栄養士
受験者

管理栄養士
合格者

栄養士

平成26年度 219 216 215 213 216

平成27年度 222 214 214 202 222

平成28年度 203 201 201 198 203

平成29年度 219 217 217 213 219

平成30年度 222 210 210 207 222



資料１２：管理栄養士　国家試験結果 (合格者数順)

第33回国家試験（新卒）　　平成31年3月実施 ※合格者数順

№ 都道府県 養成施設名 定員
3年次

編入定員
受験者数 合格者数

合格率
（％）

受験率
（％）

1 埼 玉 女子栄養大学 栄養学部実践栄養学科 200 20 232 232 100.0% 105.5%
2 福 岡 中村学園大学 栄養科学部栄養科学科 200 20 224 217 96.9% 101.8%
3 兵 庫 武庫川女子大学 生活環境学部食物栄養学科 200 10 210 207 98.6% 100.0%
4 愛 知 名古屋学芸大学 管理栄養学部管理栄養学科 160 - 176 175 99.4% 110.0%

5 東 京
東京家政大学
家政学部栄養学科管理栄養士専攻

160 10 174 172 98.9% 102.4%

6 愛 知 名古屋女子大学 家政学部食物栄養学科 160 - 150 150 100.0% 93.8%
7 兵 庫 神戸女子大学 家政学部管理栄養士養成課程 140 20 152 147 96.7% 95.0%

8 千 葉
和洋女子大学
家政学群健康栄養学類健康栄養学専修

120 5 122 122 100.0% 97.6%

9 岐 阜 岐阜女子大学 家政学部健康栄養学科 160 - 128 122 95.3% 80.0%
10 愛 知 東海学園大学 健康栄養学部管理栄養学科 120 - 119 119 100.0% 99.2%

第32回国家試験（新卒）　平成30年3月実施

№ 都道府県 養成施設名 定員
3年次

編入定員
受験者数 合格者数

合格率
（％）

受験率
（％）

1 埼 玉 女子栄養大学 栄養学部実践栄養学科 200 20 236 235 99.6% 107.3%
2 福 岡 中村学園大学 栄養科学部栄養科学科 200 20 223 221 99.1% 101.4%
3 兵 庫 武庫川女子大学 生活環境学部食物栄養学科 200 10 217 213 98.2% 103.3%

4 東 京
東京家政大学
家政学部栄養学科管理栄養士専攻

160 10 176 174 98.9% 103.5%

5 愛 知 名古屋学芸大学 管理栄養学部管理栄養学科 160 - 172 170 98.8% 107.5%
6 千 葉 聖徳大学 人間栄養学部人間栄養学科 200 20 142 142 100.0% 64.5%
7 愛 知 名古屋女子大学 家政学部食物栄養学科 160 - 137 136 99.3% 85.6%
8 兵 庫 神戸女子大学 家政学部管理栄養士養成課程 140 20 142 136 95.8% 88.8%

9 北海道
北海道文教大学
人間科学部健康栄養学科

150 - 129 122 94.6% 86.0%

10 愛 知 椙山女学園大学 生活科学部管理栄養学科 120 - 121 118 97.5% 100.8%

第31回国家試験（新卒）　平成29年3月実施

№ 都道府県 養成施設名 定員
3年次

編入定員
受験者数 合格者数

合格率
（％）

受験率
（％）

1 埼 玉 女子栄養大学 栄養学部実践栄養学科 200 20 224 224 100.0% 101.8%
2 福 岡 中村学園大学 栄養科学部栄養科学科 200 20 222 213 95.9% 100.9%
3 兵 庫 武庫川女子大学 生活環境学部食物栄養学科 200 10 201 198 98.5% 95.7%

4 東 京
東京家政大学
家政学部栄養学科管理栄養士専攻

160 10 175 172 98.3% 102.9%

5 愛 知 名古屋学芸大学 管理栄養学部管理栄養学科 160 - 168 160 95.2% 105.0%
6 千 葉 聖徳大学 人間栄養学部人間栄養学科 200 20 165 146 88.5% 75.0%
7 愛 知 名古屋女子大学 家政学部食物栄養学科 160 - 142 138 97.2% 88.8%
8 兵 庫 神戸女子大学 家政学部管理栄養士養成課程 140 20 149 138 92.6% 93.1%
9 岐 阜 岐阜女子大学 家政学部健康栄養学科 160 - 137 135 98.5% 85.6%

10 神奈川 鎌倉女子大学 家政学部管理栄養学科 120 - 132 128 97.0% 110.0%

第30回国家試験（新卒）　平成28年3月実施

№ 都道府県 養成施設名 定員
3年次

編入定員
受験者数 合格者数

合格率
（％）

受験率
（％）

1 埼 玉 女子栄養大学 栄養学部実践栄養学科 200 20 230 225 97.8% 104.5%
2 兵 庫 武庫川女子大学 生活環境学部食物栄養学科 200 10 214 202 94.4% 101.9%
3 福 岡 中村学園大学 栄養科学部栄養科学科 200 20 224 198 88.4% 101.8%

4 東 京
東京家政大学
家政学部栄養学科管理栄養士専攻

160 10 165 162 98.2% 97.1%

5 愛 知 名古屋学芸大学 管理栄養学部管理栄養学科 160 - 168 150 89.3% 105.0%
6 兵 庫 神戸女子大学 家政学部管理栄養士養成課程 140 20 152 139 91.4% 95.0%
7 愛 知 名古屋女子大学 家政学部食物栄養学科 160 - 138 131 94.9% 86.3%
8 岐 阜 岐阜女子大学 家政学部健康栄養学科 160 - 135 130 96.3% 84.4%
9 千 葉 聖徳大学 人間栄養学部人間栄養学科 200 20 170 123 72.4% 77.3%

10 北海道
北海道文教大学
人間科学部健康栄養学科

150 - 149 113 75.8% 99.3%



1

※文部科学省「 高等教育の将来構想に関する参考資料」 より 抜粋

資料１ ３ 　 男女別にみた18歳人口および大学等進学状況推移



【資料14：令和元年度　入学辞退者　分析（抜粋）】

短大　食生活学科

決定進路（学校名） 学部 学科 出身高校 住所 評定 試験区分

1 武庫川女子大学 生活環境学部 食物栄養学科 非公開 大阪 3.8 公募制推薦入試（前期）

2 武庫川女子大学 生活環境学部 食物栄養学科 非公開 兵庫 3.9 公募制推薦入試（前期）

3 武庫川女子大学 生活環境学部 食物栄養学科 非公開 大阪 3.6 公募制推薦入試（前期）

4 武庫川女子大学 生活環境学部 食物栄養学科 非公開 大阪 3.2 公募制推薦入試（前期）

5 神戸女子大学 健康福祉学部 非公開 和歌山 4.1 公募制推薦入試（前期）

6 甲南女子大学 医療栄養学部 医療栄養学科 非公開 兵庫 2.9 公募制推薦入試（前期）

7 近畿大学 農学部 健康スポーツ栄養 非公開 和歌山 4.1 公募制推薦入試（前期）
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１．「編入学意向についてのアンケート調査」概要 

 
武庫川女子大学が 2020 年度に設置予定の「食物栄養科学部 食物栄養学科 / 食創造科学科 (仮称)」に

おける編入学生確保の見通しを測定するために、武庫川女子大学短期大学部の食生活学科 1・2 年生を対

象に「編入学意向についてのアンケート調査」（無記名式）を実施した。1 年生 93 人、2 年生 86 人の計

179 人から回答を得て集計した結果、学年別・学科別にみると以下の人数が編入学意向を示した。 
 1 年生 2 年生 

食物栄養科学部 食物栄養学科（仮称・編入学定員 10 名を予定）： 25 人 21 人 
        食創造科学科（仮称・編入学定員 5 名を予定）： 13 人 19 人 

 
 

調査対象 
武庫川女子大学短期大学部食生活学科に在籍する 1 年生・2 年生をアンケートの対象

とした。 

調査内容 

 問 1：食生活学科における在籍学年 
 問 2：武庫川女子大学「食物栄養科学部」のいずれかの学科への編入学意向 
 問 3：武庫川女子大学「食物栄養科学部」において編入学したい学科 
 問 4：問 3 で選択した以外の学科の編入学意向 
以上、全 4 問ですべて選択肢式。 

調査時期 2019 年 5 月 

調査方法 
武庫川女子大学短期大学部食生活学科の教職員から調査対象者にアンケート用紙・食

物栄養科学部概要を配布の上、10 分程度の回答時間を設け、その場で回収いただいた。 

回収件数 有効回答数 179 件（1 年生 93 人、2 年生 86 人） 
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２．「編入学意向についてのアンケート調査」集計結果 
※「構成比」（％）はいずれも、小数点第二位を四捨五入。 

 

問１ あなたの在籍学年をお答えください。（あてはまるもの 1 つにチェックしてください） 

選択項目 回答数 構成比 
1. 食生活学科 1 年生 93 52.0% 
2. 食生活学科 2 年生 86 48.0% 

（無回答） 0 0 
 合計 179 100.0% 

 

問 2 は、別紙 武庫川女子大学「食物栄養科学部」の概要 を見た上で回答を求めた。 

 

問２ あなたは武庫川女子大学「食物栄養科学部」のいずれかの学科に編入学したいと思いますか。 
（あてはまるもの 1 つにチェックしてください） 

選択項目 
食生活学科 1 年生 食生活学科 2 年生 

回答数 構成比 回答数 構成比 

1. 編入学したいと思う 38 40.9% 40 46.5% 
2. 編入学したいと思わない 55 59.1% 46 53.5% 

（無回答） 0 0.0% 0 0.0% 

 合計 93 100.0% 86 100.0% 

 

問 3～4 は、問 2 で「編入学したい」とした 1 年生 38 人、2 年生 40 人に回答を求めた。 

 

問３ あなたが武庫川女子大学「食物栄養科学部」において編入学したい学科をお答えください。 
（あてはまるもの 1 つにチェックしてください。複数回答不可となります） 

選択項目 
食生活学科 1 年生 食生活学科 2 年生 

回答数 構成比 回答数 構成比 

1. 食物栄養学科 25 65.8% 21 52.5% 
2. 食創造科学科 13 34.2% 19 47.5% 

（無回答） 0 0.0% 0 0.0% 

 合計 38 100.0% 40 100.0% 

 

問４ 問 3 で選択した以外のもう１つの学科に合格した場合、編入学したいと思いますか。 
（あてはまるもの 1 つにチェックしてください） 

選択項目 

食生活学科 1 年生 食生活学科 2 年生 

問 3 で「食物栄養

学科」を選択 

問 3 で「食創造科

学科」を選択 

問 3 で「食物栄養

学科」を選択 

問 3 で「食創造科

学科」を選択 

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 

1. 編入学したいと思う 20 80.0% 9 69.2% 14 66.7& 13 68.4% 
2. 編入学したいと思わない 5 20.0% 4 30.8% 7 33.3% 6 31.6% 

（無回答） 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

 合計 25 100.0% 13 100.0% 21 100.0% 19 100.0% 
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「編入学意向についてのアンケート調査」 

用紙 

 



記入例を参考にご回答ください。 

問 1 あなたの在籍学年をお答えください。（あてはまるもの 1つにチェックしてください） 

食生活学科１年生  食生活学科２年生 

問 2 あなたは武庫川女子大学「食物栄養科学部」のいずれかの学科に編入学したいと思いますか。 

（あてはまるもの 1つにチェックしてください） 

編入学したいと思う   ⇒ 問 3～4にお答えください。

編入学したいと思わない ⇒ 質問は以上となります。 

問 3 あなたが武庫川女子大学「食物栄養科学部」において編入学したい学科をお答えください。 

（あてはまるもの 1つにチェックしてください。複数回答不可となります） 

食物栄養学科 食創造科学科 

問 4 問 3で選択した以外のもう１つの学科に合格した場合、編入学したいと思いますか。 

（あてはまるもの 1つにチェックしてください） 

編入学したいと思う 

編入学したいと思わない 

質問は以上となります。ご協力いただき、ありがとうございました。

食物栄養科学部
食物栄養学科／食創造科学科

武庫川女子大学

2020 年 4 月開設にむけ 設置構想中・すべて仮称 

問 3～4は、問 2で「編入学したい」とした方がお答えください。 

別紙・武庫川女子大学「食物創造科学部」概要をご覧の上でお答えください。 

編 入 学 意 向 に つ い て の ア ン ケ ー ト 調 査 
（対象：2019 年度現在、武庫川女子大学短期大学部食生活学科生の皆さん） 

武庫川女子大学は 2020 年 4 月、食物栄養科学部（仮称）の設置を構想しています。食物栄養科学部には、既設の食物栄養学科 

(管理栄養士養成課程)に加え新たに食創造科学科（仮称）を設け、食関連分野において幅広く活躍する人材を育成する予定です。 

食物栄養学科と食創造科学科の両学科は、いずれも編入学定員を設け、短期大学等で栄養士資格を取得した方を編入学生として 

受入れる予定です。本学ではこのアンケート調査を通して現在、本学短期大学部食生活学科で学ぶ皆さんからご意見をお聞きし、設置

構想の参考とさせていただきたいと考えています。ご回答いただいた皆さんから得られた情報は武庫川女子大学 食物栄養科学部の 

設置構想に係る統計資料としてのみ活用いたします。アンケート調査へのご協力を、よろしくお願いいたします。 

※このアンケート調査は武庫川女子大学から委託された第三者機関（株式会社高等教育総合研究所）が実施しています。

6 







1 

武庫川女子大学

食物栄養科学部 食物栄養学科 / 食創造科学科（仮称） 

建築学部 建築学科 / 景観建築学科（仮称） 

設置に係る学生確保の見通し調査①

（2020 年度の構想についての高校生アンケート調査） 

報 告 書

株式会社 高等教育総合研究所

資料１７



2 
  

目次 
 

 1.「2020 年度の構想についての高校生アンケート調査」概要 

 2.「2020 年度の構想についての高校生アンケート調査」集計結果 

「2020 年度の構想についての高校生アンケート調査」用紙 

高校生アンケート調査実施高校 一覧 

 

３ 

４ 

７ 

１１ 

  

 

 

  



武庫川女子大学「食物栄養科学部(仮称)」「建築学部（仮称）」設置に係る学生確保の見通し調査① 報告書 

 

3 
  

１．「2020年度の構想についての高校生アンケート調査」概要 

 
武庫川女子大学が 2020 年度に設置予定の「食物栄養科学部 食物栄養学科 / 食創造科学科 (仮称)」お

よび「建築学部 建築学科 / 景観建築学科 (仮称)」における学生確保の見通しを測定するために、2020
年度に大学進学時期を迎える高校 2 年生を対象に「2020 年度の構想についての高校生アンケート調査」

（無記名式）を実施した。兵庫県・大阪府の近畿地方および四国地方の計 69 校の高校生 5,822 人（すべ

て女子）から回答を得て集計した結果、以下の結果を得た。 
食物栄養科学部 食物栄養学科（仮称・入学定員 200 名を予定）：計 328 人が入学意向を示す 
        食創造科学科（仮称・入学定員 80 名を予定）：計 117 人が入学意向を示す 
建 築 学 部 建 築 学 科（仮称・入学定員 45 名を予定）：計 113 人が入学意向を示す 
        景観建築学科（仮称・入学定員 40 名を予定）：計 73 人が入学意向を示す 

 

調査対象 

2020 年度の大学入試を受験する可能性が最も高い高校 2 年生（2020 年 3 月卒業予

定 者）をアンケートの対象とした。武庫川女子大学に志願者・入学者が多い兵庫県・

大阪府を中心とした近畿地方、その他四国地方の実績校にアンケート実施を依頼し、69
校にご協力いただいた。 

調査内容 

 問 1～4：回答者の基本情報（居住地、性別、高校卒業後の希望進路、興味のある

学問分野） 
 問 5～7：武庫川女子大学の受験・入学意向等、入学したいと思う学科、受験しな

い理由 
以上、全 7 問ですべて選択肢式。 

調査時期 2019 年 2 月～2019 年 3 月 

調査方法 
アンケート実施の了承が得られた高校に高校生アンケート用紙（必要部数）を送付。 
各校の教職員から調査対象者（高校 2 年生）にアンケート用紙を配布の上、10 分程度 
の回答時間を設け、その場で回収いただいた。  

回収件数 有効回答数 5,822 件（問 2 にて性別が「女性」とした者のみを集計対象とした） 
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２．「2020年度の構想についての高校生アンケート調査」集計結果 
※「構成比」（％）はいずれも、小数点第二位を四捨五入。 

 

問１ あなたが現在お住まいの都道府県をお答えください。（あてはまるもの１つにチェックしてください） 

選択項目 回答数 構成比 

1. 兵庫県 3,042 52.3% 

2. 大阪府 2,672 45.9% 

3. 奈良県 18 0.3% 

4. 京都府 6 0.1% 

5. 滋賀県 1 0.0% 

6. 和歌山県 7 0.1% 

7. 岡山県 2 0.0% 

8. 鳥取県 3 0.1% 

9. 香川県 59 1.0% 

10. その他 5 0.1% 

  （無回答） 7 0.1% 

 合計 5,822 100.0% 

 
問２ あなたの性別をお答えください。（あてはまるものにチェックしてください） 

選択項目 回答数 構成比 

1. 女性 5,822 100.0% 

2. 男性 0 0.0% 

（無回答） 0 0.0% 

 合計 5,822 100.0% 
 
問３ あなたの高校卒業後の希望進路をお答えください。(最もあてはまるもの１つにチェックしてください) 

選択項目 回答数 構成比 

1. 進学 5,477 94.1% 

2. 就職 151 2.6% 

3. 現時点では未定 162 2.8% 

（無回答） 32 0.5% 

 合計 5,822 100.0% 
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問４ あなたが興味のある学問分野をお答えください。(あてはまるものすべてにチェックしてください) 

選択項目 回答数 構成比 

1. 家政学（食物学、住居学、被服学など） 1,007 17.3% 

2. 工学・理学（建築学、機械工学、電気電子工学、情報学、数学、物理学、化学、生物学など） 571 9.8% 

3. 農学（農業学、農業経済学、林学、水産学など） 272 4.7% 

4. 社会科学（経営学・商学、法学・政治学、経済学、社会学など） 1,247 21.4% 

5. 人文科学（文学、史学、哲学、心理学、外国語学など） 1,757 30.2% 

6. 保健学（医学・歯学・薬学・看護学、歯科衛生学、リハビリ・放射線・臨床検査、健康・スポーツなど） 1,771 30.4% 

7. 芸術学（音楽、デザイン、美術など） 1,110 19.1% 

8. 教育学・教員養成（幼稚園・小学校・中学校・高等学校等の教員養成、保育など） 1,152 19.8% 

9. その他 269 4.6% 

※ 問 4 は複数回答のため、回答数は延べ。 

※ 各構成比＝回答数÷5,822 人 

 

問 5 以降は別紙 武庫川女子大学「食物栄養科学部」「建築学部」の概要 を見た上で回答を求めた。 

 
問５ あなたは新しい学部・学科を備えた武庫川女子大学を受験したいと思いますか。 

（あてはまるもの１つにチェックしてください） 

選択項目 回答数 構成比 

1. 受験したい 958 16.5% 

2. 受験しない 4,804 82.5% 

（無回答） 60 1.0% 

 合計 5,822 100.0% 

 
次の問 6 は、問 5 で「1．受験したい」を選択した高校生（958 人）のみが回答対象 

   

問６ あなたが武庫川女子大学において入学したいと思う学科をお答えください。 
（最もあてはまるもの１つにチェックしてください。複数選択不可となります）  

選択項目 回答数 構成比 

1. 食物栄養学科 328 34.2% 

2. 食創造科学科 117 12.2% 

3. 建築学科 113 11.8% 

4. 景観建築学科 73 7.6% 

5. 上記にあてはまる学科はない 318 33.2% 

  （無回答） 9 0.9% 

    合計 958 100.0% 
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次の問 7 は、問 5 で「2．受験しない」を選択した高校生（4,804 人）のみが回答対象 

 
問７ あなたが武庫川女子大学を「受験しない」とされた理由をお答えください。 

（あてはまるものすべてにチェックしてください） 

選択項目 回答数 構成比 

1. 興味・関心のある学部・学科がないから 1,493 31.1% 

2. 国立大学への進学を希望しているから 1,262 26.3% 

3. 他の私立大学への進学を希望しているから 1,784 37.1% 

4. 短期大学への進学を希望しているから 165 3.4% 

5. 専門学校への進学を希望しているから 596 12.4% 

6. 就職を希望しているから 135 2.8% 

7. 食物栄養科学部に興味・関心はあるが、詳細を知った上で検討したいから 175 3.6% 

8. 建築学部に興味・関心はあるが、詳細を知った上で検討したいから 80 1.7% 

9. 通学時間がかかりそうだから 424 8.8% 

10. 学費が高いから 566 11.8% 

11. 共学大学に行きたいから 858 17.9% 

12. その他 90 1.9% 

※ 問 8 は複数回答のため、回答数は延べ。 

※ 各構成比＝回答数÷4,804 人 
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武庫川女子大学
2020 年度の構想についての高校生アンケート調査 

（対象：2018 年度現在、高校 2 年生の皆さん） 

２０２０年４月の武庫川女子大学 学部・学科構想

文学部

日本語日本文学科

英語文化学科

心理・社会福祉学科

教育学部 教育学科

健康・スポーツ科学部 健康・スポーツ科学科

生活環境学部
生活環境学科

情報メディア学科

食物栄養科学部 
 食物栄養学科 

 食創造科学科 

建築学部 
 建築学科 

 景観建築学科 

音楽学部
演奏学科

応用音楽学科

薬学部
薬学科

健康生命薬科学科

看護学部 看護学科

経営学部 経営学科

記入例を参考に、２～３ページのアンケートにご回答ください。

武庫川女子大学は 2020 年 4 月、生活環境学部の食物栄養学科、建築学科を改組し、食物栄養科学部（仮称）、建築学部（仮称）の

設置を構想しています。各学部にはそれぞれ１学科を新たに設け（下記参照）、食関連分野・建築関連分野において幅広く活躍する 

人材を育成する予定です。武庫川女子大学ではこのアンケート調査を通して 2020 年度に大学進学時期を迎える現・高校 2 年生の皆 

さんからご意見をお聞きし、設置構想の参考とさせていただきたいと考えています。ご回答いただいた皆さんから得られた情報は武庫川

女子大学 食物栄養科学部・建築学部の設置構想に係る統計資料としてのみ活用いたします。アンケート調査へのご協力を、よろしく 

お願いいたします。 

※このアンケート調査は武庫川女子大学から委託された第三者機関（株式会社高等教育総合研究所）が実施しています。

新設！ 

新設！ 

新設！ 

新設！ 

新設！ 

※２０２０年４月より生活環境学部食物栄養学科を改組予定

※２０２０年４月より生活環境学部建築学科を改組予定

※学部・学科名称ともに仮称/２０２０年４月、設置構想中新設！ 
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問 1 あなたが現在お住まいの府県をお答えください。（あてはまるもの１つにチェックしてください）

兵庫県  大阪府  奈良県 京都府 滋賀県 和歌山県

岡山県  鳥取県  香川県 その他

問 2 あなたの性別をお答えください。（あてはまるものにチェックしてください）

女性    男性

問 3 あなたの高校卒業後の希望進路をお答えください。

（最もあてはまるもの１つにチェックしてください）

進学 就職 現時点では未定

問 4 あなたが興味のある学問分野をお答えください。

（あてはまるものすべてにチェックしてください）

家政学（食物学、住居学、被服学など）

工学・理学（建築学、機械工学、電気電子工学、情報学、数学、物理学、化学、生物学など）

農学（農業学、農業経済学、林学、水産学など）

社会科学（経営学・商学、法学・政治学、経済学、社会学など）

人文科学（文学、史学、哲学、心理学、外国語学など）

保健学（医学・歯学・薬学・看護学、歯科衛生学、リハビリ・放射線・臨床検査、健康・スポーツなど）

芸術学（音楽、デザイン、美術など）

教育学・教員養成（幼稚園・小学校・中学校・高等学校等の教員養成、保育など）

その他

問 5 あなたは新しい学部・学科を備えた武庫川女子大学を受験したいと思いますか。 
（あてはまるもの１つにチェックしてください）

受験したい ⇒ 問 6 にお答えください。 

受験しない ⇒ 問 7 にお答えください。 

問 6 あなたが武庫川女子大学において入学したいと思う学科をお答えください。 

（最もあてはまるもの１つにチェックしてください。複数選択不可となります）

食物栄養学科（高度化していく食物栄養科学の分野で活躍できる管理栄養士を育成）

食創造科学科（栄養の知識と企画力・実践力を備え食産業界に貢献できる人材を育成）

建築学科  （グローバル社会に貢献できる国際的通用性を備えた建築設計技術者を養成）

景観建築学科（自然と共生する社会に貢献できる建築・景観設計技術者を養成）

上記にあてはまる学科はない

以下の問 6 は、問 5 で「受験したい」と回答した方がお答えください。 

問 5 以降は別紙 武庫川女子大学「食物栄養科学部」「建築学部」の概要 をご覧の上で 

女性の方のみお答えください。
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問 7 あなたが武庫川女子大学を「受験しない」とされた理由をお答えください。 

興味・関心のある学部・学科がないから 国立大学への進学を希望しているから

他の私立大学への進学を希望しているから 短期大学への進学を希望しているから

専門学校への進学を希望しているから 就職を希望しているから

食物栄養科学部に興味・関心はあるが、詳細を知った上で検討したいから

建築学部に興味・関心はあるが、詳細を知った上で検討したいから

通学時間がかかりそうだから          学費が高いから

共学大学に行きたいから

その他

以下の問 7 は問 5 で「受験しない」と回答した方がお答えください。 

質問は以上となります。ご協力いただき、ありがとうございました。

10 
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高校生アンケート調査実施高校 一覧 

番号 高等学校名称 設置 
所在地 

（府県） 

 
番号 高等学校名称 設置 

所在地 

（府県） 

1 東淀川高等学校 公立 大阪府  46 姫路南高等学校 公立 兵庫県 

2 渋谷高等学校 公立 大阪府  47 龍野高等学校 公立 兵庫県 

3 豊島高等学校 公立 大阪府  48 八鹿高等学校 公立 兵庫県 

4 柴島高等学校 公立 大阪府  49 洲本高等学校 公立 兵庫県 

5 春日丘高等学校 公立 大阪府  50 西宮今津高等学校 公立 兵庫県 

6 茨木西高等学校 公立 大阪府  51 宝塚西高等学校 公立 兵庫県 

7 吹田東高等学校 公立 大阪府  52 相生高等学校 公立 兵庫県 

8 夕陽丘高等学校 公立 大阪府  53 西宮東高等学校 公立 兵庫県 

9 登美丘高等学校 公立 大阪府  54 市立尼崎高等学校 公立 兵庫県 

10 金岡高等学校 公立 大阪府  55 市立伊丹高等学校 公立 兵庫県 

11 東高等学校 公立 大阪府  56 姫路高等学校 公立 兵庫県 

12 大阪市立高等学校 公立 大阪府  57 伊丹西高等学校 公立 兵庫県 

13 久米田高等学校 公立 大阪府  58 須磨友が丘高等学校 公立 兵庫県 

14 八尾翠翔高等学校 公立 大阪府  59 宝塚北高等学校 公立 兵庫県 

15 みどり清朋高等学校 公立 大阪府  60 姫路飾西高等学校 公立 兵庫県 

16 大阪夕陽丘学園高等学校 私立 大阪府  61 北摂三田高等学校 公立 兵庫県 

17 賢明学院高等学校 私立 大阪府  62 須磨翔風高等学校 公立 兵庫県 

18 大阪体育大学浪商高等学校 私立 大阪府  63 神戸龍谷高等学校 私立 兵庫県 

19 好文学園女子高等学校 私立 大阪府  64 親和女子高等学校 私立 兵庫県 

20 上宮高等学校 私立 大阪府  65 神戸学院大学附属高等学校 私立 兵庫県 

21 浪速高等学校 私立 大阪府  66 百合学院高等学校 私立 兵庫県 

22 東大谷高等学校 私立 大阪府  67 東洋大学附属姫路高等学校 私立 兵庫県 

23 帝塚山学院高等学校 私立 大阪府  68 滝川第二高等学校 私立 兵庫県 

24 羽衣学園高等学校 私立 大阪府  69 香川誠陵高等学校 私立 香川県 

25 四條畷学園高等学校 私立 大阪府      
26 大阪国際滝井高等学校 私立 大阪府      
27 阪南大学高等学校 私立 大阪府      
28 大阪国際大和田高等学校 私立 大阪府      
29 帝塚山学院泉ケ丘高等学校 私立 大阪府      
30 東海大学付属大阪仰星高等学校 私立 大阪府      
31 大阪桐蔭高等学校 私立 大阪府      
32 上宮太子高等学校 私立 大阪府      
33 御影高等学校 公立 兵庫県      
34 兵庫高等学校 公立 兵庫県      
35 星陵高等学校 公立 兵庫県      
36 北須磨高等学校 公立 兵庫県      
37 舞子高等学校 公立 兵庫県      
38 東灘高等学校 公立 兵庫県      
39 伊川谷高等学校 公立 兵庫県      
40 尼崎北高等学校 公立 兵庫県      
41 宝塚高等学校 公立 兵庫県      
42 川西緑台高等学校 公立 兵庫県      
43 有馬高等学校 公立 兵庫県      
44 明石北高等学校 公立 兵庫県      
45 西脇高等学校 公立 兵庫県      
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１．「2020年度の構想についての附属高校生・中学生アンケート調査」概要 

 
武庫川女子大学が 2020 年度に設置予定の「食物栄養科学部 食物栄養学科 / 食創造科学科 (仮称)」お

よび「建築学部 建築学科 / 景観建築学科 (仮称)」における学生確保の見通しを測定するために、武庫川

女子大学附属中学校・高等学校の高校 2・1 年生、中学 3・2・1 年生を対象に「2020 年度の構想につい

ての附属高校生・中学生アンケート調査」（無記名式）を実施した。高校生 615 人、中学生 533 人の計

1,148 人から回答を得て集計した結果、学科別・学年別にみると以下の人数が入学意向を示した。 
 高 2 高 1 中 3 中 2 中 1 

食物栄養科学部 食物栄養学科（仮称・入学定員 200 名を予定）： 26 人 29 人 15 人 21 人 12 人 
        食創造科学科（仮称・入学定員 80 名を予定）： 2 人 8 人 3 人 2 人 4 人 
建 築 学 部 建 築 学 科（仮称・入学定員 45 名を予定）： 2 人 10 人 7 人 12 人 10 人 
        景観建築学科（仮称・入学定員 40 名を予定）： 2 人 5 人 7 人 2 人 2 人 

 
 

調査対象 
武庫川女子大学附属中学校・高等学校に在籍する、2020 年度の大学入試を受験する可

能性が最も高い高校 2 年生（2020 年 3 月卒業予定者）、ならびに高校 1 年生と中学 3・
2・1 年生をアンケートの対象とした。上記、計 1,148 人にご協力いただいた。 

調査内容 
 問 1～3：回答者の基本情報（居住地、学年、在籍するコース・課程） 
 問 4～5：武庫川女子大学の受験・入学意向等、入学したいと思う学科 
以上、全 5 問ですべて選択肢式。 

調査時期 2019 年 2 月 

調査方法 
武庫川女子大学附属中学校・高等学校の教職員から調査対象者（高校 2・1 年生、中学

3・2・1 年生）にアンケート用紙を配布の上、10 分程度の回答時間を設け、その場で

回収いただいた。 

回収件数 有効回答数 1,148 件 
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２．「2020年度の構想についての附属高校生・中学生向けアンケート調査」集計結果 
※「構成比」（％）はいずれも、小数点第二位を四捨五入。 

 

問１ あなたが現在お住まいの府県をお答えください。(あてはまるもの１つにチェックしてください) 

選択項目 
高校２年生 高校１年生 中学３年生 中学２年生 中学１年生 

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 

1. 兵庫県 231 77.5% 263 83.0% 167 86.5% 162 81.8% 120 84.5% 
2. 大阪府 64 21.5% 50 15.8% 25 13.0% 36 18.2% 22 15.5% 
3. 奈良県 1 0.3% 2 0.6% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 
4. 京都府 0 0.0% 1 0.3% 1 0.5% 0 0.0% 0 0.0% 
5. 滋賀県 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 
6. 和歌山県 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 
7. その他 0 0.0% 1 0.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

（無回答） 2 0.7% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

 合計 298 100.0% 317 100.0% 193 100.0% 198 100.0% 142 100.0% 

 

問２ あなたの学年をお答えください。（あてはまるもの１つにチェックしてください） 

選択項目 回答数 構成比 
1. 高校 2 年生 298 26.0% 
2. 高校 1 年生 317 27.6% 
3. 中学 3 年生 193 16.8% 
4. 中学 2 年生 198 17.2% 
5. 中学 1 年生 142 12.4% 

（無回答） 0 0.0% 
 合計 1,148 100.0% 

 

問３ あなたが在籍する学年、コース等をお答えください。(あてはまるもの１つにチェックしてください) 

選択項目 
高校２年生 高校１年生 中学３年生 中学２年生 中学１年生 

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 

1. 中学 CG コース 0 0.0% 0 0.0% 159 82.4% 162 81.8% 112 78.9% 
2. 中学 CS コース 0 0.0% 0 0.0% 32 16.6% 36 18.2% 29 20.4% 
3. 高校１年 CG コース I 系 0 0.0% 230 72.6% 1 0.5% 0 0.0% 0 0.0% 
4. 高校１年 CG コース SE 系 0 0.0% 44 13.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 
5. 高校１年 CS コース 0 0.0% 43 13.6% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 
6. 高校 2 年 SS コース 40 13.4% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 
7. 高校 2 年 SE コース 36 12.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 
8. 高校 2 年 I コース（IA 系） 120 40.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 
9. 高校 2 年 I コース（IS 系） 9 3.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

10. 高校 2 年 I コース（IB 系） 59 19.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 
11. 高校 2 年 I コース（IE 系） 33 11.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 

（無回答） 1 0.3% 0 0.0% 1 0.3% 0 0.0% 1 0.7% 

 合計 298 100.0% 317 100.0% 193 100.0% 198 100.0% 142 100.0% 
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問 5 以降は別紙 武庫川女子大学「食物栄養科学部」「建築学部」の概要 を見た上で回答を求めた。 

 
問４ あなたは新しい学部・学科を備えた武庫川女子大学に入学したいと思いますか。 

（あてはまるもの１つにチェックしてください） 

選択項目 
高校２年生 高校１年生 中学３年生 中学２年生 中学１年生 

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 

1. 入学したい 201 67.4% 153 48.3% 75 38.9% 90 45.5% 71 50.0% 

2. 入学したくない 93 31.2% 163 51.4% 117 60.6% 106 53.5% 68 47.9% 

（無回答） 4 1.3% 1 0.3% 1 0.5% 2 1.0% 3 2.1% 

 合計 298 100.0% 317 100.0% 193 100.0% 198 100.0% 142 100.0% 

 

次の問５は、問４で「１．志願したい」を選択した高校生・中学生のみが回答対象である。 

 
問５ あなたが武庫川女子大学において入学したいと思う学科をお答えください。    

（最もあてはまるもの１つにチェックしてください） 

選択項目 
高校２年生 高校１年生 中学３年生 中学２年生 中学１年生 

回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 回答数 構成比 

1. 食物栄養学科 26 12.9% 29 19.0% 15 20.0% 21 23.3% 12 16.9% 

2. 食創造科学科 2 1.0% 8 5.2% 3 4.0% 2 2.2% 4 5.6% 

3. 建築学科 2 1.0% 10 6.5% 7 9.3% 12 13.3% 10 14.1% 

4. 景観建築学科 2 1.0% 5 3.3% 7 9.3% 2 2.2% 2 2.8% 

5. 上記にあてはまる学科はない 169 84.1% 100 65.4% 40 53.3% 53 58.9% 43 60.6% 

（無回答） 0 0.0% 1 0.7% 3 4.0% 0 0.0% 0 0.0% 

 合計 201 100.0% 153 100.0% 75 100.0% 90 100.0% 71 100.0% 
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武庫川女子大学
2020 年度の構想についての附属高校生・中学生アンケート調査 

（対象：2018 年度現在、高校 2・1 年生、中学 3・2・1 年生の皆さん） 

２０２０年４月の武庫川女子大学 学部・学科構想

文学部

日本語日本文学科

英語文化学科

心理・社会福祉学科

教育学部 教育学科

健康・スポーツ科学部 健康・スポーツ科学科

生活環境学部
生活環境学科

情報メディア学科

食物栄養科学部 
 食物栄養学科 

 食創造科学科 

建築学部 
 建築学科 

 景観建築学科 

音楽学部
演奏学科

応用音楽学科

薬学部
薬学科

健康生命薬科学科

看護学部 看護学科

経営学部 経営学科

記入例を参考に、２ページのアンケートにご回答ください。

武庫川女子大学は 2020 年 4 月、生活環境学部の食物栄養学科、建築学科を改組し、食物栄養科学部（仮称）、建築学部（仮称）の

設置を構想しています。各学部にはそれぞれ１学科を新たに設け（下記参照）、食関連分野・建築関連分野において幅広く活躍する 

人材を育成する予定です。武庫川女子大学ではこのアンケート調査を通して、本学附属高校・中学校で学ぶ皆さんからご意見をお聞き

し、設置構想の参考とさせていただきたいと考えています。ご回答いただいた皆さんから得られた情報は武庫川女子大学 食物栄養科

学部・建築学部の設置構想に係る統計資料としてのみ活用いたします。アンケート調査へのご協力を、よろしくお願いいたします。 

※このアンケート調査は武庫川女子大学から委託された第三者機関（株式会社高等教育総合研究所）が実施しています。

新設！ 

新設！ 

新設！ 

新設！ 

新設！ 

※２０２０年４月より生活環境学部食物栄養学科を改組予定

※２０２０年４月より生活環境学部建築学科を改組予定

※学部・学科名称ともに仮称/２０２０年４月、設置構想中新設！ 
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問 1 あなたが現在お住まいの府県をお答えください。（あてはまるもの１つにチェックしてください） 

兵庫県  大阪府  奈良県 京都府 滋賀県 和歌山県

その他

問 2 あなたの学年をお答えください。（あてはまるもの１つにチェックしてください） 

高校 2 年生 高校 1 年生 

中学 3 年生 中学 2 年生 中学 1 年生 

問 3 あなたが在籍する学年、コース等をお答えください。（あてはまるもの１つにチェックしてください） 

中学 CS コース 

高校 1 年 CG コース SE 系 高校 1 年 CS コース 

高校 2 年 SE コース 高校 2 年 I コース(IA 系) 

中学 CG コース

高校 1 年 CG コース I 系
高校 2 年 SS コース高校

2 年 I コース(IS 系) 高校 2 年 I コース(IB 系) 高校 2 年 I コース(IE 系) 

問 4 あなたは新しい学部・学科を備えた武庫川女子大学に入学したいと思いますか。 

（あてはまるもの１つにチェックしてください）

入学したい ⇒ 問 5 にお答えください。 

入学したくない ⇒ 質問は以上となります。

問 5 あなたが武庫川女子大学において入学したいと思う学科をお答えください。 

（最もあてはまるもの１つにチェックしてください。複数選択不可となります）

食物栄養学科（高度化していく食物栄養科学の分野で活躍できる管理栄養士を育成）

食創造科学科（栄養の知識と企画力・実践力を備え食産業界に貢献できる人材を育成）

建築学科  （グローバル社会に貢献できる国際的通用性を備えた建築設計技術者を養成）

景観建築学科（自然と共生する社会に貢献できる建築・景観設計技術者を養成）

上記にあてはまる学科はない

問 4 以降は別紙 武庫川女子大学「食物栄養科学部」「建築学部」の概要 をご覧の上で 

お答えください。

質問は以上となります。ご協力いただき、ありがとうございました。

以下の問 5 は、問 4 で「入学したい」と回答した方がお答えください。 



【資料２１：私立大学の工学系における学科分野別の１年次女子数の推移　】

（単位：人）

（単位：人）

出典：「平成12～30年度学校基本調査報告書」（文部科学省）

Ｈ１２年度 Ｈ１３年度 Ｈ１４年度 Ｈ１５年度 Ｈ１６年度 Ｈ１７年度 Ｈ１８年度 Ｈ１９年度 Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 

機械工学 337 335 350 308 251 262 261 249 235 249 236 285 296 336 403 521 453 503 536

電気通信工学 1,212 1,472 1,501 1,234 1,257 1,125 1,123 1,075 1,023 1,133 1,067 1,137 1,157 1,277 1,254 1,443 1,396 1,597 1,585

土木建築工学 2,000 2,126 2,025 1,959 1,910 1,805 1,793 1,750 1,635 1,566 1,443 1,590 1,648 1,886 1,877 2,120 2,089 2,485 2,410

応用化学 1,153 1,178 1,115 995 965 905 879 821 785 853 831 992 1,049 1,102 1,051 1,241 1,067 1,029 1,012

応用理学 53 38 38 28 25 24 12 60 71 76 64 88 96 153 142 180 185 168 164

原子力工学 7 3 0 0 0 0 0 0 3 0 6 5 3 9 7 12 7 5 10

鉱山学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

金属工学 11 15 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

繊維工学 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

船舶工学 0 1 12 19 9 11 13 0 2 2 2 2 0 1 0 0 0 0 8

航空工学 28 36 47 32 32 34 27 27 45 31 32 41 42 58 49 69 78 57 59

経営工学 386 298 279 272 234 274 228 251 260 245 287 255 256 281 306 317 271 299 284

工芸学 187 195 154 65 48 82 121 124 206 184 194 207 195 230 254 177 205 188 185

2,000 2,126 
2,025 

1,959 1,910 1,805 1,793 1,750 1,635 1,566 1,443 
1,590 1,648 

1,886 1,877 
2,120 

2,089 2,485 2,410 
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人数別の推移 

Ｈ１２年度 Ｈ１３年度 Ｈ１４年度 Ｈ１５年度 Ｈ１６年度 Ｈ１７年度 Ｈ１８年度 Ｈ１９年度 Ｈ２０年度 Ｈ２１年度 Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 

機械工学 0 -2 13 -29 -86 -75 -76 -88 -102 -88 -101 -52 -41 -1 66 184 116 166 199

電気通信工学 0 260 289 22 45 -87 -89 -137 -189 -79 -145 -75 -55 65 42 231 184 385 373

土木建築工学 0 126 25 -41 -90 -195 -207 -250 -365 -434 -557 -410 -352 -114 -123 120 89 485 410

応用化学 0 25 -38 -158 -188 -248 -274 -332 -368 -300 -322 -161 -104 -51 -102 88 -86 -124 -141

応用理学 0 -15 -15 -25 -28 -29 -41 7 18 23 11 35 43 100 89 127 132 115 111

経営工学 0 -88 -107 -114 -152 -112 -158 -135 -126 -141 -99 -131 -130 -105 -80 -69 -115 -87 -102

工芸学 0 8 -33 -122 -139 -105 -66 -63 19 -3 7 20 8 43 67 -10 18 1 -2
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平成12年度を0とした場合（土木建築工学をはじめとする主要分野のみ） 



平成30年度 平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 2年平均

学部数 5 3 2 2 2 4

入学定員（人） 1,315 865 1,090

志願者（人） 26,102 25,555 25,829

志願倍率 19.8 29.5 24.7

入学者数（人） 1,424 910 1,167

入学定員充足率 108.29% 105.20% 106.75%

【資料２２ ：私立大学「建築学部」の志願者・入学者動向　】

出典：「平成26～30年度私立大学・短期大学等入学志願動向」（日本私立学校振興・共済事業団）

 
学部数が僅少（「２」）であったため、 
統計資料未公表 



建築学科 （単位：人）※志願倍率は「倍」、定員充足率は「％」

志願者 合格者 倍率 志願者 合格者 倍率 志願者 合格者 倍率 志願者 合格者 志願者 合格者 倍率

京都工芸繊維大学
工芸科学部デザイン科学域
デザイン・建築学課程

156 761 136 5.6 568 104 5.5 445 106 4.2 1,774 346 591 115 5.1 105.13%

京都府立大学
生命環境学部
環境デザイン学科

40 117 23 5.1 146 31 4.7 127 33 3.8 390 87 130 29 4.5 学科別内訳非公表

奈良女子大学
生活環境学部住環境学科

35 178 36 4.9 158 40 4.0 188 39 4.8 524 115 174 38 4.6 108.57%

大阪市立大学
工学部建築学科

34 250 31 8.1 285 31 9.2 238 31 7.7 773 93 257 31 8.3 学科内訳非公表

合計もしくは平均 265 1,306 226 5.8 1,157 206 5.6 998 209 4.8 3,461 641 1,153 213 5.4 -

大阪工業大学
工学部　建築学科

150 2,095 302 6.9 1,989 252 7.9 1,645 329 5.0 5,729 883 1,909 294 6.5 学科別内訳非公表

摂南大学　理工学部
建築学科

70 1,916 220 8.7 1,751 246 7.1 1,467 225 6.5 5,134 691 1,711 230 7.4 108.57%

近畿大学
建築学部建築学科

280 7,828 872 9.0 8,091 783 10.3 7,488 662 11.3 23,407 2,317 7,802 772 10.1 108.70%

合計もしくは平均 500 11,839 1,394 8.5 11,831 1,281 9.2 10,600 1,216 8.7 34,270 3,891 11,423 1,297 8.8 -

景観建築学科

志願者 合格者 倍率 志願者 合格者 倍率 志願者 合格者 倍率 志願者 合格者 志願者 合格者 倍率

大阪工業大学
工学部　都市デザイン工学科

100 899 183 4.9 673 198 3.4 668 193 3.5 2,240 574 746 191 3.9 学科内訳非公表

摂南大学　理工学部
住環境デザイン学科

70 1,060 198 5.4 1,212 174 7.0 995 162 6.1 3,267 534 1,089 178 6.1 102.14%

合計もしくは平均 100 899 183 4.9 673 198 3.4 668 193 3.5 2,240 574 746 191 3.9 -

注： 一般＋センターの合計。

他に推薦・AOを実施の場合あり。また、入試方式ごとの募集人員が一部不明のため、「倍率＝志願者÷合格者」とした。

国公立大学の志願者、合格者の人数は、一般入試、私立大学は一般＋センター方式それぞれの合計値。

出典：志願動向は「大学受験パスナビ」（株式会社 旺文社）より。定員充足率は各大学公表数に基づく。

【資料２３：想定される競合大学の志願者動向と定員充足状況（建築関係 ）】

私
立

国
公
立

大学
入学
定員

平成30年度 平成29年度 平成28年度 3年間の合計 3年間の平均

3年間の合計 3年間の平均

私
立

2018年度
定員充足率

大学
入学
定員

平成30年度 平成29年度 平成28年度 2018年度
定員充足率



生活環境学部　建築学科

平成27年度 40 359 8.98 341 128 2.66 46 1.15

平成28年度 40 391 9.78 338 118 2.86 55 1.37

平成29年度 40 539 13.48 481 98 4.91 45 1.12

平成30年度 40 492 12.30 447 93 4.81 37 0.92

令和元年度 40 581 14.53 536 118 4.54 32 0.80

平均 40 472 11.81 429 111 3.86 43 1.07

合格者（D）
受験倍率
（C）/（D）

入学者 定員超過率

【資料２４：武庫川女子大学生活環境学部建築学科への志願・受験・合格・入学者数（直近５年）】

年度 入学定員
（A）

志願者（B）
志願倍率
（B）/（A）

受験者（C）



備考
1年次 2年次 3年次 4年次 該当年度

食物栄養学科 200 200,000 1,295,000 1,435,000 1,435,000 1,435,000 1,495,000 5,800,000 Ｈ32
食創造科学科 80 200,000 1,295,000 1,435,000 1,435,000 1,435,000 1,495,000 5,800,000 Ｈ32

1年次 2年次 3年次 4年次
150 200,000 1,095,000 1,135,000 1,135,000 1,135,000 1,295,000 4,700,000
200 200,000 1,095,000 1,175,000 1,175,000 1,175,000 1,295,000 4,820,000
160 200,000 1,225,000 1,265,000 1,265,000 1,265,000 1,425,000 5,220,000
240 200,000 1,225,000 1,275,000 1,275,000 1,275,000 1,425,000 5,250,000
180 200,000 1,245,000 1,325,000 1,305,000 1,305,000 1,445,000 5,380,000
165 200,000 1,245,000 1,285,000 1,285,000 1,285,000 1,445,000 5,300,000
200 200,000 1,295,000 1,435,000 1,435,000 1,435,000 1,495,000 5,800,000
150 200,000 1,245,000 1,285,000 1,285,000 1,285,000 1,445,000 5,300,000
40 200,000 1,460,000 1,540,000 1,540,000 1,540,000 1,660,000 6,280,000
30 200,000 1,700,000 1,770,000 1,770,000 1,770,000 1,900,000 7,210,000
20 200,000 1,720,000 1,770,000 1,770,000 1,770,000 1,920,000 7,230,000
210 200,000 1,864,000 1,990,000 1,990,000 1,990,000 2,064,000 12,014,000
40 200,000 1,500,000 1,700,000 1,700,000 1,700,000 1,700,000 6,800,000
80 200,000 1,675,000 1,695,000 1,695,000 1,695,000 1,875,000 6,960,000

備考
1年次 2年次 3年次 4年次 該当年度

生活科学部 食物栄養科学科　管理栄養士専攻 80 260,000 1,300,000 1,300,000 1,300,000 1,300,000 1,560,000 5,460,000 Ｈ31
食物栄養科学科　食物科学専攻 55 260,000 1,207,000 1,207,000 1,207,000 1,207,000 1,467,000 5,088,000 Ｈ31

医療栄養学部 医療栄養学科 80 250,000 1,430,000 1,430,000 1,430,000 1,430,000 1,680,000 5,970,000 Ｈ31
家政学部 食物栄養学科 120 250,000 1,183,000 1,280,000 1,088,000 1,088,000 1,433,000 4,889,000 Ｈ31

家政学部 管理栄養士養成課程 150 250,000 1,205,000 1,255,000 1,255,000 1,255,000 1,455,000 5,220,000 Ｈ31
健康科学部 健康栄養学科 90 150,000 1,340,000 1,340,000 1,340,000 1,340,000 1,490,000 5,510,000 Ｈ31
食マネジメント学部 食マネジメント学科 320 300,000 1,036,000 1,196,000 1,196,000 1,196,000 1,336,000 4,924,000 Ｈ31

【資料２５ 学生納付金設定の考え方(食物栄養科学部)　】

　神戸女子大学
　京都女子大学

卒業までの
納付金(見込)

　甲南女子大学

　同志社女子大学

健康生命薬科学科

健康・スポーツ科学部 健康・スポーツ科学科

生活環境学部

生活環境学科
食物栄養学科
情報メディア学科

　立命館大学

看護学部 看護学科

＜類似学部・学科を設置している私立大学の学生納付金＞

大学 学部 学科 入学定員 入学金
学費 初年次

納付金

　畿央大学

建築学科

音楽学部
演奏学科
応用音楽学科

薬学部
薬学科

教育学部 教育学科

卒業までの
納付金(見込)

＜本学既設学部の納付金（令和元年度入学生適用分）＞

学部 学科 入学定員 入学金
学費（授業料・教育充実費・実験実習費） 初年次

納付金
卒業までの
納付金(見込)

文学部
日本語日本語文学科
英語文化学科
心理・社会福祉学科

武庫川女子大学
食物栄養
科学部

大学 学部 学科 入学定員 入学金
学費（授業料・教育充実費・実験実習費） 初年次

納付金



1年次 2年次 3年次 4年次
建築学科 45 200,000 1,460,000 1,540,000 1,540,000 1,540,000 1,660,000 6,280,000 Ｈ32

景観建築学科 40 200,000 1,460,000 1,540,000 1,540,000 1,540,000 1,660,000 6,280,000 Ｈ32

1年次 2年次 3年次 4年次
150 200,000 1,095,000 1,135,000 1,135,000 1,135,000 1,295,000 4,700,000
200 200,000 1,095,000 1,175,000 1,175,000 1,175,000 1,295,000 4,820,000
160 200,000 1,225,000 1,265,000 1,265,000 1,265,000 1,425,000 5,220,000
240 200,000 1,225,000 1,275,000 1,275,000 1,275,000 1,425,000 5,250,000
180 200,000 1,245,000 1,325,000 1,305,000 1,305,000 1,445,000 5,380,000
165 200,000 1,245,000 1,285,000 1,285,000 1,285,000 1,445,000 5,300,000
200 200,000 1,295,000 1,435,000 1,435,000 1,435,000 1,495,000 5,800,000
150 200,000 1,245,000 1,285,000 1,285,000 1,285,000 1,445,000 5,300,000
40 200,000 1,460,000 1,540,000 1,540,000 1,540,000 1,660,000 6,280,000
30 200,000 1,700,000 1,770,000 1,770,000 1,770,000 1,900,000 7,210,000
20 200,000 1,720,000 1,770,000 1,770,000 1,770,000 1,920,000 7,230,000
210 200,000 1,864,000 1,990,000 1,990,000 1,990,000 2,064,000 12,014,000
40 200,000 1,500,000 1,700,000 1,700,000 1,700,000 1,700,000 6,800,000
80 200,000 1,675,000 1,695,000 1,695,000 1,695,000 1,875,000 6,960,000

＊：薬学部薬学科の５、６年次の学費は共に1,990,000円

1年次 2年次 3年次 4年次

工学部 建築学科 150 250,000 1,360,000 1,460,000 1,460,000 1,460,000 1,610,000 5,990,000 Ｈ31

理工学部 建築学科 70 250,000 1,260,000 1,260,000 1,260,000 1,260,000 1,510,000 5,290,000 Ｈ31

建築学部 建築学科 280 250,000 1,462,000 1,498,500 1,528,500 1,558,500 1,712,000 6,297,500 Ｈ31

理工学部 環境都市デザイン学科 91 300,000 1,384,600 1,544,600 1,544,600 1,544,600 1,684,600 6,318,400 Ｈ31

建築学科 160 200,000 1,534,000 1,737,000 1,745,000 1,785,000 1,734,000 7,001,000 Ｈ31
社会環境工学科 90 200,000 1,542,000 1,737,000 1,745,000 1,785,000 1,742,000 7,009,000 Ｈ31

デザイン工学部 建築学科
都市環境デザイン工学科

132
80

240,000 1,543,000 1,543,000 1,510,000 1,510,000 1,783,000 6,346,000 Ｈ31

平均額 1,682,229 6,321,700

該当年度

該当年度

武庫川女子大学 建築学部

教育学部 教育学科

＜本学既設学部の納付金（令和元年度入学生適用分）＞

学部 学科 入学定員 入学金
学費（授業料・教育充実費・実験実習費） 初年次

納付金
卒業までの

納付金(見込)

文学部
日本語日本語文学科

大学 学部 学科 入学定員 入学金
学費（授業料・教育充実費） 初年次

納付金
卒業までの

納付金(見込)

英語文化学科
心理・社会福祉学科

音楽学部
演奏学科
応用音楽学科

生活環境学部

生活環境学科
食物栄養学科
情報メディア学科
建築学科

看護学部 看護学科

＜類似学部・学科を設置している私立大学の学生納付金＞

大学 学部 学科 入学定員 入学金
学費 初年次

納付金

摂南大学

早稲田大学 創造理工学部

【資料２６　学生納付金設定の考え方(建築学部)　】

法政大学

卒業までの
納付金(見込)

立命館大学

大阪工業大学

近畿大学

健康生命薬科学科

健康・スポーツ科学部

薬学部
薬学科　＊

健康・スポーツ科学科



協定（連携）先

兵庫県

協定締結日 協　　定　　名

地域創成に係る包括連携協力協定平30.2．13

平29.12．12 地域づくり、教育・文化の振興、人材の育成に関する包括連携協定

兵庫県西宮市商工会議所 平30.6.11 地域社会の持続的な発展及び教育研究の向上に係る包括連携協定

兵庫県

島根県

香川県土庄町

兵庫県丹波市

【資料２７】　武庫川女子大学と地方自治体等との就職支援に関する協定締結先一覧

平29.10．10
地域づくり、教育・文化・スポーツの振興、人材の育成に関する包括連
携協力協定

平29.9．1 地域経済を支える人材の育成・確保に関する就職支援協定

平29.2．21
兵庫県の将来を担う若手人材の活躍の場の確保に関する就職支援協
定

兵庫県丹波市

香川県

鹿児島県

兵庫県西宮市

愛媛県

山口県

鳥取県、公益財団法人ふ
るさと鳥取県定住機構

福岡県

広島県

平26.12．17

大阪府豊中市 平20.2．29

徳島県 平25.2．1 地域経済を支える人材の育成・確保に関する就職支援協定

平27.6．25 地域経済を支える人材の育成・確保に関する就職支援協定

平28.12．26 地域経済を支える人材の育成・確保に関する就職支援協定

平28.5．13 地域経済を支える人材の育成・確保に関する就職支援協定

地域経済を支える人材の育成・確保に関する就職支援連携協定

平26.4．1 地域社会の発展及び人材育成に関する包括連携協定

平26.3．1 愛媛県の次代を担う人材の育成・確保に関する就職支援協定

平26.11．19 地域経済を支える人材の育成・確保に関する就職支援連携協定

平26.7．22 地域経済を支える人材の育成・確保に関する就職支援連携協定

教育、文化、健康づくり・スポーツ等の様々な分野に関する連携協力協
定

平26.2．20 地域経済を支える人材の育成・確保に関する就職支援協定
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１．「設置構想についての人材需要アンケート調査」概要 

 
武庫川女子大学が 2020 年度に設置予定の「建築学部 建築学科 / 景観建築学科 (仮称)」、武庫川女子

大学大学院「建築学研究科 建築学専攻 / 景観建築学専攻 (仮称)」における人材需要の見通しを測定する

ために、卒業生・修了生の採用が期待できる事業所 1,866 箇所に人材需要アンケート調査（無記名方式）

を送付した。292 箇所から返送を得て集計を行った結果、以下の結果を得た。 
【建築学部（仮称）】 
 建築学科（仮称・入学定員 45 名を予定）については計 262 箇所（全体の 89.7%）がニーズを認め、

209 箇所（同 71.6%）がその卒業生を「採用したい」とした上で計 348 人（※）の採用意欲を示し

た。 
 景観建築学科（仮称・入学定員 40 名を予定）については計 216 箇所（全体の 74.0%）がニーズを認

め、129 箇所（同 44.2%）がその卒業生を「採用したい」とした上で計 206 人（※）の採用意欲を

示した。 
【大学院 建築学研究科（仮称）】 
 建築学専攻（仮称・入学定員は修士課程 22 名、博士後期課程 2 名を予定）については計 252 箇所

（全体の 86.3%）がニーズを認め、167 箇所（同 57.2%）がその修了生を「採用したい」とした上で

計 245 人（※）の採用意欲を示した。そのうち、修士課程の修了生に対する採用意向は 177 人、博

士後期課程は 68 人であった。 
 景観建築学専攻（仮称・入学定員は修士課程 6 名、博士後期課程 1 名を予定）については計 209 箇

所（全体の 71.6%）がニーズを認め、112 箇所（同 38.4%）がその修了生を「採用したい」とした上

で計 161 人（※）の採用意欲を示した。そのうち、修士課程の修了生に対する採用意向は 116 人、

博士後期課程は 45 人であった。 
※採用人数が 1 箇所で 10 人以上の場合は、すべて 10 人カウント。 
 

調査対象 
武庫川女子大学 生活環境学部 建築学科、大学院 生活環境学研究科 建築学専攻の卒

業生採用実績のある事業所及び求人票送付実績がある事業所の合計 1,866 箇所を調査

対象とした。 

調査内容 

 問 1～3：回答元の業種、所在地、従業員・職員規模 
 問 4～6：武庫川女子大学「建築学部 建築学科 / 景観建築学科 (仮称)」の社会に

おけるニーズ、生活環境学部 建築学科卒業生の採用実績、「建築学部 建築学科 / 
景観建築学科 (仮称)」卒業生の採用意向 

 問 7～9：武庫川女子大学大学院「建築学研究科 建築学専攻 / 景観建築学専攻 (仮
称)」の社会におけるニーズ、生活環境学研究科 建築学専攻修了生の採用実績、 「建

築学研究科 建築学専攻 / 景観建築学専攻 (仮称)」修了生の採用意向 
 問 10：武庫川女子大学「建築学部 建築学科 / 景観建築学科 (仮称)」、武庫川女子

大学大学院「建築学研究科 建築学専攻 / 景観建築学専攻 (仮称)」に期待するこ

と、要望点 
以上、全 10 問で主に選択式、一部記述式 
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調査時期 2019 年 3 月 

調査方法 
調査対象とした事業所の人事・採用担当者宛に、人材需要アンケート調査用紙（1 部）

を郵送。協力可能な場合、回答済のアンケートを所定の返信用封筒に同封の上、返送し

て頂いた。 

回収件数 有効回答数 292 件（送付 1,866 箇所に対し、回収率 15.6%） 
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２．「設置構想についての人材需要アンケート調査」集計結果 
※「構成比」（％）はいずれも、小数点第二位を四捨五入。 

 

問１ 貴事業所の主業種として、最もあてはまるものをお答えください。 
（あてはまるもの一つにチェックをお願いします） 

選択項目 回答数 構成比 

1.  建設業 177 60.6% 
2.  不動産・物品賃貸業（不動産） 32 11.0% 
3.  学術研究・専門・技術サービス業（建築設計・デザイン） 53 18.2% 
4.  地方自治体 2 0.7% 
5.  その他 22 7.5% 

 （無回答） 6 2.1% 
 合計 292 100.0% 

 

問２ 貴事業所の所在地をお答えください。（あてはまるもの一つにチェックをお願いします） 

選択項目 回答数 構成比  選択項目 回答数 構成比 
1.  北海道 1 0.3%  26. 京都府 8 2.7% 
2.  青森県 0 0.0%  27. 大阪府 101 34.6% 
3.  岩手県 0 0.0%  28. 兵庫県 53 18.2% 
4. 宮城県 0 0.0%  29. 奈良県 3 1.0% 
5. 秋田県 0 0.0%  30. 和歌山県 5 1.7% 
6. 山形県 0 0.0%  31. 鳥取県 3 1.0% 
7. 福島県 0 0.0%  32. 島根県 4 1.4% 
8. 茨城県 1 0.3%  33. 岡山県 5 1.7% 
9. 栃木県 0 0.0%  34. 広島県 1 0.3% 

10. 群馬県 0 0.0%  35. 山口県 2 0.7% 
11. 埼玉県 1 0.3%  36. 徳島県 3 1.0% 
12. 千葉県 0 0.0%  37. 香川県 7 2.4% 
13. 東京都 52 17.8%  38. 愛媛県 3 1.0% 
14. 神奈川県 2 0.7%  39. 高知県 1 0.3% 
15. 新潟県 2 0.7%  40. 福岡県 0 0.0% 
16. 富山県 3 1.0%  41. 佐賀県 0 0.0% 
17. 石川県 3 1.0%  42. 長崎県 0 0.0% 
18. 福井県 1 0.3%  43. 熊本県 1 0.3% 
19. 山梨県 0 0.0%  44. 大分県 1 0.3% 
20. 長野県 2 0.7%  45. 宮崎県 0 0.0% 
21. 岐阜県 1 0.3%  46. 鹿児島県 0 0.0% 
22. 静岡県 2 0.7%  47. 沖縄県 0 0.0% 
23. 愛知県 5 1.7%   （無回答） 8 2.7% 
24. 三重県 1 0.3%   合計 292 100.0% 
25. 滋賀県 6 2.1%      
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問３ 貴事業所の従業員・職員数をお答えください。（あてはまるもの一つにチェックをお願いします） 

選択項目 回答数 構成比 

1.  ～99 人 138 47.3% 
2.  100～299 人 75 25.7% 
3. 300～499 人 24 8.2% 
4. 500～999 人 22 7.5% 
5. 1,000～2,999 人 25 8.6% 
6. 3,000～9,999 人 6 2.1% 
7. 10,000 人～ 0 0.0% 
 （無回答） 2 0.7% 
 合計 292 100.0% 

 
 

問４以降は武庫川女子大学「建築学部」の概要を見た上での回答を求めた。 

   
問４ 武庫川女子大学が設置構想中の建築学部「建築学科」および「景観建築学科」が養成する人材は、 

今後の社会においてニーズが高いと思われますか。（あてはまるもの一つにチェックをお願いします） 

＜建築学科＞   

選択項目 回答数 構成比 

1.  ニーズは極めて高い 143 49.0% 
2.  ニーズはある程度高い 119 40.8% 
3. ニーズはあまりない 5 1.7% 
4. ニーズは全くない 4 1.4% 
5. わからない 18 6.2% 
 （無回答） 3 1.0% 
 合計 292 100.0% 
   
＜景観建築学科＞   

選択項目 回答数 構成比 

1.  ニーズは極めて高い 80 27.4% 
2.  ニーズはある程度高い 136 46.6% 
3. ニーズはあまりない 16 5.5% 
4. ニーズは全くない 3 1.0% 
5. わからない 43 14.7% 
 （無回答） 14 4.8% 
 合計 292 100.0% 

 
問５ 貴事業所においてこれまで、武庫川女子大学 生活環境学部 建築学科の卒業生をご採用いた 

だいたことはありますか。（あてはまるもの一つにチェックをお願いします） 

選択項目 回答数 構成比 

1.  採用したことがある 65 22.3% 
2.  採用したことはない 213 72.9% 
3. わからない 11 3.8% 
 （無回答） 3 1.0% 
 合計 292 100.0% 
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問６ 武庫川女子大学が設置構想中の建築学部「建築学科」および「景観建築学科」が養成する人材を、 

貴事業所において採用したいと思われますか。（あてはまるもの一つにチェックをお願いします） 

＜建築学科＞   

選択項目 回答数 構成比 

1.  採用したい 209 71.6% 
2.  採用しない 15 5.1% 
3. わからない 65 22.3% 
 （無回答） 3 1.0% 
 合計 292 100.0% 

（「建築学科」の養成する人材を）「採用したい」とされた場合、よろしければ以下にお答えください。 

・採用可能な人数をお答えください。 

提示人数 回答数 人数合計 

 1 人 76 76 
 2 人 61 122 
 3 人 19 57 
 4 人 1 4 
 5 人 11 55 
 6 人 1 6 
 8 人 1 8 
 10 人以上 2 20 
 （無回答） 37 - 
 合計 209 348 
※ 提示人数が 10 人を超える場合は 10人として計算した。   
   
＜景観建築学科＞   

選択項目 回答数 構成比 

1.  採用したい 129 44.2% 
2.  採用しない 29 9.9% 
3. わからない 125 42.8% 
 （無回答） 9 3.1% 
 合計 292 100.0% 

（「景観建築学科」の養成する人材を）「採用したい」とされた場合、よろしければ以下にお答えください。 

・採用可能な人数をお答えください。 

提示人数 回答数 人数合計 

 1 人 48 48 
 2 人 28 56 
 3 人 14 42 
 4 人 1 4 
 5 人 6 30 
 6 人 1 6 
 10 人以上 2 20 
 （無回答） 29 - 
 合計 129 206 
※ 提示人数が 10 人を超える場合は 10人として計算した。   
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問４以降は武庫川女子大学大学院「建築学研究科」の概要を見た上での回答を求めた。 

   
問７ 武庫川女子大学が設置構想中の建築学研究科「建築学専攻」および「景観建築学専攻」が養成する人材は、 

今後の社会においてニーズが高いと思われますか。（あてはまるもの一つにチェックをお願いします） 

＜建築学専攻＞   

選択項目 回答数 構成比 

1.  ニーズは極めて高い 117 40.1% 
2.  ニーズはある程度高い 135 46.2% 
3. ニーズはあまりない 8 2.7% 
4. ニーズは全くない 1 0.3% 
5. わからない 30 10.3% 
 （無回答） 1 0.3% 
 合計 292 100.0% 
   
＜景観建築学専攻＞   

選択項目 回答数 構成比 

1.  ニーズは極めて高い 77 26.4% 
2.  ニーズはある程度高い 132 45.2% 
3. ニーズはあまりない 17 5.8% 
4. ニーズは全くない 1 0.3% 
5. わからない 64 21.9% 
 （無回答） 1 0.3% 
 合計 292 100.0% 

 
問８ 貴事業所においてこれまで、武庫川女子大学 生活環境学研究科 建築学専攻の修了生をご採用 

いただいたことはありますか。（あてはまるもの一つにチェックをお願いします） 

選択項目 回答数 構成比 

1.  採用したことがある 38 13.0% 
2.  採用したことはない 229 78.4% 
3. わからない 18 6.2% 
 （無回答） 7 2.4% 
 合計 292 100.0% 

 
問９ 武庫川女子大学が設置構想中の建築学研究科「建築学専攻」および「景観建築学専攻」が養成する人材を、 

貴事業所において採用したいと思われますか。（あてはまるもの一つにチェックをお願いします） 

＜建築学専攻＞   

選択項目 回答数 構成比 

1.  採用したい 167 57.2% 
2.  採用しない 20 6.8% 
3. わからない 99 33.9% 
 （無回答） 6 2.1% 
 合計 292 100.0% 
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（「建築学専攻」の養成する人材を）「採用したい」とされた場合、よろしければ以下にお答えください。 

・採用可能な人数をお答えください。 

提示人数 回答数 人数合計 

 1 人 74 74 
 2 人 34 68 
 3 人 10 30 
 4 人 1 4 
 5 人 7 35 
 6 人 1 6 
 8 人 1 8 
 10 人以上 2 20 
 （無回答） 37 - 
 合計 167 348 
※ 提示人数が 10 人を超える場合は 10人として計算した。   

 （上記の）内、博士後期課程修了者 

提示人数 回答数 人数合計 

 0 人 19 0 
 1 人 32 32 
 2 人 9 18 
 3 人 1 3 
 4 人 1 4 
 5 人 1 5 
 6 人 1 6 
 （無回答） 103 - 
 合計 167 68 
   
＜景観建築学専攻＞   

選択項目 回答数 構成比 

1.  採用したい 112 38.4% 
2.  採用しない 31 10.6% 
3. わからない 135 46.2% 
 （無回答） 14 4.8% 
 合計 292 100.0% 

（「景観建築学専攻」の養成する人材を）「採用したい」とされた場合、よろしければ以下にお答えください。 

・採用可能な人数をお答えください。 

提示人数 回答数 人数合計 

 1 人 50 50 
 2 人 16 32 
 3 人 8 24 
 4 人 1 4 
 5 人 5 25 
 6 人 1 6 
 10 人以上 2 20 
 （無回答） 29 - 
 合計 129 161 
※ 提示人数が 10 人を超える場合は 10人として計算した。   
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 （上記の）内、博士後期課程修了者 

提示人数 回答数 人数合計 

 0 人 12 0 
 1 人 18 18 
 2 人 4 8 
 4 人 2 8 
 5 人 1 5 
 6 人 1 6 
 （無回答） 74 - 
 合計 112 68 

 
問 10 武庫川女子大学が設置構想中の「建築学部」および「建築学科」「景観建築学科」、「建築学研究科」および 

「建築学専攻」「景観建築学専攻」ついて期待される点、ご要望等がありましたら、ご自由にご記入ください。 
（特定の学科・専攻についてコメントの場合、「●●について」とご記入いただければ幸いです） 

※ 82 箇所から回答を得た。以下、回答内容を掲載（原文通り）。順不同。【】内は【業種/所在地/従業員規模】を示す。 

1. 

女性の働く場としては素晴らしく未来が開かれている。建築現場ではムリ。力仕事・ケガ高所作業あらゆる困難

がある。○○建設（株）で長く働いていたが設計・市街地開発事業・再開発コーディネーターのような構想的で

「綺麗な」仕事なら活躍の場があると思う。奈良女子大・日本女子大（住居学科）の女性は設計部で活躍してい

るのだと思う。現場で働くには、建築士・住宅士（不動産鑑定士）を取得した方がよい。【 滋賀県 / 建設業 / 〜
99 人 】 

2. 学習内容は十分に良いもの考えておられると思いますので問題はないと思います が、実際に仕事を始めれば

男性が中心の世界です。メンタル面での指導は十分に必要だと思います。【 大阪府 / 建設業 / 〜99 人 】 

3. 
これから SDGS が推奨されていく時代であり、建築面から専門的なサポートも必要になると考えます。持続可

能な社会への考え方や技術面についても学びを与えていただきたいと思います。【 兵庫県 / 不動産・物品賃貸

業（不動産） / 100〜299 人 】 

4. 1 人でも多く、施工管理職を希望される方が増加することを期待しております。【 大阪府 / 建設業 / 100〜299
人 】 

5. 是非、木造住宅を学ぶ時間数を増やして頂きたい。さらに言えば、木材についての勉強も。【 兵庫県 / 建設業 / 
〜99 人 】 

6. 二級建築士程度の資格者が好ましい。【 東京都 / -9999 / 100〜299 人 】 

7. 自由な発想を持ち、それを表現できるスキル（図面表現・プレゼンテーション）を備えた学生を養成されること

を期待します。【 大阪府 / 学術研究・専門・技術サービス業（建築設計・デザイン） / 100〜299 人 】 

8. 
インターンシップの案内をさせて頂きたいと考えております。弊社は土木会社での施工管理職をメインとして

採用しておりますので、インターンシップで仕事内容を体験した上で、学生の方に検討して頂きたいです。よろ

しくお願い致します。【 大阪府 / 建設業 / 〜99 人 】 

9. 

総合大学の中で「建築」や「不動産」に特化した学部を設けている大学は多くないと思います。高校生のうちか

ら、建築・不動産の分野への進学を目指す学生は多くないと思いますが、少なからずいるとは思います。実際に

建築を学び始めてから、思い描いていたものと違う等のミスマッチを防ぐことができれば、世間一般の学生のニ

ーズとマッチすると思料致します。【 大阪府 / 不動産・物品賃貸業（不動産） / 1,000〜2,999 人 】 

10. 現場仕事にも興味を持って頂ける方を採用したいと考えています。設計職以外への関心度も高く持たれること

を期待します。【 大阪府 / 建設業 / 500〜999 人 】 

11. 少子高齢化社会において、住まいのプロフェッショナルは必要で、期待しています。建築学部を設置し、共に人

材育成できることを願っています。【 兵庫県 / 建設業 / 100〜299 人 】 

12. 

建築学部について弊社は毎年、土木・建築の施工職の求人を行っておりますが、近年は汚れ仕事的なイメージか

ら、土木・建築を学ぶ学生が減少しており、売り手市場の環境もあり、採用活動は苦戦をしております。しかし、

社会にとって施工職は必ずニーズがあるものと考えております。弊社にも女性の技術者が在籍しており、彼女に

続く人材の育成を期待しています。【 兵庫県 / 建設業 / 〜99 人 】 
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13. 

オリンピックや万博の他、老朽化したインフラの修繕や建て替えに現状でも不足している人材が、この先さらに

不足していく中で、女性だから・・・という古い考え方から転換していく時期にある様に思う。その様な事から、

ニーズは必ずあり、期待したいと思います。しかしながら、弊社では古い考え方のもと、女性は使いづらいとい

う意見があり採用しておりません。必要にせまられて、又は新しい考え方の経営者、上司が増える事で、彼女達

が礎となり、女性の活躍が当たり前になるのも近いと思います。【 兵庫県 / 建設業 / 〜99 人 】 

14. これまで通りの教育方針で続けられれば優秀な学生をたくさん輩出される事と期待しています【 大阪府 / 学術

研究・専門・技術サービス業（建築設計・デザイン） / 100〜299 人 】 

15. 新設学部・新設研究科につきましても、引続きご協力の程をお願い致します【 大阪府 / 建設業 / 1,000〜2,999
人 】 

16. 
弊社では賃貸物件の管理、運営、仲介・住宅のリフォーム、増改築・土地建物の売買及び仲介・住宅斡旋など幅

広く事業を展開しております。是非、住宅リフォームの部署でご紹介いただければと思います。よろしくお願い

いたします。【 滋賀県 / 不動産・物品賃貸業（不動産） / 100〜299 人 】 

17. 

弊社は業種で言えば「建設業」になりますが、建設業も多岐に渡る職種があり、どちらかと言うと電気業になり

ます。「ビルオートメーション」や「ビル自動制御」なるエンジニアリング業です。他にも「自家発電設備」（非

常用発電機の販売や設置）も行っています。建築施工エンジには施工管理、CAD 設計、中央監視盤などの部署

があります。そしてメンテナンス営業や提案営業など女性に特に適していると思われるソリューション部署も

重要部門です。電気や情報に興味ある方を望んでいます。難しいけれど覚えればおもしろい職種です。【 大阪府 
/ 建設業 / 〜99 人 】 

18. 公共設備の建築・修繕に興味のある学生を養成していただければ幸いです。【 兵庫県 / 地方自治体 / 1,000〜
2,999 人 】 

19. 施工管理に興味を持つ学生も育成してもらいたい。【 鳥取県 / 建設業 / 100〜299 人 】 

20. 

総合的な学科が多くなっている現在、特化して学べる学科の設置は良いと思います。学生が「建築」の分野で進

む覚悟ができると思います。今後既存建物の利活用、まちづくりもビジネスとしては大きなシェアをしめてきま

す。そういった点でも学べる授業があればと思います。【 兵庫県 / 学術研究・専門・技術サービス業（建築設

計・デザイン） / 〜99 人 】 

21. 学校、学部により採用を決めていない。人物により評価し、採用を決めているので今後選考を希望される学生さ

んは積極的にエントリーしてほしい【 愛知県 / 建設業 / 300〜499 人 】 

22. 御学の学生様はマルチに動ける視野の広い方が多く、弊社でもとても活躍されています。新たな学部が設置され

ても、そういう点は期待しております。【 大阪府 / 建設業 / 100〜299 人 】 

23. 構造関係の出来る方を希望。意匠関係等空間デザインは不要です。【 大阪府 / その他 / 〜99 人 】 

24. 建築施工職を希望される学生様をご紹介願いたい。【 東京都 / 建設業 / 1,000〜2,999 人 】 

25. 「構造設計」ができる、または志望される学生さんが増えることを願っております。【 大阪府 / 建設業 / 〜99
人 】 

26. 基本的に人物重視の採用をしております。ただ、不動産に興味を持つ傾向が強い為建築関係の学生様に是非ご応

募いただきたいと考えております。【 大阪府 / 不動産・物品賃貸業（不動産） / 300〜499 人 】 

27. 

建築は多分野にわたる想像力を必要とします。そんな想像が社会に入っても必要となり、本人自身のやりがいや

人生観にとても影響すると思います。目先の実務よりも今後はやいスピードで変化する社会に対する適応力、つ

まり想像力をやしなえるカリキュラムを組んでもらえればよりよい学園生として社会で活躍されると思います。

【 兵庫県 / 学術研究・専門・技術サービス業（建築設計・デザイン） / 〜99 人 】 

28. 

貴校がフィールドワーク科目に注力した指導を実践されている点は、非常に感心しております。今後若年層に対

する技術面の指導においては、弊社に限らず基本的な知識の理解不足が挙げられています。今後理論科目、演習

科目において、基礎知識の習得向上を目指したご指導もいただけますと貴校のレベル向上につながっていくと

思われます。【 大阪府 / 建設業 / 100〜299 人 】 

29. 

弊社は○○建設株式会社のグループ会社で、外壁改修工事、内部改修工事、用途変更が伴うリノベーション工事

を行っています。女性の企画設計者が 4 名いて、女性現場監督も募集中です。明るくアットホームな雰囲気で育

児休暇も 100％（4/4）で働きやすい環境です。随時説明会を行っています。お気軽にお問い合わせ下さい。【 大
阪府 / 建設業 / 100〜299 人 】 

30. 

少人数制で、1 人 1 台製図机とパソコンを備えているところから、充実した環境のもと学べることができ、又、

対話型演習もとても重要だと思います。しかし、充実した大学になるほど大企業への就職が多くなってきますが

地元の中小企業にもとても良い会社があるので会社の大きさだけで判断しないようキャリアセンターでも指導

いただきたいと思います。【 奈良県 / 建設業 / 〜99 人 】 
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31. 

現在貴大学からインターンシップを受け入れておりますが、皆さんとても優秀でそれは武庫川女子大建築学科

の教育方針に負うところが大きいと考えております。学部名が建築に改組されても、今までの方針が変わること

なくすばらし教育をお願いします。【 奈良県 / 学術研究・専門・技術サービス業（建築設計・デザイン） / 〜
99 人 】 

32. 技術 物を作りあげる力を学生さんに身に付けてあげて下さい。【 兵庫県 / 建設業 / 〜99 人 】 

33. 人手不足で社会に必要とされる分野になりますので、優秀な人材の輩出を期待しています。【 東京都 / 建設業 
/ 500〜999 人 】 

34. 卒業時の二級建築士取得をお願いしたいです。【 大阪府 / 建設業 / 500〜999 人 】 

35. 注文住宅建築の極めて意欲の高い学生の皆様にお会いできれば嬉しいです。【 新潟県 / 建設業 / 100〜299 人 】 

36. 是非富山県出身者、富山県で就職希望者がいらっしゃるようでしたら御紹介頂きたいです。【 富山県 / 建設業 
/ 〜99 人 】 

37. 男性の建築学部出身の人が多い中（当社ではほぼ男性です）女性での建築を学ばれた方ならではの男性には無い

ような感性などに期待しています。【 -9999 / 建設業 / 100〜299 人 】 

38. 

＜建築設計事務所を希望する方へ＞建築設計の仕事は、決してファッション感覚では務まりません。学生の間に

仕事の厳しさや責任の重さなども十分に理解を深めておいてください。過酷な労働条件でも耐えうる相当の覚

悟を持ち、忍耐強く永く勤めることで明るい未来が実現します。【 大阪府 / 学術研究・専門・技術サービス業

（建築設計・デザイン） / 100〜299 人 】 

39. 

弊社へは機械系設計図要員として、短期大学部の卒業生が複数名入社し、活躍されています。建築学科へのニー

ズが高いことは言うまでもありませんが、景観建築学科は官公庁でも活躍されると思われます。大学で学んだこ

とを軸に周辺業界への進路を広げていただければ更にニーズは高まるものと考えます。【 大阪府 / 学術研究・

専門・技術サービス業（建築設計・デザイン） / 100〜299 人 】 

40. 

オープンデスクにて数名毎年来られていますので、優秀さは確認できているところでありますが、残念ながらア

トリエ事務所（極小事務所）への就職希望がほとんどないようです。学生の思考は大手事務所ではたらくことが

前提のようで、少し悲しいです。アトリエ事務所出身の講師の方もおられると思います。ほんの少しで良いので

その魅力も学生達に教えていただければうれしいです。どこも人材不足なので困っています。【 兵庫県 / 学術

研究・専門・技術サービス業（建築設計・デザイン） / 〜99 人 】 

41. 各学科共に実力ある技術を身につけさせて世に送って欲しい。【 無回答 / 無回答 / 無回答 】 

42. 貴校の卒業生（見込）は優秀な方が多く積極的に採用したいと考えております。その上で、より高品質な教育が

なされていれば尚更ありがたいお話であると考えております。【 東京都 / 建設業 / 〜99 人 】 

43. ものづくりの現場見学、インターンシップ等積極的に行っていただき、在学中に自分の目指す進路が、本当にや

りたいことかどうか、自分で確かめる機会としてほしいです。【 大阪府 / 建設業 / 1,000〜2,999 人 】 

44. 建設業にこれから女性が求められておりますので、期待しております。【 大阪府 / 建設業 / 1,000〜2,999 人 】 

45. 一級建築士などの人材を入社してもらいたい。どの様にしたら、学生さんに来てもらえるのか。【 大阪府 / 建
設業 / 〜99 人 】 

46. 建築学科・景観建築学科について内装リフォームの就活する学生が多いが外装リフォームに興味を持つ方が増

える事を期待します。【 大阪府 / 建設業 / 100〜299 人 】 

47. 
構想中である「建築学部」や「建築学研究科」の設置は良い取り組みだと思いますが、いざ採用となるとやはり

本人を見てからになりますので、「わからない」と回答しました。是非とも、建築業界で活躍する人材を養成し

てください。【 香川県 / 建設業 / 100〜299 人 】 

48. 弊社の場合、有資格者の確保が重要な課題。1 級建築士の受験資格を有する人材を揃える事が、社内で育成する

事の重要なテーマです。【 東京都 / 建設業 / 100〜299 人 】 

49. 当社では食品工場やチョコレート工場等のプラント建設も行っており、貴大学の建築学科の女子学生の美意識

に期待します。【 岡山県 / 建設業 / 100〜299 人 】 

50. 建築学科卒業の女性が建築の現場でもっと活躍するような社会にして欲しい。現場での働き方の改善も進めて

いきたい【 東京都 / 建設業 / 300〜499 人 】 

51. 衣食住に関わる仕事はなくなる事はありません。是非、優秀な学生さんを育成なさって下さい。【 石川県 / 建
設業 / 100〜299 人 】 
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52. 学部不問での採用活動を行っていますので特にこの学部出身だから優先的に採用するというものはございませ

ん。【 大阪府 / 建設業 / 〜99 人 】 

53. 両学科共に今後ニーズは高まると思います。採用については弊社本店にて実施していますので具体的な回答が

できず申し訳ございませんが今後共よろしくお願いいたします。【 兵庫県 / 建設業 / 300〜499 人 】 

54. 
私たちのような地方の会社にも積極採用しているという認知と、大手指向ではなく中小でも建築で成功、成長で

きる事をアピールして頂きたいと思います。【 長野県 / 学術研究・専門・技術サービス業（建築設計・デザイ

ン） / 100〜299 人 】 

55. 補足…採用人数として特に枠を設けることは考えていない、。【 大阪府 / 建設業 / 500〜999 人 】 

56. 
現建築学科設置 10 年ちょっとで一級建築士試験合格率の高さに驚いています。今後とも優秀な人材の輩出を期

待しています弊社にも貴大学の人材を是非とも採用したいと願っております。【 東京都 / 建設業 / 100〜299
人 】 

57. 社会に出て必須となる建築費用について算出する建築積算の授業をしていただけると良いと思います。【 大阪

府 / その他 / 〜99 人 】 

58. 

当社の業務内容においては、建築学部の学生を積極的に採用する予定はないのですが、女子大学に建築学部が設

置されるのはとても意義のあることだと思います。甲子園会館のような芸術的な建物の中、充実した設備とカリ

キュラムで学んだ学生であれば、高い能力、知識、感性が身に付いているのではないかと思います。【 大阪府 / 
学術研究・専門・技術サービス業（建築設計・デザイン） / 〜99 人 】 

59. 
学科は異なりますが、貴生活環境学科卒業生 1 名が 2018 年 4 月にご入社されました。ご入社後は、早々に学会

設備士資格を取得、ご活躍されております。新学部・研究科に設置後も引き続きご支援、ご指導の程よろしくお

願い致します。【 大阪府 / 建設業 / 100〜299 人 】 

60. 
弊社は大規模修繕工事に特化した事業を行っております。実際の現場では様々な体験をして頂くインターンシ

ップも行っておりますので今後ご縁がありましたら嬉しく思います。貴校の益々のご発展をお祈り申し上げま

す。株式会社マイ技建【 大阪府 / 建設業 / 〜99 人 】 

61. 万博が決まり、今後御校に対する求人ニーズは増すと思われます【 東京都 / 学術研究・専門・技術サービス業

（建築設計・デザイン） / 100〜299 人 】 

62. 
総合建築業である当社においても、近年技術系の総合職で入社し活躍いただく女性が増えてきております。御校

に期待することとしては、ゼネコンの総合職（設計・施工）で仕事をする上で必要となる専門知識の涵養と、建

設業界でのキャリアに対する理解を求めます。【 東京都 / 建設業 / 1,000〜2,999 人 】 

63. 
国際化に対応できる語学力がある人材 BIM や IT 等への対応スキルが高い人材今後は上記の様な人材をより採

用したいと考えております。よろしくお願い致します。【 東京都 / 学術研究・専門・技術サービス業（建築設

計・デザイン） / 100〜299 人 】 

64. 一級建施工管理技士が特に不足しています。建築施工管理の専攻コースを設けられたら如何。【 大阪府 / 不動

産・物品賃貸業（不動産） / 500〜999 人 】 

65. 建築とランドスケープをトータルに実践できる、実務家を社会に送り出して欲しい。【 大阪府 / 学術研究・専

門・技術サービス業（建築設計・デザイン） / 〜99 人 】 

66. 
各企業ともマッチングを重視すると思いますので、早い時期からインターンシップ等へ積極的に参加して頂き

たい（促して頂きたい）。学生も明確な目的意識を持って学業に取り組めると思います。【 東京都 / 建設業 / 
3,000〜9,999 人 】 

67. 
これからの時代、建築業界でも女性の活躍の幅はどんどん広がっていくと考えております。女性ならではの視点

でお客様や地域に貢献出来る女性となるようなキャリアアップを期待しております。【 徳島県 / 建設業 / 〜99
人 】 

68. ・景観建築学科においては、プレイスメイキング的な考えも学べるとよいと思う。・当社が取扱う高級住宅（5〜
9 憶クラス）は全国でもめずらしいと思うのでそういう設計も学んでほしい。【 兵庫県 / 建設業 / 〜99 人 】 

69. 是非当社も建築学部から採用させて頂きたいです。【 香川県 / -9999 / 500〜999 人 】 

70. 建築分野の中に「内装」があることや、「住宅」だけでなく「店舗」があることを伝えていただきたいです。【 岐
阜県 / 学術研究・専門・技術サービス業（建築設計・デザイン） / 300〜499 人 】 

71. 
建築や景観に興味を持ち、ものづくりの好きな学生を育てる指導をお願いします。建築家でも建設でも景観で

も、まずは良いか悪いかを考え、好ききらいを感じ、なぜそう思うか理由、分析し、そして自分の課題で組み立

てることができれば。【 兵庫県 / 学術研究・専門・技術サービス業（建築設計・デザイン） / 〜99 人 】 
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72. 採用については本社にて対応。人材にて採用したく期待します。【 東京都 / 学術研究・専門・技術サービス業

（建築設計・デザイン） / 300〜499 人 】 

73. 

アンケートをご送付いただきましてありがとうございます。採用担当の岡田と申します。私は御校の卒業生であ

り、昨年、採用のご相談をさせていただくため、キャリアセンターに訪問させていただきました。建築学部、建

築学研究科に限らず、当社へ関心のある学生様へぜひご紹介くださいますようよろしくお願いいたします。【 大
阪府 / 不動産・物品賃貸業（不動産） / 〜99 人 】 

74. 建設業界には、女性のチカラとセンスが特に必要な時代となった。進む ICT 化、AI 化など男性だけでなく、女

性、外国人の分野は増えると思われる。【 大阪府 / 建設業 / 〜99 人 】 

75. 北陸 3 県、滋賀県を営業エリアとしております。滋賀県、福井県での採用強化を検討しており木造建築・デザイ

ンを習得される方はニーズが多く、期待しております【 富山県 / 建設業 / 500〜999 人 】 

76. 
我社は構造設計専業の設計事務所です。構造にどれだけ注力されているのかが不明でした。他の大学と比しても

変わらないようであれば、来年以降採用を考えたい。東京は毎年募集していますが、大阪支社は数年に一度です。

【 東京都 / 建設業 / 〜99 人 】 

77. 

在京の設計事務所です。御校の建築学専攻の方 1 名ですが採用実績があります。HP 等で拝見しただけですが、

恵まれた環境でていねいに教育されている印象を受けました。又、入社いただいた方もしっかりとした考えを持

って仕事にあたっており、好ましく思っています。景観に特化した学科・専攻を新設されるとの事ですが、設計

事務所としては建築設計をしていくための基本的な思考を学生に間に身につけて頂きたいと考えています。ア

ンケートをお送り頂きありがとうございました。【 東京都 / 学術研究・専門・技術サービス業（建築設計・デザ

イン） / 〜99 人 】 

78. 
採用に関してはあくまでも人によるので、この設問ではわかりません。武庫女の学生さんについては、何度か採

用面接におこしいただきましたが、総体的にレベルの高い学生さんが多いと思っています。【 大阪府 / 学術研

究・専門・技術サービス業（建築設計・デザイン） / 〜99 人 】 

79. 
変化の激しい時代の中でも、真善美を追い、創ることを楽しむ人材、頭でっかちではなく人と人との間にあって

実践し、現地現物を大切にする。人々の幸福のための空間を創造できる人材が旧甲子園ホテルの学舎より輩出さ

れることを期待します。【 大阪府 / 学術研究・専門・技術サービス業（建築設計・デザイン） / 〜99 人 】 

80. 

関西で女性が建築を学ぶ大学として歴史もあり非常に優秀な学生が多いので、以前はインターンシップや模型

製作のアルバイトでお手伝いや関りがあり、社員として採用した事もありました。今後女性の力が設計に必要だ

と思うのでぜひ採用していきたいです。【 兵庫県 / 学術研究・専門・技術サービス業（建築設計・デザイン） / 
〜99 人 】 

81. 設備設計についても、コースがあれば採用したい。【 東京都 / 建設業 / 1,000〜2,999 人 】 

82. 日本社会における建築人材の養成は喫緊の課題だと思います。【 大阪府 / 建設業 / 〜99 人 】 
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記入例を参考にご回答ください。

問 1 貴事業所の主業種として、最もあてはまるものをお答えください。 

（あてはまるもの一つにチェックをお願いします）

建設業 不動産・物品賃貸業（不動産）

学術研究・専門・技術サービス業（建築設計・デザイン）

地方自治体 その他

問 2 貴事業所の所在地をお答えください。（あてはまるもの一つにチェックをお願いします） 

北海道 青森県  岩手県  宮城県  秋田県  山形県

福島県 茨城県  栃木県  群馬県  埼玉県  千葉県

東京都 神奈川県  新潟県  富山県  石川県  福井県

山梨県 長野県  岐阜県  静岡県  愛知県  三重県

滋賀県 京都府  大阪府  兵庫県  奈良県  和歌山県

鳥取県 島根県  岡山県  広島県  山口県  徳島県

香川県 愛媛県  高知県  福岡県  佐賀県  長崎県

熊本県 大分県  宮崎県  鹿児島県 沖縄県

問 3 貴事業所の従業員・職員数をお答えください。（あてはまるもの一つにチェックをお願いします） 

～99 人 100～299 人 300～499 人 

500～999 人 1,000～2,999 人 3,000～9,999 人 

10,000 人～ 

建築学部・建築学研究科
（修士課程・博士後期課程） 

武庫川女子大学

2020 年 4 月開設にむけ 設置構想中・すべて仮称 

設 置 構 想 に つ い て の 人 材 需 要 ア ン ケ ー ト 調 査 
（対象：人事・採用ご担当者様）

武庫川女子大学は 2020 年 4 月、生活環境学部 建築学科および生活環境学研究科 建築学専攻を改組し、建築学部および建築学

研究科（ともに仮称）を設置いたします。また、建築学部は建築学科・景観建築学科（ともに仮称）の 2 学科体制、建築学研究科は建築

学専攻・景観建築学専攻（ともに仮称）の 2 専攻体制とすることで、建築分野において幅広く社会に貢献できる人材育成をする予定 

です。武庫川女子大学ではこのアンケート調査を通して、将来的に建築学部・建築学研究科の卒業生の採用をご検討いただく皆様 

からご意見をお聞きし、設置構想の参考とさせていただきたいと考えています。皆様から得られた情報は、建築学部・建築学研究科の 

設置構想に係る統計資料としてのみ活用いたします。アンケート調査へのご協力を、よろしくお願いいたします。 

※このアンケート調査は武庫川女子大学から委託された第三者機関（株式会社高等教育総合研究所）が実施しています。
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問 4～6 は別紙 武庫川女子大学「建築学部」の概要 をご覧の上でご回答ください。 

問 4 武庫川女子大学が設置構想中の建築学部「建築学科」および「景観建築学科」が養成する人材は、 
今後の社会においてニーズが高いと思われますか。（あてはまるもの一つにチェックをお願い

します）

＜建築学科＞

ニーズは極めて高い ニーズはある程度高い ニーズはあまりない

ニーズは全くない わからない

＜景観建築学科＞

ニーズは極めて高い ニーズはある程度高い ニーズはあまりない

ニーズは全くない わからない

問 5 貴事業所においてこれまで、武庫川女子大学 生活環境学部 建築学科の卒業生をご採用いた 

だいたことはありますか。（あてはまるもの一つにチェックをお願いします）

採用したことがある 採用したことはない わからない

問 6 武庫川女子大学が設置構想中の建築学部「建築学科」および「景観建築学科」が養成する人材を、 
貴事業所において採用したいと思われますか。（あてはまるもの一つにチェックをお願いします） 

＜建築学科＞

採用したい 採用しない わからない

「採用したい」とされた場合、よろしければ以下にお答えください。

・採用可能な人数をお答えください。      人

＜景観建築学科＞

採用したい 採用しない わからない

「採用したい」とされた場合、よろしければ以下にお答えください。

・採用可能な人数をお答えください。      人

問 7～9 は別紙 武庫川女子大学「建築学研究科」の概要 をご覧の上でご回答ください。 

問 7 武庫川女子大学が設置構想中の建築学研究科「建築学専攻」および「景観建築学専攻」が養成 
する人材は、今後の社会においてニーズが高いと思われますか。

（あてはまるもの一つにチェックをお願いします）

＜建築学専攻＞

ニーズは極めて高い ニーズはある程度高い ニーズはあまりない

ニーズは全くない わからない
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＜景観建築学専攻＞

ニーズは極めて高い ニーズはある程度高い ニーズはあまりない

ニーズは全くない わからない

問 8 貴事業所においてこれまで、武庫川女子大学 生活環境学研究科 建築学専攻の修了生をご採用 

いただいたことはありますか。（あてはまるもの一つにチェックをお願いします）

採用したことがある 採用したことはない わからない

問 9 武庫川女子大学が設置構想中の建築学研究科「建築学専攻」および「景観建築学専攻」が養成 
する人材を、貴事業所において採用したいと思われますか。（あてはまるもの一つにチェックを 

お願いします） 

＜建築学専攻＞

採用したい 採用しない わからない

「採用したい」とされた場合、よろしければ以下にお答えください。

・採用可能な人数をお答えください。      人（内、博士後期課程修了者 人）

＜景観建築学専攻＞

採用したい 採用しない わからない

「採用したい」とされた場合、よろしければ以下にお答えください。

・採用可能な人数をお答えください。      人（内、博士後期課程修了者 人）

問 10 武庫川女子大学が設置構想中の「建築学部」および「建築学科」「景観建築学科」、「建築学 
研究科」および「建築学専攻」「景観建築学専攻」ついて期待される点、ご要望等がありました

ら、ご自由にご記入ください。

（特定の学科・専攻についてコメントの場合、「●●について」とご記入いただければ幸いです） 

質問は以上となります。ご協力いただき、ありがとうございました。



人材需要アンケート調査送付先事業所　一覧

番号 事業所名 拠点名 住所
1 株式会社 アーキ・ジャパン 大阪支店 大阪府大阪市中央区1丁目6番19号コルマー北浜ビル　5階
2 株式会社 アーキエムズ 本社 京都市中京区室町通御池上ル御池之町３３３ミサワ京都ビル５F
3 株式会社 アーキネット 本社 奈良市大安寺2丁目8番1号
4 アーク不動産 株式会社 本社 大阪市中央区今橋2丁目5番8号トレードピア淀屋橋20階
5 株式会社 アート建工 本社 米子市両三柳255-8
6 株式会社 アートデザインセンター 本社 神戸市中央区東川崎町１丁目３－３神戸ハーバーランドセンタービル１
7 株式会社 アートリフォーム 本社 吹田市千里万博公園6番3号
8 株式会社 アーネスト 本社 大阪市北区天神橋４－７－１３　イトーピア扇町ビル３階
9 株式会社 アーネストワン 本社 西東京市北原町３丁目２－２２
10 株式会社 アーバネックス 本社 大阪市中央区平野町４ー１ー２　大阪ガスビル
11 株式会社 アーバネットコーポレーション 本社 千代田区二番町５－６あいおい損保二番町ビル
12 株式会社 アーバンコーポレイション 本社 広島市中区上八丁堀４－１アーバンビューグランドタワー
13 アーバンサービス 株式会社 本社 大阪市西区北堀江１－２１
14 株式会社 アーバンパイオニア設計 本社 大阪市北区末広町３－３　大同パークサイドビル
15 株式会社 アーバンホーム 本社 金沢市泉本町6-81-1
16 アーバンライフ 株式会社 本社 神戸市東灘区本山南町８－６－２６ 東神戸センタービル１４Ｆ
17 株式会社 アール・アイ・エー 大阪支社 大阪市北区堂山町1－5　大阪合同ビル401
18 株式会社 アールエイジ 本社 港区赤坂２丁目１１－７赤坂ツインタワー新館
19 アール・エスホーム 株式会社 アイフルホーム徳島北店 板野郡松茂町笹木野字八北開拓１６２
20 株式会社 アールセッション 本社 京都市中京区蛸薬師通烏丸西入AOIビル501
21 ア・ア・ンコーポレーション 株式会社 本社 湖南市朝国２６０
22 株式会社 ＩＨＩインフラシステム 本社 堺市堺区大浜西町3番地
23 株式会社 ＩＨＩビジネスサポート 本社 中央区八重洲２－９－７
24 株式会社 ＩＡＯ竹田設計 大阪本社 大阪市西区西本町１－４－１　オリックス本町ビル５Ｆ
25 株式会社 ＩＡＯ竹田設計 東京事務所 千代田区神田錦町３－２０　錦町トラッドスクエア９Ｆ
26 株式会社 INA新建築研究所 本社 東京都文京区白山3-1-8
27 株式会社 ＩＭＡ建築設計事務所 本社 府中市四谷１－１１－８
28 有限会社 アイエムユウ建築設計事務所 本社 松江市国屋町３８１－２５－２
29 アイカテック建材 株式会社 本社 東京都練馬区豊玉北6丁目5番15号
30 株式会社 あい設計 本社 広島市東区上大須賀町１０－１６
31 株式会社 アイディーユー 本社 大阪市北区梅田２丁目２－２ヒルトンプラザウエストオフィスタワー
32 アイディホーム 株式会社 大阪店 大阪市北区大淀南1-11-5　ＩＤビル3階
33 株式会社 アイ・フラッツ 本社 大阪市中央区伏見町３－２－４　淀屋橋戸田ビル５階
34 株式会社 アイム・コラボレーション 本社 岡山市北区今2丁目16-35
35 株式会社 アイムホーム 本社 大阪市中央区本町２丁目３－８　三甲大阪本町ビル６階
36 株式会社 アイワホーム 本社 野々市市押野３丁目６１番地
37 アエラホーム 株式会社 本社 新宿区西新宿2-4-1　新宿ＮＳビル17階
38 青木あすなろ建設 株式会社 本社 港区芝２丁目１４－５オリックス芝２丁目ビル
39 株式会社 青木國工務店 本社 葛飾区柴又７丁目７－２２
40 青木マリーン 株式会社 大阪本店 大阪市北区大淀南一丁目４番１５号
41 青木マリーン 株式会社 阪神事務所 神戸市東灘区魚崎西町３丁目４－３
42 株式会社 赤鹿建設 本社 姫路市辻井１丁目１－２３
43 暁飯島工業 株式会社 本社 水戸市千波町２７７０－５
44 茜建築コンサルタント 株式会社 本社 新宿区西新宿４－１５－７パシフィックマークス新宿パークサイド３階
45 株式会社 茜建築設計事務所 本社 池田市満寿美町１－７
46 株式会社 あかりホーム 本社 和歌山市橋向丁32番地　5Ｆ
47 株式会社 秋田工務店 本社 茨木市春日５－５－４６
48 株式会社 アキュラホーム 本社 新宿区西新宿２－６－１　新宿住友ビル３４階
49 株式会社 アクロスコーポレイション 本社 尼崎市武庫之荘２－３－１
50 浅井謙建築研究所 株式会社 本社 大阪市北区堂島２丁目１－３１オリックス堂島ビル
51 株式会社 淺川組 本社 和歌山市小松原通三丁目69番地
52 株式会社 淺沼組 本社 大阪市浪速区湊町１－２－３　マルイト難波ビル１０Ｆ
53 株式会社 淺沼組 東京本社 港区芝浦2－15－6　オアーゼ芝浦MJビル
54 アサヒアレックス 株式会社 新潟本社 新潟市中央区美咲町１－９－４８
55 朝日エティック 株式会社 大阪本社 大阪市福島区福島７丁目１５－２６　大阪ＹＭビル４階
56 旭化成住宅建設 株式会社 本社 新宿区西新宿２－３－１　新宿モノリス２４階
57 旭化成不動産レジデンス 株式会社 本社 新宿区西新宿２－３－１新宿モノリス２４Ｆ
58 旭化成ホームズ 株式会社 大阪支店 大阪市中央区城見２丁目２－５３大阪東京海上日動ビルディング
59 旭化成ホームズ 株式会社 本社 千代田区神田神保町一丁目１０５番地　神保町三井ビルディング
60 旭化成リフォーム 株式会社 本社 新宿区西新宿2-4-1 新宿NSビル11Ｆ
61 朝日機材 株式会社 大阪支店 大阪市北区中之島６－２－４０　中之島インテス２０階
62 朝日機材 株式会社 本社 墨田区太平４丁目１－３オリナスタワー
63 株式会社 朝日工業社 大阪支社 大阪市淀川区加島１－５８－５９
64 株式会社 朝日工業社 本社 港区浜松町１－２５－７
65 株式会社 旭工建 本社 泉南市岡田６－３１－２２
66 株式会社 朝日興産 本社 大阪市中央区北浜２－６－２６　大阪グリーンビル３階
67 株式会社 朝日住器一級建築事務所 本社 川西市東畦野２－６－８
68 朝日鉄工 株式会社 本社 岩国市長野1815番地8
69 株式会社 朝日ビルディング 本社 大阪市北区中之島２丁目３－１８
70 株式会社 朝日ビルマネンジメントサービス 本社 新宿区市谷台町６－３
71 朝日不動産 株式会社 本社 高岡市京田６２５
72 株式会社 ＡＳＫ　ＰＬＡＮＮＩＮＧ　ＣＥＮＴＥＲ 東京本社 千代田区三番町2-4
73 株式会社 アスコット 本社 新宿区西新宿6-5-1　新宿アイランドタワー22Ｆ
74 株式会社 梓設計 大阪支社 大阪市北区大淀中１－１－９０　梅田スカイビル・ガーデンファイブ
75 株式会社 アスライフ 本社 大阪市東淀川区小松1-7-1
76 アセット・インベスターズ 株式会社 本社 千代田区内幸町１丁目１－１帝国ホテルタワー
77 株式会社 アセット・ファシリティーズ 本社 千代田区紀尾井町３－６　紀尾井町パークビル７階
78 麻生フオームクリート 株式会社 本社 川崎市中原区苅宿２８７
79 阿曽芙実建築設計事務所 本社 神戸市中央区北長狭通7丁目3-7　北長狭ビル3階南
80 安達建設 株式会社 本社 南砺市野田４２５－７
81 株式会社 アットハウジング 本社 松山市平井町2382番地
82 株式会社 アディスミューズ 本社 中央区日本橋浜町1-6-4 ミューズ日本橋ビル
83 株式会社 アトックス 本社 中央区新富２丁目３－４
84 株式会社 アドバックス 本社 中央区銀座７丁目１３－１０日本興亜銀行ビル
85 株式会社 アトリウム 本社 千代田区内幸町１丁目５－２
86 アトリエ・キューブ建築設計 本社 宝塚市伊孑志２－３－１１
87 株式会社 アトリエブルー 本社 神戸市中央区海岸通５番地　商船三井ビル７階
88 株式会社 穴吹エンジニアリング 本社 高松市林町２２１７－１０
89 穴吹興産 株式会社 本社 高松市鍛冶屋町７－１２
90 株式会社 穴吹工務店 本社 高松市藤塚町１丁目１１－２２
91 株式会社 穴吹コミュニティ 本社 高松市藤塚町１－１１－２２
92 株式会社 穴吹ハウジングサービス 本社 高松市紺屋町3－6穴吹ハウジング中央通りＢＬＤ
93 株式会社 穴吹ホームテック 本社 高松市香西東町４３３－１
94 株式会社 穴吹ミサワホーム 本社 高松市林町２２１７－５０
95 アパ 株式会社 本社 港区赤坂３－２－３　アパ赤坂見附ビル
96 アパ 株式会社 金沢本店 金沢市大和町１－５
97 有限会社 アバクス・アーキテクツ 本社 大阪市西区阿波座１－７－１２　東新ビル２０３号
98 株式会社 アパマンショップ 豊中店 豊中市本町１丁目１０－８
99 株式会社 アパマンショップホールディングス 本社 中央区京橋１丁目１－５セントラルビル
100 アパルトマン 株式会社 本社 吹田市江坂町1丁目23番28号江坂南口ビル7Ｆ
101 株式会社 アベストコーポレーション 本社 神戸市中央区波止場町６－１　神戸ポートタワーホテル4階
102 尼崎市　職員採用関連事務局 兵庫県尼崎市東七松町1丁目23番1号
103 株式会社 新井組 本社 西宮市池田町１２－２０
104 株式会社 アラキ工務店 本社 京都市右京区梅津高畝町５２－２
105 アルゴスペースデザイン 株式会社 本社 千代田区西神田3-8-1　千代田ファーストビル東館11F
106 株式会社 アルテカ 本社 港区北青山３－３－１３　共和五番館
107 株式会社 アルデプロ 本社 新宿区新宿３丁目１－２４京王新宿三丁目ビル
108 株式会社 ＡＲＴ建築設計事務所 本社 大阪市北区東天満２－６－８　篠原東天満ビル４階
109 株式会社 アルファー建設 本社 大津市皇子が丘２丁目９－１２
110 株式会社 ＡＬＬＡＧＩ 本社 和泉市上代町５２７
111 株式会社 阿波設計事務所 本社 大阪市浪速区元町2-2-12 飯栄ビル5階
112 株式会社 安藤嘉助商店 カスケホーム　玉島本店 倉敷市玉島中央町1-22-30
113 株式会社 安藤・間 本社 港区赤坂六丁目1番20号
114 株式会社 安藤・間 大阪支店 大阪市福島区福島６－２－６
115 株式会社 アンプロジェ 本社 大阪市北区大深町3-1　グランフロント大阪 ナレッジキャピタル 8Ｆ
116 株式会社 ＥＩＣ 本社 神戸市須磨区白川台6丁目4番地18 スミレ会グループビル3Ｆ
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番号 事業所名 拠点名 住所
117 株式会社 イーエスプランニング 本社 神戸市中央区栄町通６－１－１９　Ｐ－ＣＬＵＢセンタービル
118 株式会社 イースペース設計 本社 大阪市中央区北久宝寺町１－４－１５　ＳＣ堺筋本町ビル
119 株式会社 イースマイル 本社 大阪市浪速区敷津東３－７－１０ イースマイルビル
120 株式会社 飯田産業 本社 武蔵野市境２丁目２－２
121 株式会社 イー・トラスト 本社 大阪市中央区南船場２－９－１４ＮＥビル（日商システム本社ビル）
122 家島建設 株式会社 本部 大阪市福島区海老江１－２－１６
123 家島建設 株式会社 本店 姫路市飾磨区三宅２－５９
124 イオンモール 株式会社 大阪事業所 大阪市中央区久太郎町２丁目４－１１クラボウアネックスビル
125 イオンモール 株式会社 本社 千葉市美浜区中瀬１丁目５－１イオンタワービル
126 株式会社 池下設計 本社 杉並区阿佐谷南１－１７－１８
127 株式会社 池下設計 大阪支店 大阪市西区西本町１－３－１５　大阪建大ビル４階
128 株式会社 池下設計 京都支店 京都市中京区烏丸通六角上ル饅頭屋町６１７　六角長谷ビル　７Ｆ
129 株式会社 池下設計 神戸支店 神戸市中央区伊藤町１１９　三井生命神戸三宮ビル４階
130 池田建設 株式会社 本社 丹波市氷上町成松４７９－１
131 株式会社 石井工務店 本社 神戸市灘区山田町３丁目２－６
132 株式会社 イシカワ 本社 新潟市秋葉区大蔵７３８－１
133 石川友博建築設計事務所 本社 西宮市南越木岩町３－１３　ＡＮＤＡＮＴＥ３Ｆ
134 株式会社 礎 本社 京都市中京区堺町通御池下る丸木材木町６７０－１　吉岡御池ビル５階
135 株式会社 石橋清志建築設計事務所 本所 大阪市西区北堀江２-２-６　ラフィナート北堀江２階
136 石友ホーム 株式会社 本社 高岡市下牧野３６－２
137 株式会社 石本建築事務所 東京オフィス 東京都千代田区九段南4－6－12
138 株式会社 石本建築事務所 大阪オフィス 大阪市中央区南本町2－6－12 サンマリオンNBFタワー
139 株式会社 イズ 本社 堺市中区深井沢町3135番地
140 株式会社 泉建設工業 本社 松原市天美我堂1-53-1
141 泉鋼管工事 株式会社 本社 泉佐野市下瓦屋３丁目１０５４－３
142 株式会社 伊田工務店 本社 神戸市灘区城内通４－７－２５
143 伊田テクノス 株式会社 本社 東松山市松本町２丁目１－１
144 伊丹産業設備 株式会社 本社 伊丹市北本町２丁目２５５
145 伊丹市　職員採用関連事務局 兵庫県伊丹市千僧1-1 
146 一宇工業 株式会社 本社 大阪市福島区福島8丁目21番13号
147 株式会社 市浦ハウジング＆プランニング 大阪事務所 大阪市北区西天満１丁目７－２０　ＪＩＮ・ＯＲＩＸビル４階
148 株式会社 市浦ハウジング＆プランニング 本社 文京区本郷１丁目28 - 34　本郷MK ビル 4 階
149 市岡建築事務所 本社 堺市堺区栄橋町1丁4－10－201
150 株式会社 イチケン 本社 港区芝浦１丁目１号浜松町ビルディング
151 株式会社 一条工務店 浜松本社 浜松市西区大久保町１２２７－６
152 株式会社 一条工務店 本社 江東区木場５丁目１０－１０
153 株式会社 一条工務店山陰 本社 鳥取市東品治町１２１－９
154 株式会社 一条工務店広島 本社 福山市手城町３－１１－８
155 一畑工業 株式会社 本社 松江市千鳥町２４　一畑松江しんじ湖温泉ビル
156 一宮興産 株式会社 本社 新居浜市西原町２－４－３４
157 有限会社 一級建築士事務所アトリエフォルム 姫路ヘッドオフィス 姫路市城北新町１丁目１１－１
158 株式会社 伊藤喜三郎建築研究所 本社 豊島区高田２－１７－２２　目白中野ビル３Ｆ
159 株式会社 伊藤建築設計工房 本社 台東区浅草橋３－２０－１５浅草橋ミハマビル５Ｆ
160 伊藤忠ハウジング 株式会社 東京本社 港区赤坂2-9-11
161 伊藤電機 株式会社 本社 名古屋市東区東大曽根町１２－１０
162 犬伏不動産 株式会社 本社 大阪市中央区高津１－２－１９
163 株式会社 井上冷熱 本社 大阪市西区江戸堀１丁目９－６肥後橋ユニオンビル
164 株式会社 イノセンス 本社 大阪市西区靭本町２－２－１７ＲＥ００６－４０１号室
165 井原築炉工業 株式会社 本社 大阪市北区本庄東３丁目５－２１
166 株式会社 今井建設 本社 京都市右京区西院安塚町４－２ 今井建設本社ビル
167 今井産業 株式会社 本社 江津市桜江町川戸４７２－１
168 今岡工業 株式会社 本社 出雲市塩冶神前２－８－１６
169 株式会社 今西組 本社 大阪市天王寺区上本町６丁目９－２１
170 今西建設 株式会社 本社 尼崎市南塚口町１－８－２０
171 株式会社 イムラ 本社 橿原市木原町１７７－１
172 株式会社 入江三宅設計事務所 本社 港区六本木6-7-6 六本木アネックス
173 岩田地崎建設 株式会社 本社 札幌市中央区北２条東１７－２
174 岩谷テクノ 株式会社 本社 吹田市江の木町６－１８
175 岩出建設 株式会社 本社 岸和田市並松町１－５
176 株式会社 インタープロジェクト 本社 新宿区西新宿２－４－１新宿ＮＳビル６階
177 株式会社 インテコ 本社 奈良市三条本町１番８６－４
178 株式会社 インデックス 本社 新宿区西新宿１－１４－１１　日廣ビル７階
179 株式会社 インテリア・エース 京浜島工場 大田区京浜島２－１９－３
180 株式会社 インテリックス 本社 渋谷区道玄坂１丁目２０－２アライアンスビル渋谷壱番館
181 株式会社 イントランス 本社 渋谷区恵比寿南１丁目７－８
182 株式会社 インフィクス 本社 大阪市西区西本町１－９－９－３Ｆ
183 株式会社 インフォテック 本社 藤井寺市春日丘1丁目1番21号　カスガビル4F
184 インプレスホーム 株式会社 本社 明石市大蔵八幡町３－１６
185 株式会社 Ｉｍｐｒｅｓｓｉｏｎ 本社 品川区西五反田光和ビル８階
186 株式会社 ヴァティックス 本社 京都市下京区諏訪町五条下る上諏訪町２９４－５
187 株式会社 ウィークリーマンション東京 本社 港区浜松町１丁目２７－１７三和ビル
188 株式会社 ヴィーコ 本社 寝屋川市高倉1丁目19-6
189 株式会社 ヴィス 本社 港区東新橋2-14-1 NBFコモディオ汐留2F　
190 株式会社 ウィル不動産販売 逆瀬川本店 宝塚市逆瀬川１丁目１４－６
191 株式会社 ウェーブ 本社 神戸市灘区寺口町１－３
192 株式会社 植木組 本社 柏崎市新橋２－８
193 株式会社 ウエスコ 本社 岡山市北区島田本町２丁目５－３５
194 株式会社 ウエストコーポレーション 本社 大阪市北区梅田1丁目1番3号
195 株式会社 ウエダ本社 本社 京都市下京区五条通堺町角塩釜町３６３
196 ウエノ住機 株式会社 大阪営業所 大阪市浪速区日本橋東１丁目６－１１
197 ウエノ住機 株式会社 西宮営業所 西宮市津門大箇町12番8号
198 上野ハウジング 有限会社 本社 米子市両三柳２２９６－９
199 上林建設 株式会社 姫路支社 姫路市青山３-１０-２
200 上林建設 株式会社 本社 宍粟市山崎町宇原345
201 株式会社 ヴェリタス・インべストメント 本社 渋谷区道玄坂１－１２－１　渋谷マークシティウェスト１７Ｆ
202 ヴェル・ハウジング 株式会社 本社 加古川市加古川町北在家２４６８
203 株式会社 ウォーターデザイン 大阪営業所 大阪市中央区内本町２－１－１９　内本町松屋ビル
204 株式会社 牛島慶 本社 渋谷区恵比寿1-21-8 セラ51ビル3F
205 株式会社 ウッドフレンズ 本社 名古屋市東区葵３丁目２２－８
206 株式会社 浦辺設計 本社 大阪市中央区北浜２－１－２６　北浜松岡ビル４Ｆ
207 株式会社 ＡＳ－ＳＺＫｉ 本社 三島市八反畑１１７－１
208 株式会社 栄建 柏原本社 丹波市柏原町母坪３４４
209 株式会社 英進 本社 大阪市北区中崎西２丁目４－４１
210 栄泉不動産 株式会社 本社 大阪市中央区高麗橋４丁目１－１興銀ビル
211 永大産業 株式会社 本社 大阪市住之江区平林南２丁目１０－６０
212 株式会社 エイブル 本社 港区元赤坂１－５－５元赤坂ＳＦビル４階
213 株式会社 エイブル 西日本営業推進本部 西宮市甲風園１-９-３
214 永和住宅 株式会社 本社 福井市問屋町４丁目６２０
215 株式会社 エイワハウジング エイワハウジング 大阪市都島区東野田町2-2-10　都島住宅京橋ビル3階
216 株式会社 Ａ－１設計 本社 大阪市中央区道修町２－６－７　淀屋橋近藤ビル5階
217 株式会社 ＡＸＳデザイン 本社 金沢市藤江北１丁目380番地
218 ＡＮＡファシリティーズ 株式会社 大阪支店 大阪市西区西本町１丁目１０－１０西本町全日空ビル
219 株式会社 エース 本社 京都市下京区七条木屋町上ル大宮町２０５
220 株式会社 エース構造設計事務所 本社 大阪市淀川区西中島６丁目７－３第６新大阪ビル１１階
221 エース設計産業 株式会社 本社 大阪市北区天満２丁目１－２９
222 エー・ビー・シー開発 株式会社 本社 大阪市福島区福島６丁目２０－１２
223 株式会社 エールコーポレーション 本社 西宮市甲子園三保町5番14号
224 エクセレント 株式会社 本社 富山市婦中町速星９５７
225 エコ・トップ 株式会社 本社 和歌山市川辺198
226 エコー産業 株式会社 株式会社秀建　大阪本社 吹田市南金田１丁目１１－１６
227 エコナックホールディング 株式会社 本社 世田谷区代沢５－１８－１
228 株式会社 ｓａｉ総合企画 本社 千代田区神田駿河台１－７－７　白揚第２ビル３階
229 株式会社 ｓａｉ総合企画 関西支店 大阪市中央区久太郎町3-1-27
230 株式会社 ｓａｉ総合企画 神戸営業所 神戸市中央区海岸通３番地シップ神戸海岸ビル
231 エスエヌ環境テクノロジー 株式会社 本社 大阪市住之江区南港北1丁目7番89号3F
232 株式会社 ＳＦＣ 本社 大阪市淀川区西中島４－６－２９　第三ユヤマビル５階
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233 株式会社 エス・エル 本社 大阪市福島区野田５丁目１７－２２大拓ビル
234 株式会社 エスカーサ 本社 大阪市中央区南船場１－１６－２０
235 株式会社 エスグラントコーポレーション 本社 品川区東五反田５丁目２８－１０五反田第２花谷ビル
236 株式会社 エスケーホーム 本社 新宿区西新宿２－６－１新宿住友ビル（１５階）
237 株式会社 エスティライフ 本社 大阪市北区西天満５－２－１８三共ビル東館７階
238 株式会社 エステック 本社 大阪市大正区南恩加島７－１－５５
239 株式会社 エステックコンサルタンツ 本社 大阪市北区天神橋３丁目３－３南森町イシカワビル７０８
240 株式会社 エステム建築事務所 本社 大阪市中央区淡路町１丁目６番９号　ＯＲＥ堺筋本町ビル９階
241 株式会社 エステム住宅販売 本社 大阪市中央区南船場２－９－１４ＮＥビル（日商システム本社ビル）
242 株式会社 エストコーポレーション 本社 西宮市深谷町１０－２７
243 株式会社 エスパス建築事務所 本社 大阪市中央区北久宝寺町１－４－１５　ＳＣ堺筋本町ビル
244 株式会社 エッチアイティオー 本社 神戸市中央区海岸通４番地 新明海ビル
245 株式会社 エディトデザイン 本社 大阪市北区天満4-10-10 1F-honda bldg.
246 株式会社 縁 本社 福岡市博多区住吉4丁目1番5号　福岡ＧＯＡビル
247 株式会社 縁 大阪事務所 大阪市中央区安土町3丁目4番地5号　本丸田ビル4階
248 株式会社 エヌ・イーサポート 本社 広島市西区己斐本町３丁目１３－１６
249 株式会社 ＮＥＣファシリティーズ 本社 港区芝２－２２－１２　ＮＥＣ第二別館
250 株式会社 エヌジェーシー 大阪支社 大阪市北区梅田１丁目１１番４－２２００号　大阪駅前第４ビル２２階
251 エヌ・ティ・ティ都市開発 株式会社 本社 千代田区外神田４丁目１４－１秋葉原ＵＤＸ
252 株式会社 ＮＴＴファシリティーズ 本社 港区芝浦３－４－１　グランパークタワー
253 株式会社 ＮＴＴファシリティーズ関西 本社 大阪市西区土佐堀１－４－１４アーバンエース肥後橋ビル
254 エヌテック 株式会社 本社 大阪市淀川区西中島３丁目２０－９　中島ビル９階
255 株式会社 エネ・グリーン 本社 広島市南区稲荷町５－１８　三共稲荷町ビル3階
256 株式会社 エネゲート 本社 大阪市北区大淀北１丁目６－１１０
257 株式会社 荏原シンワ 本社 大田区大森北３丁目２－１６
258 エフアールピーサポートサービス 株式会社 本社 神戸市兵庫区遠矢浜町２－４４
259 株式会社 エフ・エムプランニング 本社 大阪市北区天神橋1-6-18 杉﨑ビル4階
260 株式会社 エフ・ジェー・ネクスト 本社 新宿区西新宿６丁目５－１新宿アイランドタワー11階　私書箱1671号
261 株式会社 エベック 本社 揖保郡太子町竹広２９６
262 ＭＩＤホールディングス 株式会社 本社 守口市京阪本通２丁目３－６ＭＩＤ守口豊秀ビル
263 株式会社 エムアンドエー 本社 伊丹市北本町３－２０４
264 株式会社 ＭＮＡアトリエ 姫路アトリエ 姫路市十二所前町98番地
265 株式会社 エムケーキャピタルマネージメント 本社 港区南青山３丁目８－３８南青山東急ビル
266 株式会社 エムジーホーム 本社 名古屋市熱田区花表町７－２１
267 株式会社 ＭＤＩ 本社 中央区銀座４－１２－１５　歌舞伎座タワー８Ｆ
268 株式会社 ＭＤＩ 大阪支店 大阪市北区大深町4-20　グランフロント大阪タワーＡ34階
269 株式会社 ＭＴＫ 本社 大阪市北区堂島２－１－１６
270 株式会社 エム・テック 埼玉本店 さいたま市浦和区高砂３－７－２　浦和MTビル
271 株式会社 エムビーエス 本社 宇部市大字小串７４－３
272 株式会社 エリアクエスト 本社 目黒区中目黒２丁目６－２０
273 エリアリンク 株式会社 本社 千代田区神田小川町３丁目１ＢＭビル
274 株式会社 エルアイシー 本社 大津市大萱1-4-15　LICビル
275 株式会社 エルクコンサルタント 本社 神戸市中央区御幸通４－２－９　アベニュー御幸ビル７Ｆ
276 エルクホームズ 株式会社 本社 周南市南浦山町２－１
277 エルゴテック 株式会社 本社 港区三田3-2-6　Ｇスクエア三田
278 株式会社 遠藤秀平建築研究所 本所 大阪市北区天満2-14-5
279 株式会社 遠藤照明 本社 大阪府大阪市中央区備後町一丁目7番3号　ENDO堺筋ビル8階
280 株式会社 オウチーノ 本社 港区芝公園２－９－１６　ＤＩＷＡ芝大門ビル
281 応緑 株式会社 本社 姫路市京町１丁目１１
282 株式会社 オーエヌイー 本社 芦屋市打出町６－２６
283 株式会社 ofa 兵庫県神戸市東灘区御影中町2-3-23-501
284 大木建設 株式会社 大阪支店 大阪市西区南堀江２－１２－１０
285 大阪市　職員採用関連事務局 大阪市北区中之島1丁目3番20号
286 株式会社 オークシステム 本社 港区芝４丁目６－５芝大井ビル
287 オークラヤ住宅 株式会社 本社 千代田区麹町４－５－２２　オークラヤ麹町ビル
288 大阪ガス 株式会社 本社 大阪市中央区平野町4-1-2採用事務局
289 大阪ガス住宅設備 株式会社 本社 大阪市中央区瓦町３－５－７　野村不動産御堂筋ビル３Ｆ
290 大阪ガス都市開発 株式会社 本社 大阪市中央区平野町４ー１ー２　大阪ガスビル
291 株式会社 大阪共立 本社 大阪市東成区深江北１－１０－２５
292 大阪港振興 株式会社 本社 大阪市港区築港３丁目７－１５港振興ビル３Ｆ
293 株式会社 大阪城口研究所 本社 大阪市北区角田町２－１５
294 大阪地下街 株式会社 本社 大阪市北区茶屋町1－27AIG梅田ビル10階
295 大阪地区開発 株式会社 本社 大阪市北区中之島６－２－２７中之島センタービル
296 財団法人 大阪デザインセンター 本部 大阪市住之江区南港北２－１－１０　ＡＴＣビルＩＴＭ棟１０階Ａ－１
297 大阪府　職員採用関連事務局 大阪市中央区大手前2丁目
298 大阪府住宅供給公社 本社 大阪市中央区今橋２丁目３－２１
299 大阪府都市開発 株式会社 本社 和泉市いぶき野５丁目１－１
300 株式会社 大阪防水建設社 本社 大阪市天王寺区餌差町７－６
301 株式会社 大阪屋 本社 大阪市中央区東心斎橋２丁目８－２日宝ビル
302 株式会社 大澤工務店 本社 神戸市兵庫区水木通８-２-１０
303 オーセブン 株式会社 大阪支店 大阪市淀川区宮原4-1-45新大阪八千代ビル3F
304 鳳工業 株式会社 本社 大阪市此花区伝法４丁目３－５９
305 株式会社 ＯＰＡ 本社 江東区東陽２－２－２０　東陽駅前ビル５Ｆ
306 株式会社 大林組 大阪本店 大阪市北区中之島３－６－３２　ダイビル本館
307 株式会社 大林組 本社 港区港南２－１５－２　品川インターシティＢ棟
308 大林新星和不動産 株式会社 本社 千代田区九段南3丁目3番6号（麹町ビル）
309 大林道路 株式会社 大阪支店 大阪市北区西天満１－２－５大阪JAビル
310 大林道路 株式会社 本店 千代田区猿楽町２－８－８　住友不動産猿楽町ビル
311 株式会社 オープンハウス・ディベロップメント 本社 千代田区丸の内2-4-1　丸の内ビルディング12F
312 株式会社 大本組 本店 岡山市北区内山下１丁目１－１３
313 株式会社 大盛工業 本社 葛飾区水元３丁目１５－８
314 株式会社 岡工務店 本社 神戸市兵庫区水木通４丁目１－１
315 株式会社 オカザキホーム 本社 岡崎市大樹寺１－５－２０
316 株式会社 岡田組 本社 徳島市幸町１丁目４７－３
317 株式会社 Okatos Hero Real Estate 本社 大阪市北区梅田1丁目3番1-500号　大阪駅前第一ビル5階
318 岡部 株式会社 本社 墨田区向島４丁目２１－１５
319 株式会社 オカモト・コンストラクション・システム 本社 尼崎市七松町２丁目２７－２３
320 株式会社 小川建設 本社 新宿区四谷一丁目４番地
321 株式会社 小河原建設 本社 中野区中央５－４－２４
322 沖ウィンテック 株式会社 本社 品川区北品川１丁目１９－４
323 奥アンツーカ 株式会社 本社 東大阪市長田東3-2-7
324 株式会社 オクジ 本社 岸和田市上町１０－１０
325 株式会社 オクジュー 本社 大阪市北区西天満５－３－７
326 株式会社 奥村組 本社 大阪市阿倍野区松崎町２丁目２－２
327 奥村組土木興業 株式会社 本社 大阪市港区三先１－１１－１８
328 株式会社 オクムラ道路 本社 大阪市港区弁天６丁目１番３号
329 株式会社 奥和田健建築設計事務所 本店 阿倍野区天王寺北２－２５－９
330 株式会社 オスカーホーム 本社 富山市掛尾栄町2-9
331 小田急建設 株式会社 大阪支店 大阪市中央区船越町１－２－１
332 小田急建設 株式会社 本店 新宿区西新宿４丁目３２－２２
333 オダケホーム 株式会社 本社 射水市西高木1184
334 株式会社 越智工務店 本社 芦屋市打出小槌町14-12
335 小野田ケミコ 株式会社 大阪支店 大阪市西区江戸堀１－２５－１３
336 小野田ケミコ 株式会社 本社 荒川区東日暮里３－１１－１７
337 株式会社 オムニテクノロジー 本社 神戸市兵庫区小松通5-1-21
338 株式会社 オリエンタルコンサルタンツ 本社 渋谷区本町３－１２－１　住友不動産西新宿ビル６号館
339 株式会社 オリエンタルコンサルタンツ 関西支店 大阪市北区中之島３－２－１８　住友中之島ビル
340 オリックス・ファシリティーズ 株式会社 本社 港区港南１－８－５　Ｗビル９階
341 株式会社 オリバー 本社 富山市二口町1丁目1-14-5
342 株式会社 織本構造設計 東京都新宿区西五軒町13-1 住友不動産飯田橋ビル3号館7F
343 株式会社 オレンジハウス 本社 静岡市葵区幸町4-18
344 株式会社 楓工務店 本社 奈良市朱雀3丁目 1-7
345 加賀木材 株式会社 本社 石川県金沢市湊2丁目21番地
346 株式会社 柿本商会 本社 金沢市藤江南２丁目２８
347 株式会社 角谷木材建設 本社 あわら市矢地２-２８
348 影近設備工業 株式会社 本社 京都市左京区北白川西町８３
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349 株式会社 懸桶工務店 本社 鳥取市桂見５７３番地
350 株式会社 掛谷工務店 本社 茨木市上中条１丁目１１－２３
351 株式会社 笠谷工務店 本社 芦屋市業平町４－１
352 株式会社 鍜治田工務店 大阪本社（本店） 大阪市中央区伏見町３－２－６
353 株式会社 鍜治田工務店 奈良本社 御所市１５０－３
354 鹿島道路 株式会社 本店 文京区後楽１－７－２７
355 株式会社 カシワバラ・コーポレーション 岩国本社 岩国市山手町１丁目５－１６
356 カスタムハウジング 株式会社 本社 大阪市淀川区西中島５丁目１４－１０カトキチ新大阪ビル
357 株式会社 カタオカ 本社 大阪市東住吉区田辺１丁目８－１
358 株式会社 片山組 本社 新宿区新宿６－２２－１３
359 片山ストラテック 株式会社 本社 大阪市大正区南恩加島６丁目２－２１
360 株式会社 カデックス 本社 神戸市兵庫区東山町１丁目１１－２
361 株式会社 ＫＡＤel 本社 羽曳野市野々上2丁目30-1
362 株式会社 加藤建築事務所 本社 姫路市南今宿３－１９
363 加藤コンサルタント 株式会社 本社 姫路市広畑区吾妻町１－３５－３
364 株式会社 カナック 本社 高松市三谷町１３６
365 株式会社 金丸工務店 本社 三豊市豊中町本山甲８５３番地６
366 株式会社 金山工務店 本社 大阪市中央区内淡路町１丁目１－８
367 株式会社 かねこ 本社 大阪市北区同心2-11-26
368 金下建設 株式会社 本社 宮津市字須津４７１－１
369 兼松日産農林 株式会社 本社 千代田区麹町３丁目２麹町共同ビル
370 カネマル 株式会社 本社 奈良市八条町464番地3
371 株本建設工業 株式会社 本社 美方郡新温泉町芦屋３３８－１
372 株式会社 紙谷工務店 本社 吹田市江坂町３丁目３－１
373 株式会社 亀井組 徳島本店 徳島市万代町６－２０－２
374 株式会社 亀井組 本社 鳴門市撫養町立岩字七枚１１４番地
375 亀山建設 株式会社 本社 関市稲口1037
376 株式会社 加門組 本社 尼崎市大西町３－８－１７
377 株式会社 香山組 本社 尼崎市東難波町５丁目３１－２０
378 株式会社 柄谷工務店 本社 尼崎市玄番南之町４番地
379 苅田建設工業 株式会社 本社 尼崎市平左衛門町１８－３１
380 川崎設備工業 株式会社 本社 名古屋市中区錦２丁目１８－５
381 川崎地質 株式会社 西日本支社 大阪市浪速区敷津西２－１－１２
382 川崎地質 株式会社 本社 港区三田２丁目１１－１５三田川崎ビル
383 株式会社 川﨑ハウジング 本社 熊本市高平２－１４－５３
384 株式会社 カワサキライフコ－ポレーション 本社 神戸市中央区東川崎町１－１－３　神戸クリスタルタワー１１階
385 株式会社 川嶋建設 本社 豊岡市寿町11－35
386 株式会社 加和太建設 本社 三島市文教町１－５－１５
387 株式会社 河村建築事務所 本部 大阪市北区天神橋３－１－３５　南森町岡藤ビルディング２F
388 株式会社 河本総合防災 大阪支店 大阪市中央区南新町１－２－４　椿本ビル９階
389 株式会社 環境整備研究所 本社 大阪市北区梅田１丁目２－２－１２００
390 株式会社 かんこう 本社 大阪市城東区野江１－１２－８
391 間工作舎 本社 豊中市南桜塚２－４－１４
392 関西建設工業 株式会社 本社 神戸市西区大津和１丁目６－２
393 関西産業 株式会社 本社 高槻市京口町９－３関西産業ビル
394 関西住宅販売 株式会社 本社 明石市大久保町大窪497-1
395 関西スターツ 株式会社 本社 吹田市広芝町１０ー４０　TEK第１ビル８階
396 関西スターツ 株式会社 本社 江戸川区一之江８丁目４－３フラットゼセッション
397 関西スターツ 株式会社 大阪営業所 吹田市広芝町10-40　TEK第1ビル2F
398 関西セキスイ工業 株式会社 本社 奈良市西九条町４－３－１
399 関西電力株式会社 本社 大阪市北区中之島3丁目6番16号採用事務局
400 関西塗研工業 株式会社 本社 大阪市福島区海老江8-8-7
401 株式会社 関西都市居住サービス 本社 大阪市中央区本町２丁目１－６
402 株式会社 関西トラスト 本社 大阪市中央区西心斎橋１－４－５
403 関西ハウス工業 株式会社 本社 淡路市生穂１８０３－２
404 株式会社 関西ビルド 本社 門真市泉町８番１４号
405 関西保温工業 株式会社 本社 大阪市中央区南船場４丁目６－１０新東和ビル
406 関西明装 株式会社 本社 吹田市江坂町一丁目２３番１０１号
407 株式会社 神崎組 本社 姫路市北条口３丁目２２
408 岩水開発 株式会社 本社 岡山市南区福吉町１８－１８
409 管清工業 株式会社 大阪テクニカルヤード 大東市新田旭町１－１２
410 株式会社 カンセツ 本社 大阪市西区新町３丁目４－２１
411 神田通信機 株式会社 本社 千代田区神田富山町２４
412 株式会社 かんでんエンジニアリング 本社 大阪市北区中之島６丁目２－２７中之島センタービル２１Ｆ
413 株式会社 関電工 関西支店 大阪市中央区南久宝寺町２－６－１５
414 株式会社 関電工 本社 港区芝浦４丁目８－３３
415 関電不動産開発 株式会社 本社 大阪市北区中之島3丁目3番23号（中之島ダイビル内）
416 関電プラント 株式会社 本社 大阪市北区本庄東２丁目９－１８
417 株式会社 関東設計 本社 千代田区岩本町３丁目１０－４寿ビル
418 株式会社 カンプリ 本社 高槻市芝生町２－５２－１０
419 株式会社 キーストン 本社 浜松市中区葵西６－３－１－３
420 株式会社 キーマン 本社 東大阪市荒本新町６－６　キーマンビル２Ｆ
421 株式会社 木内計測 本社 大阪市天王寺区清水谷町４－１２
422 株式会社 ギガプライズ 本社 中央区日本橋蛎殻町１丁目２０－３福本ビル
423 技研興業 株式会社 本社 杉並区阿佐谷南３丁目７－２
424 岸本建設 株式会社 本社 摂津市昭和園９－１３
425 キタイ設計 株式会社 本社 蒲生郡安土町大字上豊浦１０３０
426 キタイ設計 株式会社 西日本支社 姫路市西夢前台２丁目４９
427 株式会社 北弘電社 本社 札幌市中央区北十一条西２３丁目２－１０
428 株式会社 キタック 本社 新潟市中央区新光町１０－２
429 北野建設 株式会社 大阪支店 大阪市北区堂島浜１－２－６新ダイビル
430 北野建設 株式会社 本社 長野市県町５２４
431 喜多ハウジング 株式会社 本社 金沢市新保本3丁目3番地
432 橘田綜合建設 株式会社 本社 三木市大塚１－１－２６
433 吉豊産業 株式会社 本社 大阪市北区梅田２－２－２　ヒルトンプラザウエストオフィスタワー８Ｆ
434 機動建設工業 株式会社 本社 大阪市福島区福島４丁目６－３１
435 株式会社 キヌガワ 本社 大阪市住之江区西加賀屋2-4-9
436 キノエネ工務店 株式会社 本社 西宮市甲子園三保町５－１４
437 紀の国住宅 株式会社 本社 和歌山市餌差町１－３６
438 株式会社 木下工務店 本社 新宿区西新宿６－５－１　新宿アイランドタワー９階
439 木原千利設計工房 本社 大阪市北区大淀南1丁目6-19
440 株式会社 キャディアン 本社 大阪市中央区北浜３丁目５－２２オリックス淀屋橋ビル
441 株式会社 キャラサーチ 本社 大田区中央2-19-12
442 株式会社 九州環境指導センター 本社 福岡市博多区博多駅南三丁目１０番２号
443 株式会社 教育企画 本社 三豊市高瀬町比地中１３１７－７
444 株式会社 教育施設研究所 本社 中央区日本橋本町３－４－７　新日本橋ビル
445 協永電機 株式会社 本社 加古川市加古川町美乃利４７２
446 株式会社 キョウシン 本社 吹田市江坂町１－１７－２３　江坂Ｍビル６Ｆ
447 共同エンジニアリング 株式会社 大阪支店 大阪市中央区瓦町４－４－７　レバンガ御堂筋本町ＢＬＤ7Ｆ
448 共同エンジニアリング 株式会社 本社 千代田区丸の内１－８－３丸の内トラストタワー本館５Ｆ
449 共同設計 株式会社 本社 大阪市北区西天満5-10-14
450 株式会社 共同建築設計事務所 本社 東京都新宿区四谷三栄町4番10号
451 京都市　職員採用関連事務局 京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町488番地
452 京都建物 株式会社 宇治支店 宇治市広野町西裏92番地の3　京都建物宇治大久保ビル
453 株式会社 京都ハウス 本社 京都市南区四ツ塚町２６番地
454 京都パナホーム 株式会社 本社 京都市山科区西野櫃川町５０－１
455 京都府　職員採用関連事務局 京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町
456 株式会社 京都ライフ 本社 京都市中京区御池通烏丸東入梅屋町３６１－１　アーバネックス御池ビル東館３階
457 共立建設 株式会社 本社 渋谷区道玄坂１丁目１６－１０
458 共立建設 株式会社 関西支店 大阪市中央区博労町2-1-13　アーバンネット本町ビル
459 株式会社 共立メンテナンス 関西支社 大阪市中央区北浜4-7-28　住友ビル2号館　7Ｆ
460 株式会社 協和日成 本社 渋谷区神南１丁目８－１０
461 キョーエイ産業 株式会社 本社 広島市安佐南区西原６丁目１－１
462 株式会社 極東エンタープライズ 本社 神戸市中央区脇浜町２丁目１－８
463 清田軌道工業 株式会社 本社 大阪市北区梅田１丁目２－２－１１００大阪駅前第２ビル
464 霧島ハウス 株式会社 本社 尼崎市東園田町９－１５－２
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465 キリンエンジニアリング 株式会社 本社 横浜市神奈川区新浦島町１丁目１－２５テクノウェイブ１００ビル
466 近畿技術コンサルタンツ 株式会社 本社 大阪市中央区谷町２－６－４　谷町ビル
467 株式会社 近畿建築確認検査機構 本社 大阪市中央区農人橋２－１－１０
468 近畿工業 株式会社 本社 大阪市北区東天満２－６－５
469 株式会社 近畿興産 本部 大阪市北区西天満１－７－２０　ＪＩＮオリックスビル１２階
470 株式会社 近畿住宅流通 本社 枚方市池之宮2丁目2-15
471 近畿設備 株式会社 本社 大阪市北区天満３－９－６
472 キンキ道路 株式会社 本社 大阪市北区南森町2-4-5　近畿ビル2Ｆ
473 近畿菱重興産 株式会社 本社 神戸市兵庫区笠松通９丁目２－１９
474 株式会社 Ginza 本社 中央区銀座6丁目13-16　銀座ウォールビル2F
475 株式会社 きんそく 本社 京都市南区上鳥羽大溝6番地
476 近鉄住宅管理 株式会社 本社 大阪市天王寺区上本町５－７－１２
477 近鉄ビルサービス 株式会社 本社 大阪市中央区難波２丁目２－３御堂筋グランドビル
478 近鉄不動産 株式会社 本社 大阪市天王寺区上本町６－５－１３　上本町新歌舞伎座ビル
479 株式会社 きんでん 本店 大阪市北区本庄東２丁目３－４１
480 株式会社 きんでん 神戸支店 神戸市中央区浜辺通４－１－１
481 株式会社 きんでん 姫路支店 姫路市安田４－１３３
482 株式会社 きんぱい 本社 大阪市西成区玉出東２丁目９－４１
483 株式会社 空間デザイン 本社 吹田市垂水町３－２４－１－４０２
484 空港施設 株式会社 本社 大田区羽田空港１丁目６－５第五綜合ビル
485 クサカ建設 株式会社 本社 尼崎市大島3-30-5
486 クジラ 株式会社 本社 大阪市北区中崎2-5-18 中野ビル１階
487 工藤建設 株式会社 本社 横浜市青葉区新石川４丁目３３－１０
488 国豊積算 株式会社 大阪事務所 大阪市淀川区西中島6-1-26　大旺第1ビル
489 国豊積算 株式会社 本社 名古屋市中区千代田３丁目14-24　国豊ビル
490 クボタ化水 株式会社 本社 港区海岸３－１８－２１ブライトイースト芝浦
491 クボタ機械設計 株式会社 本社 堺市堺区石津北町６４
492 株式会社 クボタ工建 本社 大阪市浪速区敷津東1-2-47クボタ第二ビル6Ｆ
493 株式会社 クボタパイプテック 本社 尼崎市大浜町２－２６
494 クボタメゾン 株式会社 本社 大阪市中央区備後町１丁目７－１０ニッセイ備後町ビル
495 株式会社 熊谷組 本社 新宿区津久戸町２－１
496 株式会社 熊谷組 大阪支店 大阪市都島区片町２－１０－５
497 株式会社　久米設計 本社 東京都江東区潮見2-1-22
498 株式会社　久米設計 大阪支社 大阪市西区江戸堀1-10-8 パシフィックマークス肥後橋
499 株式会社 グラート 大阪本社 吹田市江の木町1-1
500 株式会社 グラウンドライン 本社 西宮市下大市東町34-27
501 クラレエンジニアリング 株式会社 本社 大阪市北区梅田１丁目１２－３９新阪急ビル
502 グランディハウス 株式会社 本社 宇都宮市大通り４丁目３－１８
503 株式会社 クリアジャパン 本社 大阪市西区西本町１－４－１　オリックス本町ビル９階
504 株式会社 グリーン・エクステリア 本社 小野市敷地町1500-87
505 グリーンライフ産業 株式会社 本社 福岡市東区多の津５丁目３２－２０　グリーンライフビル１１Ｆ
506 株式会社 ＣＲＥＡＴＩＯＮ 本社 福岡市博多区博多駅前３－５－７　博多センタービル６階
507 栗原工業 株式会社 本社 大阪市北区角田町１－１東阪急ビル
508 株式会社 クリハラント 本社 大阪市北区西天満４－８－１７　宇治電ビルディング６Ｆ
509 株式会社 クリマテック 本社 新宿区富久町１０－５　新宿EASTビル6階
510 栗本建設工業 株式会社 本社 大阪市中央区瓦町2-4-7　新瓦町ビル6階
511 栗本建設工業 株式会社 神戸支店 神戸市中央区磯辺通2-2-16　三宮南ビル6階
512 グルーバルコミュニティ 株式会社 大阪本社 大阪市中央区南船場２－７－２６
513 株式会社 クレアスライフ 本社 港区六本木五丁目1番3号　ゴトウビルディング1st.
514 株式会社 グローバル住販 本社 新宿区西新宿２丁目４－１新宿ＮＳビル
515 株式会社 グローバルセンター 本社 高松市伏石町2016-20
516 株式会社 グローベルス 本社 渋谷区千駄ヶ谷１丁目３０－８
517 株式会社 Ｋ・Ｉ・Ｆ建築設計 本社 西宮市甲子園三保町５－１４
518 株式会社 ケイアイホーム 本社 岡山市南区松浜町１５－３８
519 株式会社 ケイアイホールディングス 岡山南店 岡山市南区松浜町１５-３８
520 ケイ・エイチ工業 株式会社 本社 堺市中区田園969番地-1　
521 株式会社 経済設備設計 本社 大阪市北区末広町３－２１
522 景匠館 株式会社 本社 大阪市淀川区三国本町1－6－11
523 株式会社 ＫＴＣ 本社 京都市下京区諏訪町通五条下る上諏訪町２９４－６
524 京阪神ビルディング 株式会社 本社 大阪市中央区瓦町４丁目２－１４
525 ケーアンドイー 株式会社 本社 新宿区津久戸町２－１
526 ケーアンドイー 株式会社 関西支社 大阪市西区靱本町1丁目11番7号　信濃橋三井ビルディング7階
527 株式会社 ケー・ディー 本社 大阪市淀川区宮原３－３－３　ビクトリアスビル９階
528 ゲーテハウス 株式会社 本社 中央区日本橋蛎殻町1-10-1
529 株式会社 建研 本社 中央区日本橋堀留町１丁目４－８杉村ビル
530 株式会社 ケン・コーポレーション 本社 東京都港区西麻布１―２－７
531 元古鉄工 株式会社 本社 門真市柳田町３０－２８
532 株式会社 建設技術研究所 本社 中央区日本橋浜町３丁目２１－１日本橋浜町Ｆタワー
533 建装工業 株式会社 本社 港区西新橋３－１１－１
534 株式会社 現代綜合設計 本社 大阪市中央区道修町1-7-10　扶桑道修町ビル6階
535 株式会社 現代ランドスケープ 本社 大阪市中央区淡路町2-1-10-403号
536 国立研究開発法人建築研究所 本部 つくば市立原１番
537 建築設計工場 西宮事務所 西宮市鷲林寺２－５－３３
538 株式会社 建築設備設計研究所 本社 東京都港区虎ノ門1-16-4　アーバン虎ノ門ビル3F
539 株式会社 ケントク 本社 大阪市北区豊崎4-11-17ケントク本社ビル 3F
540 建都住宅販売 株式会社 本社 京都市上京区西無車小路町５９４－１
541 光亜興産 株式会社 本社 門真市末広町４３－１
542 株式会社 晃栄住宅 本社 鹿児島市山田町377-1
543 株式会社 光栄ホーム 本社 大津市別保２－８－３５
544 株式会社 広建 本社 姫路市大黒壱丁町36番地
545 株式会社 工事センター 本社 箕面市粟生新家４－１－５
546 株式会社 工事センター 神戸支店 神戸市灘区鹿ノ下通１－３－１６　やまだビル１階
547 株式会社 合人社計画研究所 本社 広島市中区袋町4－31
548 株式会社 興新設計 本社 新居浜市久保田町２－１－６７
549 幸新設計事務所 本社 堺市堺区大町東３丁２－２８　永木ビル３階
550 公成建設 株式会社 本社 京都市下京区五条通西洞院西入ル小柳町５１８
551 株式会社 構造計画研究所 本社 中野区本町４丁目３８－１３日本ホルスタイン会館内
552 株式会社 合田工務店 本社 高松市天神前９－５
553 株式会社 合田工務店 東京本店 港区芝浦３－１７－１１
554 株式会社 合田工務店 大阪営業所 大阪市北区東天満２－９－４
555 株式会社 弘電社 大阪支店 大阪市中央区博労町４－５－９本町太平ビル5階
556 株式会社 弘電社 本社 中央区銀座５丁目１１－１０
557 株式会社 鴻池組 本社 大阪市中央区北久宝寺町３－６－１　本町南ガーデンシティ
558 神戸企業 株式会社 本社 神戸市中央区浜辺通５丁目１－１４
559 株式会社 神戸国際会館 本社 神戸市中央区御幸通８丁目１－６神戸国際会館
560 神戸市　職員採用関連事務局 神戸市中央区加納町6-5-1
561 神戸ダイヤサービス 株式会社 本社 神戸市中央区東川崎町１丁目８－５
562 神戸地下街 株式会社 本社 神戸市中央区三宮町１４－１０－１神戸交通センタービル
563 神戸リハウス 株式会社 本社 神戸市灘区城内通５丁目５－３
564 高菱エンジニアリング 株式会社 本社 高砂市荒井町新浜２丁目８－１９
565 宏和興産 株式会社 本社 神戸市中央区下山手通２－１０－３
566 幸和ハウジング 株式会社 本社 浜松市東区天王町1147-1
567 コーアツ工業 株式会社 本社 鹿児島市伊敷５丁目１７－５
568 株式会社 コーセーアールイー 本社 福岡市中央区赤坂１丁目１５－３０
569 コーナン建設 株式会社 本社 大阪市北区大淀南１丁目９－１０
570 コープ住宅 株式会社 本社 神戸市垂水区福田３丁目２番１２号
571 株式会社 ゴールドクレスト 本社 千代田区大手町２丁目１－１大手町野村ビル
572 株式会社 国際確認検査センター 大阪本店 大阪市中央区北浜３－７－１２　京阪御堂筋ビル７階
573 国土建設 株式会社 本社 大阪市都島区東野田町２丁目９－７
574 国土建設 株式会社 本社 和歌山市手平４－６－７０
575 国土総合建設 株式会社 本社 港区海岸３丁目８－１５国総芝浦ビル
576 古久根建設 株式会社 本社 文京区音羽１丁目１－１
577 国誉建設 株式会社 本社 堺市中区深井沢町３２５２
578 株式会社 コシイプレザービング 本社 大阪市住之江区平林北2-9-145
579 コスモエンジニアリング 株式会社 本社 品川区東品川２丁目５－８天王洲パークサイドビル
580 コスモ工機 株式会社 本社 港区西新橋３丁目９番５号
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番号 事業所名 拠点名 住所
581 コスモ工機 株式会社 大阪支店 大阪市淀川区西宮原２－７－３８　新大阪西浦ビル３０５号室
582 株式会社 コスモスイニシア 本社 千代田区内幸町１丁目３－２内幸町東急ビル
583 五大ディ・シー・エム 株式会社 本社 西宮市六湛寺町１２－３
584 株式会社 ＣＯＮＹ ＪＡＰＡＮ 本社 大阪市中央区淡路町４－７－５　本町ハイエストビル２階
585 株式会社 コマーシャル・アールイー 本社 中央区京橋２丁目４－１２京橋第一生命ビル
586 株式会社 小俣組 本社 横浜市南区新川町５－２８
587 小松ウオール工業 株式会社 本社 小松市工業団地１丁目７２
588 小松建設工業 株式会社 大阪支店 大阪市北区芝田１－４－８北阪急ビル
589 コミュニティワン 株式会社 本社 品川区西五反田５－２－４　レキシントン・プラザ西五反田4階
590 五洋建設 株式会社 大阪支店 大阪市北区芝田２－６－２３オーエックス梅田ビル本館8F
591 五洋建設 株式会社 中国支店 広島市中区上八丁堀４－１
592 五洋建設 株式会社 本社 文京区後楽２丁目２－８五洋建設ビル
593 五洋電気 株式会社 本社 大阪市東成区東今里3-4-14
594 株式会社 コラボハウス 本社 松山市束本１－６－１０
595 株式会社 金剛組 本社 大阪市天王寺区四天王寺１丁目１４－２９
596 株式会社 コンサルタント関西 本社 姫路市白浜町宇佐崎中３－１－２
597 株式会社 コンステックホールディングス 本社 大阪市中央区北浜東4番33号　北浜ネクスビル２７F
598 株式会社 サージ・コア 本社 尼崎市西立花町３－１－１
599 サーラ住宅 株式会社 本社 豊橋市白河町１００
600 株式会社 佐伯建設 本社 大分市中島西３丁目５－１
601 株式会社 ザイマックス 本社 港区赤坂１丁目１－１
602 株式会社 ザイマックスビルマネジメント 本社 千代田区永田町２－４－２　溜池山王ビル６階
603 有限会社 才本建築事務所 篠山事務所 篠山市池上３５８－２
604 佐伯建設工業 株式会社 東京本社 千代田区東神田１丁目７－８アルテビル東神田
605 佐伯建設工業 株式会社 大阪本社 大阪市中央区備後町２丁目４－６
606 酒井工業 株式会社 本社 大阪市住之江区平林南１－３－３０
607 酒井工業 株式会社 京都本店 京都市南区東九条中御霊町５３－４
608 サカイ創建 株式会社 本社 小牧市大字三ッ渕字西之坪１１３８
609 株式会社 坂倉建築研究所 大阪事業所 大阪市西区京町堀１－１５－７
610 株式会社 坂田工務店 本社 安芸高田市甲田町高田原１４４７－４
611 株式会社 坂田基禎建築研究所 本社 京都市中京区御幸町通竹屋町上ル毘沙門町５３３　松屋ビル５０１
612 株式会社 崎山組 本社 橿原市南八木町２－３－３５
613 櫻井工業 株式会社 本社 江東区深川２丁目８番１９号　さくらいビル
614 株式会社 さくら不動産 本社 大阪市西区江戸堀１丁目６番１０号　肥後橋渡辺ビル８階
615 さくらホーム 株式会社 本社 鳴門市大麻町桧字中山田１３－５２
616 さくらホームグループ 本社 野々市市若松町１－５
617 株式会社 さくらリテール 本社 神戸市中央区江戸町98-1 江戸町ビル5F
618 株式会社 笹川組 本社 大津市打出浜１３－１５
619 佐々木建設 株式会社 本社 阿波市吉野町柿原字原167
620 佐田建設 株式会社 本社 前橋市元総社町１丁目１－７
621 佐藤工業 株式会社 大阪支店 大阪市中央区北浜１－１－６
622 佐藤工業 株式会社 本社 中央区日本橋本町４ー１２ー１９
623 株式会社 佐藤秀 本社 東京都新宿区新宿５丁目６番１１号
624 株式会社 佐藤総合計画 東京本社 東京都墨田区横網 2-10-12 AXSビル
625 株式会社 佐藤総合計画 関西オフィス 大阪府大阪市中央区北浜東1-26 大阪日精ビルディング4F
626 株式会社 佐藤渡辺 本社 港区南麻布１丁目１８－４
627 サムティ 株式会社 本社 大阪市淀川区西中島４丁目３－２４サムティ新大阪センタービル
628 株式会社 澤村 本社 高島市勝野1108番地
629 山陰防災電機 株式会社 本社 出雲市西園町２０６番地１
630 株式会社 サンウッド 本社 港区虎ノ門３丁目２－２虎ノ門３０森ビル
631 株式会社 三栄建設 鉄鋼事業本部 大阪市大正区南恩加島6-2-21
632 株式会社 三栄建築設計 本社 杉並区上荻1-2-1インテグラルタワー4B
633 三栄電気工業 株式会社 本社 大阪市北区与力町１－２７
634 株式会社 三輝 本社 大阪市北区同心１丁目１０－１２三輝ビル
635 三基建設 株式会社 本社 大阪市淀川区西中島１－１３－１５　ＳＡＮＫＩビル
636 三機工業 株式会社 大阪支店 大阪市淀川区宮原３丁目４－３０ニッセイ新大阪ビル
637 三機工業 株式会社 本社 中央区日本橋室町２丁目１－１日本橋三井タワー
638 株式会社 三機サービス 本社 姫路市阿保甲576-1
639 株式会社 三機サービス 東京センター 江東区亀戸２－２６－１０　タチバナビル５Ｆ
640 株式会社 三協 本社 観音寺市植田町１７１３－１
641 三共エンジニアリング 株式会社 本社 四国中央市中之庄町１７００
642 株式会社 サンキョウホーム 本社 大阪府大阪市北区西天満5丁目2番18号 三共ビル東館10F
643 株式会社 サンクリエーション 本社 御坊市薗350-13
644 株式会社 サンケイハウス 本社 大阪市中央区高麗橋４－６－１４
645 株式会社 サンケイビル 本社 千代田区大手町１丁目７－４東京サンケイビル１６Ｆ
646 株式会社 サンケイビルテクノ 東京本社 千代田区神田駿河台2-3-11　NBF御茶ノ水ビル2F
647 三建設備工業 株式会社 大阪支店 大阪市北区紅梅町３－５
648 三晃金属工業 株式会社 大阪支店 大阪市西区土佐堀１－４－８
649 三晃金属工業 株式会社 本社 港区芝浦４丁目１３－２３ＭＳ芝浦ビル
650 株式会社 三晃空調 大阪本店 大阪市北区西天満３丁目１３－２０ASビル
651 三弘建築事務所 株式会社 本社 西宮市本町４－１６
652 三光ソフラン 株式会社 本社 さいたま市大宮区大成町１丁目２１２－３
653 三交不動産 株式会社 本社 津市丸之内９－１８
654 株式会社 サンシティ 本社 中央区八丁堀１丁目５－１本八重洲ビル
655 三信建設工業 株式会社 本社 台東区柳橋２丁目１９－６柳橋ファーストビル
656 株式会社 三勢 本社 熊本市中央区帯山３丁目８－４４
657 産双ホーム 株式会社 本社 大阪市西区西本町１丁目５－９産双西本町ビル
658 株式会社 三田工務店 本社 尼崎市道意町3-1
659 サン建物 株式会社 本社 甲賀市甲賀町田堵野８０４
660 株式会社 サンテック 大阪支社 大阪市北区中津１－７－８
661 株式会社 サンテック 本社 千代田区二番町３－１３
662 三堂建設工業 株式会社 新大阪ホテル 大阪市淀川区西中島２－１１－２１
663 株式会社 三東工業社 本社 栗東市上鈎４８０
664 株式会社 サンプロ 本社 塩尻市広丘吉田６６２－９
665 サンフロンティア不動産 株式会社 本社 千代田区有楽町１丁目２－２東宝日比谷ビル
666 三平建設 株式会社 本社 台東区元浅草１丁目１－１
667 三宝電機 株式会社 本社 大阪市北区大淀中１-５-１　
668 サンユー建設 株式会社 本社 大田区南雪谷２丁目１７－８
669 株式会社 サンユー都市開発 大阪本部 大阪市中央区備後町３－３－３　サンビル２階
670 山陽企業 株式会社 本社 姫路市駅前町３５３
671 三陽建設 株式会社 本社 甲賀市甲賀町田堵野８９０番地の１
672 三洋住宅 株式会社 本社 有田郡有田川町明王寺２５８－１
673 山陽ロード工業 株式会社 本社 津山市下高倉西１２０３－１
674 株式会社 サンヨーハウジング名古屋 本社 名古屋市瑞穂区妙音通３丁目３１－１
675 サンヨーホームズ 株式会社 本社 大阪市西区西本町1丁目4番1号
676 株式会社 サンリフォーム 本社 大阪市西区南堀江3丁目2番1号プラザ10ビル4F、5F
677 株式会社 三冷社 関西支社 大阪市西区京町堀２－９－８
678 サンレイズ工業 株式会社 本社 大阪市淀川区十八条２－１３－３３
679 株式会社 三和エレック 大阪支店 大阪市淀川区西中島４－２－２１
680 株式会社 三和建設 本社 宝塚市小浜３－１１－１１
681 株式会社 三和建設 本店 宝塚市旭町３－２－１０
682 三和建設 株式会社 本社 大阪市淀川区木川西２丁目２－５
683 三和電気土木工事 株式会社 本社 大阪市北区南森町１丁目４－１９サウスホレストビル
684 株式会社 シアテック 本社 新居浜市新田町3丁目1番39号（惣開ビル3F）
685 ＣＩＭサーベイ 株式会社 本社 大阪市中央区内本町２－４－７　大阪Ｕ２ビル８階
686 シーキューブ 株式会社 本社 名古屋市中区門前町１－５１
687 株式会社 シーキューブ 本社 八尾市西山本町１－１－１９
688 シーズクリエイト 株式会社 本社 渋谷区神宮前５丁目５２－２青山オーバルビル
689 株式会社 シーズ不動産販売 本社 神戸市中央区京町７２番地 新クレセントビル６Ｆ
690 株式会社 シード 本社 京都市山科区椥辻中在家町８－１ＳＥＥＤ山科中央ビル
691 株式会社 シードコンサルタント 本社 奈良市芝辻町２－１０－６
692 シービーアールイー 株式会社 東京本社 港区浜松町２－２－１２　ＪＥＩ浜松町ビル
693 シービーアールイー 株式会社 関西支社 大阪市中央区安土町２－３－１３　大阪国際ビルディング
694 株式会社 シィメス 本社 神戸市西区森友４－３０
695 株式会社 ＳＹＬＡ 本社 渋谷区広尾1-1-39　恵比寿プライムスクエア　7F
696 ジェイアール東海建設 株式会社 本社 名古屋市中村区則武１－１５－７
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697 ジェイアール西日本 近畿統括本部 大阪市淀川区宮原4-3-39 大広新大阪ビル
698 ジェイアール西日本コンサルタンツ株式会社 本社 大阪市淀川区西中島5丁目4番20号中央ビル9F
699 株式会社 ジェイアール西日本ビルト 本社 尼崎市潮江1-2-12
700 ジェイアール西日本不動産開発 株式会社 本社 尼崎市潮江１－１－６０
701 株式会社 ジェイアール東日本建築設計事務所 東京都渋谷区代々木2-1-5　ＪＲ南新宿ビル
702 ＪＳＣ 株式会社 本社 渋谷区道玄坂１－１０－５　渋谷プレイス１０階
703 ＪＳＴ 株式会社 本社 江東区新砂１丁目６－２７
704 ＪＦＥエレテック 株式会社 本社 横浜市鶴見区弁天町３Ｐ＆Ｓ弁天町ビル
705 ＪＦＥ電制 株式会社 本店 港区芝大門一丁目９番９号　野村不動産芝大門ビル１０階
706 ＪＦＥメカニカル 株式会社 福山事業所 福山市鋼管町１
707 ＪＦＥライフ 株式会社 不動産部門　阪神営業所 神戸市中央区浜辺通5-1-14(神戸商工貿易センタービル)
708 ＪＦＥライフ 株式会社 阪神事業所 神戸市東灘区魚崎浜町43-1
709 株式会社 Ｊ.フロント建装 大阪オフィス 大阪市中央区安土町1丁目8-15　野村不動産大阪ビル2F
710 株式会社 ジェーピーディー 本社 港区南青山５－７－１７　青山小原ビル７階
711 塩谷運輸建設 株式会社 本社 高砂市梅井５丁目４－１
712 株式会社 塩浜工業 大阪支店 大阪市淀川区西中島２－１４－６　新大阪第２ドイビル８F
713 株式会社 塩浜工業 本社 敦賀市観音町１２－１
714 株式会社 塩見設計 本社 広島市東区上大須賀町10-16
715 株式会社 シグナルコンサルト 本社 大阪市天王寺区南河堀町３－３４　シグナルセンタービル3階
716 株式会社 システムハウスＲ＆Ｃ 本社 品川区東大井２－１３－８ケイヒン東大井ビル７Ｆ
717 シティネット 株式会社 本部 神戸市中央区加納町4-3-5 三宮御幸ビル 4F
718 シティ・ハウジング 株式会社 本社 徳島市中常三島町3丁目8-1
719 品川倉庫建物 株式会社 本社 品川区大崎３丁目６－１７
720 島根水道 株式会社 本社 松江市宍道町佐々布２１３－２５
721 株式会社 島根東亜建物管理 本社 松江市浜乃木６－５－７
722 清水建設 株式会社 関西事業本部 大阪市中央区本町３丁目５－７　御堂筋本町ビル
723 清水建設 株式会社 四国支店 高松市寿町２－４－５
724 清水建設 株式会社 本社 中央区京橋２丁目１６番１号
725 株式会社 清水設計事務所 本社 神戸市中央区御幸通4丁目2番20号三宮中央ビルディング11階
726 シャープアメニティシステム 株式会社 本社 大阪市平野区加美南４丁目３－４１
727 ジャパンエステート 株式会社 本社 大阪市中央区今橋２丁目５番８号　トレードピア淀屋橋１６階
728 株式会社 秀光ビルド 本社 加賀市山代温泉29戊54番地
729 住宅開発 株式会社 本社 吹田市穂波町２４－１０
730 株式会社 住宅サービス 本社 吹田市豊津町１７－５　江坂タガミビル2階
731 株式会社 住宅ダンルヴァン 本社 名西郡石井町高川原字桜間２１２－３
732 夙川土地 株式会社 本社 西宮市建石町２－１０
733 昭栄 株式会社 本社 千代田区神田錦町１丁目２－１昭栄錦町ビル
734 株式会社 昭栄美術 本社 中央区築地2-2-1 築地細田ビル
735 株式会社 昭建 本社 大津市浜大津２丁目５－９
736 株式会社 翔設計 本社 渋谷区千駄ヶ谷４－２４－１５　鈴福ビル
737 株式会社 省電舎 本社 中央区日本橋堀留町１丁目１１－１２ＴＫ堀留ビル
738 常磐開発 株式会社 本社 いわき市常磐湯本町辰ノ口１
739 昭和 株式会社 関西支社 大阪市淀川区西中島５－１３－９　新大阪ＭＴビル１号館
740 昭和興産 株式会社 本社 大阪市中央区北浜２丁目１－２
741 昭和コンクリート工業 株式会社 本社 岐阜市香蘭１丁目１
742 昭和住宅 株式会社 本社 加古川市平岡町新在家１１７
743 昭和住宅 株式会社 岡山支店 岡山市表町１丁目７－１５パークスクエアＳＨＯＷＡ
744 株式会社 昭和設計 本社 大阪市北区豊崎４-１２-１０
745 常和ホールディングス 株式会社 本社 中央区日本橋本町１丁目７－２　ニュー江戸橋ビル５階
746 ショーボンド建設 株式会社 近畿圏支社 大阪市城東区永田３－１２－１５
747 ショーボンドホールディングス 株式会社 本社 江東区南砂２丁目２－１７
748 ショベル工業 株式会社 本社 大阪市大正区千島１丁目２０－７エスワイビル
749 白石建設 株式会社 本社 杉並区高円寺南4-15-11
750 株式会社 新来島エンジニアリング 本社 越智郡大西町新町甲９４５
751 シンクレイヤ 株式会社 本社 名古屋市中区千代田２丁目２１－１８
752 神興建設 株式会社 本店 目黒区東山２－１－２
753 新光電機 株式会社 本社 豊中市蛍池南町３－９－１
754 神鋼不動産 株式会社 本社 神戸市中央区脇浜海岸通２－２－４
755 新興プランテック 株式会社 本社 横浜市磯子区新磯子町２７－５
756 株式会社 深秀園 本社 西宮市池田町７－１９
757 新盛土木 株式会社 加西市北条町黒駒１－２－１
758 株式会社 新宅工務店 本社 大阪市都島区高倉町２－３－１１
759 株式会社 新都計画 本社 大阪市中央区瓦町１－４－８
760 株式会社 新土木開発コンサルタント 本社 神戸市中央区伊藤町119　三井生命神戸三宮ビル12階
761 新日本空調 株式会社 大阪支店 大阪市北区堂島浜１－２－６
762 新日本空調 株式会社 本社 中央区日本橋浜町２丁目３１－１浜町センタービル
763 新日本開発 株式会社 本社 大阪市西区立売堀２－４－１９　日東ビル５Ｆ
764 新日本建設 株式会社 本社 千葉市美浜区ひび野１丁目４－３新日本ビル
765 新日本住設 株式会社 本社 神戸市中央区栄町通５丁目2-19
766 株式会社 新日本建物 本社 千代田区霞が関３丁目２－１
767 株式会社 シンプレクス・インベストメント・アドバイザーズ 本社 千代田区丸の内１丁目５－１新丸の内ビルディング
768 株式会社 伸明 本社 大阪市西区立売堀５－３－２０
769 神明 株式会社 本社 大阪市西成区北津守４丁目３－６神明ビル
770 神明 株式会社 福岡営業所 福岡市博多区博多駅前４－１４－２０ライオンズステーションプラザ博多１Ｆ
771 株式会社 神盟 本社 神戸市垂水区南多聞台３丁目６－２７
772 新明和商事 株式会社 本社 西宮市高松町４番８号プレラにしのみや３階
773 新菱冷熱工業 株式会社 大阪支社 大阪市北区堂島１－１－５梅田新道ビル
774 新菱冷熱工業 株式会社 神戸支店 神戸市中央区明石町４８番地　神戸ダイヤモンドビル
775 新菱冷熱工業 株式会社 本社 新宿区四谷２－４
776 株式会社 信和 本社 大阪市住之江区南港東３－３－７６
777 株式会社 スイートガーデン・ホームズ 本社 姫路市西中島４１９番４
778 株式会社 水工社 本社 大阪市中央区備後町１丁目６番１５号　明治安田生命備後町ビル４階
779 スウェーデンハウス 株式会社 本社 世田谷区太子堂４－１－１　キャロットタワー２３階
780 株式会社 菅組 本社 三豊市仁尾町仁尾辛１５－１
781 須賀工業 株式会社 大阪支社 大阪市西区土佐堀１丁目２－３０
782 須賀工業 株式会社 本社 台東区上野５－１８－１０
783 菅根測量 株式会社 本社 田辺市新万25番33号
784 有限会社 スキーマ建築計画 本部 港区北青山3-12-7カプリース青山3F
785 スズカ電工 株式会社 本社 大阪市中央区本町４丁目８－１　ＳＤ本町ビル
786 鈴縫工業 株式会社 本社 日立市城南町１丁目１１－３１
787 スターツコーポレーション 株式会社 本社 中央区日本橋３－４－１０ スターツ八重洲中央ビル
788 スターツピタットハウス 株式会社 本社 中央区日本橋３－４－１０ スターツ八重洲中央ビル５階
789 スター・マイカ 株式会社 本社 港区赤坂２丁目１７－２２赤坂ツインタワー本館
790 株式会社 スタジオ　オー 本社 大阪市住吉区帝塚山西１－１－２５
791 株式会社 スタジオテンポス 本社 大阪市中央区日本橋２－４－１２
792 株式会社 スタッフインターナショナル 本社 吹田市長野東１８－３５
793 スチールエンジ 株式会社 大阪支店 大阪市中央区北浜３－２－２５　京阪淀屋橋ビル
794 スチールエンジ 株式会社 本社 中央区八丁堀２－２１－６
795 スナダ建設 株式会社 本社 枚方市楠葉並木２丁目２－２１
796 株式会社 スペース 本社 中央区日本橋人形町３丁目９－４
797 株式会社 スペースクリエーション 本社 大阪市北区南扇町７－１７ＭＦ梅田ビル８階
798 株式会社 住居時間 本社 名古屋市名東区社が丘1-1201
799 株式会社 スマイルデザイン 本社 大阪市中央区博労町1丁目7番2号　堺筋トラストビル5階
800 角建設計 本部 洲本市大野２１７
801 住澤塗装工業 株式会社 本社 富山市萩原７２－１
802 住商建物 株式会社 大阪支社 大阪市中央区北浜4-7-28
803 住商建物 株式会社 本社 中央区晴海１－８－８　晴海アイランドトリトンスクエアオフィスタワーＷ１０階
804 住友金属パイプエンジ 株式会社 本社 堺市堺区出島西町２
805 住友電設 株式会社 本社 大阪市西区阿波座２丁目１－４
806 住友不動産 株式会社 大阪支社 大阪市北区中之島３丁目２－１８住友中之島ビル３階
807 住友不動産 株式会社 本社 新宿区西新宿２丁目４－１新宿ＮＳビル
808 住友不動産シスコン 株式会社 本社 新宿区西新宿２丁目６－１新宿住友ビル
809 住友不動産シスコン 株式会社 関西支社 大阪市福島区福島５－１－７　住友不動産西梅田ビル10階
810 住友不動産建物サービス 株式会社 本社 新宿区西新宿7-22-12泉ホシイチビル
811 住友不動産建物サービス 株式会社 関西支社 大阪市西区土佐堀１－３－７　肥後橋シミズビル8階
812 住友不動産販売 株式会社 大阪支社 大阪市北区中之島３－２－１８　住友中之島ビル４階
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813 住友不動産販売 株式会社 本社 新宿区西新宿２丁目４－１新宿ＮＳビル
814 住友不動産リフォーム株式会社 株式会社 本社 新宿区西新宿2-6-1新宿住友ビル（２階）
815 住友林業 株式会社 本社 千代田区大手町１丁目３－２経団連会館
816 住友林業 株式会社 大阪本社 大阪市中央区北浜４丁目７－２８
817 住友林業アーキテクノ 株式会社 本社 千葉市美浜区中瀬1-3 幕張テクノガーデンB棟8-9階
818 住友林業ホームエンジニアリング 株式会社 本社 新宿区西新宿１－２３－７　新宿ファーストウエスト５階
819 住友林業ホームサービス 株式会社 本社 新宿区西新宿3丁目2番11号新宿三井ビルディング二号館11階
820 住友林業ホームテック 株式会社 本社 千代田区神田錦町３－２６　一ツ橋ＳＩビル８階
821 住友林業緑化 株式会社 大阪事務所 大阪市中央区北久宝寺町３－１－６　船場ミッドキューブ５階
822 住友林業レジデンシャル 株式会社 東京本社 新宿区新宿2-19-1ビッグス新宿ビル4F
823 株式会社 住吉 本社 安芸高田市甲田町高田原1373-2
824 スモールハウスデザインラボ 本社 広島市中区国泰寺町2-5-27 大川ビル3F
825 株式会社 スリーエスコンサルタンツ 本社 大阪市北区中崎西2丁目4番12号　梅田センタービル11階
826 株式会社 スルガコーポレーション 本社 横浜市神奈川区台町１５－１
827 株式会社 駿河屋 本社 墨田区向島１－２４－１６　１Ｆ
828 世紀東急工業 株式会社 本社 港区芝公園２丁目９－３
829 株式会社 精研 本社 大阪市中央区南船場２－１－３　フェニックス南船場４階
830 株式会社 成都不動産 本社 豊中市上の町３－７－１　ＴＡＯビルディング６Ｆ
831 西南総合開発 株式会社 本社 大阪市西区土佐堀１丁目２－１０山文ビル
832 西武建設 株式会社 本社 所沢市くすのき台1丁目11番地の2
833 西武造園 株式会社 所沢事務所 所沢市くすのき台１丁目１１－２西武第２ビル
834 西部電気建設 株式会社 本社 神戸市灘区都通４丁目１－１
835 西部電気工業 株式会社 本社 熊本市坪井２丁目１－４２
836 株式会社 星羅建築事務所 本社 大阪市西区西本町１－５－３　扶桑ビル５階
837 西菱エンジニアリング 株式会社 本社 神戸市兵庫区和田宮通７丁目１－１４
838 生和アメニティ 株式会社 本社 東大阪市長田東3-1-25
839 生和建設 株式会社 本社 東大阪市長田東３丁目１－１７
840 株式会社 星和工務店 本社 伊丹市野間１－６－９
841 生和コーポレーション 株式会社 西日本本社 大阪市福島区福島５丁目８番１号
842 生和不動産保証 株式会社 本社 大阪市福島区福島5-8-1
843 セキスイインテリア 株式会社 大阪支店 大阪市北区豊崎５－４－９商業第二ビル４Ｆ
844 セキスイハイム近畿 株式会社 大阪支店 豊中市新千里東町１丁目４－２千里ライフサイエンスセンタービル
845 セキスイハイム近畿 株式会社 本社 大阪市淀川区宮原１丁目６－１新大阪ブリックビル１１階
846 セキスイハイム山陽 株式会社 本社 姫路市岡田７２３－１
847 セキスイハイム中四国 株式会社 本社 岡山市北区下石井２－２－５　ニッセイ岡山スクエアビル７階
848 セキスイハイム中四国 株式会社 山口支社 周南市鐘楼町１－１５
849 セキスイハイム中部 株式会社 本社 名古屋市東区東桜１－１３－３　ＮＨＫ名古屋放送センタービル
850 セキスイハイム東四国 株式会社 本社 高知市葛島４－１－１６
851 積水ハウス 株式会社 本社 大阪市北区大淀中１－１－８８　梅田スカイビルタワーイースト
852 積水ハウス 株式会社 東四国支店 高松市室新町1019-10
853 積水ハウスリフォーム中日本 株式会社 本社 大阪市北区大淀中１－１－９０　梅田スカイビルガーデンファイブ３階
854 セキスイファミエス中国 株式会社 本社 岡山市柳町１丁目１－２７太陽生命ビル
855 積和不動産関西 株式会社 本社 大阪市北区大淀中１－１－３０　梅田スカイビルタワーウエスト２５階
856 株式会社 ゼクス 本社 港区六本木４丁目８－５和幸ビル
857 セコムテクノサービス 株式会社 本社 中野区弥生町５丁目６－１１
858 セック 株式会社 本社 大阪市東淀川区東中島１丁目１９－４住友生命新大阪東口ビル
859 株式会社 瀬戸口ハウジング 長岡支店 長岡京市長岡３－２８－１３
860 株式会社 錢高組 本店 大阪市西区西本町２－２－４
861 株式会社 ゼファー 本社 中央区日本橋浜町３丁目３－２トルナーレ日本橋浜町
862 株式会社 セラヴィ 本社 芦屋市東山町7番31号
863 セルフ店研 株式会社 大阪市中央区北久宝寺３－４－１５
864 株式会社 セレクトホーム 本社 神戸市西区玉津町田中５８８－１
865 株式会社 ゼロ・コーポレーション 本社 京都市北区紫野町１０８－１
866 株式会社 ゼロワン 本社 神戸市中央区港島中町６－３－６
867 株式会社 前後前 本社 姫路市南条１－１２６
868 株式会社 センチュリー２１・ジャパン 本社 港区北青山２丁目１２－１６北青山吉川ビル
869 セントラル総合開発 株式会社 大阪支店 大阪市中央区内平野町２－１－９シブナスビル
870 セントラル総合開発 株式会社 本社 千代田区飯田橋１丁目１２－５宗村ビル
871 全日本コンサルタント 株式会社 本社 大阪市浪速区湊町１－４－３８近鉄新難波ビル
872 株式会社 千年の杜 本社 港区虎ノ門１丁目１６－１６虎ノ門１丁目ＭＧビルディング
873 株式会社 船場 本社 港区芝浦一丁目2番3号　シーバンスS館 9階
874 泉北ホーム 株式会社 本社 堺市中区深井中町３２１１
875 泉友不動産 株式会社 大阪営業本部 大阪市中央区大手前１－４－１２大阪天満橋ビルディング６Ｆ
876 ソイルアンドロックエンジニアリング 株式会社 本社 豊中市庄内栄町２－２１－１
877 株式会社 綜企画設計 本社 千代田区岩本町２-５-２
878 有限会社 創桐 三田営業所 三田市川除４５－１
879 株式会社 創建 本社 大阪市中央区淡路町３－５－１３　創建御堂筋ビル５階
880 株式会社 創建社Ｄ＆Ｒ設計 神戸支社 神戸市中央区江戸町９８－１　東町・江戸町ビル５－２号
881 創建ホーム 株式会社 本社 竹原市中央３－７－１
882 創建ホームズ 株式会社 本社 杉並区荻窪２丁目３２－８
883 株式会社 綜合積算 本社 大阪市北区東天満1-11-19　デュプロビル9階
884 株式会社 総合設備コンサルタント 大阪事務所 大阪市西区阿波座２－２－１８大阪西本町ビル
885 総合地所 株式会社 大阪支店 大阪市中央区本町１－８－１２　オーク堺筋本町ﾋﾞﾙ6階
886 株式会社 綜合デザイン 本社 渋谷区千駄ヶ谷５丁目４－５
887 総合ハウジングサービス 株式会社 本社 港区芝２－９－１０ダイユウビル４Ｆ
888 想伸建設 株式会社 栗東営業所 栗東市辻694-1
889 株式会社 創造工舎 本社 橿原市今井町４－１１－１７
890 株式会社 ＳＯＲＴ設計 本社 西宮市甲子園口2-5-7
891 株式会社 ソネック 本社 高砂市曽根町２２５７－１
892 株式会社 ソフトライフ 本社 大阪市中央区久太郎町3－3－9ＯＲＩＸ久太郎町ビル9階
893 ソリオ宝塚都市開発 株式会社 本社 宝塚市栄町２－１－１ ソリオ宝塚1 3F
894 株式会社 ソルコム 本社 広島市中区南千田東町２－３２
895 ダイア建設 株式会社 本社 新宿区新宿６丁目２８－７
896 第一カッター興業 株式会社 本社 茅ヶ崎市萩園８３３
897 第一建設 株式会社 本社 川西市中央町８－１３
898 第一建設工業 株式会社 本社 新潟市中央区八千代１丁目４－３４
899 株式会社 第一住建 本社 大阪市中央区備後町２－４－１０　第一住建備後町ビル６階
900 株式会社 第一ビルサービス 本社 広島市中区大手町５－３－１２
901 株式会社 第一ビルディング 神戸サービスオフィス 神戸市中央区海岸通３ＮＯＦ神戸海岸ビル
902 株式会社 第一プロパレス 本社 大阪市中央区瓦屋町２丁目１３－１４第一ビル瓦屋町
903 株式会社 タイヨーP.U.S 本社 大東市深野2-6-5
904 大栄電気 株式会社 大阪支店 大阪市西区京町堀１丁目１２－１４
905 大旺新洋 株式会社 高知本社 高知市駅前町５－５大同生命ビル
906 株式会社 大鎧設計事務所 本社 玉野市宇野１－２０－３３
907 株式会社 タイキ 本社 大阪市天王寺区寺田町１丁目１－２
908 大起建設工業 株式会社 本社 篠山市西八上３２６－１
909 株式会社 大氣社 大阪支店 大阪市北区中之島３－２－１８住友中之島ビル
910 株式会社 大氣社 本社 新宿区西新宿８－１７－１住友不動産新宿グランドタワー３０Ｆ
911 株式会社 大京 本社 渋谷区千駄ヶ谷４－２４－１３　第２１大京ビル
912 株式会社 大京アステージ 本社 渋谷区千駄ケ谷４－１９－１８　オリックス千駄ヶ谷ビル
913 株式会社 大京穴吹建設 東京本社 渋谷区千駄ヶ谷4-19-18
914 株式会社 大京穴吹建設 関西事業部 大阪市中央区西心斎橋２－２－３　ＥＤＧＥ心斎橋ビル４階
915 ダイキンエアテクノ 株式会社 本社 墨田区両国２－１０－８住友不動産両国ビル
916 ダイキンエアテクノ 株式会社 大阪支店 吹田市江坂町１－１７－２６　吉田東急ビル５階
917 ダイケンエンジニアリング 株式会社 本社 大阪市北区堂島１丁目６－２０堂島アバンザビル
918 大建住宅 株式会社 本社 丸亀市郡家町１０３２－１
919 株式会社 大建設計 大阪事務所 大阪市西区京町堀１－１３－２０
920 ダイケンホーム 株式会社 本社 吹田市江坂町１丁目１３－４１明治生命江坂ビル
921 大興物産 株式会社 西日本支店 大阪市中央区城見２－２－２２（マルイトＯＢＰビル９階）
922 大興物産 株式会社 本社 港区元赤坂１－５－８　虎屋第２ビル
923 大黒住宅 株式会社 本社 藤井寺市沢田２丁目９－３６
924 株式会社 大産工務店 藍住営業所 板野郡藍住町東中富字龍池傍示７－１
925 大昭建設 株式会社 本社 大阪市淀川区西中島６－７－８
926 大末建設 株式会社 大阪本店 大阪市中央区久太郎町２－５－２８　９Ｆ
927 大成エンジニアリング 株式会社 本社 高砂市荒井町新浜２－８－３０　第３高砂菱興ビル６Ｆ
928 大成温調 株式会社 本社 品川区大井１丁目４７－１
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番号 事業所名 拠点名 住所
929 大成温調 株式会社 本社　大井町センタービル 品川区大井１丁目２４－５大井町センタービル2F
930 大成建設 株式会社 本社 新宿区西新宿１丁目２５－１新宿センタービル
931 大成建設 株式会社 四国支店 高松市サンポート2番1号高松シンボルタワー19
932 大成建設 株式会社 関西支店 大阪市中央区南船場１-１４-１０
933 株式会社 タイセイ・ハウジー 本社 渋谷区千駄ヶ谷5-32-10
934 大成ロテック 株式会社 本社 新宿区西新宿８－１７－１住友不動産新宿グランドタワー１２階
935 株式会社 ダイセキ環境ソリューション 本社 名古屋市港区船見町１－８６
936 株式会社 大仙 本社 豊橋市下地町字柳目8
937 ダイダン 株式会社 本社 大阪市西区江戸堀１丁目９－２５
938 大鉄工業 株式会社 本社 大阪市淀川区西中島３－９－１５
939 株式会社 大電 本社 大阪市旭区高殿２丁目１０－１４
940 大同建設 株式会社 本社 西宮市下大市西町２－１４
941 大東建託 株式会社 本社 港区港南２丁目１６－１品川イーストワンタワー
942 大東建託リーシング 株式会社 本社 港区港南二丁目16番1号品川イーストワンタワー6階
943 ダイニチ技研 株式会社 本社 西伯郡大山町西坪４８２
944 ダイニチ・コンストラクション 株式会社 本社 神戸市西区玉津町今津１６９－１
945 大日本コンサルタント 株式会社 本社 豊島区駒込３丁目２３－１
946 大日本土木 株式会社 大阪支店 大阪市浪速区湊町１－４－３８　近鉄新難波ビル13Ｆ
947 大日本土木 株式会社 東京本社 新宿区西新宿６丁目１６－６タツミビル
948 ダイビル 株式会社 本社 大阪市北区中之島３－６－３２ ダイビル本館
949 株式会社 ダイフレックス 本社 新宿区西新宿２－４－１新宿ＮＳビル（２５階）
950 太平建設工業 株式会社 本社 大阪市北区天満２丁目９－１９
951 太平工業 株式会社 広畑支店 姫路市広畑区鶴町２－１
952 太平工業 株式会社 本社 中央区新川１丁目２３－４Ｉ・Ｓリバーサイドビル
953 太平電業 株式会社 大阪支店 大阪市北区梅田3-3-20 明治安田生命大阪梅田ビル8F
954 太平電業 株式会社 本社 千代田区神田神保町２丁目４
955 大豊建設 株式会社 大阪支店 大阪市北区曽根崎１－２－９梅新ファーストビル８Ｆ
956 大豊建設 株式会社 本店 中央区新川１丁目２４－４
957 大宝工業 株式会社 本社 守口市大日町１丁目３－７
958 株式会社 太陽エンジニアリング 本社 大阪市西区立売堀１丁目３－１３
959 太洋エンジニアリング 株式会社 本社 大阪市中央区瓦町２－３－１０　瓦町中央ビル4階
960 太洋基礎工業 株式会社 本社 名古屋市中川区柳森町１０７
961 株式会社 太陽建設 本社 東大阪市若江西新町１丁目４番３１号
962 大容建設 株式会社 本社 大阪市平野区喜連２丁目５－６３
963 太陽工業 株式会社 本社 大阪市淀川区木川東４丁目８－４
964 大洋ホーム 株式会社 本社 大阪市北区天神橋３丁目４－２３
965 株式会社 ダイヨシトラスト 本社 福岡市博多区千代２丁目２－３０ダイヨシ本社ビル
966 株式会社 大和 新潟店 新潟市古町通７－９５２
967 大和エネルギー 株式会社 本社 大阪市阿倍野区阿倍野筋1丁目1番43号　あべのハルカス33F
968 株式会社 大和技術 本社 岡山市奉還町１－３－１０
969 大和電設工業 株式会社 本社 仙台市太白区長町５丁目３－２０
970 大和ハウス工業 株式会社 本社 大阪市北区梅田３－３－５
971 大和ハウスリフォーム 株式会社 本社 大阪市中央区備後町１丁目５－２
972 株式会社 ダイワ・ムカイ 大阪支店 大阪市中央区北新町３－１１　グランドールビル５Ｆ
973 株式会社 ダイワ・ムカイ 本社 京都市下京区中堂寺前田町３４
974 大和ライフネクスト 株式会社 本社 港区赤坂５－１－３３
975 大和リース 株式会社 本社 大阪市中央区農人橋２丁目１－３６
976 大和リース 株式会社 神戸支店 神戸市中央区磯上通4-1-6　シオノギ神戸ビル５階
977 株式会社 株式会社タウンハウス 本社 岡山市北区大元上町14-21
978 株式会社 高垣工務店 本社 田辺市神子浜2丁目20-14
979 高砂熱学工業 株式会社 大阪支店 大阪市北区茶屋町１９－１９アプローズタワー20階
980 高砂熱学工業 株式会社 本社 千代田区神田駿河台４丁目２－５トライエッジ御茶ノ水
981 株式会社 高島テクノロジーセンター 本社 横浜市西区みなとみらい２－３－５クイーンズタワーＣ（９階）
982 髙島屋スペースクリエイツ 株式会社 本社 中央区日本橋茅場町２丁目１２－７高栄茅場町ビル
983 タカセ不動産 株式会社 本社 大阪市中央区瓦屋町１－９－２０
984 株式会社 タカダ 本社 茨木市桑田町９－１８
985 株式会社 タカダ 事業本部 大阪市北区梅田１丁目２－２－１２００大阪駅前第二ビル
986 株式会社 高田工業所 本社 北九州市八幡西区築地町１－１
987 株式会社 高橋上田設計事務所 本社 大阪市西区新町１丁目４番２１号（大幸ビル）
988 髙橋工業 株式会社 本社 大阪市西淀川区竹島５丁目8-7
989 株式会社 タカハ都市科学研究所 本社 港区西麻布１丁目３－２麻布ホワイトハウス
990 株式会社 髙松エステート 本社 大阪市淀川区新北野１－１－２０　髙松ビルアネックス
991 髙松建設 株式会社 本社 大阪市淀川区新北野１－２－３
992 髙松テクノサービス 株式会社 本社 大阪市北区大淀南１－４－４
993 タカラスペースデザイン 株式会社 大阪本社（本店） 中央区島之内2-13-22
994 宝塚市　職員採用関連事務局 兵庫県宝塚市東洋町1番1号
995 株式会社 タカラレーベン 本社 新宿区西新宿２丁目６－１新宿住友ビル
996 瀧上工業 株式会社 本社 中央区湊１丁目９－９
997 タクトホーム 株式会社 本社 西東京市東伏見３丁目６－１９
998 タクトホーム 株式会社 名古屋支社 名古屋市西区枇杷島５－２７－２
999 株式会社 宅都ホールディングス 本社 大阪市中央区高麗橋3－2－7　オリックス高麗橋ビル2Ｆ
1000 株式会社 タクマテクノス 本社 中央区日本橋本町１丁目１－５－６　第１０中央ビル９Ｆ
1001 田熊プラント 株式会社 本社 尼崎市金楽寺町２丁目２－３３
1002 株式会社 匠工房 本社 野洲市西河原1丁目2227
1003 株式会社 匠設計コンサルタント 本社 渋谷区代々木２－２７－１６　ハイシティ代々木７Ｆ
1004 株式会社 タケダ 本社 高松市松島町２－１４－４３
1005 株式会社 武田組 府中市高木町６５６
1006 株式会社 タケツーライフサービスコーポレイション 本社 尼崎市南武庫之荘１－８－２４
1007 株式会社 竹中工業所 本社 西宮市甲子園六番町１５－１９
1008 株式会社 竹中工務店 大阪本店 大阪市中央区本町４丁目１－１３
1009 株式会社 竹中土木 大阪本店 大阪市中央区本町４－１－１３
1010 立飛企業 株式会社 本社 立川市泉町８４１
1011 株式会社 ＴＡＱ－ＱＳ 本社 江東区新砂１丁目７－９　ＴＡＫ新砂ビル４階
1012 株式会社 ＴＡＱ－ＱＳ 大阪事業部 大阪市中央区本町４丁目１－１３　御堂ビル３階
1013 株式会社 ＴＡＫシステムズ 本社 大阪市中央区本町４－１－１３御堂ビル２階
1014 株式会社 ＴＡＫシステムズ 大阪支店 大阪市中央区本町４－１－１３　御堂ビル２階
1015 巽住宅 株式会社 本社 大阪市阿倍野区三明町２丁目１
1016 株式会社 立三ホーム 本社 大阪市住吉区長居東４丁目２０－８
1017 タツミマネジメント 株式会社 本社 大阪市西区京町堀１－３－１３
1018 株式会社 タナカグループ田中事務所 株式会社田中事務所 新宿区山吹町130番地
1019 田辺工業 株式会社 本社 上越市大字福田２０
1020 株式会社 谷口開発 本社 泉佐野市市場東2-312KTKビル2階
1021 株式会社 谷工務店 本社 神戸市西区伊川谷町有瀬１４５６－３
1022 田渕土地建物 株式会社 本社 大阪市北区天神橋２丁目北１－１
1023 タマキハウジング 株式会社 本社 那覇市古波蔵３－５－４３
1024 タマホーム 株式会社 本社 港区高輪３丁目２２－９タマホーム本社ビル
1025 株式会社 玉家建設 本社 金沢市入江３－２９
1026 株式会社 田村設計 本社 名古屋市中区大須１－２１－１９　DIX4ﾋﾞﾙ
1027 田和塗装工業 株式会社 本社 尼崎市常光寺１－８－２３
1028 株式会社 丹下都市建築設計 東京都港区南麻布1-6-18
1029 株式会社 丹青社 本社 東京都港区港南1丁目2番70号 品川シーズンテラス19F
1030 株式会社 丹青社 関西支店 大阪府大阪市北区大深町3番1号 グランフロント大阪 タワーB 24F
1031 但南建設 株式会社 本社 朝来市山東町滝田１４８－１
1032 株式会社 千秋建設 本社 姫路市南今宿８－３０千秋ビル
1033 千歳電気工業 株式会社 本社 北区西ケ原１丁目５２－１０
1034 中央グループ 中央商事株式会社 大阪市北区梅田１－２－２－１２Ｆ－２５
1035 中央コンサルタンツ 株式会社 大阪支店 大阪市中央区今橋４-１-１　淀屋橋三井ビル１４Ｆ
1036 中央商事 株式会社 本社 千代田区内神田１丁目１－１４日立鎌倉橋ビル
1037 中央殖産 株式会社 本社 加古川市平岡町新在家１－２５７－４
1038 中央送電工事 株式会社 本社 中央区築地1－3－7岳南ビル
1039 中央電設 株式会社 本社 大阪市福島区海老江１丁目１－３１
1040 中央復建コンサルタンツ 株式会社 本社 大阪市東淀川区東中島４丁目１１－１０
1041 中央リゾート 株式会社 本社 大阪市北区梅田１－２－２－１２０
1042 中外テクノス 株式会社 本社 広島市西区横川新町９－１２
1043 中外テクノス 株式会社 関西環境技術センター 神戸市西区井吹台東町７丁目３－７
1044 中外炉工業 株式会社 本社 中央区平野町３－６－１
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1045 中国セキスイ工業 株式会社 本社 岡山市東区古都宿１８９
1046 中設エンジ 株式会社 大阪事業本部 大阪市中央区久太郎町3-6-8御堂筋ダイワビル4Ｆ
1047 中設エンジ 株式会社 本社 名古屋市西区牛島町６－１名古屋ルーセントタワー３７階
1048 株式会社 中電工 本社 広島市中区小網町６－１２
1049 株式会社 中和コンストラクション 本社 桜井市桜井２８１－２２中和ＨＤビル１・２階
1050 株式会社 長大テック 大阪支店 大阪市西区新町二丁目２０－六　新町グレースビル２階
1051 朝陽電気 株式会社 大阪営業所 吹田市垂水町3丁目34番6号
1052 千代田化工建設 株式会社 本店 横浜市鶴見区鶴見中央２丁目１２－１
1053 株式会社 賃貸経営サポート 本社 大阪市中央区南船場２－１０－２７　ＫＡＺＵ．ＩＴ．ＢＬＤＧ
1054 株式会社 つうけん 本社 札幌市白石区本通１９丁目南６－８
1055 株式会社 ツーテック 本社 金沢市香林坊１丁目２－２４北國会館
1056 株式会社 司建築設計事務所 本社 大阪市北区天満１丁目１５番５号　川勝ビル２Ｆ
1057 司興産 株式会社 片町社屋 大阪市都島区片町１－８－９
1058 司興産 株式会社 本社 大阪市北区天満橋２－２－２８
1059 株式会社 ツカサテック 本社 大阪市東淀川区淡路5丁目19番26号
1060 ツカサ都心開発 株式会社 本社 品川区東五反田５丁目２２－３７
1061 株式会社 土屋総合設計 本社 泉佐野市湊４－５－２２
1062 株式会社 土屋ツーバイホーム 本社 札幌市中央区北七条西１３丁目９－１塚本ビル
1063 株式会社 土屋ホーム 本社 札幌市北区北九条西３丁目７
1064 株式会社 ツノダ 本社 小牧市大字三ツ渕東播州１６０４－１
1065 壺山建設 株式会社 本社 大阪市此花区春日出中１丁目１５－７
1066 株式会社 つむら工芸 本社 大阪市西区京町堀２－１２－２４
1067 株式会社 ディ・ブレイン研究所 大阪事務所 大阪市中央区備後町３丁目４－１　備後町山口玄ビル２階
1068 株式会社 ディア・ライフ 本社 千代田区九段南１丁目６－１７千代田会館
1069 株式会社 ディー・ブレーン 本社 港区南青山３－１－３１　ＮＢＦ南青山ビル１０階
1070 ティー・アンド・ティー 株式会社 大阪支所 大阪市淀川区西中島６－９－２７　新大阪メイコービル６階
1071 株式会社 ＴＳＫ 神戸市東灘区向洋町西５－９
1072 株式会社 ＴＳＰ 大阪支店 大阪市北区豊崎５－７－８
1073 株式会社 ＴＳＰ 本社 新宿区市谷砂土原町3-8-14
1074 株式会社 ＴＣＤ 本社 芦屋市春日町７－１９
1075 株式会社 ＴＪＭデザイン 本社 板橋区小豆沢３－４－３
1076 株式会社 ティーハウス建築設計事務所 本社 神戸市中央区小野浜町１－４　デザイン・クリエイティブセンター神戸４０３号室
1077 株式会社 ディーマン 本社 大阪市西淀川区花川１丁目１６番１４号
1078 株式会社 デイ・オー 本社 神戸市兵庫区中道通３－３－１
1079 株式会社 ディックスクロキ 本社 福岡市中央区高砂２丁目１１－１１ヘルスビジネスビル
1080 株式会社 ＴＴＫ 本社 仙台市若林区新寺１丁目２－２３
1081 株式会社 テーオーシー 本社 品川区西五反田７丁目２２－１７ＴＯＣビル
1082 株式会社 滴水 本社 大阪市天王寺区小橋町１３－５
1083 出口地所 株式会社 本社 宝塚市栄町２丁目１－２
1084 テクノスペース・クリエイツ 株式会社 本社 豊島区東池袋（次のビルを除く）3-12-12　正和ビル8階
1085 株式会社 テクノプロ・コンストラクション 本社 港区六本木６－１０－１六本木ヒルズ森タワー（３５階）
1086 株式会社 テクノ菱和 本社 豊島区南大塚２丁目２６－２０
1087 株式会社 デコ・タス 本社 品川区南大井３丁目２０－５　ＳＳ１ビル４Ｆ
1088 株式会社 デザインクラブ 本社 神戸市中央区京町７６－２明海三宮第２ビル８Ｆ
1089 デザインルーツ 株式会社 本社 千代田区三番町２２－７三番町関野ビル４Ｆ
1090 株式会社 デザオ建設 本社 京都市山科区西野櫃川町50-1
1091 テス・エンジニアリング 株式会社 本社 大阪市淀川区西中島６丁目１－１　新大阪プライムタワー17階
1092 株式会社 テスコ 本社 三鷹市上連雀１丁目１２－１７
1093 株式会社 手塚建築研究所 本社 世田谷区等々力1-19-9-3F
1094 デックス 株式会社 中川営業所 横浜市都筑区中川１－２１－２０マイキャッスル港北中川Ⅱ１階
1095 デックス 株式会社 本社 横浜市中区尾上町５丁目７７－２馬車道ウエストビル
1096 鉄建建設 株式会社 本社 千代田区三崎町２丁目５－３
1097 独立行政法人 鉄道建設・運輸施設整備支援機構 本社 横浜市中区本町6-50-1　横浜アイランドタワー
1098 株式会社 テノックス 本社 港区赤坂６丁目１３－７
1099 田園都市 株式会社 本社 新宿区新宿４－１－４　新宿南口ビル
1100 株式会社 傳設計 本社 福岡市東区香椎駅前2-1-15
1101 株式会社 電通ファシリティマネジメント 関西支社 大阪市北区堂島２－３－５電通恒産堂島ビル
1102 株式会社 テンポート 本店デザイン室 ふじみ野市うれし野２－１０－１　リズムタワー２０Ｆ
1103 東亜外業 株式会社 本社 神戸市兵庫区西出町２丁目４－１２
1104 東亜建設工業 株式会社 大阪支店 大阪市西区靱本町１－４－１２本町富士ビル４階
1105 東亜建設工業 株式会社 中国支店 広島市中区紙屋町１－２－２９損保ジャパン みずほ銀行広島ビル6階
1106 東亜建設工業 株式会社 本社 千代田区四番町５
1107 東亜工業 株式会社 本社 姫路市東延末１丁目４東亜ビル
1108 東亜地所 株式会社 本社 広島市中区大手町３丁目１－１
1109 東亜道路工業 株式会社 本社 港区六本木７丁目３－７
1110 東イン 株式会社 大阪事業所 大阪市浪速区大国３－８－２２
1111 トゥインクルワールド 株式会社 本社 大阪市淀川区西中島5-9-5　NLC新大阪ビル8F
1112 東栄 株式会社 大阪営業所 門真市末広町３２－５－１０１
1113 株式会社 東栄住宅 本社 西東京市芝久保町４丁目２６－３
1114 東海電設 株式会社 本社 大阪市城東区今福西５丁目４－２０
1115 東急建設 株式会社 本社 渋谷区渋谷１丁目１６－１４渋谷地下鉄ビル
1116 株式会社 東急コミュニティー 本社 世田谷区用賀４丁目１０－１世田谷ビジネススクエアタワー
1117 東急不動産 株式会社 関西支店 大阪市中央区南船場４丁目４－３心斎橋東急ビル
1118 東急不動産 株式会社 本社 渋谷区道玄坂１丁目２１－２新南平台東急ビル
1119 株式会社 東急ホームズ 本社 渋谷区道玄坂１丁目２１－１４渋谷ＴＯＤビル　４階
1120 東急リゾート 株式会社 本社 中央区京橋１丁目１－１八重洲ダイビル
1121 東急リバブル 株式会社 本社 渋谷区道玄坂１丁目９－５渋谷スクエアＡ
1122 東急リバブル 株式会社 関西支社 大阪市北区梅田１丁目１１－４－１５１１大阪駅前第４ビル１５階
1123 株式会社 東京エネシス 本社 港区新橋６丁目９－７
1124 株式会社 東京建設コンサルタント 関西本社 大阪市北区天満橋1-8-63　トーケン大阪ビル
1125 東京興産 株式会社 本社 国分寺市東戸倉２-１２-５０
1126 東京セキスイハイム 株式会社 本社 台東区東上野4-27-3 上野トーセイビル 9階
1127 東京建物 株式会社 関西支店 大阪市中央区北浜３－７－１２
1128 東京建物 株式会社 本社 中央区八重洲１丁目９－９
1129 東京建物不動産販売 株式会社 本社 新宿区西新宿１丁目２５－１新宿センタービル
1130 東京テアトル 株式会社 本社 中央区銀座１－１６－１
1131 株式会社 東京日商エステム 本社 港区西新橋１－２－９日　比谷セントラルビル20階
1132 株式会社 東京楽天地 本社 墨田区江東橋４丁目２７－１４
1133 東建コーポレーション 株式会社 本社 名古屋市中区丸の内２－１－３３　東建本社丸の内ビル
1134 株式会社 東光コンサルタンツ 本社 豊島区東池袋4-41-24 東池袋センタービル
1135 東光電気工事 株式会社 関西支社 大阪市中央区高麗橋４丁目３－７
1136 東光園緑化 株式会社 本社 東京都渋谷区恵比寿南3-7-5
1137 東西建築サービス 株式会社 本社 大阪市中央区高麗橋４丁目７－７
1138 東芝コンシューママーケティング 株式会社 大阪ＳＳ 大阪市福島区鷺洲４－６－２２
1139 東芝プラントシステム 株式会社 本社 横浜市鶴見区鶴見中央4-36-5
1140 東商ハウス 株式会社 本社 大阪市北区梅田１丁目１１－４大阪駅前第４ビル
1141 東新住建 株式会社 本社 稲沢市高御堂１丁目３－１８
1142 東鉄工業 株式会社 本社 新宿区信濃町３４ＪＲ信濃町ビル
1143 株式会社 東電通 関西支店 大阪市中央区道修町１丁目３－１
1144 株式会社 東電通 本社 港区東新橋２丁目３－３
1145 株式会社 東畑建築事務所 本社 大阪市中央区高麗橋2-6-10
1146 東邦建 株式会社 本社 佐野市越名町２０４１－７
1147 東宝ビル管理 株式会社 本社 大阪市北区梅田１丁目３－１－７００大阪駅前第一ビル
1148 東宝不動産 株式会社 本社 千代田区有楽町１丁目５－２
1149 東北ミサワホーム 株式会社 本社 仙台市青葉区中央１丁目３－１アエルビル
1150 東洋インダストリー 株式会社 営業本部 東大阪市金岡４－５－１２
1151 東洋エンジニアリング 株式会社 本社 習志野市茜浜２丁目８－１
1152 東洋技研コンサルタント 株式会社 本社 大阪市淀川区新北野１－１４－１１第一生命ビル４Ｆ
1153 東洋建設 株式会社 大阪本店 大阪市中央区高麗橋４－１－１　興銀ビル７階
1154 東洋建設 株式会社 本社 江東区青海２－４－２４　青海フロンティアビル
1155 東洋建設 株式会社 本社 大阪市東淀川区豊里２－２４－９
1156 株式会社 東洋設計事務所 本社 京都市中京区七観音町638番地 東洋烏丸ビル
1157 東洋熱工業 株式会社 本社 中央区京橋２－５－１２
1158 東洋ビルディング 株式会社 本社 大阪市北区梅田１－１－３－１２００　大阪駅前第3ビル12階
1159 東洋不動産 株式会社 大阪本社 大阪市中央区南船場４丁目７－２３南船場東洋第二ビル
1160 東洋プロパティ 株式会社 大阪本社 大阪市中央区道修町３－６－１　京阪神不動産御堂筋ビル
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1161 東洋ランドテクノ 株式会社 本社 大阪市中央区谷町1丁目3番27号大手前建設会館301号室
1162 東レ建設 株式会社 大阪本店 大阪市北区中之島３丁目３－３中之島三井ビルディング
1163 株式会社 トーエネック 本社 名古屋市中区栄１丁目２０－３１
1164 株式会社 ＴＯＫＳ 大阪事業所 大阪市東成区中道３－１５－１６　毎日東ビル７Ｆ
1165 トーセイ 株式会社 本社 港区虎ノ門４丁目２－３虎ノ門トーセイビル
1166 株式会社 トータルクリエーションズ 本社 大阪市北区天満２－８－１８　ＴＣ天満ビル
1167 株式会社 ドーユー大地 東京支社 渋谷区代々木２－３１－８
1168 株式会社 トーヨー建設 本社 葛飾区柴又７－１－１１
1169 株式会社 トキタホーム 本社 神戸市灘区城内通４丁目７番１６号　アイビス
1170 株式会社 徳岡設計 兵庫事務所 尼崎市次屋3丁目6番60号
1171 徳倉建設 株式会社 本社 名古屋市中区錦３丁目１３－５
1172 都市環境開発 株式会社 本社 大阪市中央区北浜３－６－１３　日土地淀屋橋ビル６階
1173 株式会社 都市環境設計 大阪本社 大阪市浪速区恵美須西２－１４－３０
1174 都市クリエイト 株式会社 本社 高槻市紺屋町３－１－３２６
1175 株式会社 都志デザイン 事業所 大田区山王２丁目２６番２－２階
1176 戸田建設 株式会社 大阪支店 大阪市西区西本町１丁目１３－４７新信濃橋ビル
1177 戸田建設 株式会社 四国支店 高松市塩上町２－８－１９
1178 戸田建設 株式会社 本社 中央区京橋１丁目７－１新八重洲ビル
1179 トップライズ 株式会社 本社 大阪市中央区東高麗橋１－１２
1180 株式会社 轟組 本社 高知市萩町1丁目5番13号
1181 飛島建設 株式会社 大阪支店 大阪市中央区島町２－２－２１
1182 飛島建設 株式会社 四国支店 高松市田町１１－５セントラル田町ビル
1183 飛島建設 株式会社 北陸支店 福井市宝永４－９－１３
1184 飛島建設 株式会社 本社 港区港南１－８－１５　Ｗビル５Ｆ
1185 株式会社 冨島建設 本社 大阪市福島区海老江３ー５－２５
1186 株式会社 巴コーポレーション 本社 中央区勝どき４丁目５－１７勝どき泉ビル
1187 株式会社 豊田設備 本社 神戸市灘区灘南通４－３－１５
1188 トヨタホーム岡山 株式会社 本社 岡山市北区久米161
1189 トヨタホームつくし 株式会社 本社 福岡市中央区渡辺通4丁目8番28号　F.Tビル2F
1190 株式会社 トラストサービス 関西支社 大阪市中央区本町４－５－３大和本町ビル７階
1191 トラストパーク 株式会社 本社 福岡市博多区博多駅南５－１５－１８
1192 トラストパーク 株式会社 大阪支店 大阪市西区西本町２－３－６　山岡ビル8F
1193 内外エンジニアリング 株式会社 本社 京都市南区久世中久世町１丁目１４１
1194 ナイス 株式会社 本社 横浜市鶴見区鶴見中央４－３３－１　ナイスビル８階
1195 株式会社 ナイスリフォーム 本社 徳島市北沖洲２－９－１８
1196 株式会社 内藤建築事務所 京都本社 京都市左京区田中大堰町182番地
1197 株式会社 内藤建築事務所 東京本社 東京都中央区八丁堀3丁目12番8号HF八丁堀ビルディング6階
1198 株式会社 内藤ハウス 本社 山梨県韮崎市円野町上円3139
1199 株式会社 ナインベアーズ・コミュニケーション 本社 神戸市中央区京町79番地　日本ビルヂング1006号室
1200 株式会社 ナウ 本社 大阪市北区太融寺町3-27 1F
1201 中井エンジニアリング 株式会社 本社 大阪市中央区淡路町４－４－１５
1202 株式会社 中井組 本社 有田郡湯浅町大字湯浅２５１２
1203 中尾綜合建築設計事務所 本社 門真市新橋町１４番１－２０３号
1204 中川企画建設 株式会社 本社 大阪市中央区博労町４－２－１５ヨドコウ第２ビル４Ｆ
1205 中島工業 株式会社 本社 大阪市淀川区宮原２－１４－１　新大阪グランドビル
1206 株式会社 中商 本社 泉南郡熊取町大宮1丁目15-5
1207 株式会社 永瀬 本部 芦屋市精道町１０－１２
1208 ナカソネ住設 株式会社 大阪営業所 吹田市江坂町2-11-30 ベストレジデンス江坂2
1209 中日本ハイウェイ・エンジニアリング東京 株式会社 本社 新宿区西新宿１－２３－７　新宿ファーストウエスト９階
1210 株式会社 中野積算 大阪支社 大阪市中央区淡路町１－６－９　堺筋サテライトビル
1211 株式会社 ナカノフドー建設 本社 千代田区九段北４丁目２－２８
1212 ナカハシ商事 株式会社 本社 金沢市戸水町カ１０３番地
1213 中林建設 株式会社 本社 大阪市浪速区大国２丁目１－１９
1214 株式会社 ナカボーテック 本社 中央区新川２丁目５－２新川エフビル
1215 株式会社 中道組 本社 大阪市都島区片町１丁目３－４
1216 中村建設 株式会社 本社 奈良市三条大路１－１－４８
1217 株式会社 中村工務店 本社 門真市常盤町7-8
1218 株式会社 ナカヤマ 本社 上尾市泉台3-4-4
1219 株式会社 ナサホーム 茨木店リフォームスタジオ 茨木市東中条町1-9
1220 株式会社 ナサホーム 本社 大阪市北区角田町８－１梅田阪急ビルオフィスタワー１７Ｆ
1221 株式会社 浪速管理 本社 大阪市西区江戸堀１－１５－２６　大阪商工ビル７Ｆ
1222 株式会社 ナビック 本社 西宮市生瀬東町１５番２０号
1223 ナブコドア 株式会社 本社 大阪市西区西本町１丁目１２－２２
1224 奈良県　職員採用関連事務局 奈良市登大路町30
1225 南海辰村建設 株式会社 本社 大阪市浪速区難波中３丁目５－１９　南海浪速ビル
1226 南海電設 株式会社 本社 大阪市浪速区日本橋東３丁目１２－７
1227 南海不動産 株式会社 本社 大阪市浪速区難波中二丁目7番2号
1228 西大阪スペース 株式会社 本社 大阪市西淀川区中島２－９－１０５
1229 西田工業 株式会社 本社 福知山市字天田小字犬丸１３１－１
1230 株式会社 ニシテック 関西支社 大阪市北区中津１－１１－１　中津センタービル10階
1231 西日本システム建設 株式会社 本社 熊本市九品寺３丁目１５－７
1232 西日本高速道路 株式会社 本社 大阪市北区堂島１－６－２０　堂島アバンザ１８階
1233 西日本高速道路ファシリティーズ 株式会社 本社 茨木市東中条町１－６あいおいニッセイ同和損保茨木ビル４Ｆ
1234 西日本ホーム 株式会社 本社 松江市袖師町２－３２
1235 株式会社 ニシノ 本店 加茂郡白川町坂ノ東５７３９
1236 西宮市　職員採用関連事務局 兵庫県西宮市六湛寺町10番3号
1237 株式会社 西原衛生工業所 本社 港区浜松町２丁目８－１４浜松町ＴＳビル
1238 西松建設 株式会社 関西支店 大阪市中央区釣鐘町２丁目４－７
1239 西松建設 株式会社 本社 港区虎ノ門１丁目２３－１虎ノ門ヒルズ森タワー10階
1240 西村製材 有限会社 本社 尼崎市東本町２－２９
1241 西村建設 株式会社 本社 湖南市中央３丁目１２
1242 株式会社 西村理兵衛商店 本社 大阪市中央区本町１－５－７
1243 西淀空調機 株式会社 大阪市西淀川区姫里１－１５－１０
1244 株式会社 日住サービス 本社 大阪市北区梅田１－１１－４-300　大阪駅前第４ビル３階
1245 日化エンジニアリング 株式会社 本社 大阪府大阪市港区波除3丁目12番4号
1246 ニッカホーム 株式会社 本社 名古屋市緑区篭山2-1225
1247 日揮 株式会社 本社 千代田区大手町２丁目２－１新大手町ビル
1248 株式会社 日企設計 本社 大阪市北区山崎町１－５アークナルドビル
1249 株式会社 日建技術コンサルタント 本社 大阪市中央区谷町６－４－３
1250 株式会社 日建スペースデザイン 本社 文京区後楽１丁目４－２７
1251 株式会社 日建ハウジングシステム 東京オフィス 文京区後楽１丁目４番２７号
1252 株式会社 日建ハウジングシステム 大阪オフィス 大阪市中央区北浜４丁目８番４号
1253 株式会社 日光ホーム 本社 大阪市浪速区稲荷２－１－３
1254 株式会社 日産技術コンサルタント 本社 大阪市中央区大手前1-2-15大手前センタービル
1255 株式会社 日昌 本社 神戸市中央区江戸町９５番地　ＩＭＯＮ神戸ビル
1256 株式会社 日商インターライフ 本社 北区東田端２丁目１１－１
1257 株式会社 日新 本店 姫路市打越50-1
1258 株式会社 日新技術コンサルタント 大阪事業所 大阪市淀川区宮原２－１４－１０
1259 株式会社 日新工営 本社 大阪市北区堂島２丁目３－２７
1260 日新工業 株式会社 本社 新居浜市政枝町２－１－２８
1261 株式会社 日進堂 本社 高松市伏石町２０３７－１８
1262 日神不動産 株式会社 本社 新宿区新宿５丁目８－１
1263 日生住建 株式会社 本社 神戸市中央区二宮町4丁目7番4号
1264 日成ビルド工業 株式会社 本社 金沢市金石北３丁目１６－１０
1265 株式会社 日積サーベイ 本社 大阪市中央区谷町３丁目１番９号　ＭＧ大手前ビル
1266 株式会社 日総建 本社 渋谷区幡ヶ谷１－３４－１４
1267 日綜産業 株式会社 ニッソーテクノプラザ 千葉市美浜区中瀬１－３　幕張テクノガーデン　Ｂ－１２
1268 日鉄住金興産 株式会社 本社 大阪市中央区瓦町4丁目5番9号　井門瓦町ビル
1269 株式会社 ＮＩＴＴＯ 本社 大阪市北区芝田2-9-18　NITTO梅田ビル
1270 日東カストディアル・サービス 株式会社 本社 板橋区中丸町１４－１池袋北ビル
1271 株式会社 日東建装社 本社 大阪市北区中崎西２丁目３－６
1272 日東ビルト開発 株式会社 本社 千代田区内神田２－７－１１　互與ビル1階
1273 株式会社 ニットー 本社 名古屋市北区平安２丁目１０－１９
1274 日特建設 株式会社 本社 中央区銀座８丁目１４－１４銀座昭和通りビル
1275 日特建設 株式会社 大阪支店 大阪市中央区瓦町２－２－７　山陽日生瓦町ビル１０階
1276 ＮＩＰＰＯ 株式会社 関西支店 大阪市中央区船越町２－４－１２
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1277 日宝土地建物 株式会社 本社 大阪市中央区東心斎橋２丁目８－２
1278 株式会社 ＮＩＰＰＯコーポレーション 本社 中央区京橋１丁目１９－１１
1279 日本インシュレーション 株式会社 本社 大阪市中央区南船場１－１８－１７　商工中金船場ビル７階
1280 日本海工 株式会社 本社 神戸市中央区伊藤町１１９三井生命神戸三宮ビル
1281 日本電設工業 株式会社 本社 台東区池之端１丁目２－２３
1282 日本道路 株式会社 関西支店 大阪市中央区南新町１－２－１２
1283 日本道路 株式会社 本社 港区新橋１丁目６－５
1284 株式会社 日本ピーエス 本社 敦賀市若泉町３
1285 日本物理探鑛 株式会社 関西支店 大阪市西区境川２－５－２７谷野ビル
1286 日本ｅリモデル株式会社 株式会社 本社 神戸市中央区御幸通４丁目２番１５号　三宮米本ビル８Ｆ
1287 株式会社 日本ヴェルテック 本社 大阪市北区豊崎３－１９－３ ピアスタワー１４Ｆ
1288 株式会社 日本エスコン 本社 千代田区神田駿河台四丁目２番５号　トライエッジ御茶ノ水12階
1289 株式会社 日本エスコン 大阪本社 大阪市中央区伏見町4-1-1明治安田生命ビル13階
1290 株式会社 日本エステートマネージメント 大阪市中央区日本橋１－５－１５
1291 日本エスリード 株式会社 本社 大阪市福島区福島6-25-19　エスリードビル福島
1292 日本エレクトロニツクシステムズ 株式会社 本社 大阪市淀川区西中島５丁目５－１５新大阪セントラルタワー南館
1293 日本海上工事 株式会社 関西営業所 大阪市中央区安堂寺町２－１－１０第１７松屋ビル
1294 日本乾溜工業 株式会社 本社 福岡市東区馬出１丁目１１－１１
1295 日本基礎技術 株式会社 本社 大阪市北区松ケ枝町６－２２ＮＫＧビル
1296 日本空港ビルデング 株式会社 本社 大田区羽田空港３－３－２第１旅客ターミナルビル
1297 日本空調サービス 株式会社 本社 名古屋市名東区照が丘２３９－２
1298 株式会社 日本経営 本社 豊中市寺内２丁目１３－３日本経営ビル
1299 日本建設 株式会社 本社 大阪市中央区備後町１丁目６－１５明治生命備後町ビル
1300 日本建設工業 株式会社 本社 中央区月島４丁目１２－５
1301 日本建設工業 株式会社 神戸支社 神戸市兵庫区小松通５－１－１６第一菱興ビル
1302 一般社団法人 日本建築学会 関東支部 港区芝５丁目２６番２０号
1303 日本建築構造センター 株式会社 本社 渋谷区道玄坂１－１０－５　渋谷プレイス１０Ｆ
1304 日本工営 株式会社 本社 千代田区麹町５丁目４
1305 日本興業 株式会社 本社 鹿児島市武３－６－３
1306 日本国土開発 株式会社 大阪支店 大阪市西区西本町１－１０－１０
1307 日本国土開発 株式会社 本社 港区赤坂４丁目９－９
1308 日本ジェネシス 株式会社 本社 大阪市中央区城見２丁目１－６１ツイン２１ＭＩＤタワー
1309 日本システムバンク 株式会社 本社 福井市中央３丁目５－２１
1310 日本社宅サービス 株式会社 本社 新宿区箪笥町３５日米ＴＩＭＥ２４ビル
1311 有限会社 日本住研 本社 神戸市東灘区岡本1-14-9　江南ビル1F
1312 日本住宅管理 株式会社 本社 大阪市中央区淡路町３丁目１－５淡路町ビル２１
1313 株式会社 日本住宅販売 本社 大阪市淀川区西中島３－１１－１０　新三宝ビル４Ｆ
1314 日本住宅流通 株式会社 本社 大阪市北区梅田１－１－３－８００
1315 日本商業開発 株式会社 本社 大阪市中央区今橋４丁目１－１淀屋橋三井ビルディング
1316 日本水工設計 株式会社 大阪支社 大阪市中央区南船場２－９－８　シマノ・住友生命ビル6階
1317 日本推進建設 株式会社 本社 吹田市江坂町１丁目１２－４０
1318 日本水理 株式会社 大阪本社 大阪市中央区高麗橋４丁目４－６
1319 株式会社 日本設計 関西支社 大阪市中央区高麗橋４-１-１　興銀ビル２階
1320 日本設備工業 株式会社 本社 千代田区大手町１－７－２東京サンケイビル１５階
1321 日本総合住生活 株式会社 大阪支社 大阪市城東区森之宮１－６－１１１ＮＬＣ森の宮ビル１１階
1322 日本総合住生活 株式会社 本社 千代田区神田錦町１－９
1323 株式会社 日本中央住販 本社 奈良市法華寺町７０－１
1324 日本駐車場開発 株式会社 本社 大阪市中央区北浜３丁目７－１２東京建物大阪ビル
1325 日本駐車場開発 株式会社 東京本部 千代田区丸の内１－５－１　新丸の内ビルディング
1326 日本調査 株式会社 大阪支店 吹田市豊津町１７－５　江坂タガミビル
1327 日本テクノロジーソリューション 株式会社 本社 高砂市中島２－７－３２
1328 日本電技 株式会社 本社 墨田区両国２丁目１０－１４両国シティコア
1329 日本電算設備 株式会社 大阪支店 大阪市淀川区加島１－３７－３
1330 日本電算設備 株式会社 本社 中央区日本橋箱崎町１８－１０東成ビル
1331 日本電話施設 株式会社 本社 名古屋市中区千代田２丁目１５－１８名古屋通信ビル
1332 日本土建 株式会社 本社 津市大倉１９－１
1333 日本土地建物 株式会社 関西支社 大阪市中央区北浜３－６－１３
1334 日本パーキング 株式会社 本社 千代田区二番町１０－５
1335 日本ハウズイング 株式会社 大阪支店 大阪市中央区北久宝寺町２－５－９飛栄創建ビル６Ｆ
1336 日本ハウズイング 株式会社 本社 新宿区新宿１－３１－１２
1337 日本ハウズイング 株式会社 神戸支店 神戸市中央区八幡通3-2-5　Ｉ・Ｎ東洋ビル3　
1338 日本ビルサービス 株式会社 本社 大阪市中央区東心斎橋１－６－２７
1339 日本ファシリオ 株式会社 本社 港区北青山２－１２－２８　青山ビル
1340 ニホンフラッシュ 株式会社 本社 小松島市横須町５－２６
1341 日本ホールディングス 株式会社 本社 京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町88　K.I.四条ビル3階
1342 日本メンテナスエンジニヤリング 株式会社 本社 大阪市北区同心１－７－１４
1343 日本リグランド 株式会社 本社 京都市伏見区中島鳥羽離宮町２番地
1344 株式会社 日本リベスト 本社 神戸市中央区東町123番地 貿易ビル8F
1345 株式会社 日本レップ 本社 千代田区大手町１丁目１－３
1346 ニューハウス工業 株式会社 本社 金沢市西泉１丁目６６－１ＳＰＲＩＮＧＰＯＩＮＴ
1347 有限会社 ネオジオ 北浜オフィス 大阪市中央区伏見町２－２－６　青山ビル２０９
1348 株式会社 ネット 本社 大阪市平野区喜連１丁目６－３３
1349 株式会社 苗加不動産 本社 金沢市もりの里2丁目21番地
1350 能美防災 株式会社 本社 千代田区九段南４丁目７－３
1351 株式会社 ノバック 本社 姫路市北条１丁目９２
1352 野原産業 株式会社 大阪支店 大阪市中央区淡路町1-6-9　ORE堺筋本町ビル
1353 野村建設工業 株式会社 本社 大阪市中央区高麗橋２丁目１－２
1354 野村建設工業 株式会社 東京本店 中央区日本橋堀留町２－１－３
1355 株式会社 乃村工藝社 大阪事業所 大阪市住之江区東加賀屋１－１１－２６
1356 株式会社 乃村工藝社 本社 港区台場２－３－４
1357 野村殖産 株式会社 本社 大阪市中央区高麗橋２丁目１－２
1358 野村ビル総合管理 株式会社 大阪支店 大阪市西区阿波座１－４－４野村不動産四ツ橋ビル
1359 野村不動産 株式会社 大阪支店 大阪市西区阿波座１－４－４野村不動産大阪ビル
1360 野村不動産パートナーズ 株式会社 本社 新宿区西新宿1ー26ー2　新宿野村ビル21階
1361 野村不動産ホールディングス 株式会社 本社 新宿区西新宿１丁目２６－２
1362 株式会社 パーキングマーケット 本社 千代田区有楽町1-1-3　東京宝塚ビル8階
1363 パーククイーン開発 株式会社 本社 堺市堺区北瓦町２－１－２８　ヤングタウン１０３ビル４Ｆ
1364 パーク24 株式会社 本社 千代田区有楽町２丁目７－１有楽町駅前ビルディング
1365 株式会社 ハーフ・センチュリー・モア 本社 港区赤坂１－１２－３２アーク森ビル（３０階）ＥＡＳＴ
1366 株式会社 バイオット 本社 新宿区西五軒町６－１０秋山ビル
1367 株式会社 ハウジング恒産 本社 新宿区西新宿１丁目１９－５新宿幸容ビル
1368 株式会社 ハウジングスタッフ 本社 野々市市稲荷２-１４２
1369 ハウジング・トラスト・ギャランティ 株式会社 本社 港区赤坂１丁目３－１８ＤＧ２２ビル
1370 株式会社 ハウジングラボ 本社 大阪市北区東天満２－９－１　若杉センタービル本館１４階
1371 株式会社 ハウスドゥ 京都本店 京都市中京区烏丸通錦小路上ル手洗水町６７０番地　京都フクトクビル５Ｆ
1372 株式会社 ハウスドゥ 東京本社 千代田区丸の内１－８－１　丸の内トラストタワーＮ館１１階
1373 株式会社 ハウスプラン匠 本社 宝塚市伊孑志１丁目６－３７－１０１
1374 株式会社 ハウスフリーダム 本社 松原市阿保４丁目１－３４
1375 ハウスメイトグループ 本社 豊島区東池袋３－１－１サンシャイン６０－４１Ｆ
1376 株式会社 バウハウス丸栄 本社 羽島郡岐南町上印食５丁目８２
1377 株式会社 萩・中野設計 本社 大阪市天王寺区清水谷町１８－１６　新小橋ビル２階
1378 パシフィックコンサルタンツ 株式会社 大阪本社 大阪市北区堂島浜１－２－１　新ダイビル
1379 パシフィックコンサルタンツ 株式会社 本社 千代田区神田錦町３丁目２２番地
1380 株式会社 パシフィック・パートナーズ 本社 大阪市西区京町堀１－４－９
1381 パシフィックマネジメント 株式会社 本社 千代田区永田町２丁目１１－１山王パークタワー
1382 一建設 株式会社 本社 練馬区石神井町２－２６－１１
1383 橋本不動産 株式会社 本社 守山市梅田町１５－９
1384 長谷 株式会社 本社 京都市下京区烏丸通四条下る水銀屋町６３７第五長谷ビル
1385 長谷川設計事務所 本所 尼崎市久々知３－２５－１
1386 株式会社 長谷工アーベスト 関西支社 大阪市中央区平野町１丁目５－７
1387 株式会社 長谷工コーポレーション 関西地区人事部 大阪市中央区平野町１丁目5-7
1388 株式会社 長谷工コーポレーション 本社 港区芝２丁目３２－１
1389 株式会社 長谷工ビジネスプロクシー 本社 港区芝２－３１－１９
1390 株式会社 長谷工ライブネット 関西支社 大阪市中央区本町１－８－１２　オーク堺筋本町ビル２Ｆ
1391 株式会社 長谷工ライブネット 東京本社 港区芝２－３１－１９ バンザイビル
1392 株式会社 長谷工リアルエステート 本社 港区芝二丁目31番19号
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番号 事業所名 拠点名 住所
1393 株式会社 長谷工リアルエステート 関西支社 大阪市中央区道修町一丁目5番18号
1394 株式会社 長谷工リフォーム 関西支店 大阪市中央区内本町2-4-7
1395 畑友洋建築設計事務所 本社 神戸市中央区小野浜町1-4
1396 蜂谷工業 株式会社 本社 岡山市北区鹿田町１丁目３－１６
1397 株式会社 服部建築事務所 本社 大阪市北区天神橋２－３－３
1398 株式会社 はなおか 本社 板野郡北島町鯛浜字西ノ須１６２－９
1399 パナソニック　ホームズ 株式会社 本社 豊中市新千里西町１丁目１－４
1400 パナソニック　ホームズ 株式会社 大阪支社大阪支店 枚方市磯島北町３６－８
1401 パナソニック　ホームズ 株式会社 北陸支社 金沢市窪４丁目４４０
1402 パナソニックＥＳエンジニアリング 株式会社 本社 大阪市中央区城見２丁目１－６１OBPパナソニックタワー10F
1403 パナソニックＥＳ建設エンジニアリング 株式会社 京橋事務所 大阪市中央区城見２－１－６１ＴＷＩＮ２１　ＯＢＰパナソニックタワー１６階
1404 パナソニックエコソリューションズテクノサービス 株式会社 近畿支社 門真市門真1048
1405 パナソニックエコソリューションズテクノサービス 株式会社 本社 門真市大字門真１０４８
1406 パナソニック電工リビング近畿 株式会社 本社 大阪市城東区関目６丁目９－１９
1407 パナソニックリビング近畿 株式会社 本社 大阪市此花区島屋6丁目2番82号　ユニバーサル・シティ和幸ビル8F
1408 パナソニックリフォーム 株式会社 本社 豊中市新千里西町1丁目1番4号
1409 花谷建設 株式会社 本社 大阪市住之江区新北島3丁目1番33号
1410 株式会社 花菱 本社 千代田区平河町２丁目８－９花菱本社ビル
1411 株式会社 パナホーム北関東 本社 宇都宮市平出町平出町4067-3
1412 株式会社 パナホーム滋賀 本社 草津市野路町669番1
1413 株式会社 パナホーム兵庫 本社 姫路市三左衛門堀西の町２０５－２
1414 株式会社 パナホーム和歌山 本社 和歌山市中之島1518中之島801ビル4階
1415 パラカ 株式会社 本社 港区麻布台１丁目１１－９ダヴィンチ神谷町ビル
1416 株式会社 原田組 本社 美馬市木屋平字三ツ木290-3
1417 原田工業 株式会社 本社 姫路市飾磨区上野田３－２
1418 株式会社 バレッグス 本社 目黒区鷹番2-5-21
1419 株式会社 ハローネット 本社 周南市大字久米3202番地の15
1420 阪急阪神ビルマネジメント 株式会社 本社 大阪市北区芝田１－１－４　阪急ターミナルビル１３階
1421 阪急阪神不動産 株式会社 本社 大阪市北区芝田１－１－４　阪急ターミナルビル１７階
1422 株式会社 パンジョ 本社 堺市南区茶山台１丁２－１
1423 株式会社 ハンシン建設 本社 大阪市西淀川区佃２丁目１０－５
1424 阪神高速道路 株式会社 本社 大阪市中央区久太郎町４丁目１－３
1425 阪神佐藤興産 株式会社 本社 尼崎市崇徳院２丁目１５７
1426 阪神相互 株式会社 本社 大阪市北区南扇町２－４東辰ビル
1427 阪神測建 株式会社 本社 神戸市中央区楠町６－３－１１
1428 阪神電設 株式会社 本社 神戸市垂水区青山台３－５－１４
1429 阪神不動産 株式会社 本社 大阪市福島区海老江１丁目１－３１
1430 株式会社 汎設計 本社 大阪市中央区谷町３－１－２５クレール大手前ソリスト302
1431 株式会社 阪南コーポレーション 大阪本社 羽曳野市野々上３－７－２３
1432 阪和電設 株式会社 本社 大阪市阿倍野区三明町１丁目２－８
1433 ハンワホームズ 株式会社 本社 泉南市幡代３－８３８－１
1434 株式会社 ピーエス三菱 本社 中央区晴海２丁目５－２４晴海センタービル
1435 株式会社 ピーエス三菱 大阪支店 大阪市北区天満橋１－８－３０　ＯＡＰタワー２７階
1436 ＢＭＳ 株式会社 本社 千代田区神田小川町２－５－１　オーク神田小川町ビル
1437 株式会社 ＰＧＳホーム 本社 大阪市東成区東今里２丁目１－８　ＰＧＳビル
1438 株式会社 ピーディーシステム 本社 中央区京橋２－１３－１１　宝町三清ビル
1439 株式会社 ビーバーハウス 本社 大阪市平野区喜連西４丁目７－２８
1440 株式会社 ピーピーアイ計画・設計研究所 本部 大阪市中央区大手通２－２－２　トーンアップビル７Ｆ
1441 株式会社 ビープラネッツ 堂島リバーフォーラム 大阪市福島区福島１－１－１７
1442 株式会社 Ｂ・プレイス 本社 神戸市東灘区森北町５-８-１９
1443 東日本ハウス 株式会社 盛岡本社 盛岡市長田町２－２０
1444 東日本ハウス 株式会社 東京本社 千代田区飯田橋４－３－８
1445 東日本ハウス 株式会社 姫路支店 姫路市飾磨区野田町71
1446 株式会社 ヒカリ 本社 丸亀市田村町１２３８
1447 株式会社 光テックス 本社 新宿区西新宿７－２２－３６　三井花桐ビル１F
1448 株式会社 美建設計事務所 奈良県桜井市桜井770-1
1449 株式会社 備広 大阪支店 大阪市淀川区西中島７丁目７－１
1450 株式会社 日立建設設計 東京事務所 千代田区内神田3-11-7
1451 日立造船 株式会社 東京本社 品川区南大井6-26-3
1452 日立プラント建設サービス 株式会社 本社 渋谷区恵比寿４丁目２０－３恵比寿ガーデンプレイスタワー
1453 ピタットハウスネットワーク 株式会社 本社 中央区日本橋２－１５－３日本橋グレイスビル５Ｆ
1454 尾藤建設 株式会社 本社 四国中央市川之江町２２５０
1455 株式会社 一粒社ヴォーリズ建築事務所 本社 大阪市北区中之島2丁目2番2号大阪中之島ビル 7F
1456 株式会社 桧家住宅 本社 加須市大字南小浜５０９－１
1457 日之出建工 株式会社 本社 上伊那郡箕輪町大字中箕輪８７３７－１
1458 日比谷総合設備 株式会社 大阪支店 大阪市中央区博労町２丁目１－１３アーバンネット本町ビル
1459 日比谷総合設備 株式会社 本社 港区芝浦４丁目２－８三田ツインビル東館７Ｆ
1460 株式会社 ひまわりほーむ 本社 金沢市新保本４－６６－６
1461 姫路ホーム 株式会社 本社 加古川市加古川町北在家２０４７
1462 株式会社 姫路メタルアート 本社 姫路市西夢前台１丁目７１－１
1463 株式会社 姫野組 本社 徳島市佐古八番町５－７
1464 株式会社 ヒューネット 本社 北区王子２丁目２０－７
1465 株式会社 Ｈｕｍａｎ２１ 本社 台東区蔵前１丁目８－６
1466 ヒューリック 株式会社 本社 中央区日本橋大伝馬町7番3号
1467 兵庫県　職員採用関連事務局 兵庫県神戸市中央区下山手通5丁目10番1号
1468 兵庫県住宅供給公社 神戸事務所 神戸市中央区下山手通４丁目１８－２兵庫県公社２Ｆ
1469 株式会社 平田晃久建築設計事務所 本社 港区南青山6-6-22　青山南ＮＣビル２Ｆ
1470 平田建築設計 株式会社 本社 西宮市戸田町５－１６　西宮ビル７Ｆ
1471 株式会社 ビルテクノス関西 大阪市淀川区西中島５－１０－１５西中島新大阪ビル５Ｆ
1472 株式会社 ヒロセ 本社 大阪市西区立売堀５丁目３－２０ヒロセビル
1473 株式会社 びわこホーム 本社 甲賀市水口町名坂１０３３－７
1474 ファーストコーポレーション 株式会社 本社 杉並区荻窪４丁目３０－１６　藤澤ビルディング８階
1475 ファースト住建 株式会社 本社 尼崎市東難波町５－６－９
1476 ファミティホーム 株式会社 本社 藤井寺市沢田３－６－４８
1477 ファミリー庭園 株式会社 本社 高石市取石３－９－５５
1478 株式会社 ファミリーホーム 本社 高松市寺井町１０２４番地２
1479 株式会社 フィード 本社 港区麻布台１－１１－９ＢＰＲプレイス神谷町ビル８Ｆ
1480 株式会社 フージャースコーポレーション 本社 千代田区神田美土代町９－１ＭＤ神田ビル
1481 株式会社 フォーラス＆カンパニー 本社 大阪市北区天神橋2丁目4-14
1482 深田サルベージ建設 株式会社 本社 大阪市港区築港４丁目１－１辰巳商会ビル
1483 福井建設 株式会社 本社 養父市薮崎166番地
1484 株式会社 福田組 本社 新潟市中央区一番堀通町３－１０
1485 株式会社 福田組 大阪支店 大阪市北区豊崎５－４－９　商業第二ビル8Ｆ
1486 福田建築工房 本所 西宮市甲子園口4丁目21-21　メゾングレース406号
1487 株式会社 フクダ不動産 本社 橿原市内膳町５－３－３１　フクダ不動産八木駅前クリスタルビル
1488 株式会社 福原工業 本社 大阪市港区弁天５－１７－１１
1489 株式会社 福屋不動産販売（本社） 本社 大阪市北区曽根崎２－３－５　梅新第一生命ビルディング１５階
1490 株式会社 福屋ホールディングス 本社 大阪市北区曽根崎２－３－５　梅新第一生命ビルディング１５階
1491 株式会社 藤紀 本社 大阪市中央区久太郎町３－３－８
1492 株式会社 藤木工務店 本社 大阪市中央区備後町１－７－１０
1493 不二建設 株式会社 関西支社 大阪市中央区北浜２－２－２２北浜中央ビル
1494 株式会社 冨士工 大阪支店 吹田市江の木町１７－２０－２０１
1495 株式会社 冨士工 本社 品川区上大崎３丁目３－１セザールセンタービル
1496 富士産業 株式会社 本社 大阪市住之江区南港北２丁目１－１０ＡＴＣビルＯ’ｓ棟北館
1497 フジ住宅 株式会社 本社 岸和田市土生町１丁目４－２３
1498 株式会社 フジタ 大阪支店 大阪市北区堂島２－１－１６
1499 株式会社 フジタ 本社 渋谷区千駄ヶ谷４丁目２５－２修養団ＳＹＤビル
1500 藤田エンジニアリング 株式会社 本社 高崎市飯塚町１１７４－５
1501 株式会社 藤田建装 本社 台東区西浅草１－７－４
1502 富士電機Ｅ＆Ｃ 株式会社 本社 川崎市幸区堀川町５８０ソリッドスクエア西館
1503 富士電機システムズ 株式会社 関西支社 大阪市北区堂島浜２－１－２９
1504 不二熱学工業 株式会社 本社 大阪市中央区南船場２丁目１－１
1505 不二熱学サービス 株式会社 本社 大阪市西区南堀江３－１２－２３
1506 株式会社 富士ピーエス 関西支店 大阪市北区芝田２－２－１新梅田ビル
1507 株式会社 富士ピーエス 本社 福岡市中央区舞鶴２丁目２－１１富士ビル赤坂
1508 株式会社 藤本工務店 本社 加東市野村939
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番号 事業所名 拠点名 住所
1509 株式会社 藤本工務店 明石支店 明石市花園町３－３西明石ヤングビル１Ｆ北側
1510 株式会社 フジヤ 本社 京都市中京区東堀川通丸太町下る七町目４
1511 株式会社 藤原設計 本社 大阪市北区中津７－６－２９
1512 扶桑建材工業 株式会社 本社 高松市郷東町216
1513 扶桑建設工業 株式会社 大阪支店 大阪市西区西本町１丁目３－１０
1514 物林 株式会社 本社 江東区新木場１－７－２２
1515 物林 株式会社 大阪事務所 大阪市西区江戸堀１－８－３５　肥後橋ＩＰビル３Ｆ
1516 株式会社 不動テトラ 東京本社 中央区日本橋小網町６－１山万ビル
1517 株式会社 不動テトラ 本社 大阪市中央区淡路町２丁目２－１４北浜グランドビル
1518 株式会社 不動ハウジング 本社 豊中市曽根東町3丁目5‐1 Ms'palazzO 101号室
1519 株式会社 船井財産コンサルタンツ 本社 新宿区西新宿２丁目４－１ＮＳビル
1520 株式会社 フュディアルクリエーション 本社 東京都港区六本木3-2-1　住友不動産六本木グランドタワー21F
1521 株式会社 芙蓉 神戸市中央区御幸通２－１－６
1522 扶洋メンテナンスシステム 株式会社 本社 大阪市浪速区稲荷2-2-16
1523 プラスアトリエ 本社 堺市南区高倉台1-10-2
1524 株式会社 ぷらす・あるふぁ 本社 神戸市東灘区向洋町中６－９　神戸ファッションマート１０階
1525 プラスワイアーキテクツ 株式会社 本部 大阪市中央区淡路町２－６－５　井上ビル
1526 株式会社 ブランカ 本社 芦屋市川西町４－２　ＶＩＶＯ芦屋４階
1527 株式会社 プランテック 本社 大阪市西区京町堀１丁目６－１７
1528 株式会社 プランテック総合計画事務所 東京事務所 千代田区紀尾井町３－６　紀尾井町パークビル7階
1529 株式会社 プランナップ 本社 大阪市北区堂島２－１－３１　京阪堂島ビル２階（浅井謙建築研究所大阪内）
1530 株式会社 古川コンサルタント 本社 出雲市塩冶町１６２１番地１
1531 古河総合設備 株式会社 本社 大田区羽田４丁目３－１
1532 株式会社 プレサンスコーポレーション 本社 大阪市中央区城見１丁目２－２７クリスタルタワー
1533 株式会社 プレサンス住販 本社 大阪市中央区城見１丁目２－２７　クリスタルタワー２８階
1534 株式会社 プロパスト 本社 千代田区霞が関３丁目２－１霞が関コモンゲート西館
1535 プロパティエージェント 株式会社 本社 新宿区西新宿６－５－１ 新宿アイランドタワー（６階）
1536 株式会社 ベイシス 本社 大阪市中央区島町１－２－１２　グランシス天満橋1階
1537 平和奥田 株式会社 本社 東近江市東沖野１丁目７－１０
1538 平和興業 株式会社 本社 大阪市住之江区粉浜西１丁目２－６
1539 平和不動産 株式会社 大阪支店 大阪市中央区北浜1-8-16
1540 平和不動産 株式会社 本社 中央区日本橋兜町１－１０
1541 ベルエステート 株式会社 本社 大阪市北区堂島浜１丁目４－１６アクア堂島ＮＢＦタワー
1542 防衛省　職員採用関連事務局 東京都新宿区市谷本村町5-1
1543 豊國建設 株式会社 本社 大阪市北区東天満２丁目３－２１日本興業空心町ビル
1544 株式会社 豊洋 本社 松江市西川津町２１０８－３
1545 豊和開発 株式会社 本社 大阪市西区立売堀１－９－１　ＨＯＷＡビル２Ｆ
1546 株式会社 ホーク 本社 枚方市菊丘町９ー５５
1547 ホームスタイル 株式会社 本社 吹田市垂水町３－３５－１１
1548 ホームテック 株式会社 本社 福岡市東区二又瀬新町１４－２０
1549 ホームテック 株式会社 本社 多摩市関戸４丁目１０－９聖ビル
1550 株式会社 ホームトピア 本社 札幌市厚別区厚別南１－１８－１
1551 株式会社 ホームライフ 本社 福知山市和久市町１２３
1552 北陸興和産業 株式会社 本社 富山市石坂２０９９－７
1553 北陸中央ホーム 株式会社 本社 金沢市藤江北４丁目３０３
1554 北陸電気工事 株式会社 本社 富山市東田地方町１丁目１－１
1555 北陸電話工事 株式会社 本社 金沢市大手町２－３
1556 北陸ミサワホーム 株式会社 本社 金沢市堀川町２３－２３
1557 株式会社 細田工務店 本社 杉並区阿佐谷南３丁目３５－２１
1558 北海電気工事 株式会社 本社 札幌市白石区菊水二条１丁目８－２１
1559 株式会社 洞口 本店 飛騨市古川町高野１４１－２
1560 株式会社 洞口 本社 一宮市猿海道１－２－２２
1561 株式会社 HORI建築 HORI建築 京都府福知山市土1117-122
1562 堀部直子建築設計事務所 大阪事務所 高槻市氷室町３－２－６
1563 本州四国連絡高速道路 株式会社 本社 神戸市中央区小野柄通４丁目１－２２アーバンエース三宮ビル内
1564 株式会社 マークラー神戸 本社 神戸市中央区雲井通４－２－２　マークラー神戸ビル１４Ｆ
1565 株式会社 マイ技建 本社 東大阪市西鴻池町３－２－６４
1566 株式会社 毎日コムネット 本社 千代田区丸の内１丁目８－１丸の内トラストタワーＮ館
1567 株式会社 マイヤーズ 本社 杉並区松庵2丁目11番24号 マイヤーズビル
1568 株式会社 前田組 本社 寝屋川市大成町１－１
1569 前田建設工業 株式会社 関西支店 大阪市中央区久太郎町2-5-30
1570 前田建設工業 株式会社 本社 千代田区富士見２丁目１０－２６
1571 前田紀貞アトリエ 本社 世田谷区成城７－７－２０
1572 前田道路 株式会社 関西支店 大阪市中央区久太郎町２－５－３０
1573 前田道路 株式会社 伊丹営業所 伊丹市荒牧６－１－９
1574 前田道路 株式会社 本社 品川区大崎１丁目１１－３
1575 前田不動産 株式会社 本社 大阪市北区西天満６丁目１－２千代田ビル別館
1576 真柄建設 株式会社 本社 金沢市彦三町１丁目１３－４３
1577 株式会社 マクシス・シントー 覚王山支店 名古屋市千種区田代本通２丁目１３
1578 株式会社 誠建設工業 本社 堺市中区福田４６誠第６ビル
1579 株式会社 正光 姫路本社 姫路市夢前町前之庄１３９０
1580 株式会社 マサル 本社 江東区佐賀１丁目９－１４
1581 株式会社 益田工務店 本社 神戸市中央区二宮町１丁目２－３益田ビル
1582 株式会社 桝谷設計 本社 奈良市西ノ京町１０１－１
1583 株式会社 町田工務店 本社 堺市北区北花田町4丁110番8
1584 松井建設 株式会社 本社 中央区新川１丁目１７－２２
1585 株式会社 松岡建築設計事務所 本社 尼崎市塚口町３－２８－５
1586 松尾電設工業 株式会社 本社 神戸市兵庫区芦原通２－２－３
1587 株式会社 松田組 本社 西宮市高松町２０－２１
1588 株式会社　松田平田設計 本社 東京都港区元赤坂1-5-17
1589 株式会社　松田平田設計 大阪支社 大阪市西区西本町1-4-1
1590 株式会社 松村組 大阪本店 大阪市北区東天満１丁目１０－２０
1591 株式会社 松本組 本社 大阪市住吉区苅田５丁目１５－２４
1592 松本建工 株式会社 本社 札幌市東区北四十二条東１５丁目１－１
1593 株式会社 マリモ 本社 広島市西区庚午北１－１７－２３　
1594 マルイト 株式会社 本社 大阪市北区南森町２－４－４
1595 マルウラグループ 丸浦工業㈱ 三好郡池田町シンマチ１４６６
1596 株式会社 丸川建築設計事務所 本社 岡山市北区駅前町1-5-18
1597 マルコマ 株式会社 本社 大阪市西区南堀江２丁目２－６ケンザイビル
1598 株式会社 丸末 本社 松原市丹南３丁目２－１５
1599 株式会社 マルダイ 本社 八尾市八尾木６丁目１２６番地
1600 株式会社 マルチテック 本社 神戸市兵庫区上庄通２丁目１－３
1601 丸紅コミュニティ 株式会社 本社 港区芝５丁目２０－６丸紅東京本社三田別館
1602 丸紅コミュニティ 株式会社 大阪支店 大阪市中央区本町2－5－7大阪丸紅ビル８F
1603 丸紅不動産 株式会社 本社 大阪市北区野崎町７－８
1604 株式会社 丸和不動産 本社 奈良市西大寺本町１－６
1605 株式会社 マンションライフシステム管理 本社 天王寺区生玉町11番29号
1606 万代不動産 株式会社 本社 都城市妻ケ丘町３街区１４
1607 万代ホーム 株式会社 本社 都城市中原町３９街区８号
1608 萬田隆構造設計事務所 本社 神戸市中央区小野浜町1-4 デザイン・クリエイティブセンター神戸 304
1609 株式会社 三木組 本社 大阪市淀川区十三元今里１丁目２－２
1610 美樹工業 株式会社 本社 姫路市東延末２－５０
1611 三国産業 株式会社 本社 堺市堺区向陵中町４丁３－２０
1612 ミサワホーム 株式会社 本社 新宿区西新宿２丁目４－１新宿ＮＳビル
1613 ミサワホーム九州 株式会社 本社 福岡市博多区博多駅前３丁目２－１日本生命博多駅前ビル
1614 ミサワホーム近畿 株式会社 本社 大阪市北区堂島２丁目２－２近鉄堂島ビル
1615 ミサワホーム近畿 株式会社 滋賀支店 彦根市松原町１８８０－５
1616 ミサワホーム中国 株式会社 岡山支店 岡山市北区野田２丁目１３－１７
1617 ミサワホーム中国 株式会社 本社 広島市西区横川町１丁目７－１
1618 ミサワホーム中国 株式会社 山陰支店 鳥取市南吉方１丁目８７
1619 ミサワホーム東関東 株式会社 本社 千葉市稲毛区園生町３８８番地１３
1620 ミサワホーム北海道 株式会社 本社 札幌市白石区東札幌二条６丁目８－１
1621 水上工業 株式会社 高岡本店 高岡市駅南1-8-38
1622 水上工業 株式会社 本社 砺波市庄川町青島2270
1623 株式会社 水澤工務店 本社 東京都江東区木場5丁目6番1号
1624 独立行政法人 水資源機構 本部 さいたま市中央区新都心１１－２
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1625 水谷嘉信建築設計事務所 本部 大阪市淀川区西中島７－１０－３　エルブ新大阪５０７
1626 みずほ不動産販売 株式会社 大阪支店 大阪市中央区本町3-6-4　本町ガーデンシティ4階
1627 株式会社 溝尾 神戸市中央区東町１２３－１
1628 溝口建設 株式会社 本社 神戸市長田区大塚町３－１－１５
1629 株式会社 道下工務店 本社 福山市南蔵王町1-2-25
1630 株式会社 道下工務店 府中事務所 府中市鵜飼町741-3
1631 三井海洋開発 株式会社 本社 千代田区霞が関３丁目２－１霞が関コモンゲート西館
1632 光井純＆アソシエーツ建築設計事務所 株式会社 東京事務所 品川区西五反田５－２－４　レキシントン・プラザ西五反田２Ｆ
1633 三井住建道路 株式会社 本社 新宿区余丁町１３－２７
1634 三井住友建設 株式会社 本社 新宿区西新宿７丁目５－２５西新宿木村屋ビル
1635 三井住友建設 株式会社 大阪支店 大阪市中央区北浜４－７－２９
1636 三井住友建設 株式会社 四国支社 新居浜市磯浦町１６－６
1637 三井住友トラスト不動産 株式会社 近畿業務部 大阪市中央区北浜４－５－３３　住友ビル９Ｆ
1638 三井住友トラスト不動産 株式会社 本社 千代田区神田錦町３－１１－１
1639 三井造船特機エンジニアリング 株式会社 本社 中央区築地５丁目６番４号　浜離宮三井ビル12階
1640 三井デザインテック 株式会社 本社 港区芝３丁目２－１８ＮＢＦ芝公園ビル
1641 株式会社 三井物産フォーサイト 本社 品川区大崎１－６－１　TOC大崎ビル1号棟
1642 三井不動産 株式会社 本社 中央区日本橋室町２丁目１－１三井ビル二号館
1643 三井不動産商業マネジメント 株式会社 本社 中央区日本橋浜町2-31-1
1644 三井不動産リアルティ 株式会社 本社 千代田区霞が関３－２－５　霞が関ビルディング９階
1645 三井不動産リフォーム 株式会社 本社 新宿区西新宿２－１－１　新宿三井ビル（３５階）
1646 三井不動産レジデンシャル 株式会社 本社 中央区日本橋室町３丁目１－２０三井別館
1647 三井不動産レジデンシャルサービス関西 株式会社 本社 大阪市中央区本町４丁目４－２５本町オルゴビル
1648 三井ホーム 株式会社 本社 新宿区西新宿２－１－１ 新宿三井ビル５３階
1649 三井ホームエステート 株式会社 本社 千代田区富士見２丁目３－１１アップルビル
1650 三井ホームエンジニアリング 株式会社 本社 世田谷区北烏山９丁目３－８烏山ＭＳビル
1651 三菱地所 株式会社 大阪支店 大阪市北区天満橋１－８－３０
1652 三菱地所 株式会社 本社 千代田区大手町１丁目６－１大手町ビル
1653 三菱地所コミュニティ 株式会社 本社 中央区八重洲2-3-13 三菱地所コミュニティ本社ビル
1654 株式会社 三菱地所設計 本店 東京都千代田区丸の内2-5-1　丸の内二丁目ビル
1655 株式会社 三菱地所設計 関西支店 大阪府大阪市北区天満橋1-8-30　OAPタワー
1656 三菱地所ハウスネット 株式会社 大阪営業所 大阪市北区梅田１丁目１１－４－２０００
1657 三菱地所プロパティマネジメント 株式会社 本社 千代田区丸の内２－２－３　丸の内仲通りビル
1658 三菱地所ホーム 株式会社 本社 港区赤坂４丁目１３－１３赤坂ビル
1659 三菱地所リアルエステートサービス 株式会社 大阪支店 大阪市北区天満橋１丁目８－３０ＯＡＰタワー
1660 三菱地所リアルエステートサービス 株式会社 本社 千代田区大手町２－２－１新大手町ビル
1661 三菱電機プラントエンジニアリング 株式会社 西日本本部 大阪市淀川区宮原５－１－１８新大阪サンアールセンタービル１５階
1662 三菱電機ライフサービス 株式会社 伊丹支店 尼崎市塚口本町８－１－１三菱電機株式会社内
1663 三菱ＵＦＪ不動産販売 株式会社 本社 千代田区神田神保町２丁目１岩波神保町ビル
1664 株式会社 ミツワテック 本社 川西市久代１丁目２６－１０
1665 株式会社 ｍｉｄｏｒｉ 本社 八尾市美園町３丁目４０－１
1666 株式会社 ミニテック 関東本部 港区港南２丁目１５－１品川インターシティＡ棟
1667 株式会社 ミニネット 中部本部 名古屋市中区錦３－１５－２８明治安田生命名古屋錦ビル６Ｆ
1668 株式会社 ミニネット 本社 大阪市淀川区西中島５丁目１４－１０カトキチ新大阪ビル
1669 株式会社 ミニミニ 中部本部 名古屋市中区錦３丁目１６－２７栄パークサイドプレイスビル
1670 株式会社 御船組 本社 出雲市今市町311番地9
1671 美保テクノス 株式会社 本社 米子市昭和町２５
1672 ミヤウチ建設 株式会社 本社 藤井寺市御舟町１－６３
1673 株式会社 三宅工務店 本社 加西市中野町１０４５番地
1674 宮崎建設 株式会社 本社 尼崎市杭瀬北新町１－５－１１
1675 宮崎木材工業 株式会社 本社 京都市中京区夷川通堺町西入る絹屋町１２９
1676 株式会社 ミヤマ産業 本社 松原市阿保3-1-27ミヤマビル
1677 株式会社 宮本組 本社 姫路市飾磨区英賀宮町１丁目１７
1678 株式会社 宮本工務設計事務所 本社 宝塚市野上１丁目２－３４宮本ビル
1679 株式会社 ミヨシテック 本社 寝屋川市石津元町11番22号
1680 株式会社 株式会社みらい住宅開発紀行 本社 吹田市江坂町1-23-38 F&M江坂ビル9F
1681 株式会社 みらい住宅開発紀行 本社 吹田市江坂町１－２３－３８ Ｆ＆Ｍ江坂ビル９Ｆ
1682 株式会社 ミライト 西日本支店 大阪市西区京町堀3-8-1
1683 株式会社 ミラノ工務店 本社 京都市中京区夷川通河原町東入鉾田町310番地
1684 無有建築工房 本部 大阪市中央区玉造2-2-1
1685 睦備建設 株式会社 本社 京都市伏見区桃山町西尾３５－１
1686 宗本晋作建築設計事務所 本部 京都市上京区亀屋町（河原町通荒神口東入、荒神口通河原町東入）１２９京都ヨルダン社ビル２Ｆ
1687 株式会社 村上建築設計室 本部 姫路市元塩町120番地
1688 株式会社 村上工務店 本社 神戸市兵庫区三川口町２丁目４－８
1689 村中建設 株式会社 本社 福井市日之出３丁目２－１
1690 村本建設 株式会社 本社 大阪市天王寺区上汐４丁目５－２６
1691 村本道路 株式会社 本社 北葛城郡広陵町大字平尾１１－１
1692 株式会社 メイクス 本社 渋谷区桜丘町１２－１０　住友不動産渋谷インフォスアネックス６Ｆ
1693 株式会社 メイクスレント 本社 新宿区西新宿１ー１９－１１　西新宿甲州ビル８Ｆ
1694 名工建設 株式会社 大阪支店 大阪市淀川区宮原4-1-6　アクロス新大阪
1695 名工建設 株式会社 本社 名古屋市中村区名駅１丁目１－４ＪＲセントラルタワーズ３４階
1696 明星工業 株式会社 本社 大阪市西区京町堀１－８－５
1697 株式会社 メイテック 東京本社 港区赤坂８丁目５－２６赤坂ＤＳビル
1698 名鉄不動産 株式会社 本社 名古屋市中村区名駅四丁目26番25号
1699 明電プラント＆エンジニアリング 株式会社 西日本支店 大阪市中央区瓦町４－２－１４瓦町ビル３階
1700 株式会社 明文館 本社 神戸市灘区稗原町２丁目２番２２号
1701 株式会社 明豊エンタープライズ 本社 渋谷区渋谷２丁目１２－１９東建インターナショナルビル本館
1702 明豊ファシリティワークス 株式会社 本社 千代田区麹町５丁目４日本工営ビル
1703 株式会社 明和工務店 本社 神戸市中央区港島中町７丁目４－３
1704 明和地所 株式会社 本社 渋谷区神泉町９－６明和地所渋谷神泉ビル
1705 株式会社 メガ 本社 渋谷区道玄坂1-12-1　渋谷マークシティウエスト14階
1706 株式会社 メディプラン ケア・キューブソレイユ高柳 寝屋川市高柳３丁目２０－１
1707 株式会社 メノガイア 本社 神戸市中央区港島中町６丁目３－６メノガイアビル
1708 株式会社 メモリーホーム 本社 天理市川原城町７９６
1709 ＭＯＧコンサルタント 株式会社 本社 岸和田市宮前町２０－２０
1710 株式会社 森組 本社 大阪市中央区道修町４丁目５－１７
1711 株式会社 森下組 本社 吉野郡大淀町桧垣本1589
1712 森トラスト 株式会社 本社 港区虎ノ門２－３－１７　虎ノ門2丁目タワー
1713 森平舞台機構 株式会社 本社 台東区花川戸２－１１－２
1714 株式会社 森本組 本社 大阪市中央区南本町２-６-１２　サンマリオンＮＢＦタワー
1715 株式会社 盛本構造設計事務所 本社 岡崎市井田町字１ー８－１
1716 株式会社 森本工務店 本社 倉敷市玉島勇崎1026番地
1717 株式会社 守谷商会 本社 長野市南千歳町８７８
1718 株式会社モレス　一級建築士事務所 本社 西宮市与古道町1番13号
1719 モンノ 株式会社 本社 神戸市須磨区弥栄台４丁目１－３
1720 株式会社 安井建築設計事務所 本社 大阪市中央区島町2-4-7
1721 株式会社 安井杢工務店 本社 京都府向日市上植野町馬立2番地4
1722 安田 株式会社 大阪支店 大阪市西区立売堀5-8-28
1723 安田建設 株式会社 本社 与謝郡与謝野町字男山８００－１
1724 株式会社 ヤスナ設計工房 本社 姫路市北条梅原町２７１
1725 株式会社 やすらぎ 本社 桐生市美原町４－２
1726 株式会社 弥谷 本社 大阪市西区江戸堀１丁目２５－７
1727 八千代電設工業 株式会社 本社 大阪市中央区森ノ宮中央１丁目１－３８
1728 柳田産業 株式会社 本社 高砂市荒井町千鳥２丁目６－２０フォワードビル
1729 矢野建設 株式会社 本社 大阪市中央区南船場４丁目６番１０号　新東和ビル３Ｆ
1730 矢野工務設計事務所 本社 宝塚市小林4-7-69
1731 矢作建設工業 株式会社 本社 名古屋市東区葵３丁目１９－７葵センタービル
1732 八幡建設 株式会社 大阪支店 大阪市中央区伏見町４－２－６平松ビル８Ｆ
1733 八幡コーポレーション 株式会社 本社 姫路市御立中４－１４－７
1734 ヤマイチエステート 株式会社 本社 和歌山市太田２－１３－２
1735 株式会社 ヤマウラ 本社 駒ヶ根市北町２２－１
1736 山加電業 株式会社 本社 新宿区西早稲田２丁目２０－９西早稲田オーシャンビル
1737 株式会社 山口工務店 本社 伊勢市浦口2-9-25
1738 山﨑建設 株式会社 本社 中央区日本橋富沢町８－６
1739 株式会社 山下設計 本社 東京都中央区日本橋小網町6-1
1740 株式会社 山下設計 関西支社 大阪府大阪市中央区南船場2-3-2
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1741 株式会社 やまぜんホームズ 本社 桑名市多度町下野代９００番地
1742 株式会社 ヤマダ・エスバイエルホーム 本社 高崎市栄町1番1号
1743 山武計装 株式会社 大阪支店 大阪市北区堂島２－４－２７新藤田ビル
1744 山田建設興業 株式会社 本社 宝塚市安倉中５－２－３３
1745 株式会社 山田建築構造事務所 本社 大阪市中央区谷町９－３－７中央谷町ビル７Ｆ
1746 山田工業 株式会社 本社 大阪市中央区道修町４丁目５－２２
1747 株式会社 山田工務店 本社 神戸市中央区雲井通４丁目１番３号
1748 株式会社 山田綜合設計 本社 大阪市中央区大手通三丁目1番2号　エスリードビル大手通 7階
1749 ヤマタホーム 株式会社 本社 鳥取市千代水二丁目130番地
1750 株式会社 ヤマダホームズ 本社 高崎市栄町１－１
1751 株式会社 山田守建築事務所 本社 東京都千代田区岩本町３丁目２-１ 共同ビル７階
1752 株式会社 ヤマト 本社 前橋市古市町１１８
1753 ヤマト工業 株式会社 本社 大阪市港区市岡１丁目２－１９
1754 大和財託 株式会社 本社 大阪市北区梅田１－１－３大阪駅前第三ビル２２階
1755 ヤマト住建 株式会社 本社 神戸市中央区浜辺通5丁目1番14号　神戸商工貿易センタービル18階
1756 株式会社 ヤマトマネキン 京都市下京区西七条八幡町２２
1757 ヤマネホールディングス 株式会社 本社 広島市南区出島1-21-15
1758 ヤマハサウンドシステム 株式会社 関西支社 大阪市淀川区西中島４－７－１８
1759 株式会社 ヤマヒサ 本社 大阪市北区太融寺町3番24号　日本生命梅田第二ビル4F
1760 株式会社 山弘 本社 宍粟市山崎町須賀沢７０４
1761 山万 株式会社 本社 中央区日本橋小網町６－１　山万ビル
1762 株式会社 山本工務店 本社 松原市新堂５丁目２６０
1763 株式会社 山本工務店 本社 尼崎市西昆陽２－２６－２７
1764 山本商事 株式会社 本社 大阪市中央区南船場１丁目４－２５
1765 株式会社 ヤン 本社 大阪市中央区南船場4丁目13-22 3F
1766 ヤンマーグリーンシステム 株式会社 本社 大阪市北区鶴野町１－９　梅田ゲートタワー7階
1767 株式会社 ユアテック 本社 仙台市宮城野区榴岡４丁目１－１
1768 株式会社 遊 本社 神戸市東灘区森北町１－７－１
1769 株式会社 ＵＲコミュニティ 本社 千代田区神田神保町２－５　北沢ビル６階
1770 ＵＩＤ一級建築士事務所 本部 福山市木之庄町3-10-20森xhako2F
1771 Ｕｏ．Ａ一級建築士事務所 本部 芦屋市翠ケ丘町１１－２４
1772 郵船不動産 株式会社 西日本支社 神戸市中央区海岸通１－１－１
1773 有楽土地 株式会社 本社 中央区京橋３丁目１３－１有楽ビル
1774 有楽土地住宅販売 株式会社 本社 中央区新川１丁目１７－２５東茅場町有楽ビル
1775 株式会社 ユニチカエステート 本社 大阪市中央区瓦町２丁目４－７
1776 株式会社 ユニティー 本社 大阪市浪速区元町１－１１－２０　ユニティービル４Ｆ
1777 株式会社 ユニバーサル建設 本社 大阪市中央区本町２－６－１０　本町センタービル６階
1778 ユニバーサル建物 株式会社 本社 大阪市北区梅田１－１１－４大阪駅前第四ビル１０Ｆ
1779 株式会社 ユニホー 大阪支店 大阪市北区梅田１丁目２－２－１０００大阪駅前第２ビル
1780 夢真ホールディンググループ 株式会社夢真コミュニケーションズ 文京区大塚２－１１－６　大塚三丁目ビル
1781 夢真ホールディンググループ 夢真総合設備 港区赤坂２－３－４
1782 夢真ホールディンググループ 株式会社夢真エンジニアリング 文京区湯島2-31-14ファーストジェネシスビル7階
1783 夢真ホールディンググループ 株式会社夢真 文京区大塚３丁目１１－６大塚三丁目ビル
1784 夢真ホールディンググループ 大阪営業所 大阪市中央区南船場３－４－２６　出光ナガホリビル４階
1785 株式会社 夢ハウジング 本社 江戸川区南篠崎町２丁目９－２
1786 株式会社 陽光都市開発 本社 横浜市西区高島２丁目６－３２日産横浜ビル
1787 株式会社 横河建築設計事務所 本社 東京都品川区上大崎2-25-2　新目黒東急ビル
1788 株式会社 横河建築設計事務所 大阪事務所 大阪市中央区平野町2-6-6　ヒロセ平野町ビル4階
1789 横河工事 株式会社 本社 豊島区西巣鴨４丁目１４－５
1790 株式会社 横河ブリッジ 大阪事業場 堺市西区築港新町２丁３
1791 横沢建設 株式会社 本社 府中市四谷1-11-8
1792 株式会社 ヨコソー 本社 横須賀市森崎１－１７－１８
1793 株式会社 横山基礎工事 本社 佐用郡佐用町真盛３８５－２
1794 吉岡建設 株式会社 本社 高槻市郡家新町４１－２
1795 株式会社 ヨシザワ建築構造設計 本社 中央区日本橋浜町２－１３－６ MUTOH浜町ビル3階
1796 株式会社 吉住工務店 本社 丹波市春日町野村２４６５
1797 株式会社 吉田組 本社 姫路市広畑区正門通３丁目６－２
1798 吉田道路 株式会社 本社 金沢市豊穂町５４１番地
1799 株式会社 吉村一建設 本社 堺市中区福田578-6
1800 株式会社 吉村建築事務所 本社 京都市左京区鹿ケ谷上宮ノ前町２８番地
1801 吉本剛建築研究室 本社 西宮市石刎町16-6-B１F
1802 株式会社 ヨネダ 本社 福知山市字堀小字道場2433番地
1803 株式会社 米田組 本社 福知山市字堀小字道場2433番地
1804 米原商事 株式会社 本社 砺波市栄町６－２７
1805 米持建設 株式会社 本社 中野区中野３－５０－１４
1806 寄神建設 株式会社 本社 神戸市兵庫区七宮町２丁目１－１
1807 四電エンジニアリング 株式会社 本社 高松市上之町３丁目１－４
1808 株式会社 四電工 本社 高松市花の宮町2-3-9
1809 株式会社 ラ・アトレ 本社 港区海岸1-9-18　国際浜松町ビル5階
1810 株式会社 ＲＩＳＥ構造設計 本社 目黒区目黒１－４－１６目黒Ｇビル９Ｆ
1811 株式会社 らいずほーむ 本社 磐田市西貝塚３７３１－３
1812 ライト工業 株式会社 本社 千代田区九段北４丁目２－３５
1813 株式会社 ライフイノベーション 本社 大阪市淀川区西中島５丁目１２番８号　エス・ティ・エスビル１Ｆ
1814 株式会社 ライフステージ 本社 大阪市淀川区西中島５丁目５－１５新大阪セントラルタワー１０階
1815 ライフデザイン・カバヤ 株式会社 本社 岡山市北区中仙道２丁目９番１１号
1816 株式会社 ライフライン 住吉本社 神戸市東灘区住吉南町３－２－２３
1817 株式会社 ライフライン 本社 神戸市垂水区東舞子町１８－２２－２０１　オーブデメール2Ｆ
1818 株式会社 ライリスト社 本社 名古屋市昭和区御器所１－６－２４
1819 株式会社 ラインビルド 本社 大阪市北区西天満４丁目１５－１８プラザ梅新ビル
1820 株式会社 ラナップ管理サービス 本社 北区曽根崎新地１－４－２０
1821 株式会社 ラナップコーポレイション 本社 大阪市北区曾根崎新地１丁目４－２０　桜橋ＩＭビル１０階
1822 株式会社 ランド 本社 横浜市西区北幸１丁目１１－５相鉄ＫＳビル
1823 ランドコム 株式会社 本社 横浜市西区みなとみらい２丁目２－１横浜ランドマークタワー
1824 株式会社 ランドビジネス 本社 千代田区霞が関３丁目２－５霞が関ビルディング
1825 株式会社 ランドル 本社 大阪市北区梅田２丁目６－２０スノークリスタルビル
1826 株式会社 リアルホーム 本店 京都市西京区桂野里町13-4
1827 株式会社 リヴ 本社 向日市寺戸町七ノ坪141番地
1828 株式会社 LIXILトータルサービス 本社 江東区大島2-1-1
1829 株式会社 リサ・パートナーズ 本社 港区赤坂１丁目１１－４４赤坂インターシティ
1830 株式会社 リノシスコーポレーション一級建築事務所 大阪事務所 大阪市中央区内淡路町１－３－４
1831 株式会社 リノベーションプランニング 本店 中央区銀座７－１０－１８ヤナセビル２Ｆ
1832 リノべる 株式会社 本社 渋谷区渋谷３丁目１０－１３　ＴＯＫＹＵ ＲＥＩＴ 渋谷Ｒビル
1833 リハウス関西 株式会社 本社 大阪市中央区備後町４丁目１－３御堂筋三井ビル
1834 株式会社 リビングコーポレーション 本社 渋谷区道玄坂１丁目１８－３フジビル３７
1835 株式会社 リビングライフ 本社 世田谷区等々力５丁目４－１５リビングライフ尾山台本社ビル
1836 株式会社 リブ・マックス 芦屋店 芦屋市大桝町７－１０
1837 株式会社 リブ・マックス 神戸支社 神戸市中央区加納町２-９-２４　プレジール三宮II ２階
1838 株式会社 リプライス 本社 名古屋市中区栄1-2-7　名古屋東宝ビル2F
1839 株式会社 リブライフ 本社 姫路市岡田７２３－１
1840 株式会社 Ｌｉｂ　Ｗｏｒｋ 本社 山鹿市鍋田１７８－１
1841 リベレステ 株式会社 本社 草加市金明町３８９－１
1842 株式会社 隆建 本社 神戸市兵庫区永沢町３丁目２－２３
1843 立建設 株式会社 本社 姫路市西延末２６９－６
1844 株式会社 りょうしん電気 本社 大阪市中央区城見１－２－２７クリスタルタワー６階
1845 株式会社 良和ハウス 本社 広島市西区楠木町2丁目10番1号
1846 ルークスター 株式会社 本社 明石市花園町１－２０　水野ビル２階
1847 株式会社 ルポハウス 本社 栗東市小柿３－４－３７
1848 株式会社 レーサム 本社 千代田区霞が関３丁目２－１霞が関コモンゲート西館
1849 株式会社 レーモンド設計事務所 本社 東京都渋谷区代々木5丁目58-1
1850 株式会社 レールテック 本社 大阪市淀川区西中島５－４－２０　中央ビル３Ｆ
1851 株式会社 レクシオ 本社 新宿区新宿２丁目５－１０成信ビル
1852 レプラスデザイン 株式会社 本社 大阪市西区南堀江１－９－７
1853 株式会社 ロータリーハウス 本社 高松市多肥下町1593-9
1854 株式会社 ロジコム 本社 東大和市向原１丁目３－２１
1855 株式会社 六港商事 本社 港区六本木２丁目２－２イトーピア六本木
1856 株式会社 ワーパス 本社 米子市米原８－２－２３
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人材需要アンケート調査送付先事業所　一覧

番号 事業所名 拠点名 住所
1857 株式会社 ワイズデザイン建築設計室 本社 大阪市中央区南船場１－１７－５　１階
1858 株式会社 ワイズテック 本社 西宮市門戸荘２－１８
1859 株式会社 ワイテック 大阪事務所 大阪市中央区玉造２－１６－８
1860 株式会社 y+M design office 本社 神戸市須磨区弥栄台3-3-7林タオルビル1F
1861 ワウハウス岡山 株式会社 本社 倉敷市新田２４３０－１
1862 若築建設 株式会社 本社 目黒区下目黒２丁目２３－１８
1863 若築建設 株式会社 大阪支店 大阪市中央区久太郎町２－２－８　八木ビル２Ｆ
1864 有限会社 和心デザイン研究所 本所 京都市南区唐橋経田町40マークスゲート京都サウス729
1865 和田興産 株式会社 本社 神戸市中央区栄町通４丁目２－１３
1866 ＯＮＥデザインズ 株式会社 本社 港区赤坂１－９－１３　三会堂ビル４Ｆ
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 平 成 2 9 年 1 1 月 3 0 日 

株式会社日本政策金融公庫 

日本政策金融公庫（略称：日本公庫）農林水産事業が平成 29 年７月に実施した「平成 29 年上

半期食品産業動向調査」では、29 年通年見通しの雇用判断ＤＩ※ が、平成９年の同調査開始以降

で最大となり、最も人手不足感が高まっています。 

そこで、同調査で雇用労働力について「不足」と回答した食品関係企業（有効回答 2,571 社の

うち1,148社）を対象に労働力不足の実態を調査しました。 

※雇用判断ＤＩ（Diffusion Index ＝ 動向指数）について 

ＤＩは、前年同期と比較して、雇用状況が「不足」と回答した企業の割合から「過剰」と回答した企業の割合

を差し引いた数値です。 

 

＜調査結果＞ 

○○○○ 労働力不足の原因労働力不足の原因労働力不足の原因労働力不足の原因はははは業種を問わず業種を問わず業種を問わず業種を問わず「求人に対する応募がない」が最多「求人に対する応募がない」が最多「求人に対する応募がない」が最多「求人に対する応募がない」が最多    （資料：図１（資料：図１（資料：図１（資料：図１））））    

労働力不足の原因は、「求人に対する応募がない」（86.4％）が最多となり、次いで「離職者

が多い」（25.4％）、「応募が見込まれる待遇での求人募集ができない」（24.5％）となりました。 

「求人に対する応募がない」と回答した割合を業種別にみると、飲食業の 95.1％が最多で、

続いて小売業91.4％、製造業85.6％、卸売業84.1％となりました。 

また、飲食業は「離職者が多い」と回答した割合が 48.8％と他３業種（製造業、卸売業、小

売業）に比べ多く、安定的な雇用の確保が難しいことがうかがえます。 

○○○○ 「現場」で「現場」で「現場」で「現場」で必要となる職種で必要となる職種で必要となる職種で必要となる職種で労働力が不足労働力が不足労働力が不足労働力が不足    （資料：図２（資料：図２（資料：図２（資料：図２））））

労働力が不足している職種は、「商品生産（単純作業）」（62.0％）が最多となり、次いで「商

品生産（熟練作業）」（43.0％）、「営業・販売」（40.6％）となりました。 

労働力が不足している職種を業種間で比較すると、製造業は「商品生産（単純作業）」と「商

品生産（熟練作業）」で労動力が不足しており、他の３業種（卸売業、小売業、飲食業）は「営

業・販売」や「流通や運搬に関する作業」で労働力が不足していることから、各業種において、

いわゆる「現場」で必要とされる労働力が不足していることがうかがえます。 

○○○○ 製造業は製造業は製造業は製造業は「作業工程の「作業工程の「作業工程の「作業工程の機械化機械化機械化機械化」」」」、小売業と飲食業は、小売業と飲食業は、小売業と飲食業は、小売業と飲食業は「「「「福利厚生の充実福利厚生の充実福利厚生の充実福利厚生の充実」に」に」に」に効果効果効果効果を期待を期待を期待を期待    （資料：図（資料：図（資料：図（資料：図３３３３))))

労働力不足の解決策として効果が期待できるものを質問したところ、「労働条件の改善（賃金

の値上げ、勤務時間の短縮等）」（69.7％）が最多回答となり、次いで「作業工程の機械化」

（42.2％）、「外国人技能実習生の受け入れ」（30.9％）となりました。 

 業種間で比較すると、製造業では「作業工程の機械化」と回答した割合が 54.0％と他業種に

比べて高く、小売業と飲食業は「福利厚生の充実」と回答した割合がそれぞれ 36.2％、43.9％

と他業種より高くなっています。 

ニュースリリース

食品企業の労働食品企業の労働食品企業の労働食品企業の労働力力力力不足が深刻不足が深刻不足が深刻不足が深刻、「求人、「求人、「求人、「求人へのへのへのへの応募なし」が８６％応募なし」が８６％応募なし」が８６％応募なし」が８６％    
＜ 日本公庫 平成29年上半期食品産業動向調査（特別設問） ＞ 

食品産業動向調査:労働力 

資料３０



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査時点   平成29年7月1日 

調査方法   郵送により調査票を配布し郵送により回収 

調査対象    全国の食品関係企業（製造業、卸売業、小売業、飲食業） 7,027社 

有効回収数  全体で2,571社 （回収率36.6％）  

《内訳》 製造業：1,695社、卸売業：616社、小売業：215社、飲食業：45社 



図１図１図１図１ 労働力不足の原因労働力不足の原因労働力不足の原因労働力不足の原因
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Ｑ貴社において、労働力が不足している原因となっているものはどのようなものですか。（複数回答）

（対象：雇用実績または雇用見通しが「不足」と回答した先）

（ｎ＝1,148）

図２図２図２図２ 労働力が不足している職種労働力が不足している職種労働力が不足している職種労働力が不足している職種

Ｑ労働力が不足している職種はどのようなものですか。 （複数回答）

（ｎ＝1,148）
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図３図３図３図３ 労働力不足の解決策として効果が期待できるもの労働力不足の解決策として効果が期待できるもの労働力不足の解決策として効果が期待できるもの労働力不足の解決策として効果が期待できるもの
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Ｑ労働力不足の解決策として効果が期待できるものについてうかがいます。 （複数回答）

（対象：雇用実績または雇用見通しが「不足」と回答した先）

（ｎ＝1,148）

図４図４図４図４ 雇用判断ＤＩ雇用判断ＤＩ雇用判断ＤＩ雇用判断ＤＩ （平成（平成（平成（平成29年上半期食品産業動向調査年上半期食品産業動向調査年上半期食品産業動向調査年上半期食品産業動向調査 景況）景況）景況）景況）

（注）有効求人倍率は、新規学卒者を除き、パートを含む。毎年6月、12月の季節調整値を用いた。

※雇用判断ＤＩ （Diffusion Index ＝動向指数）

前年同期と比較して、雇用状況が「不足」と回答した企業の割合から「過剰」と回答した企業の割合を

差し引いた数値です。



平 成 2 9 年 ３ 月 2 8 日 

株式会社日本政策金融公庫 

飲食業の約半数が訪日外国人観光客増加に期待 
～マーケティング強化や外国人向けメニュー開発を重視～ 

＜平成28年下半期食品産業動向調査＞ 

日本政策金融公庫（日本公庫）農林水産事業が平成29 年1 月に実施した「平成 28年下半期

食品産業動向調査」の特別設問で、食品関係企業に対して訪日外国人観光客の増加への対応を

聞いたところ、４社に１社が売上拡大のチャンスと捉えていることがわかりました。 

中でも、飲食業（外食）においては約半数が「売上拡大の良い機会である」と回答しており、

他業種と比較して最も訪日外国人観光客の増加に期待を寄せていることが分かりました。 

また、今後訪日外国人観光客を増やすための取組みについて聞いたところ、「外国語対応可

能な人材確保」よりも「マーケティング・営業の強化」や「パンフレット・メニュー等の開発

や作成」などが重要であるとの回答が多い結果となりました。 

調査結果の詳細は以下のとおりです。 

＜調査結果詳細＞ 

○ インバウンド消費がビジネス拡大チャンスと判断（資料：図１～２）

全国の食品関係企業（製造業、卸売業、小売業、飲食業）を対象に、訪日外国人観光客

の増加による消費拡大と自社の売上との関係を聞いたところ、25.2％が「売上拡大の良い

機会である」と回答し、４社に１社が訪日外国人観光客の増加をビジネス拡大のチャンス

と捉えていることがわかりました。一方で、「売上には関係しない」とした企業が 67.9％、

「売上縮小の懸念がある」0.8％、「関心がない」6.1％となりました。 

業種別にみると、特に飲食業（外食）では「売上拡大の良い機会である」が約半数の

49.1％となり、他業種（製造業 26.8％、卸売業 20.1％、小売業 21.3％）と比べ、最も訪日

外国人観光客の増加に期待を寄せていることがうかがえます。 

○ 製造・卸売業はマーケティング、小売・飲食業はパンフレット作成で対応（資料：図３～４）

「売上拡大の良い機会である」と回答した企業を対象に、訪日外国人観光客を増やすた

めの取組みについて聞いたところ、「外国人観光客向けマーケティングや営業の強化」が

38.0％と最も多く、次いで「外国人観光客向け製商品・メニュー（料理）の開発・提供」

32.4％、「外国人観光客向けパンフレット・メニュー（表）・パッケージ等の作成」が

26.0％となっており、「外国語対応可能な人材確保」8.4％よりも、マーケティングや具体

的なパンフレットづくり等に重点を置いていることがわかりました。 

ニュースリリース 

食品産業：インバウンド消費 

資料３１



  

 

業種別にみると、製造業と卸売業においては、「外国人観光客向けマーケティングや営

業の強化」との回答が、それぞれ 42.2％、29.8％と最も多くなっています。 

一方で、小売業と飲食業においては、「外国人観光客向けパンフレット・メニュー

（表）・パッケージ等の作成」が、それぞれ 45.5％、64.3％と最も多くなっており、業種

によって訪日外国人観光客を増やすための取組み内容が異なっていることがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

調査時点   平成29年1月1日 

調査方法   郵送により調査票を配布し郵送により回収 

調査対象    全国の食品関係企業（製造業、卸売業、小売業、飲食業） 6,975社 

有効回収数  全体で2,446社 （回収率35.1％）  

《内訳》 製造業：1,570社、卸売業：603社、小売業：216社、飲食業：57社 

 



26.8 

20.1 

21.3 

49.1 

67.0 

70.8 

72.0 

47.4 

0.4 

1.5 

1.4 

0.0 

5.8 

7.6 

5.2 

3.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

製造業

卸売業

小売業

飲食業（外食）

売上拡大の良い機会である 売上には関係しない 売上縮小の懸念がある 関心がない

売上拡大の良

い機会である
25.2%

売上には関係

しない
67.9%

売上縮小の懸

念がある
0.8%

関心がない
6.1%

図１ 訪日外国人観光客による消費拡大の増加と自社の売上との関係 

図２ 訪日外国人観光客の増加による消費拡大と自社の売上との関係（業種別） 
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【資料３２　農林水産省 「食品産業企業設備投資動向調査（平成29年度調査）」】

２－２　設備投資の概況「業種ベース」

 　　 業種、年度別の設備投資状況 （単位：件・百万円・％）

業種名

肉 製 品 製 造 業 14 7,095 14,227 13 12,209 23,854 100.5 95.4

乳 製 品 製 造 業 4 15,081 12,853 4 12,853 18,804 ▲14.8 46.3

水 産 食 料 品 製 造 業 7 1,336 1,905 6 1,454 1,564 42.6 7.6

野菜・果実加工品製造業 6 277 610 6 610 884 120.2 44.9

調 味 料 製 造 業 6 15,523 12,970 6 12,970 22,826 ▲16.4 76.0

みそ・ しょうゆ 製 造業 x x x x x x x x

精 穀 ・ 製 粉 製 造 業 10 3,564 4,828 10 4,828 6,926 35.5 43.5

糖 類 製 造 業 8 5,143 6,664 8 6,664 4,154 29.6 ▲37.7

パ ン ・ 菓 子 製 造 業 12 10,605 16,659 12 16,659 13,744 57.1 ▲17.5

め ん 類 製 造 業 4 2,446 1,661 4 1,661 1,647 ▲32.1 ▲0.8

清 涼 飲 料 製 造 業 9 12,232 9,956 7 4,415 5,229 ▲18.6 18.4

動 植 物 油 脂 製 造 業 4 16,231 20,187 4 20,187 16,026 24.4 ▲20.6

調 理 食 品 製 造 業 10 5,067 6,639 9 5,038 5,052 31.0 0.3

その他食料品製造業 17 3,852 6,138 17 6,138 4,680 59.3 ▲23.8

小 計 113 98,578 115,372 108 105,761 125,485 17.0 18.6

20 12,051 9,318 19 9,151 6,918 ▲22.7 ▲24.4

133 110,629 124,690 127 114,912 132,403 12.7 15.2

２８年度
（実績見込額）

２９年度
（計画額）

２８年度

外 食 産 業

年度等

設備投資額

２９年度

食
 

料
 

品
 

製
 

造
 

業

合 計

対前年度増減率
２７-２８共通回答企業 ２８-２９共通回答企業

回答数
２７年度

（実績額）
２８年度

（実績見込額）
回答数



平成 30年 11月 26日 

  

１．大阪万博の経済波及効果について 

(1) 大阪万博の誘致決定 

2025年の大阪万博の開催が決定し、新たなイノベーションの創出や地域活性化への期待はもちろん、そ

の経済効果に注目が集まっている。経済効果については、すでに様々な形で発表されているが、改めて次

のとおり推計を行った。 

(2) 経済波及効果の推計結果 

 大阪万博の開催による経済波及効果は、関西で 1.3兆円、全国で 2.2兆円という結果になった。 

これは、いわゆる直接効果と第一次波及効果を合計したものである。試算の前提は建設費として 0.2兆

円、運営費として 0.2兆円、来場者による消費として 0.9兆円が発生するとした（図表 1）。 

その結果、関西（2 府 5県）での経済波及効果としては、建設による効果が 0.3 兆円、開催による効果

が 1.0兆円となった。全国では建設効果が 0.4兆円、開催効果が 1.9

兆円となっている。 

 なお、付加価値ベースでみた場合、関西では建設効果が 0.1兆円、

開催効果が 0.6兆円となっている。これはそれぞれ関西の域内総生産

（GRP）の 0.2％、0.7％に相当する。このうち、建設効果は 2025年ま

での数年に分散する形となり、開催効果は 2025年に発生する。 

開催効果については、万博によって失われる消費（万博に行かなけ

れば発生したはずの消費）などもあり、0.7％がそのまま GRP の成長

率にプラスされるわけではない。マイナス分を差し引く必要があり、

正味としては 0.5％前後の押し上げが期待できよう。 

２．万博開催に向けての注目点 

(1) インバウンドの集客見込 

 一方、今回の大阪万博で注目されるのはインバウンドの来場動向である。2005年の愛知万博では外国人

の比率が 5％前後であった。当時よりも訪日外国人が大きく増えているほか、観光地としての大阪の人気

の高さを考えると、今回は全体の 10％前後の来場が期待できると考

えられる。 

今回の試算では、来場者 2800 万人のうち 300 万人（10.7％）を訪

日客が占めるとした。ただし、その内訳としては様々なパターンを想

定しており、まず 300 万人のうち、140 万人（来場者の 5％）は万博

を目当てに日本を訪れる（万博がなければ訪れなかった）とした。あ

との 160万人についても、右のようなパターンを想定している。 

(2) 「ＡＩ、ロボットの関西」の構築に向けて 

 さらに、今回の万博ではＡＩやロボットなどの新技術の活用が中心となるが、今後の関西経済の成長の

柱とするためにも、一過性の取り組みに終わらせないことが重要である。『ＡＩ、ロボットの関西』という

イメージを国内外にＰＲするとともに、関西の企業活動にも浸透させる必要があろう。 

（図表1）大阪万博による経済波及効果
(単位：兆円）

関西 全国 関西 全国

建設効果 0.3 0.4 0.1 0.2

開催効果 1.0 1.9 0.6 1.0

合計 1.3 2.2 0.7 1.1

※経済効果の合計値は、四捨五入の関係で一致しません

生産誘発額 粗付加価値誘発額

（前提条件）

・来場者数：2800万人
（うち国内2500万人、海外300万人）

・建設費：0.2兆円
・運営費：0.2兆円
・来場者消費額：0.9兆円

プレスリリース『大阪万博の開催による経済波及効果』 

（図表2）インバウンドの来場イメージ

インバウンドの来場数 300万人

万博への来場が主目的 140万人

万博以外の観光が主目的 160万人

関西圏内から 100万人

関西圏外から 60万人
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その際、ＡＩ、ロボットの活用の普及はもちろん、関連人材の育成制度の整備も欠かせない。今後、世

界的な人材不足が予想される中、地域としての育成制度があれば、大きなＰＲ材料となろう。 

また、万博をきっかけとした中小企業への普及の促進も重要なポイントである。地域的な機運が高まる

中で、関心をもつ企業も増えるとみられることから、そのタイミングを逃さず、自治体等の各種支援を充

実させることが必要ではないか。 

 

(3) ホテルシップの活用 

 さらに今回の万博では、宿泊を伴う来場者が、インバウンドを含めて 1000 万人前後となる見込みであ

る。万博の開催期間は半年であり、1 か月換算でも 160 万人を超える。直近の関西の旅館・ホテル等の 1

か月当たり延べ宿泊者数は約 600万人、大阪に限定すれば約 290万人であることを勘案すると、今後ホテ

ルの新たな供給が進むとしても、需要が上回る可能性は残る。 

 それに伴い、東京五輪でも活用が予定されている、ホテルシップの導入は検討に値するとみられる。ホ

テルシップとは、停泊した大型クルーズ船などを宿泊施設として利用するものである。万博会場の夢洲と

いう立地を考えても、来場者の利便性の面で評価できよう。せっかくの一大イベントで需要の取りこぼし

を防ぐためにも、受け皿の整備には万全を期すべきと考えられる。 

 

 本件照会先：大阪本社荒木秀之
TEL:070-6633-0038  mail:hd-araki@rri.co.jp

※本稿は情報提供が目的であり、商品取引を勧誘するものではありません。また、本稿は当社が信頼できると判断した各種データ
に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。なお、本稿に記載された内容は執筆時点での
ものであり、今後予告なしに変更されることがあります。 
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○建設業における女性活躍は、官民挙げた『もっと女性が活躍できる建設業行動計画』(昨年8月策定)を受け、『５年以内に女性
倍増』を目指して官民で様々な取組がスタート

○昂じている機運を業界全体で持続･浸透させ取組を加速化するためには、地域ぐるみの活動の更なる深化･定着の推進ととも
に、建設業の女性進出で大きな課題と指摘される分野への重点対応と、他産業の創意・活力の活用･取込みを通じた女性活躍の
基盤固めが不可欠

企業･業界･行政等の関係者
のネット ワークが協働で行
う地域ぐるみの女性活躍を
支える活動を深化

→ 地域での女性活躍を定着

①「もっと女性が活躍できる建設業」地域協働推進事業

建設業の女性活躍を牽引する、次世代を担う女性
リーダー層を育成･充実

○ロールモデルとなる所長・副所長級の女性リーダーの育成に向けた、

・建設業に特化した女性部下を持つ経営者向けの研修

・将来の現場で中核を担う女性向けの研修

※科学技術立国を支える理工系女性の育成にも資する取組。

②建設業・次世代女性リーダー育成

女性技能者が働きやすい現場の具体的な実践事例が少ない。
民間建築現場をはじめ、女性技能者が働きやすい
現場を普及するためモデル工事現場を支援

[モデル現場創出に向けた支援の例]

・家庭との両立を実現する朝礼環境の整備
・女性の作業負担軽減に資する機器
・現場職人用の託児環境の整備
・現場アドバイザーの派遣 等

③もっと女性が活躍できるモデル工事現場

建設業以外(メーカー等)のシーズ･アイデアと、
建設業で働く女性のニーズをマッチングするプラッ
トフォームを整備
女性に役立つ産業外の市場の創意･活力を取り込む

[プラットフォームの活動内容]

・コンソーシアムの設置
・女性活躍に役立つ新商品開発のサポート
・アンケートへの協力や試用のあっせん
・商品や様々な創意工夫、先駆的取組を戦略的に広報 等

④女性活躍を応援する多業種横断プラットフォーム

（参画企業例）
・作業服メーカー
・工具メーカー
・仮設トイレ
・自動車 等

女性活躍のための課題に重点的に即応した対策を「パッケージ」で総合的に推進

フレックス朝礼の導入

建設業者Ａ

建設業者Ｂ

建設業者Ｃ

建設業者Ｄ

建設業者Ｅ

建設業者Ｆ

工業高校等

建設業団体

研修機関等 地方公共団体等

『もっと女性が活躍できる建設業・地域ネットワーク』

【ネットワークによる実践事例】

○建設業に触れる機会を提供

○女性活躍に積極的な企業と女性
をつなぐ

○女性のメンターとの出会い、交流
○復職へのサポート 等

作業負担の軽減

作業負担を
軽減する機器

「もっと女性が活躍できる建設業」推進パッケージ

[継続] [拡充]

[拡充] [拡充]
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ふるさと兵庫景観づくり基本方針 
 

URL: https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks20/documents/kihonhoushingaiyou.pdf 
 
 

HP 掲載を省略します。 
 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/ks20/documents/kihonhoushingaiyou.pdf
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